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す
す
ぐ

富
士
川
勝
の
父
雪
は
広
島
県
安
佐
郡
安
村
（
現
在
の
広
島
市
安
古
市
町
）
で
医
業
を
行
い
、
明
治
三
十
一
年
二
月
八
日
に
六
十
九
歳
で
残
し
た

の
で
あ
る
が
、
そ
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
詳
し
い
こ
と
が
分
っ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
筆
者
が
最
近
入
手
し
た
雑
誌
「
医
談
」

第
五
十
一
号
（
明
治
三
十
一
年
三
月
）
に
、
尼
子
四
郎
氏
の
執
筆
し
た
「
富
士
川
雪
水
翁
」
と
い
う
一
文
が
載
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
そ
の
年
（
明

治
三
十
一
年
）
の
二
月
に
残
し
た
富
士
川
雪
を
追
悼
す
る
意
味
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
雪
の
経
歴
に
つ
い
て
の
か
な
り
詳

し
い
記
述
が
あ
る
の
で
、
次
に
ま
ず
そ
れ
を
紹
介
し
よ
う
。

山
間
の
僻
地
に
在
り
て
交
を
当
世
に
求
め
ざ
る
を
以
て
其
名
特
に
顕
は
れ
ず
と
雌
も
、
近
づ
き
て
其
偉
言
卓
行
を
見
聞
す
る
と
き
は
、
頗
る

欽
仰
に
堪
べ
ざ
る
も
の
あ
り
、
我
私
立
奨
進
医
会
の
創
立
者
な
る
富
士
川
雪
水
翁
の
如
き
則
ち
其
人
な
り

翁
、
名
は
雪
、
字
は
自
得
、
雪
水
は
其
号
、
一
に
百
之
と
号
す
、
天
保
元
年
八
月
朔
、
安
芸
国
沼
田
郡
安
村
に
生
る
、
家
里
正
た
り
、
外
祖
父

末
田
氏
医
を
長
崎
楢
林
峡
山
の
門
に
学
び
盛
名
あ
り
、
翁
の
頴
悟
を
愛
し
、
鞠
養
し
て
其
業
を
承
け
し
め
ん
と
し
、
医
を
修
め
し
む
、
年
十
五

一
、
富
士
川
雪
の
こ
と

富
士
川
澁
伝
の
資
料
二
、
三

纈
蕊
舞
灌
一
謹
跨
譜
昭
和
五
十
四
隼
五
月
七
日
愛
村

富
士
川
英

郎

393 （1）



広
島
に
出
て
、
医
官
西
道
寿
の
門
に
入
り
、
傍
ら
頼
氏
に
従
て
経
籍
を
修
む
、
居
る
こ
と
五
年
、
西
氏
の
藩
主
浅
野
侯
の
東
観
に
陪
す
る
に
随

ひ
、
江
戸
に
赴
き
、
既
に
し
て
笈
を
負
ふ
て
、
西
長
崎
に
至
り
、
吉
雄
氏
の
門
に
入
り
て
、
瘍
科
を
修
め
大
に
得
る
と
こ
ろ
あ
り
、
帰
り
て
業

を
其
郷
に
開
く
時
に
年
二
十
五
、
幾
も
な
く
し
て
其
名
遠
邇
に
播
き
、
家
声
大
に
揚
る
、
翁
常
に
云
く
、
医
は
仁
術
な
り
、
其
心
仁
を
主
と
し

て
利
欲
声
誉
の
念
を
去
る
べ
し
、
と
卓
然
と
し
て
時
流
の
外
に
立
ち
、
頗
ふ
る
古
君
子
の
風
あ
り
、
又
医
人
の
風
紀
、
日
を
逐
て
頽
敗
に
傾
く

を
歎
し
、
近
村
同
業
の
志
あ
る
も
の
を
糾
合
し
て
、
一
会
を
起
し
、
奨
進
医
会
と
い
ふ
、
時
に
明
治
九
年
の
七
月
に
し
て
、
今
よ
り
二
十
三
年

の
前
な
り
、
明
治
十
二
年
七
月
十
五
日
、
更
に
規
模
を
拡
張
し
、
私
立
の
二
字
を
冠
す
、
則
ち
今
の
我
私
立
奨
進
医
会
こ
れ
な
り
、
人
或
は
都

会
の
地
に
移
り
て
其
業
を
盛
に
せ
ん
こ
と
を
勧
む
、
翁
の
云
く
、
狂
を
追
へ
は
、
不
狂
人
も
尚
狂
た
る
を
免
れ
ず
、
意
を
柾
げ
、
薬
を
売
て
、

口
を
糊
す
る
は
予
の
隙
と
せ
ざ
る
所
、
永
く
父
母
墳
墓
の
地
に
住
み
て
清
貧
を
楽
ま
む
と
、
鳴
呼
翁
の
如
き
は
我
会
の
好
模
範
と
い
ふ
く
し
、

明
治
三
十
一
年
一
月
俄
に
病
に
か
か
り
、
床
に
臥
す
、
而
か
も
診
治
を
他
に
乞
は
ず
、
莞
爾
と
し
て
云
く
、
病
に
臨
染
て
薬
を
用
ゐ
ざ
る
は
猶

ほ
中
医
を
求
む
る
が
如
し
、
と
、
遂
に
薬
せ
ず
、
二
月
八
日
寝
る
が
如
く
に
残
す
、
越
て
一
日
、
遺
骸
を
猿
原
山
頭
先
螢
の
次
に
葬
む
る
、
式

場
二
三
氏
の
吊
詞
、
以
て
翁
の
生
平
を
想
ふ
の
資
と
す
へ
き
を
以
て
其
全
文
を
左
に
掲
ぐ

富
士
川
雪
君
ノ
長
逝
ヲ
追
悼
ス

鳴
呼
我
親
友
富
士
川
雪
君
、
明
治
三
十
一
年
二
月
八
日
ヲ
以
テ
黄
泉
ノ
客
ト
ナ
ル
、
年
齢
六
十
有
九
、
君
性
質
怜
捌
人
卜
交
ハ
ル
’
一
温
厚
篤
実
敢
テ
妄
説

多
言
ヲ
用
ヒ
ズ
、
時
機
二
臨
テ
上
ヲ
揮
一
フ
ズ
下
ヲ
侮
ラ
ズ
、
又
世
間
ノ
評
説
ヲ
厭
ハ
ズ
、
断
然
事
ヲ
処
ス
ル
｜
一
時
曙
セ
ザ
ル
ハ
是
レ
君
ノ
長
所
ニ
シ
テ
老
年

一
一
及
ン
デ
猶
活
溌
果
断
人
ヲ
驚
カ
シ
ム
、
君
又
医
学
図
書
一
一
通
シ
又
細
書
一
一
妙
ヲ
得
、
一
タ
ビ
筆
ヲ
執
レ
ハ
数
万
字
ヲ
細
害
ス
ル
モ
倦
マ
ズ
、
嘗
テ
和
訓
栞

ヲ
写
シ
取
り
シ
事
ア
リ
、
君
曇
年
時
勢
ノ
進
化
一
一
従
上
疾
ク
洋
法
ヲ
学
上
、
奨
進
医
会
ヲ
組
織
シ
テ
医
術
ヲ
研
究
シ
、
世
俗
ヲ
集
メ
衛
生
ヲ
談
シ
、
或
〈
詠

仁
会
社
、
牧
畜
会
社
、
栽
培
社
、
篤
交
会
等
ヲ
設
ヶ
、
月
次
積
金
ヲ
ナ
シ
抽
籔
ニ
依
り
親
友
手
ヲ
携
ヘ
テ
東
西
ヲ
旅
行
シ
（
我
輩
医
士
一
一
ア
ラ
サ
ル
モ
其
一

人
一
一
加
ハ
ル
）
頗
ル
智
識
ノ
発
達
ヲ
謀
一
フ
レ
シ
等
〈
実
一
一
君
ノ
功
績
ト
請
う
。
へ
シ
、
近
来
退
ス
ル
ニ
及
テ
ハ
只
害
画
ヲ
嗜
ミ
、
和
歌
ヲ
詠
シ
、
盆
栽
ヲ
作
ル

ー
余
念
ナ
カ
リ
シ
、
君
仏
教
ヲ
信
セ
ズ
、
日
ク
已
一
一
生
ヲ
知
ラ
ズ
何
ソ
敢
テ
死
ヲ
知
ラ
ン
ヤ
ト
、
這
回
危
篤
一
一
際
シ
親
友
薬
ヲ
勧
ム
ル
モ
ノ
ア
レ
ハ
到
底
駄

目
ナ
リ
出
直
シ
テ
来
ル
・
ヘ
キ
ノ
ミ
ト
云
上
眠
ル
カ
如
ク
長
逝
ノ
途
｝
一
上
ラ
レ
シ
ハ
誠
一
二
奇
士
ト
謂
フ
ベ
シ
聯
力
蕪
言
ヲ
綴
リ
テ
哀
悼
ノ
詞
｝
一
代
フ

寄
雪
解
述
懐
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会
葬
席
上
即
稿
篤
交
会
会
員
総
代
原
田
台
造

翁
、
又
書
画
を
能
く
し
、
晩
年
国
歌
を
嗜
承
、
雪
水
含
味
草
一
千
首
あ
り
、
著
す
と
こ
ろ
「
騒
擾
雑
記
」
二
十
巻
、
「
庚
午
医
事
日
記
」
一

巻
、
「
仮
名
の
手
鑑
」
一
巻
、
「
伊
勢
の
浜
つ
と
」
一
巻
、
「
治
療
方
符
」
二
巻
、
「
安
歳
事
記
」
一
巻
等
あ
り
皆
家
に
蔵
す
、
二
子
、
伯
名
は
勝

医
業
を
承
く
、
叔
名
は
一
吾
海
軍
に
出
仕
し
中
尉
の
現
職
に
あ
り
、
余
二
君
と
相
識
り
旦
翁
の
愛
撫
を
辱
ふ
せ
る
を
以
て
計
音
に
接
し
て
悼
惜

措
く
能
は
ず
珈
か
小
伝
を
草
し
て
追
悼
の
情
を
表
す
と
云
ふ

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
富
士
川
雪
は
天
保
元
年
（
一
八
三
○
）
八
月
一
日
に
当
時
の
安
芸
国
沼
田
郡
安
村
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
外
祖
父
の

末
田
氏
が
医
を
長
崎
の
楢
林
妹
山
（
峡
山
は
誤
り
）
に
学
ん
だ
と
あ
る
が
、
楢
林
味
山
は
『
医
史
料
』
第
二
号
（
明
治
二
十
八
年
六
月
）
所
載
の

「
楢
林
家
系
譜
」
に
よ
れ
ば
、
鎭
山
よ
り
数
え
て
第
五
代
目
に
当
り
、
初
め
の
名
は
栄
建
、
父
の
栄
哲
（
鳩
山
）
が
残
し
た
の
ち
は
、
そ
の
名

を
襲
い
だ
。
長
崎
で
蘭
書
を
講
じ
て
門
弟
に
教
え
て
い
た
が
、
他
方
、
詩
文
俳
詣
を
嗜
ん
で
、
古
賀
精
里
、
頼
杏
坪
、
太
田
南
畝
、
亀
井
南

冥
、
菅
茶
山
等
と
風
雅
の
交
わ
り
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

と
こ
ろ
で
、
富
士
川
雪
は
十
五
歳
の
と
き
と
い
う
か
ら
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
に
広
島
に
出
て
、
藩
医
西
道
寿
の
門
に
入
り
「
傍
ら
頼
氏

に
従
っ
て
経
籍
を
修
め
た
」
と
い
う
。
こ
の
頼
氏
は
頼
山
陽
の
長
男
で
、
芸
藩
の
藩
儒
と
し
て
浅
野
侯
に
仕
え
て
い
た
聿
庵
（
一
八
○
一
’
一

八
五
六
）
だ
ろ
う
。
こ
の
年
、
聿
庵
は
四
十
四
歳
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

明
治
三
十
一
年
三
月

二
月
九
日

名
に
し
お
ふ
富
士
の
高
根
の
白
雪
の

惜
し
く
も
解
し
春
の
ぬ
く
承
に

安
芸
後
進

尼
子
四
郎
謹
撰
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明
治
三
十
七
年
十
月
、
『
日
本
医
学
史
』
を
著
わ
し
た
富
士
川
勝
は
、
翌
三
十
八
年
四
月
、
人
間
の
身
体
及
び
精
神
の
構
造
と
機
能
を
科
学

的
に
研
究
し
、
そ
の
立
場
か
ら
人
間
の
社
会
的
・
精
神
的
な
生
活
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
雑
誌
「
人
性
」
を
創
刊
し
て
、
こ
れ
を
主

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
、
二
十
五
歳
で
郷
里
の
安
村
に
帰
っ
て
き
た
雪
は
、
そ
れ
以
後
四
十
余
年
間
、
そ
こ
で
医
業
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ

る
が
、
そ
の
間
の
彼
の
活
動
で
、
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
同
志
を
語
ら
っ
て
の
奨
進
医
会
の
創
立
だ
ろ
う
。
従
来
こ
の
会
の
創
立
は
明
治
十
二

年
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
が
、
さ
き
の
尼
子
四
郎
氏
の
追
悼
記
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
明
治
九
年
七
月
の
こ
と
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
明
治
十

二
年
七
月
十
五
日
に
は
、
更
に
会
の
規
模
が
拡
張
さ
れ
、
会
名
に
も
私
立
の
二
字
が
冠
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
の
私
立
奨
進
医
会
が
明
治
二
十

年
の
富
士
川
勝
の
上
京
と
と
も
に
、
や
が
て
東
京
に
移
さ
れ
、
そ
の
伝
統
が
こ
ん
に
ち
の
日
本
医
史
学
会
に
ま
で
連
綿
と
し
て
う
け
つ
が
れ
て

い
る
こ
と
は
、
周
知
の
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

ま
た
、
富
士
川
雪
が
医
学
を
学
ん
だ
西
道
寿
は
芸
藩
に
仕
え
た
蘭
方
医
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
こ
の
ひ
と
の
経
歴
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
安

芸
国
佐
伯
郡
草
津
の
ひ
と
で
、
シ
ー
ポ
ル
ト
に
師
事
し
た
西
道
朴
（
一
七
六
○
’
一
八
三
三
）
と
い
う
外
科
医
が
い
る
が
、
西
道
寿
は
こ
の
道
朴

と
な
ん
ら
か
の
つ
な
が
り
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
道
寿
も
道
朴
と
同
じ
く
草
津
の
ひ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
り
、
し
か

も
、
こ
の
ふ
た
り
は
と
も
に
藺
方
の
外
科
医
な
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
富
士
川
雪
は
広
島
に
出
て
か
ら
五
年
、
二
十
歳
の
と
き
に
、
師
の
西
道
寿
に
随
っ
て
江
戸
に
赴
い
た
と
あ
る
が
、
雪
が
の
ち
に
言
い

桑
や
こ
の
唯
な
つ
と

た
「
美
耶
古
能
波
那
津
登
」
と
い
う
紀
行
文
の
な
か
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
彼
は
こ
の
と
き
、
霞
ヶ
関
の
芸
藩
食
邸
に
一
年
間
寄
宿
し
て
い
た
ら

し
い
。
や
が
て
帰
国
し
た
彼
は
、
こ
ん
ど
は
長
崎
に
至
っ
て
、
吉
雄
氏
の
門
に
入
っ
て
、
瘍
科
を
修
め
た
と
い
う
。
こ
の
吉
雄
氏
は
吉
雄
幸
載

（
一
七
八
八
’
一
八
六
六
）
だ
ろ
う
か
。

二
、
加
藤
弘
之
と
の
関
係
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宰
し
た
。
こ
の
雑
誌
は
も
と
よ
り
専
門
の
学
術
雑
誌
で
は
な
く
、
人
間
に
つ
い
て
の
科
学
的
知
識
の
普
及
を
そ
の
一
半
の
目
的
と
し
て
い
た
も

の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
せ
い
か
、
当
時
の
読
書
界
に
い
く
ら
か
の
反
響
を
呼
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
「
東
京
経
済
雑
誌
」
「
学
鐙
」
「
神

経
学
雑
誌
」
「
中
央
公
論
」
等
に
こ
の
「
人
性
」
に
つ
い
て
の
紹
介
の
記
事
や
書
評
が
載
っ
た
り
し
た
が
、
明
治
一
二
十
八
年
十
一
月
発
行
の

「
教
育
界
」
第
四
巻
第
十
一
号
に
載
せ
ら
れ
た
加
藤
弘
之
の
「
雑
誌
に
就
い
て
」
と
い
う
談
話
筆
記
の
う
ち
で
も
、
「
人
性
」
に
関
し
て
、
次

経
学
雑
誌
」
「
中
央
公
論
」
等
に
こ
（

「
教
育
界
」
第
四
巻
第
十
一
号
に
載

の
よ
う
な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

「
近
頃
私
の
一
番
気
に
適
っ
た
雑
誌
は
『
人
性
』
と
云
う
雑
誌
で
、
是
は
富
士
川
塀
と
云
う
人
が
編
輯
主
任
で
や
っ
て
居
る
も
の
で
、
色
だ

の
専
門
学
者
の
説
が
出
来
て
居
る
。
人
と
云
う
も
の
に
就
て
の
一
般
を
言
い
て
居
る
も
の
で
、
身
体
の
事
か
ら
精
神
の
事
迄
、
総
て
論
ず
る
の

で
あ
っ
て
、
着
実
な
議
論
で
、
皆
な
科
学
的
の
証
拠
の
あ
る
議
論
で
あ
る
。
そ
れ
か
と
云
う
て
、
専
門
家
で
な
け
れ
ば
分
ら
ぬ
と
云
う
や
ぅ
な

議
論
が
少
な
く
し
て
、
大
凡
そ
は
常
識
で
分
か
る
や
う
な
議
論
を
し
て
居
る
、
斯
う
云
う
雑
誌
は
、
西
洋
に
は
幾
等
も
あ
る
が
、
日
本
で
は
初

め
て
出
来
た
の
で
あ
る
。
此
『
人
性
』
と
云
う
雑
誌
は
、
第
四
号
迄
出
来
て
居
る
が
、
是
迄
な
い
雑
誌
で
、
先
づ
有
益
な
雑
誌
で
あ
る
と
思

加
藤
弘
之
の
こ
の
言
葉
が
当
時
の
富
士
川
勝
を
喜
ば
せ
た
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
が
、
彼
は
早
速
、
同
年
の
十
二
月
に
「
『
人
性
』

第
一
巻
の
後
に
附
す
」
と
い
う
文
章
を
書
い
て
、
そ
の
な
か
で
右
の
加
藤
弘
之
の
言
葉
を
引
用
し
た
の
ち
、

「
加
藤
老
博
士
は
『
我
邦
に
て
専
門
以
外
の
雑
誌
の
無
益
の
も
の
が
多
数
を
占
め
て
居
る
。
こ
れ
は
日
本
人
に
科
学
の
思
想
が
乏
し
い
か
ら

哲
学
風
、
文
学
風
の
論
説
が
多
く
、
浮
い
た
も
の
に
な
っ
て
、
実
質
が
乏
し
い
』
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
、
我
が
『
人
性
』
の
如
く
、
通
俗
的

に
科
学
の
事
を
記
述
す
る
雑
誌
の
多
か
ら
む
こ
と
を
望
む
と
言
は
る
る
也
。
我
暦
は
多
年
抱
持
し
た
る
所
見
の
、
此
の
如
く
、
我
学
界
の
耆
宿

の
そ
れ
と
、
契
合
せ
る
を
見
て
、
心
中
喜
悦
に
堪
へ
ざ
る
も
の
あ
る
也
」

の
そ
れ
と
、
契
合
せ
る
を
見
て
、
心
圭

と
そ
の
喜
び
を
語
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
加
藤
弘
之
が
さ
き
の
一

ｒ
季
一

》
Ｌ

加
藤
弘
之
が
さ
き
の
文
章
の
な
か
で

「
人
性
」
に
つ
い
て
「
是
は
富
士
川
勝
と
云
う
人
が
編
輯
主
任
で
や
っ
て
居
る
も
の
で
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：
．
…
」
と
述
べ
て
い
る
箇
所
を
読
む
と
、
加
藤
は
富
士
川
勝
と
い
う
名
前
を
こ
の
と
き
は
じ
め
て
知
っ
た
か
、
或
は
そ
の
存
在
に
は
じ
め
て
注

目
し
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
う
け
る
。
実
は
筆
者
も
そ
の
よ
う
に
感
じ
て
、
富
士
川
瀞
は
こ
の
時
期
に
、
と
い
う
の
は
明
治
三
十
八
年
の
十
一

月
か
十
二
月
に
、
「
人
性
」
に
つ
い
て
の
好
意
的
な
批
評
を
う
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
は
じ
め
て
加
藤
弘
之
と
識
り
あ
い
、
以
後
、
そ

の
知
遇
を
得
た
の
だ
ろ
う
と
、
か
ね
て
想
像
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
昨
年
、
必
要
が
あ
っ
て
、
「
東
洋
哲
学
」
と
い
う
雑
誌
Ｑ
ハ

ッ
ク
・
ナ
ン
寺
ハ
ー
を
い
ろ
い
ろ
見
て
い
る
と
、
そ
の
う
ち
に
加
藤
弘
之
の
八
十
歳
の
長
寿
を
祝
っ
て
編
集
さ
れ
た
一
冊
の
特
別
号
が
あ
っ
た
。

「
東
洋
哲
学
」
は
明
治
時
代
か
ら
大
正
へ
か
け
て
、
東
洋
大
学
か
ら
出
て
い
た
雑
誌
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
加
藤
弘
之
の
長
寿
を
祝
っ
た
特
別

号
は
大
正
四
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
隆
呈
士
川
辨
も
「
加
藤
老
先
生
の
寿
を
祝
す
」
と
い
う
文
章
を
寄
稿
し
て
お
り
、
筆

者
は
そ
れ
を
読
ん
で
、
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
ず
っ
と
古
く
か
ら
富
士
川
が
加
藤
弘
之
の
知
遇
を
得
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

文
章
の
な
か
で
富
士
川
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。

「
余
が
始
め
て
、
加
藤
先
生
の
著
書
を
読
ゑ
て
、
先
生
の
所
説
を
窺
う
事
を
得
た
る
は
明
治
十
六
年
に
し
て
、
今
よ
り
三
十
余
年
前
の
こ
と

な
り
。
当
時
余
は
一
介
の
寒
書
生
と
し
て
、
郷
里
広
島
の
学
校
に
在
り
し
が
、
加
藤
先
生
の
『
人
権
新
説
』
を
読
ゑ
て
、
吾
人
の
権
利
が
天
賦

の
も
の
に
あ
ら
ず
、
全
く
国
家
の
生
存
上
漸
次
に
進
化
発
展
し
た
る
も
の
な
り
と
い
う
の
説
を
詳
に
し
、
当
時
思
想
の
極
め
て
幼
稚
な
り
し
余

も
そ
の
説
に
感
服
し
た
り
。
然
れ
ど
も
露
骨
に
言
へ
ば
、
こ
れ
よ
り
先
き
加
藤
先
生
が
明
治
天
皇
陛
下
に
独
逸
書
を
進
講
せ
ら
れ
た
る
よ
し
の

新
聞
記
事
を
読
象
、
先
生
を
崇
拝
し
居
り
し
こ
と
が
主
因
と
な
り
て
、
先
生
の
所
説
に
感
服
し
た
る
ま
で
な
り
。
後
一
三
年
を
経
て
、
東
京
に

大
日
本
節
酒
会
と
称
す
る
一
協
会
創
立
せ
ら
れ
、
加
藤
先
生
を
会
長
に
、
杉
亨
二
、
西
村
茂
樹
両
先
生
を
副
会
長
に
仰
ぎ
、
湯
本
武
比
古
、
田

中
登
作
の
諸
氏
専
ら
斡
旋
し
て
、
節
酒
の
実
行
を
期
せ
ら
る
る
に
方
り
、
余
は
直
ち
に
其
会
に
入
り
、
明
治
廿
年
の
秋
上
京
す
る
や
、
九
段
坂

下
玉
川
亭
に
開
か
れ
た
る
総
会
に
臨
象
、
始
め
て
加
藤
先
生
に
面
晤
す
る
こ
と
を
得
た
り
。
こ
の
時
、
加
藤
先
生
は
五
十
二
歳
、
余
は
二
十
一

歳
（
一
千
三
歳
の
誤
り
）
、
一
は
碩
学
大
家
、
一
は
黄
囑
の
一
寒
生
に
し
て
、
其
間
、
懸
隔
甚
し
か
り
し
は
固
よ
り
な
り
。
然
る
に
、
先
生
が
蟄

実
な
る
学
者
の
態
度
を
持
し
、
後
進
余
の
如
き
も
の
に
対
し
て
も
、
敢
て
城
府
を
設
け
ら
れ
ざ
り
し
を
見
て
、
余
は
益
々
先
生
を
崇
拝
す
る
の

（6） 398



念
を
増
し
、
遂
に
大
日
本
節
酒
会
の
幹
事
の
一
人
と
し
て
、
先
生
の
配
下
に
属
し
た
り
」

富
士
川
勝
は
明
治
二
十
年
七
月
、
広
島
県
広
島
医
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
そ
の
年
の
秋
、
上
京
し
て
、
明
治
生
命
保
険
会
社
の
保
険
医
と
な

る
と
と
も
に
、
中
外
医
事
新
報
社
に
入
っ
た
が
、
加
藤
弘
之
の
聲
咳
に
接
し
た
の
も
、
そ
の
年
の
う
ち
の
こ
と
で
あ
り
、
や
が
て
加
藤
が
会
長

を
し
て
い
た
大
日
本
節
酒
会
の
幹
事
と
な
っ
て
、
そ
の
配
下
に
属
し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ふ
た
り
は
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
ず

っ
と
以
前
か
ら
交
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
加
藤
弘
之
が
明
治
三
十
八
年
十
一
月
に
「
人
性
」
を
紹
介
し
て
「
是
は
富
士
川
瀞
と
云

う
人
が
編
輯
主
任
で
や
っ
て
居
る
の
で
：
．
…
云
々
」
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
を
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
当
時
、
富
士
川
が
医
学
界
で
は
す

で
に
ひ
ろ
く
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
た
の
に
も
拘
ら
ず
、
一
般
に
は
ま
だ
無
名
に
近
か
っ
た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。

因
桑
に
現
在
、
筆
者
の
手
も
と
に
は
富
士
川
宛
の
加
藤
弘
之
の
書
簡
が
二
通
ば
か
り
残
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
簡
単
な
、
短
い
も
の
で
あ
る

因
桑
に
現
在
、
筆
者
の
手
も
と
に
唾

が
、
そ
の
一
通
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

な
に
か
の
書
物
の
名
を
富
士
川
か
ら
報
ら
せ
て
き
た
こ
と
へ
の
返
事
な
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
手
紙
は
何
年
に
書
か
れ
た
の
か
、
明
治
四

十
年
代
か
、
大
正
初
期
の
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
も
と
よ
り
そ
の
確
証
は
な
い
。

加
藤
弘
之
は
周
知
の
通
り
、
そ
の
思
想
に
ダ
ー
ウ
ィ
ン
や
ヘ
ッ
ヶ
ル
の
影
響
を
強
く
う
け
て
い
た
の
で
、
ヘ
ッ
ヶ
ル
に
深
い
関
心
を
よ
せ
て

御
深
切
二
書
名
御
申
越
被
下
難
有
奉
存
候
面
白
さ
う
に
と
存
候
注
文
致
ス
ベ
ク
存
居
候
不
取
敢
御
礼
申
上
候
勿
々
拝
具

伝＝
自

信ヨ

ー4－
－上今

川
殿

十
月
十
七
日侍

右

加
藤
弘
之
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「
岡
野
知
十
、
万
延
元
・
二
・
一
九
ｌ
昭
和
七
・
八
・
一
三
（
一
八
六
○
’
一
九
一
一
三
）
。
俳
人
。
北
海
道
日
高
国
様
似
（
現
・
日
高
郡
様
似
町
）

生
れ
。
木
川
氏
、
の
ち
叔
父
岡
野
英
三
の
養
嗣
と
な
る
。
東
京
に
移
り
、
晩
年
は
下
谷
中
根
岸
鶯
日
居
に
過
ご
し
た
。
本
名
敬
胤
、
旧
号
正

味
。
は
じ
め
函
館
毎
日
新
聞
に
入
り
、
出
京
後
も
文
筆
に
携
わ
り
、
明
治
二
八
年
『
毎
日
新
聞
』
に
掲
げ
た
『
俳
譜
風
聞
記
』
に
よ
り
俳
壇
に

登
場
し
た
。
秋
声
会
に
加
わ
っ
た
が
ま
も
な
く
脱
退
し
、
一
三
一
年
従
来
庵
斗
大
、
上
田
竜
耳
ら
と
雀
会
を
興
し
、
翌
一
三
一
年
一
二
月
『
俳
諾
・

す
ず
め
』
を
発
刊
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
を
発
展
せ
し
め
て
三
四
年
八
月
『
半
面
』
を
創
刊
し
て
新
々
派
俳
風
を
唱
え
た
。
江
戸
座
の
俳
風
に
ひ

か
れ
、
史
的
研
究
を
鼓
吹
し
、
俳
書
の
収
集
に
凝
っ
た
。
そ
の
集
書
は
大
正
震
災
後
東
大
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
知
十
文
庫
と
し
て
珍
重
さ
れ

て
い
る
．
：
…
そ
の
後
『
新
江
戸
』
『
郊
外
』
等
を
主
宰
し
、
江
戸
趣
味
に
浸
り
、
も
っ
ぱ
ら
蕪
村
、
抱
一
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
研
究
に
没
頭
し

た
：
・
・
・
・
大
正
に
入
り
俳
壇
を
去
り
、
小
唄
の
作
詞
を
し
た
り
し
て
趣
味
人
と
し
て
生
涯
を
送
っ
た
」

つ
の
だ

右
に
知
十
が
明
治
二
十
八
年
に
「
秋
声
会
」
に
加
わ
っ
た
と
あ
る
が
、
「
秋
声
会
」
は
明
治
二
十
八
年
十
月
に
、
角
田
竹
冷
を
中
心
と
し
て
、

戸
川
残
花
、
大
野
泗
竹
、
岡
野
知
十
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
俳
句
の
結
社
で
あ
る
。
ま
た
、
大
正
期
に
入
っ
て
か
ら
の
知
十
は
小
唄
の
作
詞
を

し
た
り
し
て
、
趣
味
人
と
し
て
、
優
雅
な
生
涯
を
送
っ
た
と
い
う
。
晩
年
の
知
十
に
可
愛
が
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
の
山
内
義
雄
氏
の
追
憶

記
に
よ
れ
ば
、
そ
の
頃
の
知
十
は
「
い
か
に
も
渋
い
、
そ
れ
で
い
て
き
わ
め
て
ハ
イ
カ
ラ
な
ご
老
人
だ
っ
た
」
そ
う
で
あ
る
。

部
分
を
次
に
引
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

富
士
川
溝
は
明
治
の
俳
人
岡
野
知
十
と
も
か
な
り
の
親
交
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
語
る
に
先
立
っ
て
、
岡
野
知
十
に
つ
い

て
簡
単
に
述
べ
て
置
こ
う
。
ま
ず
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
（
日
本
近
代
文
学
館
編
）
の
「
岡
野
知
十
」
の
項
（
柳
生
四
郎
執
筆
）
か
ら
必
要
な

い
た
富
士
川
は
、
お
そ
ら
く
加
藤
の
思
想
に
も
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
が
か
な
り
あ
っ
た
の
だ
だ
ろ
う
。

三
、
岡
野
知
十
と
の
関
係

（8） 400



と
こ
ろ
で
、
富
士
川
勝
は
こ
の
岡
野
知
十
と
、
い
っ
た
い
い
つ
、
ど
う
い
う
き
っ
か
け
で
識
り
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
岡
野
知
十
が
主
宰

し
、
ほ
と
ん
ど
単
独
で
編
集
し
て
い
た
と
言
っ
て
も
よ
い
「
半
面
」
と
い
う
俳
句
の
雑
誌
の
明
治
三
十
八
年
十
一
月
号
に
、
富
士
川
の
「
其
角

句
中
の
医
学
」
と
い
う
随
筆
が
載
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
推
察
す
れ
ば
、
こ
の
ふ
た
り
が
識
り
あ
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
少
し
以

前
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
富
士
川
は
明
治
三
十
七
年
十
月
に
『
日
本
医
学
史
』
を
著
わ
し
、
翌
三
十
八
年
四
月
に
は
雑
誌
「
人
性
」

を
創
刊
し
た
り
し
て
、
そ
の
頃
か
ら
彼
の
名
が
医
学
界
以
外
の
人
々
の
間
に
も
知
ら
れ
は
じ
め
、
従
っ
て
種
々
の
会
合
な
ど
で
、
い
ろ
い
ろ
な

人
た
ち
と
識
り
あ
う
機
会
も
多
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

岡
野
知
十
の
遺
稿
句
集
『
味
余
』
の
巻
末
に
彼
の
「
年
譜
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
大
正
四
年
の
項
に
「
こ
の
頃
よ
り
富
士
川
勝
博

士
は
じ
め
刀
圭
界
の
人
灸
と
料
理
試
食
会
の
催
ふ
し
を
な
す
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
よ
り
さ
き
、
富
士
川
勝
は
明
治
四
十
一
年
十
二
月

に
看
護
学
会
を
創
立
し
、
そ
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
病
人
料
理
試
食
会
を
し
ば
し
ば
催
し
て
、
こ
れ
を
主
宰
し
て
い
た
が
、
食
通
で
あ
り
、

趣
味
の
人
で
あ
っ
た
岡
野
知
十
が
こ
の
試
食
会
の
メ
ン
。
ハ
ー
に
加
わ
っ
た
の
は
、
右
の
年
譜
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
大
正
四
年
頃
の
こ
と
で

一
方
、
知
十
は
大
正
三
年
末
か
ら
「
料
理
研
究
」
と
い
う
雑
誌
を
単
独
で
（
岡
野
家
庭
割
烹
会
発
行
）
出
し
て
お
り
、
そ
の
第
二
号
（
大
正
四

年
一
月
）
か
ら
富
士
川
は
「
料
理
の
衛
生
」
と
題
し
た
論
文
を
数
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
た
ほ
か
、
同
じ
第
二
号
に
「
菊
芋
の
事
」
と
い
う
次

の
よ
う
な
短
い
随
筆
を
寄
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

「
今
か
ら
十
五
年
ほ
ど
前
に
、
私
が
ド
イ
ツ
の
片
田
舎
、
エ
ー
ナ
の
町
に
居
り
ま
し
た
時
、
病
人
の
食
物
な
ど
を
調
べ
ま
し
て
、
糖
尿
病
の

病
人
に
与
へ
て
よ
い
と
い
う
食
菱
に
ト
ピ
ナ
ソ
ブ
ー
ル
・
ヤ
ポ
ニ
ヵ
（
弓
ｏ
も
冒
冒
宮
一
こ
ｇ
ｏ
己
３
）
と
い
う
の
が
あ
る
の
を
見
ま
し
て
、
そ
の
日

あ
ぢ
は

本
産
と
い
う
名
前
が
、
す
こ
ぶ
る
私
の
興
味
を
引
き
ま
し
た
。
し
か
し
ド
イ
ツ
に
居
ま
し
た
と
き
は
、
ト
ピ
ナ
ン
ゞ
プ
ー
ル
を
見
る
こ
と
も
、
味

う
事
も
出
来
ま
せ
ぬ
で
し
た
。
こ
ち
ら
に
帰
り
ま
し
て
か
ら
、
ト
ピ
ナ
ン
ブ
ー
ル
が
和
名
、
菊
芋
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
て
、
こ

た
ね

れ
を
食
っ
て
見
た
い
と
思
い
ま
し
て
、
農
科
大
学
の
白
井
光
太
郎
博
士
に
頼
む
で
、
そ
の
種
子
を
貰
い
ま
し
て
、
培
養
し
て
見
ま
し
た
。
よ
く

あ
っ
た
ら
し
い
。

（9）401



菊
芋
は
学
名
を
ヘ
リ
ァ
ン
ッ
ス
・
ツ
ベ
ロ
ー
ズ
ス
（
国
①
冒
昌
言
い
弓
号
の
８
呂
い
）
と
い
い
、
独
逸
で
は
ト
ピ
ナ
ン
ブ
ー
ル
（
弓
◎
も
言
§
ず
胃
）
、
英

さ
う
ほ
ん

国
で
は
ゼ
ル
サ
レ
ム
・
ア
ー
チ
チ
ョ
ー
ク
（
“
ず
ご
世
の
目
シ
畠
。
］
５
席
）
と
い
う
、
菊
科
に
属
す
る
一
年
生
草
本
で
あ
り
ま
す
。
芋
は
地
下
部
に

く
わ
い
け
い
じ
ゃ
が
い
も

於
け
る
根
の
膨
大
せ
る
も
の
で
、
塊
茎
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
そ
の
形
は
馬
鈴
薯
に
よ
く
似
て
居
り
ま
す
。
も
と
、
北
米
カ
ナ
ダ
の
原
産
で
、
我

邦
に
は
文
久
元
年
の
頃
に
、
横
浜
に
輸
入
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
ド
イ
ツ
の
書
物
に
ト
ピ
ナ
ン
等
プ

ー
ル
・
ヤ
ポ
’
一
ヵ
と
あ
り
ま
す
の
は
面
白
い
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
か
」

こ
れ
は
そ
の
前
半
で
あ
る
が
、
こ
の
文
章
を
写
し
な
が
ら
筆
者
は
、
む
か
し
少
年
で
あ
っ
た
頃
、
鎌
倉
の
父
の
家
の
食
卓
に
し
ば
し
ば
菊
芋

が
載
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
菊
芋
は
水
っ
ぽ
い
馬
鈴
薯
と
い
っ
た
感
じ
で
、
特
に
美
味
な
も
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
が
、
そ
れ
で
も
ヘ
ッ

ト
で
空
揚
げ
を
し
た
り
し
た
の
は
、
一
種
の
風
味
が
あ
っ
て
、
満
更
で
も
な
か
っ
た
。

富
士
川
勝
は
鎌
倉
の
自
宅
の
畠
で
収
穫
し
た
菊
芋
を
友
人
仲
間
に
分
っ
て
、
そ
れ
が
単
に
病
人
食
と
し
て
適
当
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
一

般
の
食
用
に
も
十
分
に
な
り
得
る
こ
と
を
鼓
吹
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
菊
芋
へ
の
関
心
を
と
も
に
分
ち
、
そ
の
調
理
法
の
研
究
に
熱
心
で
あ

っ
た
の
は
岡
野
知
十
で
あ
る
。
知
十
は
富
士
川
の
「
菊
芋
の
事
」
と
い
う
随
筆
を
載
せ
た
「
料
理
研
究
」
の
同
じ
号
に
「
菊
芋
の
試
食
と
そ
の

調
理
」
を
執
筆
し
、
そ
の
な
か
で
富
士
川
に
よ
っ
て
初
め
て
菊
芋
を
知
っ
た
こ
と
。
そ
の
鎌
倉
の
菜
園
で
収
穫
さ
れ
た
菊
芋
の
分
与
を
う
け

て
、
さ
ま
ざ
ま
の
調
理
を
試
拳
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
、
そ
の
調
理
法
を
五
通
り
挙
げ
た
の
ち
「
要
す
る
に
（
菊
芋
は
）
洋
食
と
し
て
ジ
ャ
ガ

芋
、
日
本
料
理
と
し
て
は
里
芋
の
類
と
同
一
に
扱
ひ
ま
し
て
よ
る
し
か
ら
う
と
思
ひ
ま
す
」
と
言
い
、
ま
た
、
「
菊
芋
の
成
分
を
知
っ
て
佳
良

の
食
物
だ
と
し
た
上
か
ら
、
よ
く
味
は
れ
ま
し
た
ら
、
必
ず
日
常
の
膳
の
上
に
も
少
な
く
と
も
里
芋
と
同
様
に
用
ゐ
ら
れ
る
事
に
な
り
ま
し
よ

う
。
私
共
は
富
士
川
博
士
の
興
味
を
分
け
ら
れ
て
、
家
畜
の
飼
料
と
い
ふ
咄
し
よ
り
は
さ
き
に
、
糖
尿
病
の
食
品
に
よ
ろ
し
い
、
旦
つ
旨
い
も

う
ま

出
来
ま
し
た
の
で
、
ド
イ
ツ
の
普
物
に
載
せ
て
あ
る
方
法
で
、
料
理
し
て
見
ま
し
た
が
、
旨
く
食
は
れ
ま
し
た
。

た
れ

ま
し
て
、
そ
の
種
子
を
採
っ
て
、
鎌
倉
の
畑
に
培
養
し
て
見
ま
し
た
。
所
が
随
分
多
量
の
収
獲
が
あ
り
ま
し
て
、

来
る
ま
で
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
一
層
興
味
が
増
し

わ
か

友
人
仲
間
に
頒
つ
こ
と
が
出
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
菊
芋
の
試
食
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
の
試
食
会
を
、
知
十
が
富
士
川
を
は
じ
め
と
す
る
数
人
の
刀
圭
家
た

ち
と
し
ば
し
ば
催
し
た
の
も
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
つ
ま
り
大
正
四
年
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
会
合
の
あ
り
さ
ま
も
、
そ
の
都
度
、

知
十
の
筆
に
よ
っ
て
「
料
理
研
究
」
誌
上
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

「
富
士
川
博
士
の
試
食
会
は
既
に
数
年
前
か
ら
随
時
に
諸
処
で
開
か
れ
た
も
の
で
し
た
が
、
（
大
正
四
年
）
一
月
二
十
三
日
の
晩
、
不
忍
の

笑
福
亭
で
同
博
士
主
催
で
暫
く
ぶ
り
で
又
開
か
れ
ま
し
た
。
膳
部
は
笑
福
亭
が
普
通
調
進
に
ま
か
せ
、
夫
で
夕
餐
を
済
す
だ
け
に
止
め
、
試
食

は
菊
芋
二
種
、
鶏
卵
二
種
で
…
：
試
食
と
し
て
菊
芋
は
少
し
分
量
が
不
足
で
ご
ざ
ゐ
ま
し
た
が
、
菊
芋
と
い
ふ
も
の
を
こ
れ
で
初
め
て
試
承
得

ら
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
有
益
な
会
合
で
私
方
の
会
が
手
順
が
モ
ウ
ー
段
整
ひ
ま
し
た
ら
、
今
後
は
そ
の
試
食
品
だ
け
の
調
理
を
お
引

マ
マ

受
け
申
し
て
、
研
究
の
益
を
得
た
い
期
望
が
ご
ざ
ゐ
ま
す
…
・
・
・

当
夜
会
合
に
な
っ
た
方
は
、
片
山
国
嘉
、
遠
山
椿
吉
、
宮
本
叔
、
宮
本
仲
、
北
村
精
造
、
南
大
曹
、
岡
崎
桂
一
郎
、
岡
田
乾
児
、
村
木
達

郎
、
西
山
信
光
、
高
比
良
養
次
郎
、
尼
子
四
郎
、
矢
尾
根
誠
策
、
山
室
義
道
、
竹
内
薫
兵
、
藤
根
常
吉
、
福
井
信
敏
、
富
士
川
勝
の
諸
家
で
ご

たの
○ ，

郎
、
西
山
信
光
、
高
比
良

ざ
ゐ
ま
し
た
」
（
第
三
号
）

こ
こ
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
は
そ
の
大
半
が
奨
進
医
会
の
幹
部
で
あ
っ
た
。

「
三
月
の
第
一
土
曜
に
、
当
日
実
習
の
手
料
理
を
富
士
川
、
岡
田
、
尼
子
、
高
比
良
の
四
先
生
の
お
出
を
煩
は
し
て
試
食
し
て
頂
き
ま
し

た
。
至
て
不
加
減
で
、
殊
に
椀
な
ど
は
召
上
り
に
く
か
っ
た
と
察
し
ま
し
た
。
た
だ
食
後
の
菓
子
は
『
菊
芋
』
を
材
料
に
寒
天
で
よ
せ
、
疲
蓋

草
で
色
を
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
栄
楽
が
特
製
で
風
味
佳
な
り
と
の
お
評
を
う
け
た
の
を
喜
ば
し
く
存
じ
ま
す
」
（
第
四
号
）

岡
田
は
岡
田
乾
児
、
尼
子
は
尼
子
四
郎
、
高
比
良
は
高
比
良
養
次
郎
で
あ
る
。

「
私
方
で
手
料
理
の
小
会
を
い
た
し
ま
し
た
時
で
し
た
。
味
噌
汁
の
咄
が
出
る
と
、
富
士
川
博
士
は
赤
味
噌
の
汁
は
嫌
ひ
だ
と
い
は
れ
る
。

洋
餐
上
の
珍
味
だ
と
し
て
先
づ
舌
の
上
へ
う
け
入
れ
た
事
を
何
よ
り
の
喜
び
と
い
た
し
ま
す
」
と
大
い
に
菊
芋
の
肩
を
も
っ
た
の
で
あ
っ
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当
日
の
出
席
者
は
、

村
精
造
、
村
木
達
郎
、

ま
し
た
」
（
第
七
号
）

で
は
な
い
。

岡
田
（
乾
児
）
先
生
は
朝
は
ど
う
も
赤
味
噌
の
汁
が
欠
か
さ
れ
ぬ
と
い
は
れ
る
。

味
噌
汁
を
朝
食
に
用
ひ
る
の
は
関
東
の
習
慣
で
、
関
西
で
は
毎
朝
必
ず
汁
は
用
ひ
な
い
。
茶
を
飲
み
な
が
ら
食
事
を
す
る
。
そ
こ
で
味
噌
汁

と
な
る
と
、
例
の
西
京
の
白
味
噌
で
、
こ
れ
は
日
常
の
も
の
で
な
い
。
饗
応
用
の
も
の
で
あ
る
。
東
京
で
も
本
膳
の
汁
は
白
味
噌
を
つ
か
ふ
。

富
士
川
博
士
は
こ
の
白
味
噌
な
ら
好
き
で
用
ひ
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
毎
朝
の
常
用
と
は
な
ら
ぬ
と
い
は
れ
る
」
（
第
四
号
）

「
奨
進
医
会
幹
部
の
方
が
発
起
で
、
富
士
川
文
学
博
士
が
更
に
医
学
博
士
に
な
ら
れ
た
歓
び
の
小
集
が
不
忍
の
池
亭
で
開
か
れ
た
折
り
、
食

事
中
の
雑
話
の
食
品
に
つ
い
て
の
二
三
を
拾
ひ
て
記
録
し
て
見
ま
し
た
。
…
…

○
菊
芋
の
二
杯
酢
。
富
士
川
博
士
は
大
根
の
薄
片
を
二
杯
酢
に
つ
け
て
香
の
物
代
り
に
さ
れ
る
。
そ
れ
と
こ
の
程
『
菊
芋
』
を
同
様
（
に
）

薄
く
切
っ
て
二
杯
酢
に
つ
け
て
用
ゐ
ら
れ
の
だ
が
、
至
極
よ
ろ
し
か
っ
た
と
あ
る
。
簡
単
な
菊
芋
料
理
が
又
一
シ
加
は
る
事
に
な
っ
た
」
（
第

「
七
月
九
日
夕
方
か
ら
、
田
端
の
自
笑
軒
で
試
食
の
小
集
が
催
ふ
さ
れ
、
当
日
の
献
立
は
前
記
の
通
り
で
試
食
と
し
て
は
献
立
中
の
汁
の
実

の
天
門
冬
、
小
丼
の
ヒ
ジ
キ
の
白
交
ひ
で
、
外
に
朝
鮮
ア
ザ
ミ
の
塩
茄
で
に
葛
餡
を
掛
け
、
こ
の
三
種
で
ご
さ
ゐ
ま
し
た
：
。
：
、

当
日
の
出
席
者
は
、
岡
田
乾
児
、
小
川
剣
三
郎
、
鈴
木
平
三
郎
、
岡
崎
桂
一
郎
、
宮
本
仲
、
高
比
良
養
次
郎
、
西
山
信
光
、
緑
川
興
功
、
北

村
精
造
、
村
木
達
郎
、
堀
内
亮
一
、
名
倉
謙
蔵
の
諸
家
で
、
主
催
者
と
し
て
富
士
川
塀
、
福
井
信
敏
の
二
家
と
私
（
岡
野
知
十
）
と
で
ご
さ
り

五

号
、ﾆノ

啓
御
帰
京
被
遊
候
哉
参
上
拝
顔
ヲ
得
上
度
実
〈
小
生
日
曜
以
外
〈
夕
刻
後
よ
り
な
ら
で
は
拝
趨
仕
兼
夜
分
二
渉
リ
御
迷
惑
被
為
入
候
哉
と

現
在
、
筆
者
の
手
も
と
に
は
、
富
士
川
宛
の
知
十
の
次
の
よ
う
な
書
簡
が
一
通
あ
る
。

こ
の
試
食
会
は
い
つ
頃
ま
で
開
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
お
一
、
二
年
は
続
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
ら
か
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存
じ
上
参
上
を
扣
へ
居
り
候
十
七
日
日
曜
午
前
〈
御
在
宅
二
も
被
為
入
候
は
ぱ
参
上
仕
候
御
都
合
窺
上
候

右
貴
意
得
上
窒
草
々
不
一

こ
の
書
簡
も
何
年
に
書
か
れ
た
の
か
よ
く
分
ら
な
い
が
、
試
食
会
な
ど
が
は
じ
ま
る
少
し
以
前
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
そ
の
筆
跡

に
は
い
か
に
も
俳
人
ら
し
く
、
風
雅
な
趣
き
が
あ
る
。

最
後
に
知
十
の
句
を
一
つ
紹
介
し
よ
う
。

右
貴
意
得
上
度

一
月
十
四
日

富
士
川
先
生

胃
．
蜀
昌
冨
乏
凶
普
呂
四
｝
（
孤
汁
三
川
》
扇
ぎ
ｌ
畠
認
）

名
月
や
銭
か
れ
い
は
い
世
が
恋
し

函
丈

醇
巨
の
旦
閏
国
①
ウ
①
ど
の
旦
貝
○
ご
時
甸
且
時
四
言
四
目
ロ
の

岡
野
知
十

甸
冒
茸
詩
画
与
之
包
閉
園
・
の
○

ぐ
○
目
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（
１
ユ
●
Ｏ
白
）

以
前
に
発
表
し
た
諸
文
に
つ
い
て
、
筆
者
は
薬
王
寺
及
び
西
悲
田
院
の
い
ず
れ
も
そ
の
所
在
位
置
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
を
記
し
た
。
た
だ

薬
王
寺
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を
悲
田
院
の
別
名
で
は
な
い
か
と
す
る
説
が
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
に
は
賛
成
し
得
な
い
こ
と
を
記
し
た
。
な
お
、

僧
白
慧
の
「
山
州
名
跡
趾
」
に
は
「
薬
王
寺
不
詳
、
或
る
記
云
は
く
、
古
、
悲
田
院
の
傍
に
あ
り
」
と
あ
る
が
、
悲
田
院
が
よ
く
判
ら
ぬ
の
に

そ
の
傍
に
あ
り
で
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
の
で
前
著
で
も
こ
れ
を
引
用
し
な
い
で
お
い
た
。
ま
た
、
西
悲
田
院
に
就
て
は
、
室
町
時
代
に
於

て
現
在
の
大
応
寺
の
地
に
存
在
し
た
悲
田
院
を
古
く
か
ら
の
西
悲
田
院
に
比
定
す
る
従
来
の
説
は
之
を
排
し
て
、
こ
の
地
に
悲
田
院
と
い
う
名

称
の
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は
史
実
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
純
然
た
る
寺
院
で
あ
っ
て
、
中
古
の
慈
恵
厚
生
機
関
で
あ
る
悲
田
院
と
は
系
譜
を
異
に

す
る
全
く
の
別
物
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
本
来
の
西
悲
田
院
に
至
っ
て
は
そ
の
所
在
位
置
等
す
べ
て
雲
を
つ
か
む
如
き
感
の
あ
る
こ
と
を
述
べ

た
。
そ
の
後
両
者
の
所
在
位
置
に
つ
い
て
多
少
の
知
見
を
得
た
の
で
、
こ
こ
に
そ
れ
ら
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
前
小
著
の
補
足
を
し
た
い
。

一
一

「
故
実
叢
書
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
中
古
京
師
内
外
地
図
」
は
、
応
仁
以
前
の
、
す
な
わ
ち
兵
火
に
よ
っ
て
荒
廃
し
て
し
ま
う
前
の
京
都

薬
王
寺
及
び
西
悲
田
院
の
所
在
位
置
に
つ
い
て

騏
轤
驍
潅
毒
篭
病
昭
和
五
十
四
年
五
月
二
十
一
日
愛
付

久
米
幸
夫
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西
悲
田
院
が
何
処
に
あ
っ
た
か
は
幻
を
追
う
よ
う
な
感
を
受
け
て
い
た
が
、
東
西
の
名
称
か
ら
考
え
て
当
然
鴨
川
よ
り
は
る
か
西
に
位
置
し

（
２
）

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
前
著
に
記
し
た
。
東
市
、
西
市
あ
る
い
は
東
寺
、
西
寺
と
い
う
名
称
か
ら
類
推
し
て
、
少
な
く
と
も
初
期
に

は
、
東
悲
田
院
が
左
京
（
東
京
、
洛
陽
）
に
あ
る
以
上
は
西
悲
田
院
は
右
京
（
西
京
、
長
安
）
に
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
更
に
類
推
を
押
進
め
る
こ

と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
上
記
の
東
西
の
市
や
寺
が
朱
雀
大
路
か
ら
見
て
対
称
の
地
を
占
め
て
い
た
事
実
か
ら
考
え
て
、
東
西
悲
田
院
も
朱
雀

大
路
に
対
称
の
場
所
に
位
置
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
ひ
そ
か
に
想
像
し
て
い
た
。
そ
の
後
現
在
ま
で
な
お
西
悲
田
院
の
位
置
を
明
示
す
る

（
３
）

と
そ
の
附
近
の
実
状
を
描
い
た
地
図
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
刊
行
こ
そ
江
戸
時
代
で
あ
る
が
、
妙
法
院
宮
に
伝
わ
る
も
の
を
写
し
た
と
い

う
。
こ
の
地
図
に
よ
る
と
、
今
も
存
在
す
る
禅
林
寺
（
一
名
永
観
堂
）
の
す
ぐ
西
の
と
こ
ろ
に
薬
王
院
が
記
さ
れ
て
い
て
、
「
薬
王
院
永
観

律
師
所
建
病
人
ヲ
置
」
と
書
き
入
れ
て
あ
る
。
病
人
を
置
く
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
を
「
発
心
集
」
に
あ
る
薬
王
寺
と
同
一
の
も

の
と
断
じ
て
も
誤
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
永
観
は
薬
王
寺
の
近
辺
に
居
住
し
て
い
た
訳
で
あ
る
。
彼
と
薬
王
寺
の
関
係
は
悲
田
の

（
１
）

梅
ば
か
り
に
限
ら
れ
て
い
な
い
。
虎
関
師
練
の
「
元
亨
釈
書
」
（
元
亨
二
年
’
一
三
一
三
成
立
）
巻
第
五
に
禅
林
寺
永
観
の
伝
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
永
観
は
晩
年
は
禅
林
寺
の
も
と
の
住
居
に
も
ど
り
、
世
間
と
の
交
わ
り
を
断
っ
た
が
「
性
慈
仁
。
常
往
レ
獄
問
二
飢
寒
ご
と

い
っ
た
慈
悲
心
に
富
朶
「
又
於
二
薬
王
院
一
造
二
丈
六
弥
陀
像
一
当
二
浄
業
一
」
っ
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
薬
王
院
を
建
て
た
と
は
記
さ
れ
て
お
ら

ず
、
ま
た
悲
田
の
梅
の
播
話
も
見
ら
れ
な
い
。
筆
者
は
寺
と
院
と
の
一
字
の
相
違
と
悲
田
の
梅
の
物
語
が
「
元
亨
釈
書
」
に
見
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
薬
王
寺
と
薬
王
院
と
を
直
ち
に
同
一
視
す
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
い
た
が
、
今
こ
の
地
図
と
そ
の
書
入
れ
を
見
た
上
で
、
そ
れ
に
信
想
性

を
認
め
る
か
ら
に
は
「
発
心
集
」
に
あ
る
薬
王
寺
を
こ
の
薬
王
院
と
断
じ
な
い
訳
に
は
ゆ
か
な
い
。
こ
う
し
て
薬
王
寺
が
悲
田
院
の
別
名
で
は

な
く
て
独
立
し
た
寺
院
で
あ
る
こ
と
と
そ
の
位
置
と
が
判
明
し
た
。
な
お
、
こ
の
寺
は
永
観
の
時
代
よ
り
遙
か
後
ま
で
も
療
病
院
と
し
て
の
奉

仕
を
つ
づ
け
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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文
献
に
は
接
し
な
い
が
、
幸
い
に
こ
れ
を
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
示
す
左
の
如
き
官
符
の
あ
る
の
に
気
が
つ
い
た
。

「
類
聚
三
代
格
」
所
収
貞
観
十
三
年
（
八
七
こ
閏
八
月
廿
八
日
の
「
定
二
葬
送
丼
放
牧
地
一
事
」
と
い
う
太
政
官
符
が
あ
る
。
こ
れ
は
山
城

国
葛
野
郡
と
同
紀
伊
郡
と
に
各
一
箇
所
の
地
を
指
定
し
て
、
こ
の
地
以
外
に
屍
体
を
捨
て
た
り
牛
馬
を
放
牧
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
中
に
悲
田
院
の
名
が
出
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
紀
伊
郡
に
関
す
る
文
章
を
あ
げ
る
と

紀
伊
郡
一
処
確
罎
岬
群
証
妬
奉
糯
認
醗
畦
聖
条

四
至
檸
嘩
一
轆
辮
鈷
緬
翫
程
謹
鐸
唯
踏
秘
翻

と
あ
り
、
そ
の
場
所
と
境
界
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
都
の
町
割
は
九
条
で
終
る
が
、
右
京
九
条
大
路
を
南
に
越
え
れ
ば
当
時
は
紀
伊
郡
で
あ
っ

て
、
条
里
制
に
従
っ
て
十
条
、
十
一
条
、
十
二
条
と
な
る
。
官
符
に
指
定
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
地
は
現
在
は
京
都
市
南
区
に
含
ま
れ
て
お
り
、
今

も
残
る
石
原
と
い
う
地
名
は
こ
れ
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
前
記
の
「
中
古
京
師
内
外
地
図
」
に
も
下
石
原
西
外
里
、
下
佐
比

し
い
し

里
、
上
佐
比
里
の
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
今
問
題
と
な
る
の
は
四
至
の
う
ち
北
の
限
界
を
示
し
た
右
京
九
条
大
路
の
西
の
末
の
部
分
及
び
悲

田
院
の
南
の
沼
と
い
う
規
定
で
あ
る
。
こ
れ
で
判
る
通
り
右
京
九
条
の
西
末
の
あ
た
り
に
悲
田
院
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
位
置
か
ら
言

っ
て
当
然
西
悲
田
院
を
さ
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
記
の
類
推
に
よ
る
想
像
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
東
悲
田
院
の
地
は
平
安
初
期
に

於
て
は
左
京
九
条
の
京
極
の
あ
た
り
で
あ
り
、
こ
れ
は
当
時
は
鴨
河
の
畔
で
あ
る
。
こ
の
類
推
に
は
確
か
な
証
拠
は
な
い
が
充
分
可
能
性
は
あ

右
の
官
符
は
初
め
て
施
薬
院
使
の
任
ぜ
ら
れ
た
天
長
二
年
（
八
二
五
）
よ
り
半
世
紀
を
へ
だ
た
ぬ
時
代
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
頃
は
西
悲
田

院
は
明
ら
か
に
存
在
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
地
は
右
京
九
条
京
極
の
あ
た
り
で
あ
っ
た
。
然
ら
ば
、
何
故
に
こ
れ
が
廃
滅
し
て
し
ま
っ
た
の

る
よ
う
に
思
港
ク
。

、
Ｏ

で
あ
ろ
う
力
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（
４
）

こ
の
現
象
は
後
に
な
っ
て
か
ら
で
は
な
く
平
安
京
の
初
期
か
ら
す
で
に
起
っ
て
い
た
。
慶
滋
保
胤
の
「
池
亭
記
」
（
九
八
二
）
に
お
け
る

「
歴
ｌ
二
見
東
西
三
星
西
京
人
家
漸
稀
。
殆
幾
二
幽
嘘
一
実
・
」
「
東
京
四
条
以
北
。
乾
艮
二
方
。
人
人
無
二
貴
賎
↓
多
所
二
群
聚
一
也
・
」
と
い
う

記
述
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
更
に
、
そ
れ
と
名
を
指
さ
な
い
が
、
左
大
臣
源
高
明
が
安
和
の
変
（
安
和
二
年
’
九
六
九
）
で
失
脚
し
、
そ
の
た

め
彼
の
右
京
の
邸
宅
が
な
く
な
っ
て
か
ら
こ
の
現
象
は
余
計
に
甚
だ
し
く
な
り
、
こ
れ
は
天
が
西
京
を
亡
ぼ
す
の
で
あ
る
と
保
胤
は
嘆
い
て
い

る
。
併
し
右
京
の
衰
微
は
こ
の
有
名
な
文
章
よ
り
遙
か
に
早
く
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
「
続
日
本
後
記
」
承
和
九
年
（
八
四
二
）
の
記
事
に
よ

る
と
、
東
西
市
の
販
売
品
目
に
つ
い
て
多
少
の
争
論
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
文
中
に

「
今
百
姓
悉
遷
二
於
東
壬
父
’
二
易
件
物
↓
市
塵
既
空
。
公
事
閾
怠
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
見
れ
ば
「
池
亭
記
」
よ
り
一
世
紀
以
上
も
前
、
平
安
遷
都
後
わ
ず
か
に
半
世
紀
の
後
に
す
で
に
右
京
は
さ
び
れ

始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
事
態
が
こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
に
は
、
右
京
九
条
四
坊
や
そ
の
近
辺
は
最
も
早
く
衰
亡
す
る
運
命
に
あ
っ
た
と
い
っ

て
よ
い
。
そ
し
て
遂
に
こ
の
あ
た
り
は
人
気
の
な
い
荒
蕪
の
地
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
こ
の
地

に
悲
田
院
を
お
く
意
義
が
殆
ど
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
が
西
悲
田
院
の
再
建
を
阻
ん
だ
恐
ら
く
最
大
の
理
由
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一

当
（
」
」
よ
畠
ノ
０

そ
の
重
要
な
理
由
と
し
て
筆
者
は
京
の
町
々
の
盛
衰
を
あ
げ
た
い
。
も
と
も
と
初
期
の
京
の
町
は
人
々
が
自
然
に
集
落
を
つ
く
っ
た
も
の
が

更
に
発
展
し
て
出
来
上
っ
た
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
政
府
の
造
都
計
画
に
よ
っ
て
大
内
裏
を
中
央
と
し
て
左
京
右
京
を
分
ち
、
両
京

と
も
に
一
条
か
ら
九
条
ま
で
を
定
め
、
更
に
各
条
を
四
坊
に
分
割
し
た
と
い
う
都
で
あ
る
。
そ
れ
は
庶
民
の
好
悪
や
選
択
に
は
関
係
が
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
右
京
は
低
湿
の
地
で
あ
っ
て
水
害
な
ど
も
多
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
人
家
は
左
京
特
に
北
の
方
に
次
第
に
移
っ
て
行
き
、

遂
に
は
洛
東
に
ま
で
及
ん
だ
。
す
な
わ
ち
、
都
の
西
南
部
は
さ
び
れ
東
北
部
が
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
昔
は
都
の
東
を
流
れ
て
い

た
鴨
川
が
現
在
は
京
都
市
の
中
央
を
貫
流
し
て
お
り
ま
た
京
極
と
い
う
は
ず
れ
の
地
が
今
は
繁
華
街
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
了
解
で

四
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言
付
け
加
え
れ
ば
、
洛
中
の
坐

の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

他
方
鴨
川
の
東
に
は
貴
族
の
別
業
や
寺
院
な
ど
が
次
第
に
建
築
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
つ
れ
て
庶
民
の
住
居
も
ふ
え
て
行
く
こ
と
は
当
然
で
あ

り
、
か
く
し
て
都
は
洛
東
へ
と
発
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
十
世
紀
末
に
は
内
裏
で
さ
え
都
の
中
央
の
旧
地
に
は
な
く
、
里
内
裏
と
し
て
左
京

の
地
に
あ
り
、
大
内
裏
は
十
三
世
紀
は
じ
め
に
廃
滅
し
、
そ
の
跡
は
内
野
と
呼
ば
れ
る
野
原
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
鴨
川
の
あ
た
り
は

都
の
中
央
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
訳
で
あ
る
。
こ
う
い
う
事
情
が
、
他
方
国
家
財
政
の
困
難
と
相
俟
っ
て
、
か
つ
て
の
東
悲
田
院
の
地
か
あ

る
い
は
そ
の
近
く
に
た
だ
一
箇
所
の
み
そ
の
施
設
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
悲
田
院
は
鴨
川
の
西
畔
に
一
箇

所
だ
け
お
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
決
定
と
建
設
の
時
期
は
「
法
曹
至
要
集
」
と
「
明
月
記
」
「
拾
芥
抄
」
の
記
事
を
比
較
勘
案
し
て
鎌

倉
時
代
初
期
の
建
久
四
年
（
二
九
三
）
か
ら
建
保
元
年
（
一
三
三
）
の
間
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
後
に
こ
れ
が
本
来
の
機
能
を

喪
失
し
た
と
き
遂
に
賎
民
部
落
と
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

薬
王
寺
及
び
西
悲
田
院
の
位
置
を
前
著
に
於
て
明
記
し
得
な
か
っ
た
の
は
、
全
く
筆
者
の
勉
強
の
杜
撰
に
由
る
も
の
で
深
く
恥
じ
入
る
が
、

今
こ
こ
に
追
加
補
足
し
て
そ
の
責
の
一
端
を
つ
ぐ
な
い
た
い
。

5､'3'証､註
一 ノ 、 一 ノ 、 － ノ

（
４
）
「
本
朝
文
粋
」
巻
十
二
所
収

薬
王
寺
考
日
本
医
史
学
雑
誌
第
二
三
巻
第
三
号

悲
田
院
の
沿
革
と
終
焉
日
本
医
史
学
雑
誌
第
二
五
巻
第
一
号

明
法
院
は
天
台
宗
門
跡
寺
院
の
一
で
あ
っ
て
、
蓮
華
王
院
（
三
十
三
間
堂
）
の
本
坊
で
あ
り
、
中
世
以
来
親
王
が
住
職
と
な
っ
た
宮
門
跡
の
名
刹
で

あ
る
。

洛
中
の
な
か
で
も
最
も
辺
陳
と
い
う
べ
き
場
所
に
悲
田
院
が
置
か
れ
た
こ
と
は
そ
の
将
来
の
命
運
や
性
格
を
暗
示
す
る
も
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三
、
経
験
の
医
方

医
家
と
し
て
の
本
居
宣
長
の
態
様
を
、
今
日
、
改
め
て
窺
う
に
足
る
も
の
は
決
し
て
勘
く
は
な
い
。
例
え
ば
、
宣
長
の
書
き
残
し
て
い
る

（
師
）

「
経
籍
」
（
医
文
両
全
の
達
人
、
春
庵
・
宣
長
が
そ
の
修
業
に
当
っ
て
必
要
と
し
た
参
考
文
献
目
録
と
も
言
う
べ
き
も
の
）
に
は
、
四
書
、
五
経
、
左
伝
、

史
記
等
か
ら
無
量
寿
経
、
阿
弥
陀
経
、
起
信
論
、
大
智
度
論
等
に
至
る
、
ま
た
古
事
記
・
日
本
紀
・
旧
事
記
の
本
朝
三
部
本
書
、
六
国
史
、
律

令
格
式
か
ら
発
心
集
、
明
月
記
、
禁
秘
抄
等
に
至
る
、
ま
た
源
氏
物
語
、
湖
月
抄
、
改
観
抄
か
ら
源
平
盛
衰
記
、
太
平
記
、
方
丈
記
、
徒
然
草

等
に
至
る
、
・
ま
た
臨
済
録
、
無
門
関
、
高
僧
伝
か
ら
武
道
一
覧
、
艶
道
通
鑑
、
神
道
書
等
に
至
る
、
ま
た
本
草
、
禽
経
、
風
土
記
か
ら
易
、
八

卦
、
各
寺
社
縁
起
等
に
至
る
、
ま
た
天
文
、
軍
聿
冒
、
茶
道
書
か
ら
和
漢
三
才
図
絵
、
赤
穂
義
士
伝
、
遊
女
記
等
に
至
る
ま
で
の
、
凡
そ
古
今
の

和
、
漢
、
竺
、
又
は
天
、
地
、
人
に
亘
る
有
名
、
無
名
の
文
献
が
克
明
に
書
き
込
ま
れ
て
い
て
、
本
居
宣
長
と
言
う
人
物
の
抱
懐
し
て
い
た
、

そ
の
精
神
的
世
界
の
浩
漁
、
博
大
さ
を
改
め
て
垣
間
見
せ
ず
に
は
お
か
な
い
程
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
に
は
勿
論
、
医
学
関
係
の

書
籍
名
も
相
当
多
量
に
記
載
さ
れ
て
い
て
、
い
ま
医
家
春
庵
の
修
得
し
た
医
学
の
傾
向
と
、
併
せ
て
彼
自
身
の
医
諭
の
内
的
構
造
を
予
め
窺
う

た
め
に
は
、
極
め
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
先
ず
そ
こ
に
は
「
医
書
五
経
」
と
し
て
、
漢
方
の
最
高
原
典
た
る
「
素
問
」
、
「
霊
枢
」
、

経
験
の
医
学

Ⅱ
本
居
宣
長
の
医
史
学
的
考
察
Ⅱ
（
そ
の
二
）

雛
霧
灘
灌
一
蓋
漂
畷
和
五
十
四
隼
一
月
三
十
日
受
付

高
橋

正

夫

rワ1，
、=△ノ413



ト
ウ
エ
ソ
ガ

「
難
経
」
、
「
金
置
要
略
」
、
「
甲
乙
経
」
の
五
書
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
当
然
の
事
柄
と
は
言
え
、
そ
の
直
ぐ
後
に
は
、
俄
然
「
東
垣
十

（
妃
）

吾
」
と
し
て
、
所
謂
「
疾
病
〈
内
外
二
傷
二
因
テ
起
ル
」
が
故
に
「
脾
胄
ヲ
滋
補
シ
、
元
気
ヲ
昇
上
セ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
治
病
ノ
要
訣
」
と
な
す

べ
し
、
と
の
「
李
・
朱
医
学
」
の
双
巨
壁
た
る
李
東
垣
、
朱
丹
渓
の
名
著
「
内
外
傷
弁
惑
論
」
、
「
脾
胃
論
」
、
「
局
方
発
揮
」
、
「
減
洞
集
」
を
始

め
と
し
て
「
脈
決
」
、
「
湯
液
本
草
」
、
「
開
室
秒
蔵
」
、
「
格
致
余
論
」
、
「
此
事
難
知
」
、
「
外
科
精
義
」
等
の
、
ま
さ
に
十
大
李
朱
医
方
書
が
余
さ

ず
網
羅
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
頗
る
注
目
に
値
し
よ
う
。
何
故
な
ら
、
そ
れ
ら
は
春
庵
・
宣
長
の
「
在
京
日
記
」
の
所
謂
「
（
宝
暦
三
年
）
七
月

（
蛸
）

二
十
六
日
、
堀
元
厚
先
生
講
釈
始
、
毎
朝
霊
枢
及
局
方
発
揮
也
、
二
、
七
、
四
、
九
之
日
夕
、
素
間
運
気
論
源
洞
集
也
」
等
の
記
事
と
併
せ
考

え
る
と
き
、
宣
長
自
身
の
修
め
た
医
学
が
、
明
ら
か
に
漢
方
医
学
の
近
世
的
達
成
と
し
て
の
李
・
朱
医
方
そ
の
も
の
に
外
な
ら
な
か
っ
た
事
実

を
、
（
そ
れ
ら
が
）
改
め
て
判
然
と
物
語
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
宣
長
は
ま
た
こ
の
他
に
も
「
膵
己
十
六
種
」
と
し
て
「
婦
人
良
方
」
、
「
保

嬰
撮
要
」
、
「
明
医
雑
著
‐
｜
、
「
外
科
精
要
」
、
「
外
科
枢
要
」
、
「
小
児
直
訣
」
、
「
原
機
啓
微
」
、
「
内
科
摘
要
」
、
「
女
科
撮
要
」
、
「
癩
瘍
機
要
」
、
「
正

体
類
要
」
、
「
小
児
痘
疹
方
」
、
「
保
嬰
精
要
」
、
「
口
歯
類
要
」
、
「
保
嬰
全
鐘
録
」
、
「
傷
寒
金
鏡
録
」
等
を
挙
げ
、
更
に
は
「
医
宗
必
読
」
と
し
て

「
衛
生
易
簡
方
」
、
「
医
方
大
成
」
、
「
救
急
方
」
、
「
食
医
心
監
」
、
」
「
種
杏
仙
方
」
、
「
蔵
器
本
草
」
、
「
法
生
堂
経
験
方
」
、
「
仲
景
傷
寒
論
」
、
「
百

一
選
方
」
、
「
病
源
候
論
」
、
「
済
世
秘
覧
」
、
「
奇
効
医
述
」
、
「
名
医
類
按
」
、
「
部
真
人
経
験
方
」
、
「
嬰
童
百
問
」
、
「
陳
氏
経
験
後
方
」
、
「
全
幼
心

監
」
、
「
赤
水
玄
珠
」
、
「
儒
門
事
親
」
、
「
蘇
頒
図
経
本
草
」
、
「
梅
師
集
験
方
」
、
「
寿
世
保
一
空
、
「
医
事
大
全
」
、
「
傷
寒
槌
法
」
、
「
活
人
心
統
」
、

「
子
母
秘
録
」
、
「
朱
子
集
験
方
」
、
「
心
伝
方
」
、
「
小
児
要
訣
」
、
「
資
生
経
」
、
「
医
学
六
要
」
、
「
外
科
正
宗
」
、
「
聖
済
総
録
」
、
「
楊
氏
産
乳
」
、

「
産
書
方
」
、
「
斗
門
方
」
、
「
口
歯
類
要
」
、
「
五
行
言
」
、
「
鍼
灸
聚
英
」
、
「
丹
渓
怪
痂
単
」
、
「
博
物
志
」
等
、
実
に
百
四
十
九
種
に
及
ぶ
医
方
書

の
名
を
詳
細
に
挙
げ
て
い
る
。
又
、
そ
の
（
「
経
籍
」
）
裏
表
紙
の
裏
面
に
は
、
特
に
二
十
九
冊
の
書
物
（
う
ち
医
学
書
も
数
冊
）
の
名
が
、
そ
の

購
入
価
格
と
共
に
列
記
さ
れ
、
（
例
え
ば
、
「
素
間
霊
枢
」
、
七
、
拾
四
匁
、
「
医
十
部
害
」
、
廿
、
拾
九
匁
四
分
、
「
本
草
摘
要
」
、
一
、
弐
匁
五
分
、
「
奇
効
医

術
」
、
一
、
「
活
幼
心
法
」
、
一
、
併
セ
テ
五
匁
八
分
、
「
小
児
方
彙
」
、
一
、
四
匁
五
分
、
「
痘
疹
良
方
」
、
一
、
壱
匁
六
分
、
等
と
言
う
具
合
に
）
、
特
に
そ
の
中

「
素
間
霊
枢
」
、
「
医
十
部
書
」
、
「
本
草
摘
要
」
の
三
書
の
頭
部
に
は
○
印
が
附
さ
れ
て
い
て
、
其
等
の
医
学
書
を
入
手
し
た
折
の
医
生
・
春
庵
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宣
長
の
、
医
学
探
究
へ
の
弾
む
よ
う
な
意
気
込
と
、
昂
然
た
る
情
熱
を
改
め
て
癖
を
と
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

春
庵
・
宣
長
の
挙
げ
た
、
以
上
の
如
き
彩
し
い
医
学
書
の
群
を
眺
め
て
い
る
と
、
そ
れ
ら
が
単
に
、
当
時
の
責
任
あ
る
良
医
の
必
読
の
医
学

文
賦
に
外
な
ら
な
か
っ
た
が
故
に
、
と
言
う
理
解
だ
け
で
は
な
し
に
、
む
し
ろ
、
春
庵
・
宣
長
が
一
般
に
言
は
れ
て
い
る
よ
う
に
、
単
な
る

「
小
児
科
医
」
（
唖
科
）
に
止
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
て
、
よ
り
広
汎
な
科
目
（
例
え
ば
、
「
外
科
」
、
「
婦
人
科
」
（
女
科
）
、
「
皮
膚
科
」
、
「
産
科
」
、

「
鍼
灸
」
、
「
口
腔
外
科
」
（
口
歯
）
に
至
る
）
を
修
め
た
、
最
も
望
ま
し
い
（
或
は
語
の
最
も
純
粋
な
る
意
味
で
の
）
実
地
臨
床
家
（
ｏ
ｇ
の
邑
冒
）
で
あ

っ
た
事
実
を
（
そ
れ
ら
が
）
如
実
に
物
語
っ
て
い
て
、
今
更
な
が
ら
医
家
春
庵
・
本
居
宣
長
の
大
医
た
る
の
風
格
を
偲
ば
ざ
る
を
得
な
い
。
然

し
、
医
家
宣
長
に
認
め
ら
れ
る
、
こ
の
謂
は
ぱ
、
眼
前
多
様
の
病
変
に
対
し
て
、
常
に
能
う
限
り
の
謬
り
な
き
●
フ
ラ
イ
マ
リ
ー
ヶ
ァ
ー
（
闇
‐

日
日
望
。
閏
の
）
を
施
し
得
る
と
言
う
、
凡
そ
世
の
医
師
一
般
に
期
待
さ
る
べ
き
最
少
限
度
の
使
命
と
メ
リ
ッ
ト
に
就
て
は
、
更
に
後
述
す
る
積
り

な
の
で
、
並
で
は
こ
れ
以
上
は
触
れ
な
い
。
い
づ
れ
に
し
て
も
、
わ
が
春
庵
・
宣
長
が
、
わ
が
国
近
世
の
転
換
期
の
医
学
及
び
医
学
界
の
唯
中

に
位
置
し
な
が
ら
、
終
始
所
謂
「
後
世
家
・
李
朱
医
方
」
の
医
師
と
し
て
、
研
鑛
し
、
大
成
へ
の
道
を
悠
々
と
辿
っ
た
も
の
で
あ
る
事
実
は
、

弦
に
重
ね
て
明
瞭
で
あ
る
と
言
は
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
別
）

春
庵
・
宣
長
の
医
学
研
鎖
へ
の
情
熱
と
努
力
の
状
況
を
知
る
べ
き
有
力
資
料
と
し
て
は
、
だ
が
、
以
上
の
他
に
も
尚
「
折
肱
録
」
が
挙
げ
ら

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
美
濃
紙
表
紙
、
美
濃
判
十
行
罫
紙
、
袋
仮
綴
冊
子
装
、
墨
附
二
十
四
枚
（
本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
。
筆
者
は
昭
和
五
十
三

年
八
月
二
十
八
日
、
と
く
に
許
可
を
得
て
そ
の
実
物
を
拝
観
し
、
撮
影
を
も
し
て
来
た
）
は
、
譜
は
ぱ
、
春
庵
医
学
ノ
ー
ト
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
、

マ
マ

書
中
の
そ
の
「
張
仲
景
傷
寒
論
摘
方
」
と
か
「
同
金
置
要
略
摘
方
」
と
か
、
ま
た
「
一
本
堂
家
方
抜
翠
」
と
か
と
言
う
、
宣
長
自
身
の
附
し
た

小
見
出
し
が
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
何
よ
り
も
、
漢
方
の
諸
原
典
か
ら
薬
剤
の
調
合
法
や
、
疾
病
に
応
じ
た
投
与
薬
物
の
撰

択
法
な
ど
を
、
宣
長
が
そ
の
医
学
の
研
鎖
を
通
じ
て
、
適
宜
、
熱
心
に
書
き
取
り
、
書
き
加
へ
て
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
往
昔
、
春
庵
・
宣

長
の
勉
強
ぶ
り
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
改
め
て
い
ま
に
髻
堯
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
更
に
又
、
そ
の
「
折
肱
録
」
の
最
後
に
は
、

有
名
な
「
春
庵
撰
・
方
斉
歌
」
八
十
首
が
記
載
さ
れ
て
い
て
、
春
庵
・
宣
長
が
如
何
に
、
千
変
万
化
の
病
変
に
対
し
て
、
適
切
効
果
の
処
方
．
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処
剤
を
平
生
か
ら
心
掛
け
、
苦
心
し
て
い
た
か
を
如
実
に
伝
え
て
い
る
と
共
に
、
そ
の
一
首
一
首
に
示
さ
れ
た
歌
調
の
抄
に
、
流
石
に
、
天
下

冠
絶
の
医
・
文
両
全
者
の
力
量
を
遺
憾
な
く
示
顕
し
得
て
い
て
、
人
は
改
め
て
そ
こ
に
、
春
庵
・
本
居
宣
長
に
於
け
る
〃
国
手
″
た
る
の
現
実

を
判
然
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
試
に
い
ま
、
そ
の
中
の
幾
つ
か
を
任
意
に
挙
げ
て
見
る
な
ら
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

参
蘇
参
蘇
飲
二
陳
葛
根
吉
梗
紫
蘇
人
参
前
胡
枳
穀
木
香ク

チ
ナ
シ

桑
白
皮
勤
メ
コ
シ
田
ノ
モ
ノ
水
一
一
雪
フ
リ
テ
聯
ナ
ル
徳
モ
丹
ノ
文

敗
毒
敗
毒
〈
穀
枳
川
竜
西
柴
胡
吉
梗
筏
苓
参
ャ
京
独

五
淋
帰
筍
苓
盾
子
燈
心
一
一
赤
挟
ャ
芋
液
釆
翁
ノ
四
味
〈
加
味
也

神
功
神
功
〈
人
参
黄
耆
牛
房
子
二
西
ノ
地
黄
ヲ
奪
う
苛
薬

夜
釣
夜
啼
門
釣
藤
飲
〈
帰
言
苓
藤
鉤
二
決
神
ゾ
カ
シ

椒
梅
椒
梅
ャ
洗
洞
密
一
一
川
練
子
番
砂
厚
朴
桂
枝
乾
姜

真
武
真
武
湯
四
逆
伽
苓
二
筍
薬
ト
シ
ル

蘇
降
気
橘
ノ
シ
タ
ュ
ク
水
〈
淡
ケ
レ
ト
帰
ル
ハ
甘
キ
西
ノ
官
田

潟
青
潟
青
丸
当
帰
山
尼
子
屏
風
タ
テ
鞠
ケ
テ
勝
フ
京
ノ
将
軍

胃
風
胃
風
湯
三
物
伽
苓
肉
桂
二
人
参
イ
レ
テ
泄
潟
ヤ
ム
也

安
生
安
生
ャ
弓
ト
鞭
ト
ノ
紅
ヲ
洗
フ
テ
帰
ル
官
侯
〈
タ
ソ

産
後
養
栄
産
後
一
一
テ
養
栄
湯
〈
弓
好
ム
帰
巧
牡
丹
皮
延
胡
魅

九
宝
九
宝
〈
蘇
陳
大
腹
麻
黄
湯
薄
雪
フ
リ
テ
梅
サ
キ
’
一
ケ
リ

清
肺
清
肺
〈
天
麦
帰
苓
文
会
｝
一
徳
雪
陳
皮
貝
母
吉
丹

右
は
す
べ
て
、
医
家
と
し
て
の
本
居
宣
長
の
不
断
の
研
鑛
と
、
そ
の
処
方
・
処
剤
の
実
情
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
角
度
か
ら
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
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え
得
て
い
て
実
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
等
の
す
べ
て
は
、
春
庵
・
宣
長
の
医
学
の
根
抵
に
は
、
何
よ
り
も
、
確
た
る
経
験

的
事
実
を
踏
え
て
の
認
識
方
法
と
、
そ
れ
に
基
つ
く
理
論
の
定
立
が
存
在
す
る
事
実
を
判
然
と
物
語
っ
て
い
て
、
い
ま
最
も
注
目
に
値
す
る
と

言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
元
来
・
漢
方
医
学
そ
の
も
の
が
、
若
し
誤
解
を
怖
れ
ず
に
言
い
切
っ
て
見
る
な
ら
ば
「
黄
帝
内
経
」
（
素
問
・
霊
枢
）

乃
至
、
張
仲
景
「
傷
寒
雑
病
論
」
以
来
の
、
壮
大
な
人
間
経
験
の
体
系
（
或
は
そ
の
一
大
組
織
化
）
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
意
味
に
於
て
、

例
え
ば
、
人
類
医
学
の
鼻
祖
と
謂
は
れ
る
黄
帝
軒
轆
氏
と
そ
の
善
き
侍
医
・
岐
伯
と
が
、
衆
疾
治
癒
の
方
術
の
探
求
と
樹
立
、
（
つ
ま
り
人
類

医
方
の
原
典
た
る
、
そ
の
「
素
問
・
霊
枢
」
の
編
慕
述
作
）
に
当
っ
て
、
親
し
く
百
草
を
賞
味
し
な
が
ら
、
或
い
は
又
相
互
に
問
答
を
積
み
重
ね

だ
い
け
い

な
が
ら
次
第
次
第
に
、
そ
の
「
内
経
」
を
創
り
上
げ
て
行
っ
た
と
の
故
事
、
或
い
は
又
、
張
仲
景
が
も
と
政
治
家
（
長
沙
太
守
）
で
あ
り
な
が

ら
、
そ
の
一
族
多
数
の
熱
病
罹
患
に
依
る
死
亡
事
故
を
経
験
し
た
こ
と
か
ら
離
然
と
し
て
医
学
に
志
し
、
遂
に
「
傷
寒
論
」
十
六
巻
を
表
は
し

た
と
の
有
名
な
言
い
伝
え
は
、
す
べ
て
漢
方
医
学
の
根
抵
に
、
人
間
の
経
験
的
事
実
に
対
す
る
素
直
な
認
識
と
、
そ
の
結
果
に
対
す
る
強
靱
な

組
織
化
の
論
理
が
一
貫
し
て
脈
動
し
て
い
る
事
実
を
物
語
っ
て
い
て
、
極
め
て
象
徴
的
と
言
は
ざ
る
を
得
な
い
。
漢
方
医
学
に
伝
統
的
な
こ
の

経
験
的
事
実
認
識
に
立
脚
す
る
医
方
の
組
織
化
の
傾
向
は
、
実
際
問
題
と
し
て
、
ま
た
、
春
庵
・
宣
長
の
医
学
の
成
立
と
そ
の
発
展
の
経
緯

（
例
え
ば
、
既
述
の
「
経
籍
」
、
「
折
肱
録
」
、
「
春
庵
撰
・
方
剤
歌
八
十
首
」
等
）
に
照
し
て
見
て
も
、
す
べ
て
充
分
に
明
ら
か
で
あ
る
。
宣
長
は
謂
は

ば
、
彼
以
前
の
永
い
東
洋
医
学
の
経
験
の
集
積
、
或
は
そ
の
危
大
な
経
験
の
体
系
の
中
に
、
更
に
、
宣
長
自
身
の
自
家
の
臨
床
経
験
を
追
加

し
、
重
層
さ
せ
る
こ
と
に
依
っ
て
、
宣
長
医
学
そ
の
も
の
を
次
第
に
構
築
し
、
発
展
せ
し
め
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
於
て
、
特
に

「
春
庵
撰
・
方
剤
歌
八
十
首
」
は
、
そ
れ
が
菅
に
宣
長
に
於
け
る
医
・
文
両
全
の
見
事
な
象
徴
で
あ
る
の
象
な
ら
ず
、
正
に
春
庵
・
宣
長
の
医

学
が
、
本
質
的
に
経
験
の
医
学
の
典
型
に
外
な
ら
な
い
事
実
を
示
現
す
る
、
最
も
具
体
的
な
例
証
と
し
て
極
め
て
重
大
な
意
義
を
持
つ
も
の
と

言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し
こ
の
問
題
、
（
つ
ま
り
経
験
の
医
方
、
或
は
医
学
一
般
に
於
け
る
経
験
の
尊
重
と
重
視
）
に
就
て
は
、
こ
の
後
で
も
更
に

述
べ
る
予
定
な
の
で
、
並
で
は
一
先
ず
こ
の
程
度
で
措
く
こ
と
と
す
る
。

医
家
春
庵
・
本
居
宣
長
の
医
方
の
立
場
と
、
そ
れ
を
裏
づ
け
る
医
諭
の
内
容
は
、
彼
自
身
の
書
き
残
し
た
医
学
に
関
す
る
種
々
の
文
書
（
「
経
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本
居
宣
長
の
「
医
論
」
が
、
そ
の
全
集
中
の
所
謂
「
詩
文
稿
」
の
中
に
撰
次
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
事
情
は
、
想
う
に
、
主
と
し
て
次
の
理
由

か
ら
で
あ
る
。
「
詩
文
稿
」
は
、
元
来
、
宣
長
が
二
十
三
歳
の
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
か
ら
、
二
十
八
歳
の
同
七
年
ま
で
、
京
都
遊
学
中
に

執
筆
し
た
漢
詩
文
一
千
八
篇
（
う
ち
漢
詩
二
十
三
篇
漢
文
四
篇
及
び
、
大
宰
春
台
・
「
紀
平
教
盛
事
」
写
文
一
篇
）
の
類
を
集
成
し
た
稿
本
で
あ

る
が
、
そ
の
中
に
「
夫
素
霊
者
軒
岐
之
大
経
、
寿
世
之
大
法
也
」
に
始
っ
て
「
裁
区
々
医
言
以
為
嬬
焉
」
に
終
る
、
特
別
の
一
篇
が
見
ら
れ

る
。
こ
れ
に
は
別
に
「
送
藤
文
輿
還
肥
序
」
と
題
し
た
墨
附
五
枚
の
自
筆
浄
書
本
一
帖
が
、
本
居
宣
長
記
念
館
に
現
存
（
筆
者
は
幸
に
、
そ
の
実

物
を
、
昭
和
五
十
三
年
八
月
二
十
八
日
、
本
居
宣
長
記
念
館
の
特
別
の
御
配
慮
に
よ
り
、
既
述
の
「
折
肱
録
」
等
と
共
に
拝
観
・
撮
影
を
許
さ
れ
た
）
し
、
そ

の
奥
書
に
は
鮮
明
に
「
宝
暦
丙
子
春
三
月
、
本
居
宣
長
草
」
の
識
語
が
誌
さ
れ
て
い
る
。
「
宝
暦
丙
子
春
三
月
」
と
言
へ
ば
、
当
時
、
宣
長
は

そ
の
京
都
遊
学
の
絶
頂
期
に
在
っ
た
。
即
ち
、
彼
は
丁
度
そ
の
一
年
前
「
宝
暦
五
年
三
月
三
日
、
稚
髪
を
為
シ
、
名
ヲ
更
メ
テ
宣
長
ト
曰
上
、

（
弱
）

号
ヲ
更
メ
テ
春
庵
ト
曰
フ
。
春
庵
ヲ
以
テ
常
二
相
呼
く
り
」
（
原
漢
文
）
と
し
て
、
謂
は
ぱ
、
思
想
家
・
本
居
宣
長
と
医
家
・
本
居
春
庵
の
同

時
、
一
体
的
誕
生
の
事
実
を
天
下
に
向
っ
て
宣
言
し
了
せ
て
い
る
。
そ
の
時
、
宣
長
の
其
の
（
右
の
如
き
己
が
医
・
文
両
業
に
一
日
一
る
独
立
宣
言
を
発

（
別
）

し
得
た
）
自
信
の
胸
底
に
は
、
想
う
に
「
文
」
に
於
て
は
弓
排
蘆
小
船
』
一
巻
へ
の
確
乎
た
る
構
想
」
と
、
「
医
」
に
就
て
は
、
何
よ
り
も
こ

の
「
医
論
」
一
篇
に
対
す
る
確
信
に
翠
ち
た
原
案
成
立
が
有
り
得
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
謂
っ
て
見
れ
ば
、
こ
の
「
医
論
」
こ
そ
「
排
蘆

小
船
」
と
共
に
、
正
に
、
若
き
日
の
宣
長
に
於
け
る
京
都
体
験
の
絶
頂
期
と
、
そ
の
医
・
文
両
全
の
現
成
を
告
げ
る
、
最
も
象
徴
的
な
作
品
に

外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
も
有
れ
、
そ
の
「
医
論
」
は
（
宣
長
自
筆
の
浄
書
本
の
題
名
、
「
送
藤
文
輿
還
肥
序
」
が
示
す
よ
う
に
）
、
明
ら
か

籍
」
、
「
折
肱
録
」
）
や
文
言
（
「
春
庵
撰
・
方
剤
歌
」
）
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
そ
の
輪
廓
を
画
き
得
る
ま
で
に
達
し
た
。
そ

れ
は
一
口
に
言
っ
て
、
経
験
の
医
学
の
道
の
発
見
と
、
そ
の
限
り
な
き
探
究
と
も
言
う
べ
き
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
然
し
、
春
庵
・
宣
長
の
医

（
醜
）

論
が
、
そ
の
正
真
の
全
貌
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
示
現
す
る
場
合
は
、
何
と
言
っ
て
も
、
そ
の
「
詩
文
稿
」
中
の
「
医
論
」
△
送
藤
文
璽
還
肥
序
」
〉

に
於
て
で
あ
り
、
又
恐
ら
く
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
唯
一
の
春
庵
・
本
居
宣
長
の
手
に
な
る
本
格
的
な
医
学
論
文
に
違
い
な
い
の
で
あ

る
○
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に
、
堀
景
山
同
門
の
学
友
・
藤
文
輿
の
帰
郷
を
送
っ
た
別
れ
の
言
葉
に
外
な
ら
な
い
が
、
（
そ
の
肝
心
の
送
別
の
辞
の
部
分
は
、
僅
か
そ
の
末
尾
二

行
半
に
し
か
過
ぎ
な
い
点
に
就
て
は
既
述
の
如
く
で
あ
っ
て
）
、
そ
の
実
際
的
内
容
は
、
春
庵
・
宣
長
の
抱
懐
す
る
「
医
言
」
、
或
は
よ
り
正
確
に
は
、

本
居
医
哲
学
と
も
言
う
べ
き
も
の
の
堂
盈
た
る
展
開
に
終
始
し
て
い
る
と
言
う
事
実
は
、
ま
こ
と
に
注
目
す
べ
き
事
柄
と
言
は
ね
ば
な
ら
な

「
夫
レ
素
霊
〈
軒
岐
ノ
大
経
、
寿
世
ノ
大
法
ナ
リ
。
医
ヲ
為
ス
者
、
此
レ
ヲ
舎
テ
テ
笑
ソ
ゾ
従
フ
ニ
以
テ
其
ノ
道
ヲ
知
ラ
ン
耶
。
而
シ
テ
其

（
弱
）

ノ
後
世
二
於
テ
益
無
キ
者
〈
独
り
何
ゾ
也
」
（
原
漢
文
）
、
と
言
う
書
き
出
し
の
、
春
庵
・
宣
長
の
医
論
は
、
全
文
白
文
体
、
総
字
数
僅
か
千
七

百
字
程
度
の
、
比
較
的
小
規
模
の
論
文
に
す
ぎ
な
い
。
然
し
、
そ
の
包
蔵
す
る
内
容
の
重
大
性
は
、
（
そ
れ
が
全
文
、
爾
後
の
本
居
宣
長
の
全
思

想
・
全
行
業
に
関
わ
る
で
あ
ろ
う
可
能
的
精
神
と
論
理
の
閃
光
に
貫
き
通
さ
れ
て
い
る
点
に
於
て
）
、
後
年
の
他
の
如
何
な
る
宣
長
学
を
象
徴
す
る
重
要
著

作
と
比
較
し
て
見
て
も
、
決
し
て
、
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
意
義
を
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

春
奄
・
本
吾
宣
長
の
「
臺
言
一
（
所
謂
、
「
送
藤
文
與
還
肥
序
」
）
は
、
大
別
し
て
次
の
五
段
落
に
分
け
て
見
ら
れ
る
こ
と
が
便
宜
で
あ
ろ
う
。

春
庵
・
本
居
宣
長
の
「
医
言
」

彼
は
そ
こ
で
斯
う
言
っ
て
い
る
。

一
、
黄
帝
内
経
の
「
素
間
」
「

難
解
な
も
の
と
な
り
、
為
に
却
《

せ
る
原
因
と
も
な
っ
て
、
人
を

二
、
そ
の
様
な
状
況
の
中
で
、

い
○

一
、
黄
帝
内
経
の
「
素
間
」
「
霊
枢
」
が
、
「
軒
岐
ノ
大
経
、
寿
世
ノ
大
法
」
に
は
違
い
な
い
と
し
て
も
、
今
日
で
は
最
早
や
其
等
は
極
め
て

難
解
な
も
の
と
な
り
、
為
に
却
っ
て
、
後
人
（
特
に
宋
・
元
・
明
以
降
）
の
様
々
な
医
家
た
ち
の
、
思
い
思
い
の
「
妄
作
」
、
「
僻
説
ヲ
競
起
」
さ

せ
る
原
因
と
も
な
っ
て
、
人
を
（
世
医
）
を
一
層
眩
惑
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

二
、
そ
の
様
な
状
況
の
中
で
、
近
頃
の
「
本
邦
ノ
医
人
」
の
中
に
は
、
性
々
に
し
て
、
漢
方
医
学
の
原
典
た
る
「
素
霊
陰
陽
」
の
説
を
「
迂

誕
ナ
リ
ト
シ
テ
損
シ
テ
棄
テ
ル
ノ
ミ
カ
、
其
シ
キ
者
二
至
ツ
テ
ハ
五
臓
六
脈
十
二
経
絡
ノ
目
ヲ
モ
廃
ス
」
る
ま
で
と
な
っ
た
。
勿
論
、
か
か
る

伝
統
医
術
批
判
の
首
唱
者
た
ち
は
、
後
藤
艮
山
、
香
川
修
庵
、
山
脇
東
洋
氏
ら
の
鐸
々
た
る
、
所
謂
「
古
方
家
」
た
ち
に
外
な
ら
な
い
。
彼
ら

の
主
張
は
、
一
見
「
其
ノ
論
千
古
二
卓
絶
ス
ル
」
か
に
見
ら
れ
る
が
、
実
は
「
其
ノ
言
う
所
率
ネ
臆
（
測
）
カ
ラ
出
テ
、
則
チ
未
ダ
必
ズ
シ
モ

誤
謬
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
」
も
の
で
あ
り
、
山
脇
氏
の
如
き
に
至
っ
て
は
、
却
っ
て
「
其
ノ
識
見
高
キ
ー
過
グ
ル
ノ
ァ
マ
リ
、
反
ツ
テ
鄙
肥
、
ソ

roヴ、
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必
拘
泥
其
規
矩
也
」
）
。

ノ
無
稽
ノ
言
〈
取
ル
｜
一
足
ラ
」
な
い
。
今
日
、
世
医
の
う
ち
、
少
し
見
識
ぶ
る
者
達
は
、
其
の
（
識
見
の
）
高
逼
ぶ
り
を
誇
っ
て
「
小
方
（
伝

や
童
い

統
医
術
に
従
っ
て
の
処
方
）
ヲ
屑
ヨ
シ
ト
セ
ズ
」
、
深
い
思
慮
も
な
し
に
、
病
疾
と
言
え
ば
「
唯
古
方
コ
レ
ヲ
施
ス
ノ
ミ
」
だ
が
「
古
方
〈
以
テ

今
病
ヲ
概
治
ス
ル
ハ
固
ヨ
リ
不
可
」
で
あ
る
。
の
承
な
ら
ず
「
不
明
ノ
所
以
二
之
ヲ
使
レ
。
〈
、
恐
ラ
ク
天
年
（
天
寿
）
ヲ
サ
ヘ
誤
ラ
ザ
ル
」
を

得
な
い
場
合
も
決
し
て
砂
く
な
い
の
で
あ
る
。
い
っ
た
い
、
現
今
の
医
師
一
般
の
間
で
は
、
所
謂
、
近
方
家
（
後
世
家
）
は
「
李
・
朱
（
李
東

垣
・
朱
丹
渓
）
ヲ
視
ル
コ
ト
聖
人
ノ
如
ク
」
、
一
方
ま
は
、
そ
れ
を
あ
ざ
笑
う
古
方
家
た
ち
と
雌
も
、
負
け
ず
劣
ら
ず
「
長
沙
（
張
仲
景
、
彼
は
も

と
長
沙
太
守
で
も
あ
っ
た
。
既
述
）
ヲ
視
ル
「
一
卜
神
ノ
如
シ
」
で
あ
る
。
だ
が
、
倶
に
そ
の
自
説
に
の
ゑ
固
執
し
て
、
些
か
も
自
ら
を
省
柔
な
い

限
り
に
於
て
は
、
古
方
・
近
方
ど
ち
ら
も
「
未
ダ
五
十
歩
ノ
失
ヲ
免
カ
レ
ザ
ル
」
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

三
、
一
体
に
一
‐
嬢
工
（
未
熟
粗
暴
の
医
者
）
ノ
古
方
ヲ
投
ジ
テ
人
ヲ
害
ス
ル
ハ
、
近
世
（
家
）
ノ
方
剤
ノ
平
穏
無
力
ノ
勝
二
如
カ
ズ
」
で
あ

る
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
「
宋
・
元
・
明
時
ノ
諸
名
家
（
李
朱
医
方
・
後
世
家
）
ノ
処
剤
」
が
、
す
べ
て
そ
の
ま
ま
で
良
い
と
言
う
の
で
は
な
い
。

即
ち
、
近
方
家
の
「
其
ノ
薬
物
ヲ
賛
称
ス
ル
ノ
大
イ
ニ
実
二
過
ギ
タ
ル
」
様
は
、
甚
だ
以
て
問
題
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
彼
ら
（
近

方
家
・
李
朱
医
方
）
は
、
事
毎
に
薬
を
畏
信
し
て
、
そ
れ
を
取
扱
う
こ
と
「
誠
二
鬼
神
ノ
零
コ
ト
ク
」
で
あ
る
が
、
薬
剤
は
飽
迄
も
、
医
師
の
自

主
的
判
断
に
基
づ
い
て
、
自
在
に
「
加
減
取
捨
」
し
な
が
ら
使
用
さ
る
べ
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
元
来
、
薬
と
言
う
も
の
は
、
使
え

き
き
め

ば
使
う
ほ
ど
、
逆
に
、
効
目
が
鈍
る
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
薬
を
用
い
て
多
く
の
病
気
を
治
す
、
な
ど
と
言
う
事
は
全
く
無
理
な
話
で
あ
る

（
「
且
以
多
品
兼
治
多
痘
絶
無
其
理
薬
品
愈
多
愈
鈍
」
）
。
従
っ
て
、
「
凡
ソ
湯
液
ヲ
以
テ
病
ヲ
極
療
ス
ル
ハ
己
ヲ
得
ザ
ル
’
一
ヨ
ル
」
の
で
あ
っ
て
、
漢

方
の
最
高
原
典
た
る
、
黄
帝
の
「
内
経
中
二
薬
治
ノ
（
例
ノ
）
紗
キ
コ
ト
モ
以
テ
知
ル
ベ
キ
」
で
あ
る
。
病
気
は
、
「
世
卜
倶
一
一
変
ジ
、
地
ト

ト
モ
ニ
異
ル
」
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
処
方
も
ま
た
飽
迄
も
、
弾
力
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
医
方
や
薬
剤
と
錐
も
万
能
で
は
な
い
の
だ

か
ら
、
徒
ら
に
、
そ
の
処
方
・
処
剤
の
規
則
に
教
条
的
に
捉
は
れ
て
い
て
、
臨
機
応
変
の
処
置
が
出
来
な
い
よ
う
で
は
、
共
に
医
療
を
語
る
に

は
足
ら
な
い
（
「
夫
人
之
病
、
与
世
変
焉
、
与
地
異
焉
、
則
治
法
亦
然
、
規
々
不
知
機
変
者
、
不
足
与
語
治
済
美
、
薬
非
神
製
之
薬
、
方
非
聖
裁
之
方
也
、
則
何
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四
、
そ
も
そ
も
、
病
気
は
処
方
や
薬
剤
に
よ
っ
て
能
く
治
る
と
言
う
も
の
で
は
な
い
「
唯
煕
然
タ
ル
ー
気
独
り
能
ク
病
二
抗
シ
テ
之
ヲ
制

ス
、
其
ノ
気
タ
ル
ャ
神
ニ
シ
ス
測
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
本
諸
レ
ヲ
天
二
稟
ヶ
、
而
シ
テ
諸
レ
ヲ
身
一
一
充
ツ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
後
世
之
ヲ
謂
ヒ
テ
元
気
ト

ナ
ス
、
此
ノ
気
有
リ
テ
人
ヲ
為
シ
、
無
ケ
レ
、
ハ
則
チ
戸
（
屍
）
タ
ル
ノ
ミ
、
時
二
盛
衰
ア
リ
テ
皆
ヨ
ク
病
ト
ナ
ル
、
外
邪
内
傷
、
四
百
四
病
、

皆
其
ノ
盛
衰
ヨ
リ
発
ス
、
死
生
モ
唯
ダ
此
ノ
気
ノ
有
無
ノ
ミ
」
、
と
言
う
と
こ
ろ
が
、
大
自
然
の
中
の
一
生
物
と
し
て
の
人
間
存
在
の
実
態
に

外
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
「
気
」
に
は
「
真
邪
ノ
分
」
が
有
る
か
ら
「
マ
サ
ニ
湯
熨
ヲ
カ
シ
以
テ
其
ノ
真
気
ヲ
助
ヶ
邪
気
ヲ
攻
」
め
ね
ば
な
ら

な
い
。
然
し
、
其
の
場
合
に
決
し
て
間
違
っ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
湯
熨
鍼
灸
は
飽
ま
で
も
「
真
気
ノ
政
ヲ
助
ヶ
佐
ク
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
（
ソ

レ
）
自
ラ
病
ヲ
攻
ム
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
」
と
言
う
認
識
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
真
気
ノ
病
二
待
ス
ル
ャ
、
吐
キ
テ
宜
キ
モ
ノ
ハ
之
ヲ
吐
キ
、
利
シ

テ
ョ
キ
モ
ノ
ハ
之
ヲ
利
シ
、
攻
メ
、
補
上
、
温
メ
、
涼
シ
、
一
ト
シ
テ
其
、
失
ス
ル
所
ナ
キ
」
が
故
に
、
「
其
ノ
カ
マ
タ
ョ
ク
大
洞
ヲ
政
シ
治

ム
ル
」
の
で
あ
る
。
然
し
、
一
旦
そ
の
気
が
衰
弱
す
れ
ば
、
病
勢
は
忽
ち
熾
烈
と
な
り
、
遂
に
、
病
気
に
打
ち
克
つ
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
し

て
、
「
此
ノ
気
ノ
病
ヲ
治
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
レ
等
〈
、
則
チ
司
命
（
医
者
）
ト
錐
モ
之
ヲ
如
何
ト
モ
為
シ
難
シ
、
況
ン
ャ
草
薬
二
於
テ
オ
ャ
」
で

あ
る
。
従
っ
て
「
唯
真
気
ノ
勢
ノ
趣
ク
所
ヲ
察
シ
テ
、
薬
石
ヲ
順
導
シ
テ
之
ヲ
補
佐
ス
レ
ゞ
ハ
、
則
チ
ソ
ノ
カ
ヲ
資
ケ
テ
真
気
大
イ
ニ
振
上
、
汗

吐
ノ
下
其
ノ
宜
一
一
適
上
、
病
随
ヒ
テ
塵
ユ
ル
」
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
「
真
気
ノ
趣
ク
所
ヲ
察
セ
ズ
シ
テ
、
妄
リ
ニ
攻
撃
オ
ョ
ビ
温
補
ヲ

為
セ
、
ハ
、
即
チ
奮
二
功
ナ
キ
ノ
ミ
カ
、
又
能
ク
人
ヲ
賊
フ
、
故
二
治
病
ノ
枢
機
〈
真
気
ノ
勢
ヲ
察
ス
ル
ニ
在
り
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
黄
帝
内

経
に
「
上
工
（
上
医
）
ハ
気
ヲ
平
ラ
カ
ニ
ス
ト
ハ
是
レ
コ
ノ
謂
」
で
あ
っ
て
、
正
に
「
養
気
〈
医
ノ
至
道
ナ
リ
」
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
現

今
、
屡
食
、
古
方
家
が
そ
の
得
意
の
攻
伐
療
法
に
失
敗
し
、
逆
に
又
、
近
方
家
（
李
朱
医
方
の
後
世
家
）
が
、
そ
の
伝
統
の
温
補
療
法
に
失
敗
す

る
の
も
、
共
に
治
病
の
根
本
は
、
攻
、
補
そ
の
も
の
に
在
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
（
攻
伐
・
温
補
）
は
飽
迄
も
、
真
気
の
活
動
を
助
け
る
も

の
で
し
か
な
い
（
「
治
療
之
方
術
、
廃
匪
助
気
者
」
）
の
だ
と
言
う
点
へ
の
基
本
的
認
識
に
欠
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
医
者
た
る
者
は
、
返
す
返

す
も
、
治
病
の
主
力
は
飽
迄
も
真
気
（
或
は
患
者
が
本
来
的
に
身
に
備
え
て
い
る
自
然
的
治
癒
力
）
で
あ
っ
て
、
決
し
て
医
師
自
ら
が
施
す
処
方
・

処
剤
（
攻
伐
・
温
補
）
の
力
で
は
な
い
の
だ
と
言
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
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春
庵
・
本
居
宣
長
に
よ
れ
ば
「
素
問
・
霊
枢
」
（
つ
ま
り
医
書
ま
た
は
医
論
）
は
、
「
軒
岐
」
（
即
ち
医
者
ま
た
は
医
療
そ
の
も
の
）
の
大
経
で
あ

り
、
旦
、
人
生
長
命
（
「
寿
世
」
）
の
た
め
の
大
法
に
外
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
今
日
の
最
大
問
題
は
「
素
霊
者
軒
岐
之
大
経
」
と
言
う
、
そ
の

形
式
的
（
或
は
形
骸
的
）
権
威
主
義
だ
け
が
残
存
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
が
決
し
て
実
質
的
に
は
「
寿
世
之
大
法
」
た
り
得
て
い
な
い
と
こ

五
、
藤
文
輿
君
は
、
「
深
ク
コ
ノ
理
ヲ
察
シ
、
攻
補
ノ
間
ヲ
周
旋
シ
テ
偏
セ
ズ
、
マ
コ
ト
ニ
善
医
卜
謂
フ
ベ
キ
」
で
あ
る
。
彼
は
九
州
肥
前

の
士
に
し
て
、
藩
主
大
村
侯
の
侍
医
で
あ
る
が
、
こ
こ
数
年
来
上
洛
し
て
医
学
の
修
行
に
精
励
し
、
遂
に
そ
の
蒲
奥
を
極
め
る
に
至
っ
た
（
「
叩

枢
素
謹
奥
、
達
長
沙
髄
脳
」
）
。
然
も
彼
は
単
に
医
の
奥
義
に
達
し
た
の
象
な
ら
ず
、
「
労
う
儒
雅
ヲ
尚
ビ
厚
ク
文
辞
ヲ
好
ム
」
と
こ
ろ
の
、
実
に

す
が
た

床
し
き
文
雅
の
士
で
も
あ
り
、
彼
に
於
け
る
そ
の
医
・
文
両
全
の
相
は
、
ま
さ
に
「
善
医
」
（
国
手
）
の
典
型
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
於
て
、
最

も
私
の
模
範
と
す
べ
き
「
益
友
」
に
外
な
ら
な
い
。
今
、
同
君
の
錦
衣
還
郷
の
時
節
に
臨
象
、
卿
か
医
学
同
門
の
友
誼
を
以
て
、
日
頃
、
同
感

共
鳴
す
る
と
こ
ろ
の
、
医
家
た
る
べ
き
所
信
の
一
端
を
述
べ
て
、
以
て
送
別
の
辞
と
す
る
（
「
今
也
臨
錦
衣
之
別
、
裁
区
を
医
言
、
以
為
聴
焉
」
）
。

以
上
が
、
春
庵
・
本
居
宣
長
の
医
論
の
概
要
で
あ
る
。
宣
長
が
こ
こ
で
、
自
ら
も
又
基
本
的
に
は
「
李
・
朱
医
学
」
を
学
び
、
後
世
家
（
近

方
家
）
に
属
す
る
医
家
の
一
人
で
在
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
謂
わ
ぱ
、
「
後
世
」
「
古
方
」
の
区
々
た
る
分
派
を
遙
か
に
超
越
し
て
、
終
始
、
医
学

本
来
の
立
場
か
ら
問
題
を
提
起
し
、
其
の
医
論
を
展
開
し
て
い
る
と
言
う
公
正
・
寛
大
な
態
度
が
先
ず
注
目
さ
れ
よ
う
。

几
そ
、
よ
き
医
人
た
る
の
要
訣
は
、
常
に
患
者
の
天
寿
に
対
す
る
謙
虚
に
し
て
充
全
な
る
奉
仕
の
念
と
施
術
に
在
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

の
た
め
に
は
決
し
て
一
派
一
学
に
偏
す
る
こ
と
な
く
、
広
く
諸
家
医
方
の
う
ち
の
特
効
最
上
の
も
の
を
、
其
の
都
度
、
臨
機
応
変
に
患
者
に
施

さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
に
於
て
、
春
庵
・
本
居
宣
長
に
於
け
る
、
こ
の
決
し
て
学
派
や
方
識
に
捉
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
自
由
活
達
な
態

度
こ
そ
、
臨
床
家
と
し
て
最
も
理
想
的
な
相
（
す
が
た
）
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
こ
と
に
も
益
し
て
、
更
に
い
ま
最

も
注
意
す
べ
き
事
柄
は
、
宣
長
が
自
ら
の
医
論
の
根
幹
と
し
て
掲
げ
た
、
所
謂
、
治
病
の
枢
機
と
し
て
の
「
煕
然
タ
ル
ー
気
」
の
提
唱
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
こ
そ
は
正
に
、
宣
長
一
流
の
経
験
的
医
学
の
眼
晴
に
外
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
そ
の
点
を
珊
か
考

え
て
見
る
こ
と
と
し
よ
う
。
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の
り

ろ
に
あ
る
。
逆
に
言
っ
て
見
る
な
ら
ば
「
寿
世
の
大
法
」
（
実
際
に
民
衆
長
生
の
た
め
に
役
立
つ
大
い
な
る
教
法
）
と
な
り
得
な
い
よ
う
な
、
如
何

な
る
「
素
霊
・
軒
岐
の
大
経
」
（
医
学
と
医
者
の
拠
る
べ
き
最
高
の
医
療
原
典
）
も
有
り
得
な
い
の
だ
、
と
言
う
点
に
対
す
る
基
本
認
識
の
欠
如
と

言
う
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
元
来
、
医
学
（
「
素
・
霊
」
）
も
、
医
者
（
「
軒
・
岐
」
）
も
、
共
に
「
寿
世
」
（
民
衆
の
永
生
）
の
た
め
に
こ
そ
成
立

し
、
存
在
し
た
筈
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
で
は
、
医
学
も
医
療
も
共
に
甚
だ
し
く
、
一
般
民
衆
の
「
寿
世
」
（
な
が
い
き
）
の
問
題
と
乖
離

し
て
了
っ
て
い
て
、
到
底
「
寿
世
之
大
法
」
と
は
言
い
難
く
な
っ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
一
般
に
「
素
霊
・
軒
岐
の
大
経
」
と
「
寿
世
の
大

も
ろ
も
ろ

法
」
と
の
、
斯
く
の
如
き
悲
し
む
べ
き
断
絶
は
、
如
何
に
し
て
招
来
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
諸
々
の
医
学
と
医
方
の
原
典
と
し
て
の
「
素
・

霊
」
と
、
↑
あ
ら
ゆ
る
医
師
と
医
療
技
術
の
始
祖
と
し
て
の
「
軒
・
岐
」
の
初
心
を
、
現
代
の
医
学
お
よ
び
医
療
関
係
者
一
般
が
、
真
に
理
解

し
、
継
承
し
難
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
何
故
に
（
「
素
霊
・
軒
岐
」
に
示
さ
れ
た
医
学
の
初
心
を
）
、
今
日
で
は
理
解
、
継
承
す
る
こ
と
が
至
難
と

な
っ
た
の
か
。
理
由
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
「
素
霊
・
軒
岐
の
大
経
」
の
物
語
る
、
そ
の
医
理
、
方
術
と
も
に
余
り
に
も
玄
妙

に
す
ぎ
て
、
今
日
で
は
極
め
て
難
解
（
「
蓋
以
其
旨
遠
、
而
術
亦
奇
、
不
可
融
会
故
爾
」
）
と
な
っ
て
了
っ
て
い
る
為
で
あ
る
。
そ
の
第
二
は
、
晋
の

王
叔
和
に
依
る
「
傷
寒
論
」
の
撰
次
以
来
、
宋
・
元
・
明
の
後
世
家
た
ち
に
至
る
迄
の
、
相
次
ぐ
後
代
の
「
固
肥
僻
説
競
起
」
が
、
益
冬
世

医
一
般
を
眩
惑
す
る
結
果
と
な
り
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
依
然
と
し
て
瘤
め
る
こ
と
な
く
今
に
ま
で
続
い
て
い
る
と
言
う
こ
と
（
所
詮
、
当
今
一

般
の
「
世
医
之
愚
昧
」
、
或
い
は
彼
等
自
身
の
医
家
と
し
て
の
自
主
性
の
欠
如
）
に
依
る
た
め
で
あ
る
（
「
越
人
叔
和
妄
作
、
而
降
宋
元
明
医
固
順
、
僻
説
競

起
、
愈
滋
眩
人
、
後
世
為
所
愚
惑
、
而
至
今
不
癖
、
世
医
之
愚
昧
、
斯
甚
哉
」
）
。

別
言
す
れ
ば
、
今
日
一
般
の
「
世
医
」
に
は
、
医
家
と
し
て
最
も
肝
心
な
、
自
分
自
身
の
経
験
の
集
積
と
、
そ
れ
に
立
脚
す
る
自
主
的
知
見

が
甚
だ
し
く
欠
落
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
自
ら
の
経
験
を
組
織
化
し
よ
う
と
は
せ
ず
に
、
徒
ら
に
、
当
今
流
行
の
処
方
・
処
剤
に
易
々
と
し
て

依
存
す
る
の
桑
で
し
か
な
い
。
と
言
う
の
は
、
今
を
時
め
く
「
古
方
家
」
も
「
近
方
家
」
（
李
・
朱
医
学
派
）
も
、
相
互
に
劇
し
く
他
派
を
批

判
・
論
難
し
て
、
自
派
こ
そ
漢
方
正
統
の
医
学
な
り
と
し
て
、
そ
の
識
見
の
高
邇
さ
を
誇
示
し
合
っ
て
は
い
る
が
、
古
方
家
の
「
峻
剤
・
攻

伐
」
の
療
法
も
、
近
方
家
の
「
平
剤
・
温
補
」
の
療
法
も
（
共
に
結
果
的
に
は
）
、
治
病
は
お
ろ
か
患
者
の
生
命
さ
へ
も
危
険
に
曝
し
か
ね
な
い
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四
、
医
学
の
窮
極
に
在
る
も
の

春
庵
・
本
居
宣
長
は
、
そ
の
独
自
の
創
見
と
確
信
に
象
ち
た
医
論
の
中
で
、
繰
り
返
し
強
調
し
て
止
ま
な
い
「
軽
剤
薄
薬
」
が
能
く
病
を
治

す
の
で
は
な
い
「
唯
煕
然
タ
ル
ー
気
ノ
ミ
独
リ
ョ
ク
病
二
抗
シ
之
ヲ
制
ス
ル
ノ
ミ
」
で
あ
る
と
。
宣
長
に
よ
れ
ば
、
そ
の
「
気
タ
ル
ャ
神
一
一

シ
テ
測
ル
ベ
ヵ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
’
一
シ
テ
、
本
コ
レ
ヲ
天
二
稟
ケ
テ
コ
レ
ヲ
身
二
充
ツ
ル
モ
ノ
」
に
外
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
「
元
気
」
（
或

は
「
真
気
」
）
こ
そ
人
を
し
て
人
た
ら
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
凡
そ
人
は
こ
の
「
煕
然
タ
ル
ー
気
」
の
盛
衰
に
依
っ
て
、
生
き
且
死
す
る
も
の
と

言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
医
家
た
る
も
の
は
、
断
然
、
こ
の
真
気
の
勢
を
弁
察
し
、
薬
石
の
適
切
な
る
投
与
に
依
っ
て
「
補
佐
真

気
」
し
、
更
に
そ
れ
（
真
気
）
を
振
興
さ
せ
る
こ
と
（
「
唯
察
真
気
所
趣
勢
、
而
薬
石
順
導
輔
佐
之
、
則
資
其
力
而
真
気
大
振
」
）
以
外
に
、
「
治
病
ノ

（
「
恐
不
誤
天
年
者
幾
希
」
）
と
言
う
点
に
於
て
は
（
全
く
古
・
今
両
派
と
も
に
）
、
そ
の
医
学
的
優
劣
は
五
十
歩
百
歩
で
し
か
な
い
。
要
す
る
に
、
両

派
と
も
に
謂
わ
ぱ
「
治
病
之
枢
機
」
を
逸
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
舷
に
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
「
治
病
ノ
枢
機
」
と
は
、
単
に

形
骸
化
し
た
「
素
霊
、
軒
岐
ノ
大
経
」
の
権
威
を
担
い
、
或
は
徒
ら
に
漢
方
正
統
主
義
の
意
識
に
固
着
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
自
己
の
医
諭
と

方
術
を
一
方
的
に
患
者
に
押
し
つ
け
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
飽
迄
も
、
自
ら
の
処
方
と
方
剤
が
「
寿
世
ノ
大
法
」
に
則
る
も
の
で
あ
る
か
否
か

を
、
不
断
に
深
く
省
朶
な
が
ら
、
そ
れ
（
自
家
の
医
理
と
方
術
）
を
患
者
に
致
す
所
に
こ
そ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
寿
世
ノ
大
法
」
に
叶
う
「
治
病
ノ
枢
機
」
と
は
、
正
に
「
真
気
ノ
勢
」
を
弁
察
し
て
、
機
に
臨
み
変
に
応
じ
て
「
騨
匪
助
気
」
の
治
療
的

方
術
を
施
す
こ
と
そ
れ
で
あ
る
。
常
に
あ
ら
ゆ
る
病
変
に
即
応
で
き
る
、
謂
わ
ぱ
「
知
機
変
」
、
「
得
卿
変
」
の
「
心
」
（
判
断
力
）
と
「
手
」

い
や

（
方
術
）
を
具
備
す
る
こ
と
こ
そ
臨
床
家
必
須
の
資
格
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
こ
そ
は
、
医
学
（
医
す
た
め
の
術
の
修
得
と
共
に
、

い
や医

す
者
と
し
て
の
心
の
修
養
と
の
両
義
を
兼
具
す
る
、
ま
さ
に
言
葉
の
最
も
深
い
且
純
粋
な
意
味
で
の
医
学
そ
の
も
の
）
に
於
け
る
経
験
の
集
積
以
外
の
如

何
な
る
道
に
於
て
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
春
庵
・
宣
長
医
学
に
於
け
る
経
験
の
集
積
と
は
何
で
あ
り
、
又
、
そ
れ
は
如
何
に
し

て
可
能
で
あ
る
の
か
。
最
後
に
そ
の
点
に
触
れ
な
が
ら
こ
の
小
論
を
閉
じ
た
い
。
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枢
機
」
は
有
り
得
な
い
と
言
う
、
厳
粛
な
る
事
実
を
認
識
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
斯
く
て
、
あ
ら
ゆ
る
医
学
は
最
後
に
、
そ
の
治
療
の
方
術
の
極

北
と
し
て
「
助
気
ノ
方
」
（
真
気
を
補
佐
大
振
せ
し
め
て
自
ず
か
ら
病
を
極
治
す
る
と
言
う
方
法
）
に
到
達
す
る
こ
と
以
外
の
何
物
で
も
な
い
事
と
な

る
。
そ
し
て
「
助
気
」
或
い
は
「
養
気
」
こ
そ
、
語
の
最
も
正
確
な
る
意
味
に
於
て
の
「
寿
世
ノ
大
法
」
そ
の
も
の
と
な
る
。
だ
と
す
れ
ば
、

最
後
に
「
助
気
」
又
は
「
養
気
」
の
医
学
的
可
能
性
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
更
に
言
う
な
ら
ば
、
そ
の
所
謂
「
助
気
ノ
方
」
を
以

て
自
ら
の
医
学
の
根
幹
と
す
る
、
春
庵
・
宣
長
の
経
験
的
医
学
の
可
能
性
と
そ
の
今
日
的
意
義
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
助
気
」
と
言
い
「
養
気
」
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
ら
が
常
に
、
天
恵
的
・
他
力
的
に
他
か
ら
安
易
に
賦
与
さ
れ
る
と
言
う
も
の
で
は
な
い
。

否
、
本
来
そ
れ
は
「
以
助
其
真
気
」
と
か
「
助
佐
真
気
之
政
」
と
か
、
或
い
は
又
「
唯
察
真
気
所
趣
勢
而
薬
石
順
導
輔
佐
之
」
（
い
づ
れ
も
傍
点

は
筆
者
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
何
よ
り
も
、
医
家
自
身
の
平
生
不
断
の
自
主
的
な
研
鍛
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
「
知
識
変
」
底
の
明
察
に

依
っ
て
、
経
験
的
に
招
来
・
自
得
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
現
今
一
般
の
医
家
は
、
そ
の
謂
は
ぱ
「
治
病
の
枢
機
」
た
る
べ
き
「
助

気
」
（
養
気
）
の
機
微
を
明
察
す
る
た
め
の
、
（
医
家
と
し
て
最
も
肝
心
な
）
日
常
的
研
鎖
と
修
錬
（
自
己
経
験
の
組
織
化
）
に
精
進
し
な
い
で
い

て
、
病
気
と
言
え
ば
深
く
も
考
え
ず
に
、
徒
ら
に
た
だ
世
間
流
行
の
峻
剤
（
攻
撃
法
）
又
は
平
薬
（
温
補
法
）
に
依
る
の
象
で
し
か
な
い
の
は
、

実
に
遺
憾
日
一
危
険
千
万
な
事
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
而
今
者
俗
医
、
不
学
無
術
任
意
伐
病
、
不
亦
危
乎
」
）
。
元
来
、
助
気
・
養
気
は
、
文
字

通
り
「
気
を
助
け
」
、
「
気
を
養
う
」
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
そ
こ
で
は
常
に
医
家
自
身
の
自
主
的
な
研
鎖
・
努
力
が
期
待
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
本
来
「
神
ニ
シ
テ
測
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
」
の
気
を
（
医
者
が
）
助
け
、
養
う
と
は
如
何
に
し
て
可

能
で
あ
る
の
か
。
春
庵
・
宣
長
は
そ
れ
に
就
て
は
唯
一
言
「
察
ス
ル
ノ
ミ
」
（
「
唯
察
真
気
所
趣
勢
」
）
と
言
い
放
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
実
に
決
然

た
る
、
然
も
確
信
に
み
ち
た
道
破
で
あ
る
と
共
に
、
い
ま
極
め
て
注
目
す
べ
き
立
言
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
そ
こ
に
こ
そ
、

春
庵
・
宣
長
独
得
の
経
験
的
医
学
か
ら
割
り
出
さ
れ
た
深
い
知
見
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
真
気
」
が
も
と
も
と
天

賦
の
も
の
で
あ
り
「
神
而
不
可
測
」
の
も
の
で
あ
っ
て
、
（
然
も
そ
れ
が
人
間
の
生
死
、
発
病
、
平
癒
に
不
可
欠
の
関
わ
り
を
持
つ
も
の
で
あ
る
に
も
拘

わ
ら
ず
、
却
っ
て
一
方
で
は
）
、
医
者
が
、
日
常
の
そ
の
処
方
・
処
剤
に
於
て
相
対
す
る
も
の
は
、
飽
迄
も
「
人
」
で
あ
り
、
又
そ
の
コ
身
」
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近
代
医
学
の
長
足
の
進
歩
及
び
、
そ
の
達
成
と
し
て
の
現
代
医
学
の
驚
異
的
な
医
術
手
技
の
革
新
と
、
そ
の
偉
大
な
成
果
を
何
人
も
否
定
し

な
い
で
あ
ろ
う
。
医
学
は
い
ま
や
所
謂
「
臓
器
移
植
」
、
「
集
中
治
療
」
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
、
乃
至
「
人
工
授
精
」
（
弓
号
雷
ご
）
の
成
功
の
域
に
ま
で

達
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
往
く
所
可
な
ら
ざ
る
は
な
き
勝
利
を
収
め
て
い
る
か
に
見
受
け
ら
れ
る
。
だ
が
そ
れ
に
依
っ
て
、
医
学
と
は
何
か
と

言
う
最
も
根
本
的
な
問
い
も
ま
た
完
全
に
雲
散
霧
消
し
た
と
言
う
わ
け
で
も
な
い
。
否
、
却
っ
て
医
学
が
所
謂
「
学
」
（
⑫
ａ
ｇ
ｏ
命
）
と
し
て
高

度
の
発
達
を
遂
げ
れ
ば
遂
げ
る
ほ
ど
、
医
学
一
般
に
於
け
る
「
医
」
と
「
学
」
と
の
乖
離
は
益
之
決
定
的
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
、
と
言
う

所
が
偽
わ
ら
ざ
る
現
状
で
は
な
い
の
か
。
春
庵
・
宣
長
が
、
そ
の
独
創
的
な
医
論
の
冒
頭
で
提
起
し
た
、
所
謂
、
「
素
霊
・
軒
岐
之
大
経
」
と

（
五
臓
・
六
肺
・
四
支
・
九
飯
）
で
あ
っ
て
、
決
し
て
「
天
」
で
も
「
神
」
で
も
な
い
。
別
言
す
れ
ば
、
唯
（
人
間
的
に
は
）
全
く
未
可
見
の
「
天
」

稟
的
「
神
」
来
的
な
「
煕
然
タ
ル
ー
気
」
が
、
人
間
の
身
体
に
充
満
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
始
め
て
「
五
臓
六
脈
乃
至
四
支
九
窓
、
得
比
而

後
、
各
相
為
共
用
」
と
な
っ
て
活
動
す
る
の
で
あ
る
。
逆
に
、
本
来
あ
く
ま
で
形
而
上
的
、
超
経
験
的
な
（
従
っ
て
人
間
的
、
経
験
的
に
は
到
底

未
可
見
の
）
、
．
気
」
八
元
気
・
真
気
ｖ
は
、
五
臓
六
脆
・
四
支
九
巌
と
言
う
極
め
て
日
常
的
（
経
験
的
）
・
可
視
的
（
感
覚
的
）
な
人
間
の
肉

体
と
し
て
、
医
家
の
直
視
下
に
容
易
に
横
は
る
こ
と
と
も
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
又
、
人
間
一
般
の
「
司
命
」
た
る
医
家
は
、
平
生
不
断
に
、
そ

の
相
対
す
る
個
々
の
患
者
の
四
肢
・
九
窪
・
躯
幹
・
五
臓
・
六
腋
を
審
さ
に
診
察
す
る
こ
と
に
依
っ
て
「
気
」
の
動
き
（
「
真
気
所
趣
勢
」
）
を

的
確
に
把
握
し
、
又
は
把
握
す
る
た
め
の
修
錬
を
積
ん
で
置
く
べ
き
な
の
で
あ
る
。
直
視
下
の
患
者
の
経
験
的
肉
体
の
「
機
変
」
を
知
る
こ
と

承

の
中
に
、
却
っ
て
、
超
経
験
的
な
「
気
」
の
動
静
（
そ
の
「
盛
衰
」
又
は
「
真
邪
ノ
分
」
）
を
看
破
す
る
道
が
開
示
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
診
て
察

す
る
八
診
察
ｖ
と
は
、
こ
の
意
味
に
於
て
、
医
家
た
る
も
の
の
最
も
本
質
的
な
機
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
否
、
医
家
は
語
の
最
も
正
確
な

意
味
で
の
、
こ
の
「
診
察
」
に
於
て
始
め
て
確
実
に
、
経
験
的
な
人
身
を
通
し
て
、
超
経
験
的
な
「
元
気
」
と
対
す
る
の
で
あ
る
。
診
察
に
於

み
て
さ
つ
す
る

て
、
超
経
験
的
な
も
の
が
、
真
に
経
験
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
誤
解
を
怖
れ
ず
に
言
い
切
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
医
学
と
は
正
に
診
察
の
学
で
あ

り
、
診
察
こ
そ
が
す
べ
て
（
治
病
之
枢
機
）
な
の
で
あ
る
。
春
庵
・
宣
長
の
所
謂
、
経
験
の
医
学
と
は
、
正
に
こ
の
意
味
で
の
診
察
医
学
の
定

立
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
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「
寿
世
之
大
法
」
と
の
隔
絶
、
相
克
の
問
題
で
あ
る
。
宣
長
に
依
っ
て
、
既
に
二
百
数
十
年
以
前
に
指
摘
さ
れ
た
、
謂
は
ぱ
、
民
生
長
命
の
た

め
の
医
方
（
壽
世
の
大
法
」
）
と
切
り
放
さ
れ
た
儘
の
、
医
方
（
「
軒
岐
の
大
経
」
）
の
た
め
の
医
方
の
流
行
と
、
徒
ら
に
、
そ
の
時
流
的
処
方
と

い
や
す
サ
イ
エ
ソ
ス

処
剤
に
追
従
的
の
み
な
る
「
世
医
之
愚
昧
」
の
問
題
は
、
い
ま
、
医
の
た
め
の
医
学
と
、
学
の
た
め
の
医
学
と
の
重
大
な
乖
離
、
懸
絶
の
状

況
の
中
で
、
益
益
、
民
生
長
命
へ
の
願
望
と
、
そ
の
た
め
の
医
学
に
対
す
る
、
蔽
い
難
い
不
安
と
な
っ
て
現
わ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
宣
長
の
宝

暦
の
時
代
か
ら
二
十
一
世
紀
へ
の
展
望
可
能
の
現
代
に
至
る
ま
で
の
、
医
学
一
般
に
於
け
る
、
そ
の
信
じ
難
い
ま
で
の
驚
異
的
進
歩
と
そ
の
成

果
を
讃
嘆
し
、
そ
れ
に
尚
一
層
の
期
待
を
掛
け
な
い
者
は
い
な
い
。
と
は
言
っ
て
も
又
、
そ
れ
（
現
代
医
学
へ
の
驚
嘆
と
期
待
）
は
、
飽
迄
も
、

医
学
と
は
民
生
長
命
へ
の
手
段
で
あ
っ
て
、
決
し
て
そ
の
逆
で
は
な
い
と
の
大
前
提
に
立
っ
て
の
事
柄
に
外
な
ら
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
医
学

（
軒
岐
の
大
経
）
の
根
本
的
な
存
在
理
由
を
、
判
然
と
、
民
生
長
命
の
た
め
の
医
方
（
寿
世
ノ
大
法
）
に
見
出
す
べ
き
こ
と
を
道
破
し
た
春
庵
・
宣

長
（
の
時
代
）
と
、
現
代
と
の
間
に
（
医
学
そ
の
も
の
の
在
り
方
に
）
、
何
等
の
本
質
的
変
化
も
有
り
得
る
筈
は
な
い
の
で
あ
る
。
否
、
医
学
一
般

の
在
る
べ
き
真
実
相
は
、
単
に
、
春
庵
・
宣
長
の
宝
暦
時
代
と
二
十
世
紀
後
半
の
現
代
と
、
全
く
同
断
で
あ
る
の
承
な
ら
ず
、
人
類
創
世
の
古

昔
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
そ
れ
は
正
に
一
貫
し
て
不
変
で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
黄
帝
軒
職
氏
が
、
そ
の
名
侍
医
岐
伯
と
共
に
、
ひ
た

す
ら
民
生
の
長
寿
を
希
っ
て
、
親
し
く
百
草
を
噛
み
、
医
療
問
答
を
交
わ
し
乍
ら
、
そ
の
内
経
（
素
問
圭
一
蔵
）
を
編
述
し
た
と
き
、
ま
さ
に

言
葉
の
最
も
純
粋
な
意
味
で
の
、
人
間
の
医
学
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
又
、
わ
が
春
庵
・
宣
長
が
「
夫
素
霊
者
軒
岐
之
大
経
・
寿
世
之

大
法
也
」
と
道
破
す
る
と
き
、
そ
れ
は
真
に
人
間
の
た
め
の
医
学
の
原
点
と
は
何
辺
に
在
る
べ
き
か
を
、
改
め
て
当
代
に
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

春
庵
。
本
居
宣
長
の
医
学
（
或
は
そ
の
所
謂
「
李
朱
医
方
」
乃
至
、
更
に
そ
の
背
景
と
し
て
の
漢
方
一
般
）
を
、
所
謂
、
近
代
（
西
洋
）
医
学
の
観

念
に
立
脚
し
て
、
消
極
的
批
判
を
下
す
こ
と
は
極
め
て
た
易
い
。
従
っ
て
ま
た
、
同
時
に
同
一
理
由
か
ら
、
本
居
春
庵
・
宣
長
を
医
家
と
し
て

（
そ
の
業
績
を
も
含
め
て
）
、
認
め
る
事
に
概
ね
消
極
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
事
も
ま
た
極
め
て
容
易
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
視
点
と
態
度
に

は
、
明
ら
か
に
、
医
学
と
は
何
か
（
従
っ
て
又
、
医
師
或
は
医
療
と
は
何
か
）
、
と
言
う
、
医
学
一
般
に
対
す
る
根
本
的
な
問
い
掛
け
が
欠
落
し
て

い
る
。
従
っ
て
又
逆
に
、
そ
の
（
視
点
）
の
欠
落
か
ら
必
然
的
に
招
来
さ
れ
る
、
医
家
春
庵
・
本
居
宣
長
へ
の
不
当
軽
視
の
誤
り
を
も
内
包
せ
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ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
想
う
に
、
本
居
医
学
の
最
大
の
意
義
は
、
医
学
（
「
軒
岐
之
大
経
」
）
が
、
飽
迄
も
人
間
の
た
め
の
医
学
（
「
寿
世
之
大

法
」
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
、
そ
の
自
ら
の
経
験
の
集
積
を
通
し
て
実
地
に
論
理
化
し
、
そ
の
成
果
を
伊
勢
・
松
阪
の
開
業
医
と
し
て
、

そ
の
生
涯
を
か
け
て
着
実
に
挙
げ
続
け
た
こ
と
に
あ
る
。
否
（
単
に
そ
れ
丈
で
は
な
し
に
、
そ
の
事
実
に
依
っ
て
、
医
学
本
来
の
在
り
方
を
永
く
歴
史

的
、
社
会
的
に
）
、
示
現
し
得
た
こ
と
に
在
る
。
畢
寛
、
そ
れ
は
人
間
の
た
め
の
医
学
と
は
如
何
な
る
も
の
で
有
る
べ
き
か
と
言
う
、
凡
そ
医
学

の
原
点
の
提
起
と
、
そ
れ
へ
の
宣
長
流
の
明
快
割
切
な
解
答
の
垂
範
に
外
な
ら
な
い
。
人
間
の
た
め
の
医
学
と
は
、
結
局
、
人
間
長
寿
の
根
元

た
る
「
元
気
」
の
趨
勢
を
、
人
間
の
一
身
の
中
に
的
確
に
診
察
し
て
、
機
変
に
応
じ
た
「
治
療
の
方
術
」
を
喝
す
と
言
う
事
に
つ
き
る
。
超
経

験
的
な
「
気
」
の
把
握
は
、
日
常
的
経
験
の
集
積
に
基
づ
く
医
家
各
人
の
診
察
に
依
る
以
外
に
は
有
り
得
な
い
。
先
験
的
医
論
に
基
づ
く
、
演

緯
的
・
分
析
的
医
学
と
そ
の
方
法
で
は
全
く
不
可
能
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
超
経
験
的
な
．
気
」
は
、
経
験
的
な
患
者
の
．
身
」
を
通

し
て
始
め
て
、
医
家
各
人
の
直
視
下
に
、
そ
の
永
遠
の
相
を
様
々
に
開
示
す
る
。
従
っ
て
、
一
般
に
医
家
は
、
不
断
に
患
者
を
仔
細
に
診
察
す

る
こ
と
に
依
っ
て
、
自
ら
の
内
部
に
宛
か
も
雪
が
深
々
と
何
時
し
か
降
り
積
る
よ
う
に
し
て
、
自
得
し
領
解
し
た
そ
の
自
か
ら
の
経
験
を
踏
ま

え
る
以
外
に
、
「
煕
然
タ
ル
ー
気
」
に
対
す
る
道
を
探
知
し
得
な
い
。

近
代
科
学
は
分
析
と
実
験
（
或
い
は
演
繧
と
実
証
）
の
思
想
に
基
づ
い
て
い
る
。
知
識
の
飽
く
な
き
主
体
的
行
使
と
、
そ
の
成
果
へ
の
壮
大
な

（
弱
）

確
信
と
涛
持
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
正
に
、
〃
思
惟
す
る
わ
れ
〃
が
絶
対
の
認
識
根
拠
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
行
為
の
原
点
で
あ
る
。
知
的
自
我
の

定
立
が
先
づ
在
っ
て
、
其
処
か
ら
始
め
て
内
・
外
の
世
界
が
対
象
的
・
分
析
的
・
演
緤
的
・
実
証
的
に
開
示
さ
れ
る
。
近
代
医
学
の
理
論
と
方

法
と
雛
も
、
こ
の
実
証
的
・
分
析
的
な
科
学
的
世
界
観
の
例
外
で
は
な
い
。
否
、
つ
ね
に
文
字
通
り
近
代
科
学
の
粋
を
錘
め
、
そ
の
知
的
綜
合

の
頂
点
に
位
置
し
な
が
ら
、
自
ら
の
学
理
と
技
方
の
開
発
を
積
極
的
に
維
持
し
続
け
て
来
た
医
学
こ
そ
、
右
の
意
味
で
の
、
最
も
主
体
的
・
実

ラ
・
メ
ト
シ
ー
ヌ
・
エ
ク
ス
・
ヘ
リ
マ
ン
タ
ル
（
町
）

証
的
思
想
の
典
型
と
も
一
一
言
う
べ
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
所
謂
、
「
実
験
医
学
」
が
近
代
医
学
の
確
立
の
徴
愚
で
あ
る
と
の
医
学

史
の
事
実
は
、
そ
の
意
味
に
於
て
極
め
て
象
徴
的
で
あ
る
。

実
験
医
学
と
そ
の
方
法
に
対
し
て
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
い
ま
弦
で
一
概
に
、
否
定
的
批
判
を
の
桑
加
え
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
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（
銘
）

い
。
む
し
ろ
「
実
験
医
学
」
の
精
神
の
根
抵
に
は
、
常
に
Ｃ
・
ゞ
ヘ
ル
ナ
ー
ル
の
所
謂
「
未
知
に
対
す
る
一
種
の
飢
渇
、
或
は
研
究
の
聖
火
」
が

赤
点
と
燃
え
熾
っ
て
い
る
こ
と
に
依
っ
て
、
却
っ
て
、
「
経
験
医
学
と
（
実
験
医
学
）
は
抵
触
す
る
ど
こ
ろ
か
、
反
対
に
密
接
に
結
合
し
な
け

（
弱
）

れ
ぱ
な
ら
ぬ
」
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
、
経
験
と
の
接
触
の
あ
る
と
こ
ろ
、
人
（
或
は
そ
の
科
学
）
は
、
遂
に
、
経
験
を
超
え
る
も
の
と
の
遭

遇
か
ら
免
れ
難
い
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
正
に
例
え
ば
、
日
本
近
代
に
於
け
る
西
洋
実
験
医
学
の
先
駆
者
た
ち
（
杉
田
玄
白
・
前
野
良
沢
）
ら
が
、

彼
ら
の
そ
の
「
身
体
の
真
理
を
弁
へ
る
」
た
め
の
「
実
験
」
に
当
っ
て
、
常
に
如
何
に
、
超
経
験
的
な
「
天
意
」
を
内
感
し
、
非
実
験
的
対
象

た
る
「
天
助
」
と
の
係
わ
り
を
確
信
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
か
に
就
て
は
、
彼
ら
の
そ
の
悪
戦
苦
闘
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
も
呼
ば
れ
る
べ

（
帥
）

き
「
蘭
学
事
始
」
の
中
に
歴
然
と
し
て
い
る
。
別
言
す
れ
ば
、
元
来
「
実
験
医
学
」
の
思
想
と
そ
の
進
歩
を
支
え
て
い
る
も
の
は
、
外
界
の
知

識
と
内
界
の
知
識
、
分
析
的
判
断
と
綜
合
的
判
断
、
科
学
的
認
識
と
哲
学
的
認
識
、
医
学
的
宣
く
理
と
人
間
的
宣
く
理
、
或
い
は
（
も
っ
と
言
っ
て

（
仇
）

見
る
な
ら
ば
）
、
「
医
学
に
対
す
る
情
熱
と
勇
気
か
ら
の
人
体
実
験
」
と
「
繊
悔
の
気
持
」
と
言
う
、
無
限
に
複
合
的
・
相
反
的
、
或
は
人
間

的
・
反
科
学
的
な
思
考
と
そ
の
態
度
に
於
て
の
も
の
に
外
な
ら
ず
、
逆
に
又
、
そ
の
よ
う
な
思
想
と
態
度
の
持
続
こ
そ
が
、
科
学
と
し
て
の
医

学
八
実
験
医
学
ｖ
を
し
て
、
真
に
人
間
の
医
学
た
ら
し
め
て
来
た
根
本
的
契
機
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
だ
が
、
そ
の
後
の
近
代
医
学
の
発
展
は
、

謂
わ
ぱ
、
そ
の
よ
う
な
医
学
に
対
す
る
尊
い
情
熱
と
勇
気
が
、
次
第
に
単
な
る
医
学
の
た
め
の
医
学
（
実
験
の
た
め
の
実
験
）
、
の
方
向
に
だ
け
突

き
進
む
こ
と
に
依
っ
て
、
必
然
的
に
何
時
し
か
、
「
医
学
・
実
験
」
（
も
っ
と
言
え
ば
、
医
学
進
歩
の
名
に
於
て
為
さ
れ
る
無
数
の
人
体
実
験
）
に
対

す
る
「
繊
悔
の
気
持
」
を
切
り
捨
て
、
そ
れ
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
に
依
っ
て
、
却
っ
て
そ
の
事
実
が
、
科
学
と
し
て
の
医
学
の
証
明
で
あ
る
か

に
見
倣
す
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
、
最
も
重
大
な
問
題
が
在
っ
た
の
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

医
学
（
科
学
と
し
て
の
医
学
）
は
、
だ
が
い
ま
そ
の
所
謂
、
人
工
授
精
児
の
誕
生
可
能
と
言
う
、
最
も
先
端
的
進
歩
と
凱
歌
の
現
段
階
的
位
相

に
於
て
す
ら
も
、
遂
に
そ
の
ま
ま
最
後
ま
で
、
万
能
で
あ
る
と
断
言
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
弦
に
「
最
後
ま
で
」
と
言
う
の
は
（
改
め
て
断
わ

る
ま
で
も
な
く
）
、
人
間
が
遂
に
神
に
代
り
得
る
で
あ
ろ
う
か
と
言
う
意
味
に
外
な
ら
な
い
。
春
庵
・
本
居
宣
長
の
医
論
に
即
し
て
言
う
な
ら

ば
、
「
煕
然
タ
ル
ー
気
」
を
、
遂
に
、
医
学
（
員
ａ
§
］
い
ｇ
の
目
８
）
は
創
造
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
と
言
う
事
で
あ
る
。
否
、
そ
の
コ
気
」
を

ﾛ寺
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無
視
し
て
、
人
間
的
生
命
を
最
後
ま
で
医
学
的
（
即
ち
科
学
的
・
実
証
的
）
に
、
維
持
又
は
管
理
し
続
け
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
も
つ
と
言
え
ば
、

人
間
存
在
か
ら
．
気
」
の
存
在
を
徹
底
的
（
対
象
的
・
分
析
的
・
実
験
的
）
に
処
理
も
し
く
は
排
除
し
了
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。
逆
に
、
．
気
」

を
完
全
に
処
理
し
尽
さ
れ
た
当
体
と
は
、
い
っ
た
い
何
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
を
し
も
な
お
「
人
間
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
斯
く
て
問
題

は
、
畢
寛
、
医
学
（
科
学
と
し
て
の
医
学
）
が
、
神
に
代
っ
て
人
間
存
在
の
全
領
域
を
覆
い
得
る
か
否
か
、
即
ち
八
医
学
と
は
何
か
ｖ
の
根
本
問

題
に
と
再
び
帰
着
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
日
、
科
学
と
し
て
の
医
学
の
、
そ
の
涯
し
な
き
進
歩
を
一
概
に
否
定
す
る
者
は
い
ま
い
。
然
し
同
時

に
、
い
ま
医
学
と
は
何
で
あ
る
の
か
と
言
う
最
も
根
源
的
な
問
い
も
又
、
無
限
に
反
復
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
医
学

が
最
後
ま
で
人
間
の
た
め
の
医
学
で
あ
り
得
る
か
否
か
の
秘
鋪
は
、
ま
さ
に
そ
の
問
い
掛
け
の
中
に
こ
そ
常
に
生
食
し
く
秘
め
ら
れ
て
い
る
だ

ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
於
て
、
春
庵
・
本
居
宣
長
の
医
論
の
提
起
す
る
「
煕
然
タ
ル
ー
気
」
の
問
題
性
は
、
現
代
こ
の
一
般
的
な
人

類
環
境
の
中
に
於
て
は
、
一
層
に
重
大
な
意
義
を
持
つ
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
続
け
て
言
っ
て
い
る
。
「
然
し
ド
モ
此
ノ
気
〈
養
う
。
ヘ

ク
シ
テ
補
う
、
ヘ
ヵ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
也
」
と
。
気
に
対
す
る
こ
の
「
養
‐
｜
と
「
補
」
の
厳
密
な
区
分
の
意
義
は
、
い
ま
重
ね
て
重
大
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
「
気
は
」
は
養
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
、
補
わ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
言
う
宣
長
の
指
摘
の
中
に
は
、

飽
迄
も
、
気
が
人
間
の
主
体
的
・
科
学
的
統
禦
の
次
元
を
超
越
す
る
「
神
而
不
可
測
芙
」
な
も
の
で
あ
る
と
の
、
彼
自
身
の
永
い
人
間
的
（
或

は
人
生
的
）
経
験
に
基
づ
く
、
不
動
の
知
見
が
そ
こ
に
躍
動
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
気
」
は
飽
く
迄
も
「
天
」
か
ら
人
間
が
そ
の
コ

身
」
に
稟
け
る
も
の
で
し
か
な
い
。
従
っ
て
、
経
験
医
学
的
に
「
気
」
の
動
静
を
察
知
し
て
、
そ
れ
を
養
い
助
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
て

サ
イ
ド

も
、
最
初
か
ら
人
間
の
側
で
、
主
体
的
・
科
学
的
に
分
析
、
統
禦
を
経
て
補
給
自
在
と
言
う
も
の
で
は
な
い
。
謂
っ
て
見
れ
ば
、
気
の
主
体
性

は
飽
迄
も
「
天
」
に
あ
っ
て
「
人
」
に
は
無
い
。
こ
の
一
点
を
確
と
知
っ
て
、
治
療
の
方
術
を
樹
つ
る
以
外
に
、
人
間
の
た
め
の
医
学
は
実
現

し
な
い
。
人
間
は
人
間
自
身
の
主
体
的
能
力
に
依
っ
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
て
、
飽
迄
も
、
人
間
を
超
え
る
力
（
「
煕
然
た
る
一
気
」
）
に
於
て

始
め
て
存
在
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
「
気
〈
養
う
ベ
ク
シ
テ
補
う
尋
へ
カ
ラ
ズ
」
（
「
此
気
也
可
養
而
不
可
補
也
」
）
と
言
う
春
庵
・
宣
長

の
真
意
が
そ
こ
に
あ
る
。
真
に
「
衛
生
ノ
徒
須
ラ
ク
生
平
ヨ
ク
之
ヲ
抱
養
ス
ベ
キ
ー
で
あ
る
。
さ
う
だ
と
す
れ
ば
、
最
後
に
、
人
間
存
在
の
根
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抵
を
培
う
そ
の
「
養
気
」
は
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
り
、
又
、
医
家
た
る
も
の
は
、
如
何
な
る
具
体
的
処
方
を
通
し
て
、
実
際
に
そ
の
事
を
一

般
患
者
に
教
え
、
導
く
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

春
庵
・
本
居
宣
長
の
医
論
に
は
、
最
後
に
こ
う
書
き
誌
さ
れ
て
い
る
。
「
養
気
と
言
っ
て
も
別
段
の
事
柄
で
は
な
い
。
平
素
か
ら
食
べ
過
ぎ

ず
、
何
時
で
も
身
体
を
働
か
せ
、
あ
れ
こ
れ
と
思
い
煩
う
事
を
し
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
一
気
が
身
体
の
隅
為
に
ま
で
遍
満
し
て
、
病
気
な
ど

は
起
り
は
し
な
い
」
（
「
其
養
之
之
術
、
又
無
他
、
食
薄
而
不
飽
形
労
而
不
倦
思
慮
常
寡
、
則
気
従
以
順
周
流
不
滞
其
政
溢
乎
四
末
、
衆
官
莫
有
閥

失
、
其
病
又
悪
乎
発
」
）
と
、
何
と
言
う
見
事
な
平
常
人
の
平
常
底
の
医
方
哲
学
で
は
な
い
か
。
舷
に
は
、
日
々
、
農
・
工
・
商
の
生
業
民
衆
の

長
寿
と
健
康
を
気
遣
い
な
が
ら
、
終
生
を
通
じ
て
彼
ら
の
生
活
の
中
に
、
自
ら
の
医
業
の
基
盤
を
据
え
る
こ
と
を
天
職
と
し
、
誇
り
と
し
た
春

庵
・
宣
長
の
謂
は
ぱ
、
自
家
の
医
療
経
験
の
上
に
構
築
さ
れ
た
、
香
り
高
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
躍
動
し
て
い
る
。
ま
さ
に
間
然
す
る
と
こ
ろ

な
き
、
経
験
の
医
学
の
樹
立
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
居
医
学
に
於
け
る
、
こ
の
須
ら
く
人
は
自
ら
の
生
命
の
根
元
と
し
て
の
「
煕
然
タ
ル

ー
気
」
を
察
し
て
、
そ
れ
を
養
い
、
そ
れ
を
助
け
て
、
常
に
気
を
平
ら
か
に
保
つ
こ
と
に
心
掛
け
る
べ
き
で
あ
り
、
逆
に
、
医
師
た
る
者
は
、

平
常
そ
の
点
に
最
も
留
意
し
て
治
療
を
施
す
べ
き
で
あ
る
と
の
、
そ
の
謂
わ
ぱ
「
平
気
」
（
気
を
平
か
に
養
い
保
つ
）
の
医
学
こ
そ
、
い
ま
最
も

注
目
す
べ
き
も
の
と
言
え
よ
う
。
何
故
な
ら
、
現
今
、
医
学
は
ま
す
ま
す
専
門
化
し
、
愈
々
一
般
民
衆
の
実
生
活
的
次
元
か
ら
遠
ざ
か
ろ
う
と

し
て
い
る
と
き
、
却
っ
て
、
医
学
の
正
道
が
、
最
も
初
歩
的
な
「
食
べ
過
ぎ
る
な
、
体
を
使
え
、
心
を
煩
わ
す
な
」
と
言
う
、
語
の
最
も
正
し

い
意
味
で
の
、
患
者
（
或
は
よ
り
広
く
民
衆
）
の
生
活
一
般
へ
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ケ
ァ
ー
（
里
昌
沙
ご
ｏ
…
）
に
尽
き
る
も
の
で
あ
る
事
を
、

そ
れ
は
如
実
に
物
語
っ
て
い
て
、
今
日
、
極
め
て
有
意
義
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
事
実
は
ま
さ
に
、
医
学
の
窮
極

に
在
る
も
の
が
何
で
あ
る
か
を
わ
れ
わ
れ
に
改
め
て
示
す
こ
と
で
も
あ
り
、
同
時
に
ま
た
、
医
学
と
は
何
で
あ
る
の
か
と
言
う
永
遠
の
問
い
の

前
に
、
わ
れ
わ
れ
を
厳
粛
に
引
き
据
え
ず
に
は
置
か
な
い
事
で
も
あ
る
。

春
庵
・
本
居
宣
長
に
於
け
る
、
斯
る
人
間
存
在
の
最
も
根
源
的
な
も
の
を
不
断
に
、
人
間
経
験
の
中
に
掘
り
起
し
な
が
ら
、
逆
に
、
そ
の
無

限
の
経
験
的
集
積
を
強
靱
に
体
系
化
し
、
丹
念
に
論
理
化
し
て
ゆ
く
思
想
的
態
度
、
又
は
そ
の
結
果
と
し
て
の
学
問
的
方
法
と
成
果
は
、
菅
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に
、
宣
長
医
学
の
場
合
に
限
ら
ず
、
爾
余
の
宣
長
学
一
般
の
発
展
の
中
に
、
方
法
的
に
拡
大
深
化
せ
し
め
ら
れ
る
事
に
依
っ
て
、
彼
自
身
の
そ

の
ま
さ
に
一
国
冠
絶
の
医
・
文
両
全
の
行
業
と
な
っ
て
開
花
せ
ず
に
は
い
な
い
。
所
謂
、
国
学
の
大
成
者
・
本
居
宣
長
の
哲
学
の
、
そ
の
深
い

（
舵
）

秘
鐺
（
例
え
ば
、
そ
の
古
道
論
に
見
ら
れ
る
「
生
業
者
の
思
想
」
や
、
宣
長
国
学
の
特
質
と
し
て
の
所
謂
〃
非
政
治
の
論
理
″
（
此
の
点
の
論
証
は
他
日
に
譲

る
）
の
根
抵
に
在
る
も
の
）
は
、
明
ら
か
に
こ
の
経
験
尊
重
の
思
想
と
決
し
て
無
関
係
の
も
の
で
は
な
く
、
従
っ
て
、
医
家
本
居
春
庵
と
思
想

家
・
国
学
者
・
本
居
宣
長
と
の
間
に
は
、
語
の
最
も
正
当
な
意
味
で
の
深
い
聯
関
構
造
が
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
居
宣
長
に
と
っ
て
、

そ
の
思
想
も
刀
圭
も
、
彼
自
身
の
人
間
経
験
の
深
部
か
ら
発
す
る
同
根
の
華
に
外
な
ら
な
い
。
春
庵
・
本
居
宣
長
が
、
そ
の
善
き
医
友
・
藤
文

輿
へ
の
送
別
の
辞
を
叙
す
る
に
当
っ
て
、
檮
踏
な
く
、
医
言
を
裁
し
て
以
て
そ
れ
に
代
え
た
事
実
は
、
竝
に
於
て
ま
す
ま
す
象
徴
的
と
言
う
べ

き
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
医
家
・
本
居
春
庵
と
思
想
家
・
本
居
宣
長
と
の
相
補
的
関
聯
性
へ
の
、
よ
り
広
い
視
座
か
ら
の
考
察
は
、
更
に
他
日

の
改
稿
に
俟
つ
く
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ま
は
菅
こ
こ
で
は
、
本
居
宣
長
の
そ
の
経
験
尊
重
の
思
想
的
態
度
が
、
単
に
医
家
・
本
居
春
庵
に
と

っ
て
の
経
験
の
医
方
と
し
て
、
生
涯
を
貫
い
て
実
現
化
さ
れ
た
事
実
を
確
認
す
る
の
桑
な
ら
ず
（
そ
れ
と
同
時
に
）
、
そ
の
事
実
こ
そ
ま
さ
し

く
、
全
宣
長
学
の
根
抵
を
支
え
る
。
真
に
豊
饒
な
創
造
的
契
機
に
外
な
ら
な
か
っ
た
相
（
す
が
た
）
を
洞
察
し
得
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
る
。

（
了
）

参
考
文
献

本
居
宣
長
に
就
て
は
、
「
本
居
宣
長
全
集
」
（
筑
摩
聿
冒
房
・
昭
和
四
十
三
年
版
）
、
医
学
史
に
就
て
は
、
富
士
川
満
・
「
日
本
医
学
史
」
（
医
事
通
信
社
・

昭
和
四
十
七
年
版
）
、
及
び
、
富
士
川
源
・
小
川
鼎
三
校
注
・
「
日
本
医
学
史
綱
要
」
（
全
二
巻
・
平
凡
社
・
東
洋
文
庫
・
昭
和
四
十
九
年
版
）
を
、
夫
を

参
考
と
さ
せ
て
頂
い
た
。
以
下
関
聯
文
献
を
、
文
中
引
用
順
に
列
記
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

（
１
）
富
士
川
渉
「
日
本
医
事
年
表
」
・
「
日
本
医
学
史
」
収
載
（
医
事
通
信
社
）

（
２
）
本
居
宣
長
「
詩
文
稿
」
・
「
本
居
宣
長
全
集
」
・
第
十
八
巻
（
筑
摩
書
房
）

（
３
）
拙
稿
「
春
庵
考
・
本
居
宣
長
に
於
け
る
医
心
と
詩
心
」
・
杏
林
大
学
医
学
部
教
養
課
程
研
究
報
告
・
第
四
巻
（
杏
林
大
学
）

（
４
）
大
野
晋
「
医
者
と
し
て
の
本
居
宣
長
」
・
「
本
居
宣
長
全
集
」
・
第
十
九
巻
・
解
説
（
筑
摩
書
房
）
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（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
叩
）

（
、
）

（
⑫
）

（
蝿
）

、
刈
任
〆

〆
刑
入
』

（
妬
）

（
妬
）

（
Ⅳ
）

（
岨
）

（
四
）

（
”
）

（
型
）

（
翠
）

（
閉
）

（
型
）

（
弱
）

（
妬
）

（
”
）

（
記
）

拙
稿
「
春
庵
考
・
本
居
宣
長
に
於
け
る
医
心
と
詩
心
」
（
前
出
）

諸
橋
轍
次
「
大
漢
和
辞
典
」
（
大
修
館
書
店
）

富
士
川
溝
「
日
本
医
事
年
表
」
・
緒
言
（
前
出
）

富
士
川
瀞
「
日
本
医
学
史
」
・
江
戸
時
代
ノ
医
学
（
前
出
）

安
倍
能
成
編
「
狩
野
亨
吉
遺
文
集
」
・
安
藤
昌
益
（
岩
波
書
店
）

安
藤
昌
益
「
自
然
真
営
道
」
・
「
稿
本
良
演
哲
論
」
・
日
本
思
想
大
系
本
（
岩
波
書
店
）

拙
稿
「
生
業
者
の
思
想
・
本
居
宣
長
に
於
け
る
古
道
論
の
構
造
」
・
杏
林
大
学
医
学
部
教
養
課
程
研
究
報
告
・
第
五
巻
（
杏
林
大
学
）

安
倍
能
成
編
「
狩
野
亨
吉
遺
文
集
」
・
安
藤
昌
益
（
前
出
）

上
田
秋
成
「
異
本
・
胆
大
小
心
録
」
・
古
典
文
学
大
系
本
（
岩
波
書
店
）

上
田
秋
成
「
異
本
・
胆
大
小
心
録
」
・
古
典
文
学
大
系
本
（
前
出
）

大
槻
文
彦
「
大
言
海
」
（
富
山
房
）

「
辞
彙
」
（
文
化
図
書
公
司
）

本
居
宣
長
「
詩
文
稿
」
・
「
本
居
宣
長
全
集
」
・
第
十
八
巻
（
前
出
）

森
有
正
「
木
為
は
光
り
を
浴
び
て
」
（
筑
摩
書
房
）

「
辞
源
」
（
商
務
印
害
館
）

拙
稿
「
本
居
宣
長
の
医
論
・
送
藤
文
輿
還
肥
序
を
め
ぐ
っ
て
」
・
杏
林
大
学
医
学
部
教
養
課
程
研
究
報
告
・
第
二
巻
（
杏
林
大
学
）

富
士
川
満
「
日
本
医
学
史
」
・
江
戸
時
代
ノ
医
学
（
前
出
）

富
士
川
勝
「
日
本
医
事
年
表
」
（
前
出
）

拙
稿
「
春
庵
考
・
本
居
宣
長
に
於
け
る
医
心
と
詩
心
」
（
前
出
）

本
居
宣
長
「
在
京
日
記
」
・
「
本
居
宣
長
全
集
」
・
第
十
六
巻
（
筑
摩
書
房
）

本
居
宣
長
「
在
京
日
記
」
（
前
出
）

本
居
宣
長
「
在
京
日
記
」
（
前
出
）

上
山
春
平
・
梅
原
猛
共
編
「
シ
ム
ポ
ジ
ウ
ム
・
日
本
と
東
洋
文
化
」
・
針
灸
（
新
潮
社
）

富
士
川
勝
・
小
川
鼎
三
校
注
「
日
本
医
学
史
綱
要
」
１
鎌
倉
時
代
の
医
学
・
平
凡
社
東
洋
文
庫
版
（
平
凡
社
）
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富
士
川
勝
・
小
川
鼎
三
校
注
「
日
本
医
学
史
綱
要
」
１
平
安
朝
の
医
学
・
平
凡
社
東
洋
文
庫
版
（
前
出
）

「
新
倫
理
学
辞
典
」
（
創
文
社
）

富
士
川
勝
「
日
本
医
学
史
」
・
鎌
倉
時
代
ノ
医
学
（
前
出
）

富
士
川
勝
・
小
川
鼎
三
校
注
「
日
本
医
学
史
綱
要
」
１
（
前
出
）

富
士
川
源
「
日
本
医
学
史
」
・
江
戸
時
代
ノ
医
学
（
前
出
）

富
士
川
勝
・
小
川
鼎
三
校
注
「
日
本
医
学
史
綱
要
」
１
（
前
出
）

富
士
川
溝
「
日
本
医
学
史
」
・
江
戸
時
代
ノ
医
学
（
前
出
）

富
士
川
勝
・
小
川
鼎
三
校
注
「
日
本
医
学
史
綱
要
」
１
（
前
出
）

富
士
川
瀞
「
日
本
医
学
史
」
・
江
戸
時
代
ノ
医
学
（
前
出
）

大
田
錦
城
「
九
経
談
」
・
巻
之
一
・
「
日
本
儒
林
叢
書
」
・
第
六
巻
（
鳳
出
版
）

狩
野
真
喜
「
中
国
哲
学
史
」
・
宋
元
明
の
哲
学
（
岩
波
書
店
）

狩
野
真
喜
「
中
国
哲
学
史
」
・
宋
元
明
の
哲
学
（
前
出
）

狩
野
真
喜
「
中
国
哲
学
史
」
・
宋
元
明
の
哲
学
（
前
出
）

吉
川
幸
次
郎
「
仁
斎
東
涯
学
案
」
・
「
伊
藤
仁
斎
・
伊
藤
東
涯
」
日
本
思
想
大
系
本
・
解
説
（
岩
波
書
店
）

吉
川
幸
次
郎
「
仁
斎
東
涯
学
案
」
（
前
出
）

吉
川
幸
次
郎
「
祖
裸
学
案
」
・
「
荻
生
祖
裸
」
・
日
本
思
想
大
系
本
・
解
説
（
岩
波
書
店
）

丸
山
真
男
「
日
本
政
治
思
想
史
研
究
」
・
近
世
儒
教
の
発
展
に
お
け
る
祖
裸
学
の
特
質
並
び
に
そ
の
国
学
と
の
関
聯
（
東
京
大
学
出
版
会
）

富
士
川
瀞
・
小
川
鼎
三
校
注
「
日
本
医
学
史
綱
要
」
１
（
前
出
）

本
居
宣
長
「
経
籍
」
・
「
本
居
宣
長
全
集
」
・
第
二
十
巻
（
前
出
）

富
士
川
勝
「
日
本
医
学
史
」
・
安
土
桃
山
時
代
ノ
医
学
（
前
出
）

本
居
宣
長
「
在
京
日
記
」
・
「
本
居
宣
長
全
集
」
・
第
十
六
巻
（
前
出
）

本
居
宣
長
「
経
籍
」
・
「
本
居
宣
長
全
集
」
・
第
二
十
巻
（
前
出
）

本
居
宣
長
「
折
肱
録
」
・
「
本
居
宣
長
全
集
」
・
第
十
九
巻
（
前
出
）

本
居
宣
長
「
詩
文
稿
」
・
「
本
居
宣
長
全
集
」
・
第
十
八
巻
（
前
出
）
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一
歳享

保
十
五
（
庚
戌
）

一
七
三
○

八
歳元

文
二
（
丁
巳
）

一
七
三
七

（
認
）

（
弘
）

（
弱
）

（
記
）

、
ワ
ー
ノ

〆
医
Ｊ
理

（
銘
）

（
弱
）

（
帥
）

（
ａ
）

（
“
）

紙
幅
の
関
係
上
、
主
と
し
て
、

抄
録
を
作
る
程
度
に
止
め
た
。

本
居
宣
長
略
年
譜

こ
の
年
譜
の
作
成
に
当
っ
て
は
、
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
版
・
「
玉
か
つ
ま
・
下
巻
」
、
地
平
社
版
・
「
国
学
大
系
第
三
巻
・
本
居
宣
長
」
、
岩
波
書
店

版
・
「
日
本
思
想
大
系
・
本
居
宣
長
」
等
に
所
載
の
各
宣
長
年
譜
及
び
、
岩
波
書
店
版
・
「
日
本
史
年
表
」
を
夫
を
参
考
と
さ
せ
て
頂
い
た
。
な
お
舷
で
は

紙
幅
の
関
係
上
、
主
と
し
て
、
本
小
論
内
容
と
の
関
聯
を
中
心
に
、
本
居
宣
長
に
於
け
る
医
学
の
修
業
及
び
そ
の
開
業
後
の
主
要
経
歴
を
追
う
形
で
の
年
譜

本
居
宣
長
「
在
京
日
記
」
・
「
本
居
宣
長
全
集
」
・
第
十
六
巻
（
前
出
）

拙
稿
「
春
庵
考
・
本
居
宣
長
に
於
け
る
医
心
と
詩
心
」
（
前
出
）

本
居
宣
長
「
詩
文
稿
」
・
「
本
居
宣
長
全
集
」
・
第
十
八
巻
（
前
出
）

ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
・
三
木
清
訳
「
省
察
」
・
岩
波
文
庫
版
（
岩
波
書
店
）

ク
ロ
ー
ド
。
、
ヘ
ル
ナ
ー
ル
・
三
浦
岱
栄
訳
「
実
験
医
学
序
説
」
・
岩
波
文
庫
版
（
岩
波
書
店
）

ク
ロ
ー
ド
・
・
ヘ
ル
ナ
ー
ル
・
三
浦
岱
栄
訳
「
実
験
医
学
序
説
」
・
第
三
篇
・
第
四
章
・
第
四
節
・
岩
波
文
庫
版
（
岩
波
書
店
）

ク
ロ
ー
ド
．
、
ヘ
ル
ナ
ー
ル
・
三
浦
岱
栄
訳
「
実
験
医
学
序
説
」
・
第
三
篇
・
第
四
章
・
第
三
節
・
岩
波
文
庫
版
（
前
出
）

杉
田
玄
白
「
蘭
学
事
始
」
・
岩
波
文
庫
版
（
岩
波
書
店
）

山
本
郁
夫
「
あ
る
人
体
実
験
」
・
「
ク
リ
ニ
シ
ァ
と
・
第
二
五
巻
・
第
七
号
（
エ
ー
ザ
イ
）

拙
稿
「
生
業
者
の
思
想
・
本
居
宣
長
の
古
道
論
の
構
造
」
（
前
出
）

＊

五
月
七
日
、
子
の
刻
、
伊
勢
国
松
坂
本
町
の
木
綿
商
、
小
津
三
四
右
衛
門
定
利
・
吉
宗
第
二
子
、
宗
武
、
田
安
家
を
起
す

（
妬
）
と
勝
（
妬
）
の
間
に
生
れ
る
。

幼
名
を
富
之
助
と
称
す
る
。

八
月
よ
り
西
村
三
郎
兵
衛
に
就
い
て
手
習
を
始
め
る
。
元
文
五
年
十
一
歳
の
秋
・
賀
茂
真
淵
、
江
戸
に
下
る

ま
で
通
う
。

（
以
上
）
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十
九
歳

寛
延
元
（
戊
辰
）

一
七
四
八

十
六
歳

延
享
二
（
乙
丑
）

一
七
四
五

十
五
歳

延
享
元
（
甲
子
）

一
七
四
四

十
二
歳

寛
保
元
（
辛
酉
）

一
七
四
一

十
一
歳

元
文
五
（
庚
申
）

一
七
四
○

．
一
月
二
十
六
日
よ
り
斎
藤
松
菊
に
就
い
て
手
習
を
学
ぶ
。

さ
造
よ
し

・
三
月
、
名
を
栄
貞
と
付
け
る
。

・
五
月
十
四
日
、
本
町
の
家
を
引
払
っ
て
、
魚
町
の
宅
（
祖
父
定
治
の
隠
居
所
）

に
移
る
。
後
年
、
「
鈴
の
屋
」
と
号
し
、
終
生
の
住
居
と
な
る
。

・
七
月
、
岸
江
之
仲
に
四
書
を
学
び
、
猿
楽
の
謡
曲
も
学
ぶ
。

・
九
月
一
日
、
神
器
伝
授
図
を
筆
写
す
る
。

．
九
月
三
日
、
中
華
歴
代
帝
王
国
統
相
承
之
図
を
筆
写
す
る
。
又
こ
の
月
、
「
赤

穂
記
」
成
る
。

、
十
月
十
四
日
、
職
原
抄
支
流
大
全
を
筆
写
す
る
。

、
十
一
月
二
十
一
日
、
元
服
す
る
。

、
二
月
十
一
日
、
「
経
籍
」
を
起
筆
す
る
。

．
又
こ
の
月
、
二
十
一
日
よ
り
翌
三
月
三
日
に
掛
け
て
北
野
天
満
宮
に
詣
で
る
。

、
三
月
十
三
日
、
本
朝
帝
王
御
尊
系
並
将
軍
御
系
を
筆
写
す
る
。
又
こ
の
月
二
十

六
日
、
「
伊
勢
州
飯
高
郡
松
坂
勝
覧
」
一
冊
を
編
む
。

、
四
月
十
二
日
よ
り
二
十
六
日
に
掛
け
て
、
江
戸
表
大
伝
馬
町
の
伯
父
小
津
源
四

郎
の
店
を
訪
れ
、
逗
留
す
る
。

、
四
月
五
日
よ
り
五
月
六
日
に
掛
け
て
、
近
江
多
賀
神
社
、
京
都
、
大
阪
方
面
旅

行
。
特
に
五
月
三
日
、
京
に
於
て
、
朝
鮮
人
の
罷
立
を
参
観
、
同
月
六
日
に
帰

宅
す
る
。

．
閨
十
月
五
日
、
山
村
吉
右
衛
門
に
就
い
て
茶
の
湯
を
習
う
。

．
閨
十
月
二
十
五
日
、
観
蓮
社
諦
誉
上
人
に
就
い
て
五
重
相
伝
血
脈
を
相
承
し
、

伝
誉
英
笑
道
誉
居
士
と
称
す
る
。

．
十
一
月
十
四
日
、
山
田
妙
見
町
年
寄
今
井
田
儀
左
衛
門
尹
平
の
養
子
と
な
り
同

、
閏
七
月
二
十
三
日
、
夜
、
戊
の
刻
、
父
定
利
没
す
（
妬
）
。

．
八
月
、
字
を
弥
四
郎
と
改
め
る
。

・
二
月
十
一
日
改
元

・
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
、
「
法
の
精
神
」
成

プ
○

、
二
月
二
十
一
日
改
元

・
石
田
梅
巌
残
（
帥
）

・
岡
田
磐
斎
残
（
沼
）

、
二
月
二
十
七
日
改
元

・
野
呂
元
文
、
「
阿
蘭
本
草
和
解
」
成
る

・
青
木
昆
陽
、
古
文
書
採
訪
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二
十
二
歳

宝
暦
元
（
辛
未
）

一
七
五
一

二
十
三
歳

宝
暦
二
（
壬
申
）

一
七
五
二

二
十
五
歳

宝
暦
四
（
甲
戌
）

一
七
五
四

二
十
四
歳

宝
暦
三
（
癸
酉
）

一
七
五
三

家
に
移
る
（
寛
延
三
年
十
二
月
に
離
縁
）
。

。
こ
の
年
か
ら
歌
道
に
志
す
。

・
二
月
二
十
八
日
、
義
兄
定
治
江
戸
に
て
没
す
る
（
伽
）
。

・
三
月
、
江
戸
に
下
り
神
田
紺
屋
町
に
居
住
。

・
七
月
十
日
、
江
戸
出
立
、
帰
途
、
富
士
山
に
登
り
、
二
十
日
に
帰
宅
、
家
督
を

相
続
す
る
。

・
十
一
月
、
「
か
な
つ
か
ひ
」
一
冊
を
編
述
す
る
。

、
一
月
二
十
二
日
か
ら
二
月
四
日
に
掛
け
て
、
外
祖
母
村
田
元
寿
尼
に
随
伴
、
知

恩
院
御
忌
参
詣
の
た
め
上
洛
、
帰
坂
。
三
月
五
日
、
医
学
の
修
業
の
た
め
京
に

出
立
。
七
日
着
京
。
十
六
日
、
堀
景
山
に
入
門
、
十
九
日
に
堀
家
に
寄
宿
す

る
。
又
こ
の
頃
、
小
津
姓
を
本
居
姓
に
復
す
る
。

、
五
月
十
二
日
、
景
山
書
入
本
伊
勢
物
語
を
借
覧
、
契
沖
の
説
を
知
る
。
爾
来
、

歌
書
・
国
書
へ
の
研
究
本
格
化
す
る
。

、
九
月
二
十
二
日
、
新
玉
津
島
の
社
司
森
河
章
尹
に
入
門
、
和
歌
を
学
ぶ
。

、
十
一
月
二
十
一
日
、
契
沖
の
説
及
び
樋
口
宗
武
の
考
を
書
き
加
え
た
枕
詞
抄
を

筆
写
す
る
。
又
こ
の
頃
、
百
人
一
首
改
観
抄
、
古
今
余
材
抄
、
勢
語
臆
断
、
等

を
見
て
更
に
契
沖
を
知
り
、
愈
冬
古
学
に
志
を
寄
せ
る
。

．
又
こ
の
頃
、
「
栄
貞
詠
草
」
成
り
、
「
詩
文
稿
」
起
筆
か
。

．
七
月
二
十
二
日
、
劉
医
方
家
（
後
世
家
別
派
）
の
堀
元
厚
に
入
門
、
医
学
（
素

問
・
霊
枢
）
の
講
説
を
受
け
る
。

、
八
月
、
「
尾
花
か
も
と
」
（
お
も
ひ
草
）
成
る
。

、
九
月
九
日
、
字
を
健
蔵
と
改
め
る
。

．
十
一
月
、
号
を
芝
蘭
と
称
す
る
。

．
三
月
、
古
今
余
材
抄
（
序
文
）
二
冊
筆
写
す
る
。

．
五
月
一
日
、
御
典
医
・
武
川
幸
順
に
入
門
、
小
児
科
医
術
を
学
ぶ
。

、
十
月
十
日
、
堀
家
よ
り
武
川
家
に
転
居
す
る
。

、
谷
垣
守
喪
（
弱
）

・
油
谷
倭
文
子
残
（
鋤
）

・
藤
原
暉
昌
残
（
鮨
）

・
松
木
智
彦
喪
（
私
）

、
十
月
二
十
七
日
改
元

・
徳
川
吉
宗
凌
（
錦
）

・
荷
田
在
満
残
（
妬
）

・
大
岡
忠
相
残
（
だ
）

・
山
脇
東
洋
、
刑
屍
解
剖

・
堀
元
厚
喪
（
的
）

・
僧
慈
雲
段
（
副
）
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三
十
四
歳

宝
暦
十
三
（
癸
未
）

一
七
六
三

三
十
三
歳

宝
暦
十
二
（
壬
午
）

二
十
八
歳

宝
暦
七
（
丁
丑
）

一
七
五
七

二
十
六
歳

宝
暦
五
（

一
七
五
五

二
十
七
歳

宝
暦
六
（
丙
子
）

一
七
五
六

（
乙
亥
）

．
六
月
七
日
、
「
紫
文
要
領
」
成
る
。

．
十
二
月
二
十
八
日
、
真
淵
入
門
許
諾
の
旨
紹
介
者
の
村
田
伝
蔵
よ
り
書
状
到

．
こ
の
年
、
「
石
上
私
淑
言
」
及
び
「
手
枕
」
既
に
成
る
。

坂
の
一
夜
ｖ
・

・
六
月
七
日
、

・
二
月
三
日
、
長
男
健
蔵
（
春
庭
）
生
れ
る
。

・
五
月
二
十
五
日
、
松
坂
中
町
、
新
上
屋
に
於
て
、
賀
茂
真
淵
と
対
面
す
る
八
松

、
二
月
頃
よ
り
有
賀
長
川
に
入
門
、
和
歌
を
学
ぶ
。
同
月
十
五
日
、
初
め
て
有
賀

家
月
次
会
に
列
す
る
。

、
三
月
、
所
謂
、
「
詩
文
稿
」
中
の
注
目
作
、
「
送
藤
文
輿
還
肥
序
」
八
本
居
医

論
ｖ
成
る
。
又
こ
の
頃
「
排
蘆
小
船
」
も
成
る
か
。

．
五
月
十
四
日
、
「
草
庵
集
玉
箒
」
前
篇
六
冊
の
稿
成
る
。

、
七
月
、
旧
事
記
、
古
事
記
、
を
求
め
る
。

。
十
月
、
万
葉
集
を
求
め
る
。

．
十
二
月
、
百
人
一
首
改
観
抄
を
求
め
る
。

、
五
月
九
日
、
堀
景
山
書
入
本
万
葉
集
（
契
沖
・
代
匠
記
の
説
）
を
筆
写
し
終

る
。
こ
の
頃
、
湖
月
抄
を
求
め
る
。

．
十
月
三
日
、
京
を
出
立
、
六
日
帰
坂
。
医
（
小
児
科
）
を
開
業
す
る
。
又
こ
の

頃
、
賀
茂
真
淵
の
冠
辞
考
を
見
て
益
冬
古
学
の
志
を
深
め
る
。

．
一
月
十
七
日
、
津
分
部
町
の
藤
堂
侯
医
官
・
草
深
玄
弘
の
女
た
象
（
虹
、
嫁
入

り
後
か
つ
と
改
名
）
と
結
婚
。

・
閨
四
月
、
母
か
つ
信
州
善
光
寺
に
参
詣
し
て
剃
髪
す
る
。
又
こ
の
頃
、
冠
辞
考

着
。

を
求
め
る
。

三
月
三
日
、
名
を
「
宣
長
」
、
号
を
「
春
庵
」
と
改
め
る
（
舞
庵
と
も
書
く
。

ま
た
宝
暦
九
年
秋
頃
よ
り
は
舜
庵
も
用
い
る
）
。

・
山
脇
東
洋
残
（
記
）

・
ル
ソ
ー
「
社
会
契
約
論
」
刊

・
平
賀
源
内
「
物
類
品
隙
」
刊

・
・
ハ
リ
、
平
和
条
約
成
る

・
堀
景
山
喪
（
和
）

・
真
淵
「
冠
辞
考
」
成
る

。
（
翌
々
九
年
、
山
脇
東
洋
「
蔵
志
」
刊
）

・
稲
掛
常
松
（
大
平
）
生
れ
る

・
香
川
修
庵
段

・
安
藤
昌
益
、
「
自
然
真
営
道
」
刊
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五
十
四
歳

天
明
三
（
癸
卯
）

一
七
八
三

三
十
五
歳

明
和
元
（
甲
申
）

一
七
六
四

四
十
二
歳

明
和
八
（
辛
卯
）

一
七
七
一

五
十
三
歳

天
明
二
（
壬
寅
）

一
七
八
二

六
十
歳

寛
政
元
（
已
酉
）

一
七
八
九

五
十
八
歳

天
明
七
（
丁
未
）

一
七
八
七

、
一
月
、
真
淵
に
入
門
誓
詞
を
呈
す
る
。

．
一
月
十
八
日
、
神
代
紀
開
講
（
明
和
三
年
三
月
十
日
終
）
。

・
こ
の
年
、
「
古
事
記
伝
」
起
稿
。

、
三
月
十
五
日
、
「
家
譜
修
撰
」
成
る
。

、
十
月
九
日
、
「
直
日
霊
」
八
古
道
論
ｖ
成
る
。
又
こ
の
月
、
「
紐
鏡
」
も
。

．
十
月
二
十
八
日
、
職
原
抄
開
講
（
安
永
二
年
十
一
月
十
八
日
に
終
る
）
。

、
一
月
十
六
日
、
真
淵
翁
追
慕
歌
集
「
手
向
草
」
を
編
述
。

．
二
月
七
日
、
「
古
事
記
伝
．
十
八
巻
」
浄
書
終
。
同
月
二
十
日
、
「
古
事
記
伝

・
十
九
巻
」
起
稿
。

．
七
月
十
五
日
、
瘤
を
病
承
、
十
月
頃
に
漸
く
恢
復
す
る
。

、
八
月
十
八
日
、
「
天
文
図
説
」
成
る
。

、
九
月
十
二
日
、
「
真
暦
考
」
成
る
。

、
十
月
十
三
日
、
階
上
に
四
畳
半
の
書
斎
を
造
り
、
十
二
月
上
旬
に
竣
工
、
鈴
の

屋
と
称
す
る
。

、
三
月
九
日
、
階
上
の
書
斎
八
鈴
の
屋
ｖ
に
て
臨
時
歌
会
を
催
す
。

、
三
月
二
十
一
日
、
「
古
事
記
伝
．
十
九
巻
」
浄
書
終
。
同
月
二
十
六
日
、
「
古

事
記
伝
・
二
十
巻
」
起
稿
。

．
こ
の
年
、
四
女
生
れ
た
る
も
死
産
。

、
一
月
十
六
日
、
新
古
今
集
第
二
回
開
講
（
寛
政
三
年
十
月
十
八
日
終
）
。
又
こ

の
月
、
「
呵
刈
葭
」
成
る
。

．
四
月
末
よ
り
病
象
五
月
下
旬
に
恢
復
。

．
十
二
月
、
紀
州
藩
主
・
徳
川
治
貞
に
「
玉
厘
」
八
治
政
論
ｖ
を
著
し
、
別
巻

（
「
玉
厘
別
巻
」
）
を
添
え
て
献
上
す
る
。

．
一
月
、
「
続
日
本
後
記
長
歌
訓
点
」
既
に
成
る
。

、
二
月
三
日
、
六
十
の
賀
に
よ
り
蒸
物
を
配
る
。

、
同
月
二
十
五
日
、
鈴
の
屋
賀
会
を
催
す
。

・
正
月
二
十
五
日
改
元

・
寛
政
改
革
始
ま
る

・
真
淵
「
語
意
考
」
刊

・
揖
取
魚
彦
設
（
帥
）

・
稲
取
茂
穂
「
大
平
」
と
改
名

、
六
月
二
日
改
元

．
真
淵
「
歌
意
考
」
成
る

・
諸
国
大
飢
鐘
に
よ
り
各
地
に
打
壊
し
騒

動
頻
発

・
松
平
定
信
、
老
中
に
就
任

・
大
槻
玄
沢
「
蘭
学
階
梯
」
成
る

・
諸
国
大
飢
謹

・
杉
田
玄
白
等
「
解
体
新
書
」
餓
訳
着
手
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六
十
三
歳

寛
政
四
（
壬
子
）

一
七
九
二

六
十
一
歳

寛
政
二
（
庚
戊
）

一
七
九
○

・
十
一
月
十
四
日
か
ら
二
十
八
日
に
掛
け
て
新
造
内
裡
御
還
幸
の
御
儀
拝
観
の
た

め
上
洛
し
、
帰
坂
す
る
。
又
、
こ
の
御
儀
を
詠
ん
だ
「
仰
謄
函
簿
長
歌
」
は
十

二
月
か
翌
年
正
月
か
に
成
る
。

．
一
月
二
十
一
日
、
「
古
事
記
伝
．
三
十
一
巻
」
浄
書
終
。

・
閨
二
月
十
一
日
、
「
古
事
記
伝
．
三
十
二
巻
」
起
稿
。
五
月
三
十
日
浄
書
終
。

又
こ
の
月
、
「
古
事
記
伝
」
第
二
峡
六
冊
刊
行
。

・
三
月
五
日
か
ら
二
十
七
日
に
掛
け
て
門
人
の
請
に
よ
り
名
古
屋
に
赴
き
（
春
庭

同
伴
）
、
帰
坂
す
る
。

・
四
月
十
九
日
、
祝
詞
式
開
講
。

・
九
月
、
五

五
冊
刊
行
。

せ
ら
れ
た
。

．
十
二
月
十
二
日
、
「
古
事
記
伝
・
二
十
七
巻
」
起
稿
。

・
七
月
七
日
、
「
古
事
記
伝
・
二
十
七
巻
」
浄
書
終
。

・
七
月
八
日
、
「
古
事
記
伝
・
二
十
八
巻
」
起
稿
。
十
一
月
八
日
、
浄
書
終
。

、
八
月
、
自
画
像
を
作
り
、
「
し
き
嶋
の
や
ま
と
こ
こ
ろ
を
人
と
は
は
朝
日
に
に

ほ
ふ
山
さ
く
ら
花
」
と
詠
承
記
す
。

・
九
月
、
「
九
山
八
海
解
潮
論
の
弁
」
成
る
。
又
こ
の
月
、
「
古
事
記
伝
」
初
峡

五
冊
刊
行
。
こ
れ
は
此
の
年
の
う
ち
に
妙
法
院
宮
よ
り
光
格
天
皇
の
天
覧
に
供

・
十
一
月
十
一
日
、
「
古
事
記
伝
．
二
十
六
巻
」
起
稿
。
十
二
月
十
二
日
浄
書

・
三
月
十
九
日
よ
り
四
月
二
日
に
掛
け
て
、
名
古
屋
の
門
人
の
請
に
よ
り
、
健

亭
、
大
平
、
同
伴
に
て
、
名
古
屋
か
ら
山
辺
御
井
に
旅
行
。
途
中
、
横
井
千
秋

と
初
め
て
会
う
。

・
四
月
よ
り
「
神
代
正
語
」
起
稿
、
五
月
二
十
九
日
に
成
る
。
こ
の
月
、
「
本
末

歌
」
既
に
成
る
。

・
七
月
二
十
八
日
、
「
古
事
記
伝
・
二
十
五
巻
」
起
稿
。
十
一
月
十
八
日
浄
書

終
0

終
0

・
寛
政
異
学
の
禁

林
子
平
「
海
国
兵
談
」
絶
版
、
蟄
居
を

命
ぜ
ら
れ
る

。
く
り
民
衆
、
国
王
幽
閉
、
王
制
廃
止
、

共
和
制
を
宣
言
す
る

三
浦
梅
園
段
（
師
）

フ
ラ
ン
ス
大
革
命
、
人
権
宣
言
発
せ
ら

れ
る
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六
十
四
歳

寛
政
五
（
癸
丑
）

一
七
九
三

六
十
五
歳

寛
政
六
（
甲
寅
）

一
七
九
四

、
五
月
三
十
日
、
「
古
事
記
伝
．
三
十
三
巻
」
起
稿
。
十
月
十
三
日
、
浄
書
終
。

・
十
月
八
日
、
古
今
集
第
四
回
開
講
。

又
同
日
、
「
古
事
記
伝
・
三
十
四
巻
」
起
稿
。

、
十
二
月
三
日
、
紀
州
藩
主
・
徳
川
治
宝
に
事
へ
五
人
扶
持
を
賜
わ
る
。

．
一
月
子
の
日
よ
り
「
玉
勝
間
」
起
稿
。
同
月
十
五
日
、
「
古
事
記
伝
・
三
十
四

巻
」
脱
稿
、
同
月
二
十
四
日
浄
書
終
。

．
三
月
十
日
か
ら
四
月
二
十
九
日
に
掛
け
て
京
都
、
大
阪
、
美
濃
、
名
古
屋
旅
行

（
健
亭
同
伴
）
。
又
、
在
京
中
の
四
月
二
日
、
芝
山
持
豊
卿
に
謁
し
、
同
月
八
日

妙
法
院
真
仁
法
親
王
に
謁
見
し
、
又
、
小
沢
蘆
庵
、
伴
嵩
践
等
を
も
訪
問
。

．
四
月
、
「
結
び
捨
て
た
る
枕
の
草
葉
」
成
る
。

、
六
月
十
一
日
、
著
書
獄
上
に
よ
り
藩
侯
よ
り
銀
三
枚
拝
領
。

。
九
月
二
十
三
日
、
「
古
事
記
伝
．
三
十
五
巻
」
起
稿
。
十
一
月
十
二
日
、
浄
書

・
こ
の
年
又
、
「
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
」
を
起
稿
す
る
。

．
一
月
、
「
古
今
集
遠
鏡
」
既
に
成
る
。

、
二
月
二
日
、
「
古
事
記
伝
．
三
十
六
巻
」
起
稿
。

、
三
月
二
十
九
日
か
ら
四
月
二
十
六
日
に
掛
け
て
、
名
古
屋
の
門
人
の
請
に
よ
り

名
古
屋
に
赴
き
、
帰
坂
す
る
。

、
十
月
十
日
か
ら
十
二
月
四
日
に
掛
け
て
藩
主
紀
州
治
宝
に
召
さ
れ
て
、
大
平
を

伴
い
和
歌
山
に
赴
く
。
十
一
月
三
日
、
五
日
、
大
祓
詞
、
六
日
、
詠
歌
大
概
を

進
講
、
十
人
扶
持
に
加
増
、
御
針
医
格
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。
次
い
で
、
清
信
院

殿
（
藩
主
の
父
重
倫
の
実
母
）
に
召
さ
れ
、
閨
十
一
月
十
二
日
、
源
氏
物
語
若

紫
巻
、
古
今
集
俳
詰
部
、
十
六
日
、
古
今
集
真
名
序
仮
名
序
を
講
ず
る
。
同
月

二
十
三
日
、
和
歌
山
を
去
り
、
大
阪
を
経
て
京
都
に
入
り
、
二
十
九
日
、
芝
山

持
豊
卿
父
子
に
謁
し
、
十
二
月
四
日
、
帰
宅
す
る
。
此
の
折
の
紀
行
「
紀
見
の

め
ぐ
承
」
成
る
。

終
。

・
村
田
春
海
「
五
十
音
弁
誤
」
刊

・
小
沢
蘆
庵
「
振
分
髪
」
刊

，
林
子
平
設
（
弱
）

，
高
山
彦
九
郎
自
決
（
釘
）

・
塙
保
己
一
、
和
学
講
談
所
設
立
認
可

・
新
井
白
石
「
西
洋
紀
聞
」

．
江
戸
で
洋
学
者
お
ら
ん
だ
正
月
を
祝
う

。
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ル
処
刑
さ
れ
る
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七
十
一
歳

寛
政
十
二
（
庚
申
）

一
八
○
○

七
十
歳

寛
政
十
一
（
巳
未
）

一
七
九
九

六
十
九
歳

寛
政
十
（
戊
午
）

一
七
九
八

、
二
月
二
十
四
日
、
門
人
稲
掛
大
平
妻
子
共
に
本
居
家
厄
介
と
な
す
の
儀
、
藩
に

聞
き
届
け
ら
れ
、
大
平
を
猶
子
と
す
る
。

。
五
月
二
十
五
日
、
「
古
訓
古
事
記
」
成
る
。

、
四
月
二
十
三
日
、
「
続
紀
歴
朝
詔
詞
解
」
成
る
。

．
七
月
、
春
庭
・
春
村
宛
の
遺
言
書
一
巻
を
認
め
る
。

・
十
月
十
八
日
、
「
枕
の
山
」
成
る
。

・
十
一
月
二
十
日
、
紀
州
侯
の
召
に
よ
り
、
大
平
随
従
に
て
和
歌
山
に
出
立
。
二

十
四
日
、
和
歌
山
到
着
。
源
氏
物
語
帯
木
巻
を
進
講
。
引
続
き
そ
の
ま
ま
和
歌

山
に
滞
在
す
る
。

．
「
古
語
拾
遺
疑
斎
弁
」
、
「
真
暦
考
不
審
弁
」
、
「
臣
道
」
、
「
五
部
書
説
弁
加

又
、
こ
の
年
、
長
男
春
庭
遂
に
失
明
す
る
。

、
三
月
四
日
、
「
古
事
記
伝
．
四
十
四
巻
」
起
稿
。
六
月
十
三
日
、
浄
書
終
八
記

伝
全
部
終
業
ｖ
。

、
四
月
、
「
伊
勢
二
宮
さ
き
竹
の
弁
」
成
る
。

．
六
月
二
十
六
日
、
「
家
の
昔
物
語
」
起
稿
。
七
月
二
十
日
、
浄
書
終
。

、
九
月
十
三
日
、
古
事
記
伝
終
業
慶
賀
会
開
催
。

、
十
月
八
日
、
「
初
山
踏
」
起
稿
、
同
月
二
十
八
日
脱
稿
。

、
十
一
月
、
「
地
名
字
音
転
用
例
」
成
る
。

・
十
一
月
十
三
日
、
「
神
代
紀
誉
輩
山
蔭
」
起
稿
。
十
二
月
十
日
、
浄
書
終
。

．
こ
の
年
又
、
鈴
の
屋
文
集
・
歌
集
を
書
き
調
へ
る
。

．
一
月
二
十
一
日
か
ら
二
月
二
十
八
日
に
掛
け
て
、
和
歌
山
、
吉
野
旅
行
。
一
月

二
十
四
日
、
和
歌
山
着
、
二
月
三
日
御
目
見
、
十
七
日
、
源
氏
物
語
紅
葉
賀
進

講
。
二
十
二
日
、
清
信
院
よ
り
召
さ
れ
万
葉
集
巻
一
、
源
氏
物
語
初
音
巻
、
古

今
集
大
歌
所
の
歌
・
神
楽
歌
・
真
名
序
を
講
じ
て
和
歌
山
を
去
る
。
同
月
二
十

五
日
、
吉
野
山
水
分
神
社
に
詣
で
、
二
十
八
日
に
帰
宅
。
こ
の
際
の
「
吉
野
百

五
日
、
吉
野
小

首
詠
」
成
る
。

．
松
平
定
信
「
集
古
十
種
」

．
湯
島
聖
堂
（
昌
平
坂
学
問
所
）
落
成

・
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
第
二
次
イ
タ
リ
ア
遠
征

・
伴
嵩
膜
「
閑
田
耕
筆
」

・
大
平
「
答
村
田
春
海
害
」

・
司
馬
江
漢
「
西
洋
画
談
」
刊

、
本
多
利
明
「
西
域
物
語
」

・
マ
ル
サ
ス
「
人
口
論
」
刊

・
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
挨
及
遠
征

（50） 442



、

七
十
二
歳

享
和
元
（
辛
酉
）

一
八
○
一

、
一
月
十
四
日
、
旧
臘
よ
り
引
続
き
和
歌
山
に
滞
在
、
迎
春
し
て
、
こ
の
日
、
古

語
拾
遺
を
進
講
す
る
。

・
二
月
二
十
三
日
、
和
歌
山
を
去
り
大
阪
、
奈
良
を
経
て
三
月
一
日
、
帰
宅
す

る
。

．
三
月
二
十
八
日
、
人
々
の
請
に
よ
り
出
発
上
洛
、
門
人
城
戸
千
楯
の
世
話
に
て

四
条
通
り
、
東
洞
院
西
へ
入
町
に
寓
居
。
中
山
大
納
言
忠
尹
卿
、
そ
の
他
の
公

卿
の
許
に
召
さ
れ
、
或
い
は
又
そ
の
寓
居
に
於
て
、
延
喜
式
祝
詞
、
万
葉
集
、

源
氏
物
語
、
古
語
拾
遺
等
を
講
説
す
る
。

、
五
月
二
十
八
日
、
香
川
景
樹
と
会
う
。

、
六
月
九
日
、
京
を
去
り
、
十
二
日
に
帰
宅
。

、
八
月
十
六
日
、
「
鈴
屋
新
撰
名
目
を
録
」
起
稿
八
未
完
の
遺
著
ｖ
、

、
九
月
十
三
日
、
大
平
の
宅
に
月
見
会
に
出
席
。
同
月
十
八
日
よ
り
発
病
（
風

邪
）
二
十
九
日
、
暁
に
没
す
る
。

・
十
月
二
日
、
遺
言
に
よ
り
山
室
山
の
奥
津
城
に
埋
葬
し
、
謡
を
「
秋
津
彦
美
豆

桜
根
大
人
」
と
称
す
る
。

（
以
上
）

評
」
、
「
尾
張
連
物
部
連
系
図
」
、
等
既
に
成
る
。

こ
の
年
又
、
伊
勢
国
飯
高
郡
山
室
の
妙
楽
寺
の
山
に
奥
津
城
を
定
め
、
標
の
石

を
建
て
、
「
山
む
ろ
に
千
年
の
春
の
や
ど
し
め
て
風
に
し
ら
れ
ぬ
花
を
こ
そ
見

を
建
て
、
雨

め
」
と
詠
む
。

・
二
月
五
日
改
元

，
小
沢
蘆
庵
設
（
ね
）

・
村
田
春
海
「
仮
名
大
意
抄
」
刊

・
荒
木
田
久
老
「
信
濃
漫
録
」
刊

・
横
井
千
秋
残
（
“
）

，
小
野
蘭
山
「
本
草
綱
目
啓
蒙
」
に
着
手

す
る
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マ
マ
寺

ExperientialMedicalScience;AMedico-Historical

StudyofNorinagaMotohri

by

MasaoTAKABASHI

Itmaywellbesaidthatmedicalscienceisprimarilyanexperientialscience･Thepointatissueinourdays,however,

isthatmedicalsciencehasbeendevelopmgamarkedtendencytowardamoreanalyticalandexperimentalscience.

ItiswellknownthatNorinagaMotohri,oneofthegreatestJapanesethinkers,wasalsoapediatrician.Inhisessays

onmedicineheemphasizesthatdiseasesarenotcuredbyphysiciansorwithmedicinesonly,butfilndamentallyby

thefbrceofthepatienthimselfortheGen-ki,theinbornvitalfbrcewhichhumanbeingsarenaturallyendowedwith.

Therefbre,cultivatmgthevitalibrce,whichhecallsYo-ki,istheoneandbestwayofmedicalattention.

ThisistheveryphilosOphywhichNorinagahadattainedwithunwaveringconfidenCethroughhiscriticalinsightinto

theorientalmedicalsciencewhichmightbecalledagreatsystematicissueofhumanexperiencessincetimeimmemorial、

togetherwithhisownclinicalexperiencesthroughhiscareer.Thismustbetheconclusivephilosophy,tosaytheleastofit,

whichisneverdeduciblefifomthemereanalyticalorexperimentalmedicalsicence.ItisbecausetheKiitselfbVwhichhe

meansanextremelymysticandsuper-experimentalvitalfbrce,canneverbeatargetofanalyticalscienceorofexperimental

medicalscience.

（
因
め
）

e



ThephilosophyofNorinaga'sexperientialmedicalscience,inwhichheparamountlypointedouttheimportanceofthe

Kitwohundredandseveraldecadesago,mustbeofimperishableverityibrthemedicalscience,andisthemorenoteworthy

inourdaysthaninthepast.

Inthepresentpaperthedominatingpointsofhisphilosophyinquestionwillbediscussed.

（
め
ゆ
）

ｍ
》
可



七
、
現
存
す
る
『
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
』
及
び
関
連
書
の
目
録

八
、
『
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
』
巻
之
二
「
傷
寒
門
」

五
、
『
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
』
の
引
用
耆

六
、
私
蔵
本
浄
秀
の
『
鴻
宝
秘
要
抄
』

付
、
『
増
損
秘
要
付
益
抄
」

一
、
「
鴻
宝
序
」
坂
浄
秀

二
、
「
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
序

三
、
坂
氏
系
譜
、
付
山
名
氏

四
、
『
続
添
鳩
宝
泌
要
沙
』

『
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
』
全
内
容

付
、
内
容
小
考
、
内
科
の
改
新

「
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
序
」
坂
浄
運

〔
茜
垂
ご
日
〕 目

次
『
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
』
に
つ
い
て
、
付
「
傷
寒
」
史
考

全
内
容
目
次に

つ
い
て

唖
稚
轤
灘
毎
罐
一
誌
醗
謂
昭
和
五
十
四
年
七
月
十
一
日
受
付

三
木
栄
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〔
要
旨
〕

『
鴻
宝
秘
要
抄
』
は
坂
浄
秀
の
著
で
応
永
十
八
年
（
一
四
二
）
、
『
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
』
八
巻
は
坂
浄
運
の
著
で
永
正
五
年
（
一
五
○
八
）

に
成
っ
た
。
『
福
田
方
』
（
一
二
一
六
三
頃
）
と
『
啓
廸
集
』
（
一
五
七
一
）
と
の
間
に
位
し
、
室
町
中
期
の
代
表
的
医
書
で
あ
る
。
日
本
医
学
史

上
で
そ
の
占
め
る
学
問
的
価
値
は
大
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
認
識
度
が
低
い
。
『
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
』
は
幸
い
に
原
写
完
本
が
伝
わ
り
、
不

備
な
が
ら
写
本
も
相
当
多
く
知
ら
れ
る
。
こ
の
書
は
江
戸
初
期
ま
で
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
本
医
学
史
の
間
隙
を
埋
め
る
た
め

CBA
，、、

FED
，、、

Ｇ
、
『
医
之
弁
』

Ｈ
、
「
傷
寒
一
幸

、
、
、
、

「
傷
寒
」
史
考

浄
運
の
「
傷
寒
門
」

張
仲
景
の
『
傷
寒
論
』
に
つ
い
て
の
私
考

『
諸
病
源
候
論
』
に
お
け
る
「
傷
寒
」

付
、
往
時
の
流
行
伝
染
病
の
三
大
分
類
法

宋
代
に
お
け
る
「
傷
寒
」

日
本
に
お
け
る
「
傷
寒
」

『
続
添
』
後
の
傷
寒
書
の
若
干

「
傷
寒
」
考
の
結
び

謝
辞

ａ
、
『
傷
寒
初
心
抄
』

ｂ
、
『
啓
廸
集
』
、
付

『
傷
寒
明
理
論
』
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に
も
是
非
刊
行
し
研
究
者
に
供
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
本
席
で
は
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
、
成
立
を
検
討
し
、
そ
の
重
要
性
を
強
調
し
て
置
き

た
い
の
で
あ
る
（
演
者
蔵
本
供
覧
）
。
（
一
九
六
七
年
三
月
名
古
屋
医
学
会
医
史
学
会
総
会
口
演
稿
）

〔
注
、
京
都
大
学
蔵
の
坂
浄
忠
（
浄
運
の
子
）
の
家
蔵
本
は
最
良
の
伝
書
で
は
あ
る
が
、
今
は
私
蔵
本
（
こ
れ
に
次
ぐ
良
本
）
を
以
て
本
論
稿

を
草
す
る
。
そ
し
て
付
加
す
る
に
、
本
書
中
に
収
め
ら
れ
る
「
傷
寒
門
」
は
特
別
視
さ
れ
る
の
で
、
「
傷
寒
史
考
」
と
し
て
私
説
を
載
せ
る
。
〕

鴻
宝
序
（
古
字
は
現
行
字
に
、
現
代
略
字
の
あ
る
も
の
は
そ
れ
に
従
う
）

医
也
者
古
人
之
所
難
突
其
難
匪
一
越
人
候
趙
簡
之
血
理
倉
公
診
斉
循
之
湧
油
是
其
最
也
故
伝
上
下
豚
害
五
色
診
病
知
死
生
決
嫌
疑

捜
薬
論
之
書
而
後
要
六
不
治
道
（
注
日
扁
鵲
云
病
有
六
不
治
畷
盗
不
論
理
一
不
治
也
軽
身
重
財
二
不
治
也
衣
食
不
能
適
三
不
治
也
陰
陽
井
蔵
気
不

ワ
ホ
プ

定
四
不
治
也
形
扇
不
能
服
薬
五
不
治
也
信
巫
不
信
医
六
不
治
也
有
此
一
者
重
難
治
也
扁
鵲
名
聞
天
下
覆
史
記
）
其
典
尚
突
差
吾
太
主
執
朝
家

セ
ウ

９
．

之
国
柄
安
華
夷
之
蒸
民
才
智
共
明
推
承
曹
於
関
宇
威
徳
兼
備
識
韓
荘
於
寒
垣
広
入
諸
道
之
玄
徴
遍
弁
伝
芸
之
衆
妙
当
代
錐
有
医
術

「
〆
‐
①

名
而
通
経
書
之
奥
之
者
尤
少
芙
是
以
太
守
召
名
上
医
於
薬
院
薦
秘
術
於
幕
府
剰
觜
諸
方
之
神
薬
種
万
民
之
沈
綿
趣
岐
伯
越
人
之
嘉
名

継
命
附
倉
公
之
華
燭
予
教
小
子
侍
之
有
年
突
聞
陽
論
得
其
陰
聞
陰
論
得
其
陽
視
聴
収
触
也
不
浅
焉
遂
緯
所
彼
用
之
霊
方
名
以
日
鴻
宝

秘
要
抄
易
日
蔵
器
於
躬
待
時
而
動
者
也
嗽
是
為
序

音
応
永
十
八
年
辛
卯
三
月
日
浄
秀
記
旛

（
図
一
を
見
よ
）

第
一
節
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サ
カ坂

九
仏
’
十
仏

（
パ
ン
）

明
監

弟
子
、

本
草

延
元

三
七
一

法
印

氏
に
《

学
哩

源
頼
光
の
後
喬
と
云

一
躰
螺
蓉
雑
歩
鎚
諮
跡
）

坂
氏
系
譜

寺
月
湖
の

、
多
才
、

に
精
し
、

二
年
一
三

民
部
卿
、

、
足
利
尊

仕
う
、
文

秀
ず

’
号う利後厳法るのと医健士

灘印良雰鰐ｲト蕊鱗唯蛎る院に蝿後職篭
の仕足・光、わ院ず、

上
池
院
家
ｌ
ｌ
ｌ
祖
胤
祖
胤
Ｉ
階
ム
目Ｌ
ヒ
ロ
Ｉ
胤
祐
ｌ
宗
精
ｌ
定
国
ｌ
紹
胤
１
１

起
宗
大
勇
、
子
勇
嘉
邦
月
進
、
進
月
竜
護
、
推
雲
光
国

民
部
卿
、
法
一
四
二
八
称
民
部
卿
、
法
民
部
卿
、
法
斎
義
晴
に
仕
う

印
光
天
皇
の
疾
印
印
民
部
卿
、
法
天
正
三
年
没

足
利
義
持
に
を
療
す
義
政
に
仕
う
義
政
に
仕
う
印
六
一
才

仕
う
民
部
卿
、
法
文
明
元
年
没
永
正
九
年
没
幕
府
に
仕
う

印
四
五
才
六
一
才

足
利
氏
の
御

用
医
師

’’

貴
祐
ｌ
宗
仙
ｌ
玄
昌
（
以
下
略
）

惟
天
慶
長
十
三
年

民
部
卿
、
法
家
康
に
仕
う

印
民
部
卿
、
法

義
輝
、
信
長
、
印

秀
吉
に
仕
う
元
和
五
年
没

慶
長
三
年
没
四
八
才

六
六
才

（
以
下
は
両
家
と
も
徳
川
幕
府
に
仕
う
）

浄
勝

治
部
卿
、
法
印

織
田
氏
に
仕
う

『
達
源
方
』
廿

二
巻

天
正
十
二
年

一
五
八
四
没

三
五
才
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「
坂
氏
系
譜
」

諸
書
に
よ
り
本
論
稿
に

関
連
あ
る
も
の
を
掲

ぐ
、
努
め
た
が
時
代
が

古
く
誤
り
な
き
を
保
し

難
い

盛
方
院
家
Ｉ

（
二
代
浄
秀

か
ら
盛
方
院

と
称
す
）

’
浄
快
ｌ

士
仏
の

母
方
の

氏
を
名

法
印

『
秘
方

八
剤
』

浄
秀
Ｉ
浄
孝
Ｉ

の
次
子
（
浄
快
の
養
治
部
卿
、
法

の
吉
田
子
）
印

お
乗
る
後
花
園
帝
の
『
揖
仙
方
」

侍
医

刀
二
十
宮
内
卿
、
法

印

、
、
、
、

ｌ
浄
慶
‐

（
浄
願

子
）

治
部
卿

印永
禄
の

名
護
屋

赴
く
、

没
後
家

仕
う

慶
長
十

没
、
六

ｌ
允
能

家
伝
七
十
二

方
を
集
め

『
琉
璃
壷
』

を
著
す

、
泳
醇
菫
琴

『
鴻
宝
秘
要

、抄
」
応
永
十

八
年
一
四
一

の
役
に

屋
陣
に

、
秀
吉

家
康
に

忠
の
養

卿
、
法

六
一
才
（
秦
宗
巴
の
養
子
）

｜’
一 九

才年

’
徳
隣 浄

珍
ｌ
浄
元
Ｉ
浄
友
Ｉ
浄
仙

法
印
江
戸
に
移
り
『
享
金
方
』

禁
裏
、
家
康
家
光
に
仕
え

泳
秘
琶
年
没
子
孫
姓
を
吉、

田
と
改
む

『
経
験
奇
効

方
』浄

喜
ｌ
浄
運

宮
内
卿
、
法
明
応
．

印
治
鄙

義
尚
を
治
す
印

『
直
済
方
』
司
靜
一

明
応
中
赴
明

治
部
卿
、
法

印

、
、
、
、

『
続
添
鴻
宝

、
、
、

秘
要
抄
』
八

巻
永
正
五
年

一
五
○
八

『
遇
仙
方
』

八
巻

『
新
椅
方
』

舟
一
巻

（
没
年
未
詳
）

’
’

正
親
帝
、
足

利
氏
に
仕
う

宮
内
卿
、
法

印
『
家
秘
小
峻

紙
』

永
禄
八
年

一
五
六
五
没

五
五
才

浄
忠

浄
見
Ｉ
浄
盛

大
永
、
天
文

の
間
禁
内
に

入
る
、
法
印

、
、
、
、

『
増
損
秘
要

、
、
、

附
益
抄
』
五

冊

（
以
下
略
）
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坂
氏
系
譜
（
前
出
）

付
浄
秀
・
浄
運
の
後
援
大
名
山
名
氏

室
町
足
利
幕
府
は
封
建
大
名
に
よ
る
守
護
職
政
治
で
、
浄
秀
の
『
鴻
宝
秘
要
抄
』
、
浄
運
の
『
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
』
も
、
因
州
太
守
山
名
氏

の
三
顧
の
礼
を
以
て
す
る
委
嘱
命
令
に
よ
る
こ
と
は
、
こ
の
害
の
両
序
に
よ
っ
て
察
知
さ
れ
る
。
山
名
氏
の
主
要
領
地
は
因
幡
で
あ
る
が
、

明
徳
の
乱
（
一
三
九
○
）
の
前
で
は
山
陰
山
陽
十
一
ヶ
国
、
全
国
六
十
六
ヶ
国
の
六
分
の
一
を
領
し
た
当
時
の
最
強
豪
の
武
将
で
あ
っ
た
。
こ

ト
キ
ヒ
ロ

の
両
書
が
編
ま
れ
た
時
の
太
守
山
名
氏
は
誰
か
。
浄
秀
の
時
は
、
山
名
時
熈
（
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
ｌ
永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
、
四
職
の
一
人
、

続
添
鴻
宝
秘
要
抄
之
序

夫
済
世
利
物
者
深
仁
之
用
心
也
抜
苦
与
楽
者
至
人
本
懐
也
害
因
州
太
守
理
身
治
国
之
余
欲
救
万
民
之
摸
而
博
求
方
術
慈
恵
其
至

哉
孫
思
通
有
謂
上
医
治
国
中
医
治
人
下
医
治
病
是
信
言
之
乎
頃
太
守
召
予
日
古
今
方
書
雛
多
効
験
者
少
願
近
世
撰
其
有
験
者

為
編
与
焉
対
日
指
帰
取
要
聖
賢
之
事
也
豈
其
窺
名
医
藩
離
乎
予
其
不
能
也
是
故
雌
固
辞
受
三
顧
之
命
而
不
得
已
遂
本
干
祖
父
浄
秀

之
所
撰
鴻
宝
秘
要
抄
続
添
則
名
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
而
献
之
芙
昔
宋
荘
文
正
公
七
歳
而
謁
霊
祠
日
達
則
願
為
賢
相
窮
則
願
為
良
医
差

其
不
以
功
名
以
為
補
世
恵
民
而
不
以
窮
達
異
其
心
也
公
慈
心
之
余
志
文
正
之
所
志
学
文
正
之
所
学
而
軽
車
馳
馬
推
好
貧
之
胆
励

仁
恕
之
心
而
欲
救
蕊
民
苦
鳴
呼
謹
哉
公
以
祖
諮
之
語
故
（
釈
文
章
縦
有
異
同
不
足
傷
風
教
至
於
渇
薬
少
不
達
則
後
人
受
弊
）
欲
自
済
和
也

予
日
公
執
国
柄
繁
多
於
事
也
願
使
侍
臣
修
合
者
可
歎
公
許
諾
焉
価
以
為
令
簡
易
則
以
漢
字
為
和
字
謹
上

吉
永
正
五
年
戊
辰
五
月
日
法
印
浄
運
敬
誌

（
図
二
を
見
よ
）

第
二
節

第
三
節
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ム
ネ
ト
ロ

和
歌
を
好
承
『
新
続
古
今
集
』
の
作
者
の
一
人
）
と
認
め
ら
れ
、
浄
運
の
時
は
、
政
豊
（
文
亀
二
年
（
一
五
○
二
）
没
）
の
次
代
を
継
い
だ
致
豊
（
義

植
に
仕
え
但
馬
・
因
幡
の
守
護
、
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
没
六
九
才
）
と
定
め
ら
れ
る
。
後
、
山
名
氏
は
徳
川
家
康
に
仕
え
江
戸
幕
府
で
は
交
代
寄

合
と
し
て
封
地
の
但
馬
村
岡
に
居
り
、
連
綿
と
続
き
、
明
治
元
年
諸
侯
の
列
に
加
え
ら
れ
た
。

巻
之
二
傷
寒
門
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
付
論
と
し
て
第
八
節
に
て
特
記
す
る
）

李
子
建
十
勧
、
陽
証
体
、
弁
表
裡
法
、
三
陽
、
三
陰
、
傷
寒
陽
証
、
潮
熱
、
譜
語
、
発
狂
、
結
胸
、
発
黄
、
下
痢
、
頭
痛
、
自
汗
、
腹

鴻
宝
序
、
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
之
序
（
枚
数
各
一
丁
）

続
添
鴻
宝
秘
要
抄
総
目
録
（
枚
数
一
丁
）

巻
之
一
豚
訣
（
注
、
診
豚
法
は
察
病
の
第
一
の
指
南
で
あ
る
。
こ
の
「
豚
訣
」
は
流
布
本
と
同
類
と
思
わ
れ
る
）

三
部
九
候
之
法
、
九
道
豚
、
八
裏
豚
形
、
七
表
豚
、
七
種
死
豚
、
浮
沈
遅
数
之
四
豚
、
六
部
之
豚
、
諸
病
生
死
豚
、
四
季
之
平
豚
、
五
蔵

平
豚
、
暴
病
豚
、
病
在
於
内
外
豚
法
、
観
人
之
形
性
肺
、
邪
気
豚
、
人
迎
気
口
肺
、
大
渓
衝
陽
豚
、
婦
人
平
豚
井
病
豚
、
弁
胎
、
臨
産

豚
、
産
後
豚
、
小
児
肱
井
虎
口
紋
、
新
入
傷
寒
之
豚
法
。
新
入
豚
取
七
之
法
、
新
入
五
邪
之
肱
、
（
以
上
枚
数
五
二
丁
、
図
入
）
、
（
「
新
入
」
と
あ

る
条
は
『
秘
要
抄
』
に
な
い
）
、
療
病
之
法
、
（
枚
数
二
丁
）
、
（
私
注
、
こ
の
療
病
之
法
の
条
に
お
い
て
、
ソ
レ
病
ヲ
治
ス
ル
コ
ト
舟
ヲ
ア
ャ
ッ
ル
ヵ
如

シ
、
と
云
い
、
中
風
・
腹
痛
・
積
聚
・
中
気
・
痢
病
・
淋
病
・
水
腫
・
羅
疽
・
治
病
有
初
中
後
、
と
項
文
を
設
け
、
治
法
の
主
要
点
を
説
く
）
。

『
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
』
八
巻
八
冊
全
内
容
目
次
（
私
蔵
本
に
拠
る
）

（
本
文
は
漢
字
と
片
仮
名
、
毎
一
頁
十
二
行
二
十
数
字
、
紙
数
は
各
巻
尾
毎
に
示
す
）

シ
、
ル
ー
ニ
云
い

第
二
冊

第
一
冊

第
四
節
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巻
之
四
。
消
渇
、
大
便
秘
結
、
小
便
不
通
、
脹
満
、
水
腫
、
頭
痛
、
積
聚
、
職
蝮
、
諸
虚
、
労
療
、
赤
白
濁
、
掴
冷
、
積
熱
、
淋
病
、
痴

滴
、
黄
疸
、
痔
漏
、
便
毒
、
懸
擁
、
下
血
、
吐
血
酎
皿
血
、
付
雑
治
。
（
枚
数
六
○
丁
）

巻
之
五
。
窪
乱
、
嘔
吐
、
§
泄
潟
、
痢
病
、
疾
飲
、
咳
逆
、
喉
蝉
喉
風
、
遺
尿
失
禁
、
脱
肛
、
陰
癩
諸
虫
付
戸
症
、
自
汗
、
脾
胃
、
鬚
髪
、
中

毒
、
健
忘
、
救
急
、
骨
順
、
折
傷
、
諸
風
併
癬
、
癖
疽
瘡
癌
、
破
傷
風
、
腎
治
、
音
色
、
腋
気
、
付
雑
治
。
（
枚
数
五
三
丁
）

巻
之
三
。
中
風
、
咳
嗽
、
喘
息
、
癩
病
、
蝉
病
、
諸
気
、
中
気
、
腰
痛
、
油
気
、
眩
量
、
腹
痛
、
翻
胃
甜
雁
底
、
心
痛
蹄
羅
痛
、
眼
目
、
口

舌
、
唇
、
歯
、
耳
、
鼻
、
脇
痛
、
宿
食
。
（
枚
数
五
三
丁
）

巻
之
六
婦
人
之
門

通
治
、
血
分
水
分
腫
満
、
月
水
不
止
、
心
腹
痛
井
血
塊
、
血
塊
腹
痛
、
陰
挺
出
脱
、
陰
中
生
瘡
、
陰
中
腫
、
陰
痒
、
婦
人
交
接
之
時
血

出
、
陰
冷
、
求
子
門
、
安
胎
門
、
堕
胎
門
、
姫
娠
諸
病
、
悪
阻
、
腹
痛
子
煩
、
泄
穗
下
痢
、
孕
婦
薬
忌
歌
、
姫
娠
大
小
便
不
通
、
妊
娠
傷

寒
、
妊
娠
瘡
、
妊
娠
髻
乱
、
妊
娠
損
胎
、
坐
月
、
体
玄
子
借
地
法
、
産
婦
歳
、
向
吉
方
、
不
向
方
、
悪
月
、
断
産
薬
、
臨
産
之
門
、
難
産
子
死

痛
、
労
復
、
湿
病
、
風
湿
、
風
温
、
温
毒
付
発
斑
、
傷
寒
見
風
、
傷
風
見
寒
、
熱
病
、
暑
、
剛
痛
柔
痙
、
痛
満
、
小
便
不
通
、
小
便
数
、

嘔
逆
、
壊
傷
寒
、
百
合
傷
寒
、
咳
嗽
、
咳
逆
、
喘
、
口
燥
咽
乾
、
渇
、
多
眠
、
不
眠
、
傷
風
、
陰
証
傷
寒
、
傷
寒
通
治
、
食
積
、
虚
煩
、

脚
気
、
疾
証
。
（
枚
数
五
五
丁
）

滴
、
黄
疸
、

第
五
冊

脚
気
、
疾

耀
病
門

風
耀
、
暑

第
三
冊

第
四
冊

第
六
冊 暑

耀
、
食
擢
、
潭
痘
、
寒
耀
、
久
耀
、
気
痩
、
疾
疲
、
労
瘻
、
裁
薬
、
瘤
痢
、
通
治
。
（
枚
数
十
丁
）
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巻
之
八
薬
性
論

巻
之
七
小
児
門

拭
穣
法
、
刺
泡
、
奇
方
、
吐
乳
吐
逆
、
語
遅
、
喋
風
、
不
乳
、
腫
満
、
変
蒸
、
疾
飲
、
解
頗
、
手
拳
不
展
足
拳
不
展
、
行
遅
、
亀
胸
亀

背
、
髪
不
生
、
歯
不
出
、
諸
瘡
、
脱
肛
、
痢
疾
、
吐
潟
、
瘤
毒
、
卒
暴
、
陰
腫
、
痘
瘡
発
表
、
熱
証
、
大
便
不
通
、
目
入
、
喉
痛
、
虚
証
、
通

治
、
驚
風
急
驚
風
、
慢
驚
風
、
諸
婿
、
虫
積
聚
、
夜
啼
、
重
舌
木
舌
付
口
瘡
不
乳
、
諸
熱
、
傷
寒
、
傷
風
、
腹
痛
、
疾
嗽
。
（
枚
数
二
七
丁
）

玉
石
之
部
凡
三
十
、
草
之
部
凡
百
三
十
二
、
木
之
部
凡
五
十
六
、
人
之
部
凡
四
、
禽
獣
之
部
凡
二
十
五
、
墨
魚
之
部
凡
四
十
七
、
菓
之
部
凡
二
十

六
、
米
穀
之
部
凡
十
五
、
菜
之
部
凡
三
十
七
。
（
枚
数
三
三
丁
）

禁
好
物
。
傷
寒
瘡
及
熱
証
病
之
好
物
、
前
証
ノ
禁
物
、
痢
病
泄
潟
熱
証
ノ
好
物
、
痢
病
泄
潟
虚
冷
ノ
好
物
、
諸
病
虚
寒
好
物
、
諸
病
虚
寒

禁
物
、
傷
風
傷
湿
不
冷
不
熱
証
之
好
物
、
諸
薬
諸
病
通
用
禁
物
。
（
枚
数
三
丁
）

灸
経
。
穴
名
図
（
二
面
）
、
瞼
名
凡
四
十
四
、
長
病
日
、
日
人
神
、
六
十
日
神
、
愈
灸
薬
。
（
枚
数
六
丁
）

養
性
之
法
、
禁
忌
ノ
事
。
房
事
禁
日
。
（
枚
数
五
丁
）

痛
及
一
切

第
七
冊

腹
中
、
産
後
胞
衣
不
下
、
産
後
血
量
、
妬
乳
、
産
後
狂
語
、
産
後
悪
露
不
下
、
産
後
不
語
、
産
後
喘
息
、
産
後
崩
血
、
産
後
虚
汗
不
止
、

産
後
遍
身
疹
痛
、
産
後
中
風
、
産
後
腰
捕
、
産
後
腹
痛
泄
潟
、
産
後
痢
病
、
産
後
小
便
数
或
血
川
、
産
後
虚
扇
井
虚
労
、
蕊
労
、
産
後
心

痛
及
一
切
血
気
心
腹
痛
、
産
後
大
小
便
不
通
、
産
後
嘔
吐
嘔
逆
、
産
後
浮
腫
、
産
後
傷
寒
、
産
後
頭
痛
。
（
枚
数
六
○
丁
）

・
驚
風

第
八
冊

（
注
、
「
薬
性
論
」
は
唐
初
の
頚
立
言
の
撰
に
発
す
る
と
云
、

「
薬
性
論
」
は
坂
氏
の
和
文
訳
解
）

変
遷
を
重
ね
て
い
る
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
薬
性
と
薬
効
を
列
述
し
た
も
の
、
こ
の

（
以
上
）
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付
内
容
小
考
、
内
科
の
改
新

室
町
時
代
の
坂
氏
は
、
半
井
（
和
気
・
丹
波
）
氏
・
竹
田
氏
と
肩
を
列
く
る
医
の
名
門
で
あ
る
。
累
代
宮
廷
医
で
幕
府
並
に
実
力
諸
大
名
の

御
用
医
師
で
あ
り
、
本
道
医
、
内
科
医
で
あ
る
。
坂
氏
一
門
に
は
著
述
が
多
く
、
薬
医
、
学
医
と
し
て
卓
越
し
て
い
る
（
こ
れ
は
前
掲
の
「
系
譜
」

を
見
ら
れ
た
し
）
。
就
中
『
続
添
鴻
宝
』
は
、
当
代
医
学
の
第
一
と
認
め
ら
れ
、
永
く
江
戸
初
期
ま
で
用
い
ら
れ
た
。
本
書
の
構
成
は
、
初
め
に

診
豚
法
を
掲
げ
、
総
療
病
方
針
を
示
し
、
分
類
さ
れ
た
諸
病
名
に
つ
い
て
は
一
食
そ
の
症
状
を
説
明
し
、
こ
れ
に
対
し
て
処
方
例
を
列
載
す

る
。
こ
の
処
方
が
主
体
で
は
あ
る
が
、
各
処
方
に
付
し
て
更
に
そ
れ
に
効
あ
る
症
状
を
述
べ
、
薬
名
と
薬
量
を
詳
記
す
る
。
全
構
成
は
整
然
と

ル
ネ
サ
ン
ス

室
町
時
代
は
あ
ら
ゆ
る
学
問
芸
術
の
革
新
期
で
あ
り
、
戦
乱
は
頻
発
し
世
相
は
騒
然
と
し
て
い
た
が
、
対
外
交
易
は
繁
く
、
新
し
い
文
化
が

興
っ
た
。
医
学
に
お
い
て
も
大
き
い
革
新
が
あ
り
、
金
創
科
（
外
科
、
こ
れ
は
特
に
発
達
す
る
）
、
眼
科
、
産
婦
人
科
、
口
歯
科
と
専
門
分
化
さ
れ

た
。
医
家
の
赴
明
淋
学
が
多
く
、
南
蛮
医
学
の
輸
入
も
後
期
に
あ
っ
た
。
内
科
に
も
勿
論
改
新
が
見
ら
れ
、
『
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
』
こ
そ
、
こ

れ
の
代
表
と
見
な
さ
れ
る
。
因
に
浄
運
に
次
ぐ
史
上
に
の
ぼ
る
医
家
は
、
明
後
期
の
李
朱
医
学
の
導
入
に
よ
る
田
代
三
喜
、
曲
直
瀬
道
三
で
あ

り
、
こ
れ
は
安
土
桃
山
期
に
入
る
の
で
あ
る
。

る
。
こ
の
知

し
て
い
る
。

（
）
内
は
参
考
ま
で
の
私
注

鴻
宝
（
浄
秀
の
原
文
か
）
、
局
方
（
宋
・
元
）
、
得
効
方
（
元
）
、
大
全
（
医
書
大
全
か
）
、
宣
明
方
（
金
の
劉
氏
）
、

（
宋
）
、
袖
珍
方
（
明
初
）
、
病
源
論
（
階
）
、
全
書
（
？
）
、
済
生
後
集
（
元
）
、
捷
径
方
（
？
）
、
易
簡
方
（
南
宋
）
、

（
南
宋
）
、
指
迷
方
（
宋
）
、
玉
機
微
義
（
明
初
）
、
直
指
方
（
南
宋
）
、
巽
寿
方
（
？
）
、
寿
嬰
集
（
明
初
）
、
本
草
（

『
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
』
の
引
用
寿

（
）
内
は
参
考
ま
で
の
私
注

第
五
節

の
引
用
害

総
録
（
聖
済
総
録
か
）
、
聖
恵
方

一
、
婦
人
方
（
南
宋
）
、
幼
を
新
書

（
宋
）
、
三
因
方
（
南
宋
）
、
集
験
潅
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（
注
、
こ
の
書
の
末
に
「
秘
要
抄
巻
之
こ
と
だ
け
記
し
、
『
続
添
』
本
に
あ
る
「
新
入
」
な
る
条
項
も
欠
い
て
い
る
）

右
書
は
、
そ
の
書
体
、
内
容
か
ら
推
し
て
、
浄
秀
の
『
秘
要
抄
』
の
零
本
、
そ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
因
に
「
秘
要
抄
』
の

伝
わ
る
も
の
あ
る
を
聞
か
な
い
。
完
本
が
若
し
出
現
し
た
な
ら
ば
、
『
続
添
』
と
比
考
し
得
て
知
見
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、
現
在
は
以
上

で
止
め
る
。
な
お
推
考
す
る
に
、
巻
之
二
の
「
傷
寒
門
」
も
『
続
添
』
と
同
じ
く
そ
れ
は
疎
と
錐
も
一
門
を
形
成
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
更
に
、
考
え
を
延
ば
せ
ば
、
浄
秀
の
『
鴻
宝
秘
要
抄
』
（
一
四
二
）
は
曽
孫
の
浄
運
に
て
『
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
』
（
一
五
○
八
）
と

な
り
、
そ
し
て
浄
運
の
第
一
子
の
浄
見
に
よ
っ
て
増
損
し
付
益
さ
れ
、
〃
『
増
損
秘
要
附
益
抄
』
（
富
士
川
本
と
し
て
現
存
す
、
五
冊
、
次
節
を
見
よ
）

が
作
ら
れ
た
と
系
列
を
辿
り
う
る
の
で
あ
る
。
私
は
浄
見
の
『
増
損
付
益
』
本
を
老
躯
で
披
見
の
機
を
持
た
な
い
が
、
右
の
一
菫
巨
を
机
上
に
並

私
蔵
本
浄
秀
の
『
鴻
宝
秘
要
抄
』
に
つ
い
て

巻
之
一
零
本
（
枚
数
一
三
丁
、
序
文
を
欠
く
）
、
内
容
は
首
に
目
録
、
寸
関
尺
の
両
手
の
図
、
二
一
部
九
候
之
法
、
七
表
豚
形
（
図
示
）
、
八
裏
豚
形

（
図
示
）
、
九
道
脈
形
（
図
示
）
、
七
種
死
豚
（
図
示
）
、
盧
山
劉
開
以
浮
沈
遅
数
之
四
豚
、
六
部
豚
（
心
・
肝
・
腎
・
肺
・
脾
・
命
）
、
諸
価
生
死
豚
、

四
季
之
平
肱
、
暴
病
豚
、
病
在
内
外
豚
法
、
観
人
之
形
性
肱
、
邪
気
之
肱
、
人
迎
気
口
肱
、
大
渓
衝
陽
肱
、
婦
人
平
豚
井
病
豚
、
弁
胎
、
臨
産

豚
形
、
産
後
豚
形
、
小
児
豚
状
、
小
児
虎
口
紋
（
図
入
）
、
療
病
之
法
、
中
風
治
療
之
法
、
中
風
晄
惚
治
法
、
中
風
骨
節
痙
痛
、
腹
痛
治
法
、
積

聚
、
中
気
之
治
法
、
痢
病
之
治
法
、
淋
病
之
治
法
、
水
腫
之
治
法
、
感
疽
之
治
法
、
治
病
有
初
中
後
。
（
以
上
）

寮
方
（
？
）
、
楊
氏
家
蔵
方
（
宋
）
、
奇
効
良
方
（
元
）
、
等
．

総
て
ぷ
な
明
初
期
ま
で
の
医
書
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
医
書
は
注
記
の
形
で
欄
上
及
び
本
文
中
に
散
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
疎
で

あ
る
。
傷
寒
諭
書
の
注
記
は
な
い
が
、
こ
の
書
の
「
傷
寒
門
」
に
つ
い
て
は
、
第
八
節
に
て
別
文
を
草
し
検
討
を
加
え
る
。

秘
要
抄
巻
之
一
（
図
三
を
見
よ
）

第
六
節
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現
存
す
る
『
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
』
及
び
関
連
書
の
目
録
（
私
調
書
）

○
富
士
川
『
日
本
医
学
史
』
「
室
町
時
代
医
書
目
録
」
中
の
坂
氏
著
述

（
撰
者
）
（
撰
出
年
代
）
（
巻
数
）

＊
秘
方
二
十
八
剤
坂
浄
快
Ｉ
Ｉ
（
坂
氏
系
譜
所
載
）

鴻
宝
秘
要
抄
坂
浄
秀
Ｉ
ｌ
（
同
前
）

＊
揖
仙
方
坂
浄
孝
Ｉ
ｌ
（
同
前
）

＊
直
済
方
坂
浄
喜
Ｉ
ｌ
（
同
前
）

＊
新
椅
方
坂
浄
運
Ｉ
三
一
（
同
前
）

＊
遇
仙
方
坂
浄
運
Ｉ
八
（
同
前
）

続
添
鴻
宝
秘
要
紗
坂
浄
運
永
正
五
年
八

増
損
附
益
紗
坂
浄
見
Ｉ
五
（
注
、
富
士
川
本
・
京
大
図
書
館
本
あ
り
）

鵜
家
秘
小
隻
紙
坂
浄
忠
Ｉ
ｌ
（
坂
氏
系
譜
所
載
）

＊
達
源
方
坂
浄
勝
Ｉ
ｌ
（
同
前
）

鵜
経
験
奇
効
方
坂
浄
元
Ｉ
ｌ
（
同
前
）

＊
亨
金
方
坂
浄
友
Ｉ
ｌ
（
同
前
）

（
以
上
は
『
寛
政
重
修
家
譜
』
第
三
に
も
見
ゆ
、
＊
は
供
存
未
明
）

ベ
比
考
し
た
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
は
自
ず
か
ら
解
明
し
得
ら
れ
る
と
思
う
。
考
古
篤
志
家
の
研
究
を
切
に
待
つ
。

第
七
節
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○
富
士
川
本
目
録
（
京
都
大
学
）

『
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
』
巻

同
、
巻
五
、
零
本
。
同
、
券

付
、
『
増
損
秘
要
附
益
抄
』

○
京
都
大
学
図
書
館
本

付
、
『
増
損
邦

○
三
木
私
蔵
本

○
中
尾
書
店
蔵
本

『
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
』
八
巻
一

○
乾
々
斎
本
（
武
田
科
学
振
興
財
団
）

同
上
、
十
冊
、
新
写
本
。
同
、
一

八
巻
十
冊
、
坂
浄
運
、
永
正
五
年
の
序
の
末
に
「
浄
忠
」
の
花
押
が
あ
る
。
浄
忠
は
浄
運
の
二
男
。
家
蔵
本
。
『
鴻
宝
』
原
序
、
『
続
添
』

序
あ
り
。
序
漢
文
、
本
文
漢
字
日
本
文
交
り
。
こ
れ
現
存
本
中
、
由
緒
正
し
き
最
良
本
で
あ
る
。

付
、
『
増
損
秘
要
附
益
抄
』
五
冊
、
坂
浄
見
撰
、
「
浄
友
」
「
盛
方
院
」
の
印
あ
り
。
坂
氏
家
蔵
本
。

『
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
』
八
巻
八
冊
、
坂
浄
運
撰
、
室
町
中
期
写
、
「
賀
茂
県
主
」
「
氏
応
」
と
「
不
出
間
不
借
人
」
「
備
前
河
本
子
恭
家

蔵
記
」
「
河
本
侭
印
」
の
蔵
書
印
記
が
あ
り
。
『
鴻
宝
秘
要
抄
』
の
序
ｌ
応
永
十
八
年
と
『
続
添
』
の
序
ｌ
永
正
五
年
を
巻
首
に
載
す
。
京

大
本
に
次
ぐ
良
本
と
思
わ
れ
る
。

「
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
抜
書
』
横
一
冊
、
江
戸
初
期
写
（
『
続
添
』
本
の
処
方
の
小
抜
書
で
あ
る
。
民
間
用
本
、
抜
き
書
は
全
巻
Ｅ
日
一
る
・
）

『
鴻
宝
秘
要
抄
」
巻
之
一
豚
訣
、
一
冊
、
零
本
な
れ
ど
、
曽
祖
父
坂
浄
秀
撰
な
る
こ
と
『
増
添
』
と
対
比
検
討
し
て
然
る
と
推
定
さ
れ

る
。
字
形
も
浄
忠
本
の
『
続
添
』
よ
り
古
い
。

巻
一
’
八
、
一
○
冊
僧
・
浄
連
写
、
和
大
（
注
、
奈
須
玄
出
が
筆
写
校
正
せ
る
も
の
）

巻
七
、
零
本
。

』
五
冊
、
（
写
、
和
大
）

八
巻
二
冊
（
小
形
）
、
古
汚
褐
色
化
す
。
室
町
中
期
写
、
浄
運
の
序
あ
り
。

零
本
一
冊
、
室
町
期
写
。
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同
、
巻
之
二
、
一
冊
。
巻
之
四
、
一
冊
。
巻
之
五
、
一
冊
。
巻
之
七
、
一
冊
。
（
以
上
私
の
調
査
）

○
岩
波
書
店
『
国
書
総
目
録
』
中
の
『
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
』
の
所
蔵
者
名
（
現
存
本
）

内
閣
（
二
一
冊
）
。
宮
内
聿
巨
（
欠
本
七
冊
）
（
巻
三
・
四
・
五
・
七
・
八
、
五
冊
）
。
東
博
（
八
冊
）
。
京
大
富
士
川
（
一
○
冊
）
、
（
巻
五
・
七
、
二
冊
）
。
東
大

顎
軒
（
八
冊
）
。
大
阪
府
石
崎
（
巻
五
・
八
、
二
冊
）
。
岩
瀬
（
二
一
冊
）
。
乾
々
現
在
武
田
（
一
○
冊
）
、
（
零
本
一
冊
）
。
無
窮
神
習
（
天
正
十
二
一
年
写
一
冊
）
、

（
五
冊
）
、
（
一
冊
）
。
天
理
（
巻
一
、
室
町
末
期
写
一
冊
）
。
陽
明
（
巻
一
、
一
冊
）
。
旧
彰
考
（
八
冊
）
。

○
石
原
明
氏
蔵
本

同
（
巻
之
一
）

○
宗
田
一
氏
蔵
本

○
東
洋
文
庫
本
（
旧
藤
井
尚
久
氏
蔵
）

「
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
肱
訣
」
零
本
一
冊
（
寛
文
十
三
年
深
見
喜
基
写
し
）

同
、
八
冊
、
大

○
前
田
尊
敬
閣
本

同
、
八
冊
、
室

○
岩
瀬
文
庫
本

同
、
三
冊
、
写
、
叩

○
宮
内
庁
書
陵
部
本

同
、
八
冊
、
大
本
、

『
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
』
巻
之
二
「
傷
寒
門
」

第
八
節 室

町
古
紗
。

豚
訣
、
写
。
巻
之
二
、
写
。
婦
人
門
、
写
、
欠
。

法
印
浄
運

室
町
期
写
。
良
本
と
云
○

（
永
正
五
年
）
、
欠
本
。

1
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Ａ
、
浄
運
の
「
傷
寒
門
」

浄
運
の
「
傷
寒
門
」
は
重
視
せ
ら
れ
、
こ
れ
は
曽
祖
父
の
浄
秀
か
ら
の
伝
え
と
思
わ
れ
る
が
、
傷
寒
論
学
者
の
注
視
の
的
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
事
に
つ
き
、
『
日
本
医
学
史
」
で
は
「
寛
永
系
図
伝
」
「
坂
氏
系
譜
」
を
引
い
て
、
「
明
応
中
明
二
赴
キ
、
張
仲
景
ノ
方
術

ヲ
伝
へ
、
本
朝
二
帰
り
、
ソ
ノ
名
益
点
顕
ハ
ル
」
と
記
し
、
さ
ら
に
永
田
徳
本
の
条
に
て
、
「
然
シ
ソ
ノ
論
説
〈
広
ク
世
二
行
ハ
ル
ル
ニ
至
ラ

ズ
、
徳
本
二
至
リ
テ
、
仲
景
ノ
学
説
ヲ
実
践
シ
テ
時
諭
二
拘
ラ
ズ
傷
寒
論
ノ
方
則
〈
、
コ
コ
ニ
始
メ
テ
我
ガ
邦
二
行
〈
ル
ル
ニ
ィ
タ
リ
、
自
家

ノ
ー
流
派
ヲ
ナ
シ
タ
リ
」
、
云
々
と
述
ぶ
。
こ
れ
に
つ
い
て
一
考
を
加
う
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
、
と
私
は
思
う
。

曽
祖
父
浄
秀
の
『
秘
要
抄
』
に
は
「
傷
寒
門
」
が
勿
論
収
め
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
快
聿
自
で
あ
る
か
ら
『
続
添
』
本
に
つ
い
て

精
査
を
加
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
浄
運
の
「
傷
寒
門
」
に
つ
い
て
の
遂
次
的
解
釈
は
、
本
稿
で
は
省
き
、
そ
の
大
要
は
前
出
第
四

節
「
傷
寒
門
」
の
内
容
目
次
の
部
と
次
出
Ｂ
項
の
「
仲
景
傷
寒
論
私
考
」
と
を
参
考
さ
れ
た
し
。

浄
運
の
「
傷
寒
門
」
の
内
容
の
組
立
て
は
、
勿
論
傷
寒
論
を
骨
子
と
し
て
は
い
る
が
、
冒
頭
に
「
李
子
建
傷
寒
十
勧
」
を
掲
げ
て
治
法
指
針

と
し
、
こ
れ
に
当
時
ま
で
将
来
さ
れ
て
い
た
宋
代
の
傷
寒
諭
書
を
参
考
と
し
、
換
骨
脱
胎
し
一
門
を
作
成
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

室
町
時
代
（
一
三
三
ハ
ー
一
五
七
二
一
）
は
、
応
仁
文
明
な
ど
の
乱
が
あ
り
、
戦
役
に
明
け
暮
れ
し
、
疫
病
の
流
行
、
磯
鐘
の
頻
発
は
史
上
に
記

録
さ
れ
る
。
し
か
し
一
面
、
群
雄
割
拠
・
商
業
の
発
達
に
よ
る
地
方
文
化
の
勃
興
も
あ
っ
た
。
浄
運
は
、
武
将
守
護
大
名
山
名
氏
の
行
政
・
歴

戦
を
意
識
し
て
か
（
浄
運
の
序
に
も
見
え
る
）
、
彼
は
本
道
医
と
し
て
、
「
傷
寒
」
（
そ
の
概
念
は
Ｃ
で
後
出
）
を
重
視
し
、
彼
の
入
明
し
て
学
び
得

た
新
知
識
を
合
わ
せ
纒
め
特
筆
し
た
も
の
と
も
、
考
え
ら
れ
る
。

「
傷
寒
門
」
本
文
各
条
に
間
々
坂
氏
一
門
の
治
験
例
が
見
ら
れ
る
。
高
僧
知
識
の
も
の
も
あ
る
が
勝
定
院
足
利
義
持
の
傷
寒
病
の
各
証
の
治

例
四
つ
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
祖
の
士
仏
・
起
宗
・
允
能
、
浄
秀
時
の
記
録
で
あ
ろ
う
が
、
応
永
廿
七
年
な
ど
の
記
も
あ
る
か
ら
（
版

四
）
、
『
続
添
』
撰
時
の
添
入
と
解
さ
れ
る
。

「
傷
寒
」
史
考
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Ｂ
、
張
仲
景
の
『
傷
寒
論
』
に
つ
い
て
の
私
考

「
傷
寒
」
な
る
字
は
、
夙
に
『
素
問
』
に
見
え
、
仲
景
に
至
り
て
後
漢
末
期
彼
の
在
世
中
に
大
流
行
を
繰
返
え
し
た
疫
病
ｌ
熱
性
病
に
対
し

て
「
傷
寒
」
と
し
、
『
傷
寒
論
』
を
著
わ
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
「
傷
寒
」
を
理
解
し
治
療
す
る
上
に
、
陰
・
陽
・
寒
・
熱
・
表
・
裏
・

虚
・
実
の
八
証
を
基
礎
と
し
て
病
状
の
異
同
を
弁
じ
、
特
に
陽
と
陰
と
を
以
て
相
互
関
係
を
六
つ
の
病
位
病
証
に
分
か
ち
、
三
陽
（
太
陽
病
・

陽
明
病
・
少
陽
病
）
、
三
陰
（
太
陰
病
・
少
陰
病
・
臓
陰
病
）
と
し
、
こ
れ
ら
病
位
病
証
日
次
と
そ
の
時
に
現
わ
れ
る
肺
の
性
状
（
泳
法
は
診
法
の
第

一
で
、
仲
景
の
特
に
重
ん
ず
る
と
こ
ろ
）
と
を
以
て
考
え
、
各
人
に
つ
き
そ
の
傷
寒
病
を
察
診
し
、
治
療
を
行
な
う
。
し
か
し
て
こ
の
全
病
症
経

過
中
に
発
生
す
る
潮
熱
、
煩
熱
、
寒
熱
往
来
、
頭
痛
、
煩
燥
、
譜
語
、
煩
乱
、
捕
搦
、
発
狂
、
発
斑
、
発
黄
、
口
舌
生
瘡
、
煩
渇
、
結
胸
、
不

食
、
腹
痛
、
嘔
逆
、
咳
嗽
、
喘
疾
、
下
痢
、
小
便
渋
、
自
汗
、
不
眠
、
等
に
つ
い
て
は
対
症
適
薬
方
剤
（
汗
剤
・
吐
剤
・
下
剤
な
ど
の
諸
法
を
含

む
）
を
投
ず
る
。
後
遺
症
状
（
労
復
）
の
余
熱
、
虚
煩
、
淡
症
、
衰
弱
、
脚
気
等
に
も
、
治
療
養
生
法
を
説
く
。
以
上
の
こ
れ
ら
は
特
殊
原
因

療
法
を
内
在
し
実
際
的
な
面
を
多
分
に
有
し
、
歴
来
伝
統
の
医
説
と
は
自
ず
か
ら
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
は
現
代
の
西

方
系
の
一
臨
床
医
、
以
上
は
煩
瓊
で
実
理
性
を
究
め
得
な
い
の
を
遺
憾
と
す
る
。

因
に
、
虚
・
実
と
か
、
表
証
・
半
表
半
裏
証
・
裏
証
と
か
、
三
陽
三
陰
、
の
如
き
証
状
字
句
は
、
仲
景
の
創
始
で
は
な
く
、
『
素
問
』
な
ど

に
も
見
ら
れ
る
。
仲
景
の
主
論
は
風
寒
外
感
説
で
あ
り
、
そ
の
著
『
傷
寒
論
』
に
お
い
て
こ
れ
ら
を
実
際
性
に
則
し
て
適
用
し
、
彼
の
証
候
弁

証
治
病
の
論
説
を
組
立
て
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

Ｃ
、
『
諸
病
源
候
論
』
に
お
け
る
「
傷
寒
」

晴
の
『
病
源
候
論
』
の
巻
七
’
十
に
て
は
、
傷
寒
病
（
こ
れ
は
二
巻
を
占
む
）
、
時
気
病
、
熱
病
、
温
病
、
疫
痩
と
分
け
て
、
そ
の
証
候
を
詳

し
く
説
く
が
、
こ
れ
ら
は
並
べ
て
言
え
ば
無
形
の
高
熱
を
主
徴
と
す
る
七
、
八
日
間
ま
た
十
余
日
間
の
経
過
を
辿
る
伝
染
性
疾
患
で
、
時
気
と

疫
痩
と
は
、
そ
の
流
行
性
の
強
さ
に
よ
っ
て
多
少
差
別
さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
の
間
に
劃
然
た
る
区
別
は
な
く
、
『
病
源
論
』
に
も
「
夫
熱
病

、
、
、
、
、

者
、
皆
傷
寒
之
類
也
」
と
言
う
、
「
傷
寒
」
は
一
つ
の
特
定
の
病
で
な
く
、
流
行
伝
染
性
系
の
熱
病
の
総
称
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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Ｄ
、
宋
代
（
両
宋
金
元
）
に
お
け
る
「
傷
寒
」

宋
代
に
至
っ
て
伝
染
病
の
知
識
は
進
歩
し
た
。
傷
寒
諭
書
で
よ
く
用
い
ら
れ
た
も
の
は
、
金
の
成
無
己
の
『
傷
寒
論
註
・
傷
寒
明
理
論
』
、

南
宋
の
許
洪
註
の
『
和
利
局
方
・
指
南
総
論
』
中
の
「
傷
寒
」
、
楊
子
編
の
『
傷
寒
類
書
活
人
総
括
』
、
李
子
建
の
「
傷
寒
十
勧
法
」
な
ど
と
思

わ
れ
、
ふ
な
日
本
に
渡
来
し
て
い
る
。
宋
代
で
は
、
時
疫
の
毒
は
常
の
傷
寒
と
同
じ
で
な
く
、
流
行
性
の
強
い
悪
性
の
も
の
を
傷
寒
時
気
、
傷

寒
疫
癌
或
は
単
に
痛
疫
と
し
て
広
い
「
傷
寒
」
の
群
か
ら
区
別
さ
れ
て
い
る
。

付
、
往
時
の
流
行
伝
染
病
の
三
大
分
類
法
（
私
説
）

疫
病
な
る
も
の
を
、
現
代
的
知
識
を
以
て
史
的
に
解
釈
す
れ
ば
、
こ
れ
は
曽
て
拙
著
の
『
朝
鮮
疾
病
史
』
貢
一
四
・
二
◇
の
私
説
で
示

、
、

、
、

し
た
よ
う
に
、
往
昔
の
疾
疫
を
三
つ
の
群
に
別
け
、
一
を
無
形
の
高
熱
を
主
徴
と
す
る
も
の
、
’
一
を
有
形
ｌ
発
疹
を
主
徴
と
す
る
も
の
、
’
’
一
を

、
、

独
自
に
特
異
の
症
状
を
主
徴
と
す
る
も
の
、
と
大
別
し
た
の
で
あ
る
。
｜
は
、
発
疹
チ
フ
ス
・
発
疹
熱
群
（
こ
れ
は
史
上
甚
だ
多
し
、
流
行
性
感

冒
群
（
こ
れ
も
多
い
、
悪
性
の
も
の
は
世
界
的
流
行
を
起
す
）
、
腸
チ
フ
ス
群
、
ク
ル
ー
・
フ
性
肺
炎
類
、
・
へ
ス
ト
類
で
、
私
は
こ
の
群
を
総
称
し
て
大

、
、

き
く
チ
フ
ス
様
疾
患
群
（
チ
フ
ス
と
は
高
熱
の
た
め
起
こ
る
昏
睡
悦
惚
状
態
の
意
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
よ
り
発
す
と
云
・
癌
疫
な
る
も
の
も
こ
の
範
時
に
入
る
）

と
名
付
け
た
（
因
に
仲
景
の
説
く
発
斑
傷
寒
は
発
疹
チ
フ
ス
群
で
あ
ろ
う
、
発
疹
チ
フ
ス
に
は
発
疹
の
明
白
で
な
い
も
の
も
少
な
く
な
し
。
二
は
、
痘
瘡
、

麻
疹
、
猩
紅
熱
類
で
、
発
疹
が
顕
著
な
も
の
で
あ
る
。
三
は
、
耀
（
各
種
マ
ラ
リ
ア
）
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
赤
痢
（
コ
レ
ラ
は
一
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら

大
流
行
）
の
た
ぐ
い
で
あ
る
。
上
世
の
こ
の
三
大
類
別
が
漸
次
分
か
た
れ
て
、
現
代
の
各
種
各
様
の
流
行
伝
染
病
と
な
る
の
で
あ
る
。
第
二
群

と
第
三
群
と
の
小
別
け
分
類
は
、
第
一
群
よ
り
割
合
早
期
に
見
ら
れ
る
が
、
並
べ
て
言
え
ば
第
一
群
は
、
一
七
’
一
八
世
紀
前
は
東
西
共
に
類

別
は
困
難
で
、
正
確
な
決
定
は
一
九
世
紀
後
半
以
降
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
分
類
以
前
は
文
明
未
然
期
で
、
引
っ
く
る
め
て
単
に
疫
、
疫
病

と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

Ｅ
、
日
本
に
お
け
る
「
傷
寒
」

日
本
医
学
は
、
島
国
の
風
土
恋

島
国
の
風
土
が
加
味
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
陸
医
学
知
識
の
輸
入
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

（74） 466



階
唐
医
学
の
模
倣
著
明
な
『
医
心
方
』
で
は
、
巻
十
四
の
「
傷
寒
証
候
」
第
廿
三
に
傷
寒
、
熱
病
、
温
病
、
時
気
疫
の
名
を
挙
げ
て
い
る

が
、
大
体
こ
れ
ら
は
同
一
種
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
万
安
方
・
頓
医
抄
』
、
『
福
田
方
』
、
は
た
ま
た
『
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
』
に
及
ん
で
も
、

傷
寒
の
類
別
は
多
少
進
展
の
跡
は
あ
る
が
、
同
じ
轍
の
中
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
室
町
時
代
で
は
宋
代
の
傷
寒
論
諸
書
に
依
拠
し
、
安
土
桃
山
時
代
を
経
て
、
江
戸
前
期
ま
で
率
ね
そ
の
説
に
従
っ
て
い
る
の

Ｆ
、
『
続
添
』
後
の
傷
寒
書
の
若
干

ａ
、
『
傷
寒
初
心
紗
』
昭
和
九
年
の
日
本
医
学
会
医
史
展
覧
会
の
そ
の
目
録
に
、
巻
頭
写
真
図
一
葉
を
掲
げ
、
竹
田
定
祐
撰
一
冊
、
京
大

図
書
館
蔵
、
撰
者
自
筆
本
、
奥
書
に
「
右
一
冊
依
初
心
童
豪
懇
望
述
之
外
見
有
憧
不
可
出
右
函
突
大
永
五
年
仲
春
日
法
印
定
祐
謹

選
」
。
大
永
五
年
は
一
五
二
五
年
。
別
に
『
富
士
川
本
目
録
』
に
「
傷
寒
初
心
抄
、
法
印
定
祐
、
写
、
和
小
」
が
見
ら
れ
る
。
本
書
は
傷
寒
論

の
初
心
者
向
き
の
著
で
あ
ろ
う
。
（
注
、
こ
の
両
書
は
同
一
本
か
、
私
は
未
見
、
暫
く
記
録
に
従
う
。
）

竹
田
定
祐
、
月
海
と
号
す
、
法
印
、
大
永
八
年
没
六
九
歳
。
別
の
著
書
に
『
月
海
雑
録
』
（
中
に
永
正
九
年
唐
瘡
梅
毒
発
生
の
記
を
含
む
）
と

『
修
合
三
種
弁
』
（
一
冊
、
永
正
十
二
年
成
）
が
あ
る
。
浄
運
と
略
ぽ
同
時
期
の
人
で
あ
る
。
（
浄
運
の
『
続
添
』
中
に
も
唐
瘡
の
名
称
が
見
え
る
）
。

ｂ
、
『
啓
廸
集
』
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
曲
直
瀬
正
盛
道
三
の
著
、
全
八
巻
。
察
病
弁
治
の
全
書
と
し
て
道
三
流
の
祖
と
な
っ
た
書
、

第
一
巻
は
「
中
風
門
」
と
「
傷
寒
門
」
で
あ
り
、
私
は
精
査
し
う
る
機
を
持
た
な
い
が
、
「
傷
寒
」
の
病
源
の
追
求
ま
で
に
は
及
ん
で
い
な
い

第
一
巻
は
。

よ
う
で
あ
る
。

で
あ
る
。

付
、
『
傷
寒
明
理
論
』
、
一
冊
、
古
活
字
本
、
「
慶
長
十
五
年
玄
朔
在
判
」
の
記
あ
り
、
と
『
古
活
字
版
研
究
資
料
』
に
誌
る
さ
れ
る
（
付

記
、
玄
朔
は
文
禄
丙
申
正
月
に
、
傷
寒
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
肺
潅
ｌ
右
下
葉
ク
ル
ー
。
フ
性
肺
炎
と
私
は
診
定
す
る
病
に
罹
っ
て
い
る
ｌ
『
医
学
天
正
記
』
）
。

考
拠
の
一
助
と
も
な
れ
ば
と
て
掲
げ
る
。

Ｇ
、
『
医
之
弁
」
一
巻
、
永
田
徳
本
述
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以
上
私
は
、
浄
運
の
「
傷
寒
門
」
に
端
を
発
し
、
張
仲
景
の
『
傷
寒
論
』
を
本
と
し
、
区
々
傷
寒
病
に
つ
い
て
述
べ
て
来
た
が
、
明
確
な
疾

ヤ
ブ

病
名
を
与
え
得
な
い
。
仲
景
の
風
寒
外
感
説
に
基
、
、
つ
く
「
寒
」
に
傷
ら
れ
る
も
の
、
か
く
て
「
傷
寒
」
な
る
名
義
を
下
し
た
も
の
で
、
後
世
こ

れ
を
祖
述
し
て
諸
説
紛
々
で
あ
る
、
蓋
し
流
行
伝
染
病
学
の
未
発
達
の
往
時
で
は
止
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
要
之
、
「
傷
寒
」
と
は
急
性

熱
性
病
の
総
称
で
流
行
伝
染
性
の
も
の
を
含
む
疾
患
群
（
私
の
云
う
前
述
Ｃ
の
「
付
」
の
第
一
群
の
無
形
の
高
熱
を
主
徴
と
す
る
も
の
）
と
言
え
よ

う
。
こ
れ
は
昔
の
病
名
ｌ
証
名
で
あ
っ
て
今
は
廃
さ
れ
て
用
い
ら
れ
な
い
。

私
は
漢
方
の
医
者
で
な
い
、
医
史
を
研
究
す
る
者
で
あ
る
。
以
上
の
所
説
は
独
断
の
誰
を
免
れ
え
な
い
点
も
あ
る
と
思
う
が
、
現
代
の
知
識

に
沿
い
、
虚
心
に
述
べ
た
ま
で
で
あ
る
。
一
考
を
得
ば
幸
い
で
あ
る
。

学
人
も
あ
る
、
今
暫
く
留
保

Ｈ
、
「
傷
寒
」
考
の
結
び

徳
本
は
知
足
斎
と
号
し
、
甲
斐
の
人
と
云
、
生
没
も
諸
説
あ
り
明
ら
か
で
な
い
。
い
わ
ゆ
る
徳
本
流
と
い
う
仲
景
の
傷
寒
論
的
な
医
説
を
立

て
虚
説
を
排
し
、
李
朱
医
学
に
対
抗
し
て
簡
潔
な
治
法
を
採
っ
た
。
今
に
伝
え
ら
れ
る
彼
の
著
書
な
る
も
の
も
江
戸
後
期
の
発
表
で
、
真
偽
は

定
め
難
い
。
こ
の
う
ち
信
愚
性
の
高
い
と
認
め
ら
れ
る
の
は
、
『
医
之
弁
』
と
い
う
一
巻
で
あ
る
。
末
尾
の
文
を
抄
出
し
て
お
く
。

「
諸
病
二
加
減
卜
云
事
〈
有
へ
カ
ラ
ス
其
故
〈
熱
シ
タ
ル
煩
ニ
ハ
熱
ヲ
サ
ヘ
サ
マ
セ
ハ
諸
証
自
ラ
愈
ル
冷
ダ
ル
者
ヲ
〈
補
暖
シ
テ
標

、
、

証
自
然
ニ
ノ
ソ
ク
者
ナ
リ
然
ハ
加
減
ヲ
好
〈
鹿
工
ノ
イ
タ
ス
処
ヵ
薬
ヲ
製
ス
ル
ト
云
ハ
キ
サ
ム
事
ナ
リ
薬
〈
毒
有
テ
烈
シ
キ
好
シ
法

、
、
、
、

〈
越
人
長
沙
二
求
ョ
（
中
略
）
乙
西
歳
霜
月
知
足
斎
里
授
与
沢
歳
司
」
。
（
（
注
、
越
人
は
扁
鵠
、
長
沙
は
張
仲
景
の
こ
と
）

右
の
徳
本
の
奥
書
の
乙
西
歳
は
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
に
比
定
さ
れ
て
い
る
が
、
六
十
年
を
下
げ
て
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
当
て
る

学
人
も
あ
る
、
今
暫
く
留
保
と
す
る
。

謝
意

燗
筆
に
当
り
、
本
稿
を
草
す
る
諸
事
に
対
し
、
学
恩
に
浴
し
た
富
土
川
勝
先
生
・
羽
倉
敬
尚
先
生
を
追
憶
し
、
御
示
教
御
授
助
の
数
々
を
賜
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わ
り
し
阿
知
波
五
郎
・
本
医
史
学
雑
誌
編
集
委
員
・
宗
田
一
・
宮
下
三
郎
・
石
原
明
・
服
部
敏
良
・
船
本
弘
毅
・
中
尾
良
男
・
井
上
周
一
郎
の

諸
兄
に
厚
く
御
礼
申
上
げ
、
引
用
文
献
は
多
岐
に
わ
た
る
ゆ
え
略
し
、
た
だ
与
え
ら
れ
た
恩
恵
に
頓
首
し
て
感
謝
の
意
と
為
し
御
許
し
を
乞
う

次
第
で
あ
る
。
（
一
九
七
九
・
七
・
七
）

乏
寓
〔
法
騎
月
諒
冒
郁
旦
８
旨
津
易
ず
○
○
斤

《
（
Ｎ
○
百
厨
ご
‐
〆
ｑ
医
？
国
ご
酔
訂
）
速
い
四
門
８
局
隅
の
昌
昌
胃
ぐ
①
乏
○
鳥
○
回
目
＆
片
言
の
冒
号
の
目
丘
豊
①
胃
門
さ
旦
具
号
①
冒
昌
ｄ
日
秒
の
冨
命
国
（
岳
麓
Ｉ
蹟
認
）
．

、

弓
匡
め
す
○
鼻
』
い
屋
、
三
冠
吋
品
色
ａ
ａ
さ
月
旨
い
呂
巳
閏
与
ぐ
ぃ
言
の
自
警
①
匡
ｍ
８
ｑ
具
］
四
℃
色
目
①
晩
①
目
の
島
。
旨
興
旨
昌
巨
巽
胃
》
ず
○
葛
命
ぐ
曾
噛
邑
匡
ご

門
．
①
８
輌
凰
Ｎ
ａ
ざ
詫
旨
Ｈ
●
①
巳
ぐ
い
旨
①
旨
昌
①
日
＆
月
旦
許
匡
．

胃
昌
計
冨
函
画
昌
ａ
］
①
）
閂
乏
豊
庁
曼
８
日
騨
汀
〔
庁
胃
昏
①
さ
『
自
浄
目
口
呂
富
国
目
８
具
号
①
ず
○
○
〆
冒
恩
③
昌
号
ｇ
宮
司
の
６
０
日
①
目
厚
画
邑
旦
①
日
も
彦
陽
一
Ｎ
印

胃
扇
胃
口
筥
ｄ
ｏ
員
四
目
の
①
旨
冒
犀
局
犀
再
胃
○
門
く
○
局
．
】
画
℃
脚
昌
⑦
唖
①
【
ロ
の
Ｑ
片
一
目
①
、

卜

、

胃
昌
四
Ｑ
Ｑ
陸
冨
○
回
．
胃
与
之
○
戸
』
Ｑ
翫
宍
①
〔
○
胃
昌
再
○
旦
匡
ａ
①
お
の
毒
。
穴
色
目
‐
Ｎ
ｐ
○
ロ
一
色
固
旦
（
砂
○
口
胃
昌
国
①
罠
詳
○
口
弄
扉
①
塚
厨
司
◎
匙
○
ｐ
］
局
の
哩
印
脚
司
の
｝
〕
○
哺
二
胃
①
○
鄙
い
①
四
ｍ
⑦
○
局
《
ゆ
ず
α
弄
卸
旨
》

、
四
戸
四
】
口
昌
、
つ
“

自
ハ
。
ざ
α
‐
弔
崖
ぐ
ｑ
い
ず
。
選
葛
碑
ゆ
夢
『
ロ
茸
①
回
す
竜
』
酔
犀
ロ
ぬ
い
斥
鼬
啓
巨
胃
心
房
岸
色
目
旦
負
圃
○
丙
巨
月
ロ
‐
閑
ハ
α
ぽ
。
開
山
ご
α
い
｝
ａ
〕
》
』
口
①
樹
｝
〕
庁
く
○
旨
昌
巨
旬
唖
葛
四
唖
署
国
耳
の
冒
津
〕
昌
信
『
ｇ
眉
〕

。

、

シ
の
目
・
ぐ
○
ご
急
画
○
丙
昌
①
早
【
ｑ
面
。
‐
函
ｑ
ｇ
ｐ
ｑ
〉

ｔ

閏
己
シ
ロ
呂
威
○
口
巴
罰
①
日
胃
冨
○
ど
の
宣
○
穴
四
国
》

、
四
戸
：
夛
昌
涙
胃

す
ぐ
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一
、
は
じ
め
に

明
治
三
五
年
一
月
末
日
に
青
森
県
八
甲
田
山
中
で
起
き
た
第
八
師
団
歩
兵
第
五
連
隊
雪
中
行
軍
遭
難
事
件
は
、
日
本
陸
軍
史
上
未
曽
有
の
大

事
件
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
余
り
に
も
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
。

従
来
の
多
く
の
論
文
や
論
考
は
、
事
件
の
原
因
の
追
求
や
経
過
、
さ
ら
に
は
同
時
に
行
わ
れ
た
歩
兵
三
十
一
連
隊
の
雪
中
行
軍
と
の
比
較
な

ど
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
が
、
実
際
に
救
助
さ
れ
た
兵
士
が
、
ど
の
よ
う
な
医
療
を
受
け
た
か
、
ま
た
事
件
か
ら
得
た
軍
事
衛
生
学
が
、
日
露

戦
争
で
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
、
そ
の
効
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
全
く
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
た
。

偶
冬
最
近
本
件
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
新
田
次
郎
氏
の
小
説
「
八
甲
田
山
死
の
坊
裡
」
が
映
画
化
さ
れ
、
世
人
の
注
目
を
集
め
る
に
至
り
、

こ
れ
ま
で
埋
も
れ
て
い
た
事
件
に
関
す
る
資
料
が
、
発
掘
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
が
「
陸
軍
軍
医
団
雑
誌
」
中
に
発
見
し
た
論
文
も
そ
の
中
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
未
だ
未
解
決
の
問
題
も
多
い
。
山
口
大
隊
長
の
死
因
も
謎
の
一
つ
で
あ
る
。
筆
者
の
発
見
し
た
医
学
論
文
で
は
、
い
わ
ゆ
る
心
臓

麻
揮
で
死
亡
し
た
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
最
近
の
報
道
で
は
ピ
ス
ト
ル
で
自
殺
し
た
と
い
う
。
果
し
て
い
ず
れ
が
真
実
で
あ
ろ
う
か
。
医
学
的
に
検
討
し
て
象
た
い
。
ま
ず

第
八
師
団
歩
兵
五
連
隊
の
雪
中
行
軍
遭
難
の
医
学
的
考
察
二
）

溌
轤
韓
灌
一
計
麗
謂
昭
和
五
曲
年
四
億
一
七
日
受
付

松
木
明
知
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二
、
後
藤
房
之
助
伍
長

銅
像
の
後
藤
伍
長
で
あ
る
。
五
人
兄
弟
の
第
三
子
で
あ
り
、
幼
小
時
は
全
く
健
康
で
あ
っ
た
。
明
治
三
十
三
年
に
、
軽
い
赤
痢
に
罹
患
し
た

が
、
す
ぐ
回
復
し
た
。
雪
中
行
軍
の
前
年
、
黄
疸
の
た
め
青
森
衛
戊
病
院
に
入
院
し
、
間
も
な
く
回
復
し
た
。

雪
中
行
軍
に
参
加
し
、
遭
難
し
て
救
助
さ
れ
た
の
は
明
治
三
十
五
年
一
月
二
十
七
日
、
午
前
十
一
時
頃
で
あ
っ
た
。

当
時
は
雪
中
に
停
止
し
て
、
四
肢
凍
結
し
、
言
語
も
発
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
顔
貌
は
蒼
白
で
、
手
指
は
手
袋
を
用
い
な
い
た
め
強

直
状
で
、
殆
ん
ど
真
白
で
あ
っ
た
。
足
の
藁
靴
は
固
く
凍
結
し
て
、
ぬ
が
せ
る
こ
と
が
出
来
ず
、
漸
く
刀
鋏
を
以
っ
て
こ
れ
を
削
り
と
っ
た
。

体
を
懐
炉
で
暖
め
、
毛
布
で
包
ん
で
、
青
森
衛
戊
病
院
に
入
院
し
た
の
は
翌
一
月
二
十
八
日
、
午
後
五
時
三
十
分
で
あ
っ
た
。

意
識
は
比
較
的
明
瞭
で
あ
っ
た
が
、
長
く
会
話
を
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
身
心
共
に
非
常
に
疲
労
し
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

顔
貌
は
紅
潮
し
、
し
き
り
に
口
渇
を
訴
え
た
。
手
背
、
足
背
は
鶏
卵
大
の
水
泡
が
出
来
、
手
指
、
足
趾
は
暗
紫
色
に
腫
れ
、
激
痛
を
伴
っ

救
助
さ
れ
た
兵
士
の
凍
傷
の
程
度
、
手
術
、
治
療
の
経
過
な
ど
を
詳
し
く
述
べ
る
。

､1．戸
ノ､ー

○

声
－
０

チ
ハ

主
治
医
は
一
等
軍
医
小
出
威
夫
で
あ
っ
た
。

入
院
時
に
は
、
右
の
症
状
の
他
に
軽
い
結
膜
炎
が
見
ら
れ
、
体
温
、
脈
拍
は
正
常
で
あ
っ
た
。

指
尖
は
い
ず
れ
も
非
常
に
冷
く
、
硬
固
で
暗
赤
色
を
呈
し
、
手
の
甲
は
腫
脹
し
、
知
覚
は
鈍
麻
し
て
い
た
。

入
院
後
直
ち
に
卵
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
、
赤
酒
、
塩
酸
リ
モ
ナ
ー
デ
が
与
え
ら
れ
た
。
局
所
に
は
一
○
％
イ
ヒ
チ
オ
ー
ル
ワ
ゼ
リ
ン
が
塗
布
さ
れ

二
月
二
日
指
は
い
ず
れ
も
暗
紫
色
を
呈
し
、
指
関
節
だ
け
は
漸
く
動
く
程
度
で
あ
っ
た
。

二
月
八
日
手
術
を
施
行
し
た
。
両
栂
指
は
指
の
付
根
の
と
こ
ろ
か
ら
切
断
し
、
他
の
部
分
は
、
手
掌
の
先
端
三
分
の
一
の
所
で
切
断
し
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三
月
十
三
日

三
月
十
五
日

を
除
去
し
た
。

た
0

た
。
両
足
は
下
腿
下
三
分
の
一
で
切
断
し
た
。

麻
酔
は
ど
ん
な
方
法
で
あ
っ
た
か
、
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
術
後
の
痛
承
に
対
し
て
は
、
モ
ル
ヒ
ネ
を
筋
注
し
た
。

一
週
間
後
、
手
の
切
断
創
は
多
少
化
膿
し
た
が
、
経
過
は
良
好
で
あ
っ
た
。
右
下
肢
は
切
断
部
の
皮
層
が
一
部
壊
死
と
な
り
、
一
部
切
除
し

五
月
十
六
日
右
下
肢
の
断
端
に
膿
瘍
が
出
来
た
。
切
開
し
た
と
こ
ろ
、
縫
合
糸
一
ヶ
、
骨
片
一
ケ
摘
出
。

五
月
二
十
五
日
喫
煙
す
る
。
右
手
の
断
端
に
筆
を
持
っ
た
、
故
郷
に
手
紙
を
書
く
。
細
い
字
も
上
手
に
書
く
こ
と
が
可
能
。
食
事
は
ス
プ

ー
ン
を
同
様
に
し
て
、
一
人
で
摂
る
こ
と
が
出
来
た
。

七
月
十
四
日
全
身
栄
養
良
好
。
精
神
的
に
も
爽
快
。
人
と
よ
く
面
談
し
、
夜
間
は
安
眠
す
る
。
心
臓
に
異
常
な
し
。

七
月
二
十
七
日
義
足
装
着
。
数
間
歩
行
可
能
。
義
足
に
よ
る
瘻
痛
は
な
い
。

七
月
二
十
日
全
身
栄
養
佳
良
。
体
重
四
九
・
八
キ
ロ
。
肺
活
量
三
千
三
百
雫

九
月
十
日
退
院
。
兵
役
免
除
。

五
月
九
日
浅
虫
よ
り
帰
院
。

四
月
十
五
日
入
浴
、
創
は
殆
ん
ど
治
っ
た
。

四
月
二
十
三
日
午
前
十
時
三
十
分
、
病
院
を
出
発
し
、
浅
虫
の
転
地
療
養
所
に
赴
い
た
。

二
月
二
十
五
日
初
め
て
入
浴
し
た
。

左
手
栂
指
の
潰
瘍
を
残
し
て
、
両
手
は
殆
ん
ど
治
癒
。

右
下
肢
の
切
断
端
の
皮
層
中
に
骨
ら
し
き
も
の
が
あ
り
、
コ
カ
イ
ン
局
所
麻
酔
下
に
切
開
。
果
し
て
骨
片
二
個
が
出
て
こ
れ
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一

三
、
三
浦
武
雄
伍
長

生
来
著
患
を
知
ら
な
い
。
雪
中
行
軍
に
参
加
し
、
炭
焼
小
屋
に
避
難
し
、
一
月
三
十
一
日
、
午
前
九
時
に
発
見
さ
れ
、
直
ち
に
後
送
。
同
日

午
後
八
時
に
青
森
衛
戌
病
院
に
入
院
し
た
。
主
治
医
は
小
出
威
夫
一
等
軍
医
。

発
見
当
時
は
、
意
識
は
明
瞭
で
、
極
め
て
元
気
で
あ
っ
た
。
体
温
三
十
六
・
七
度
。
脈
拍
は
一
○
○
。

凍
り
つ
い
た
手
袋
を
剪
断
し
た
と
こ
ろ
、
栂
指
以
外
、
皆
腫
脹
し
て
赤
褐
色
と
な
っ
て
い
た
。
両
足
も
足
の
関
節
以
下
手
と
全
く
同
様
で
あ

入
院
後
、
直
ち
に
塩
酸
リ
モ
ナ
ー
デ
が
与
え
ら
れ
、
局
所
に
は
イ
ヒ
チ
オ
ー
ル
ワ
ゼ
リ
ン
が
塗
布
さ
れ
た
。

二
月
二
日
下
腿
下
三
分
の
一
変
色
す
る
。

二
月
三
日
呼
吸
困
難
出
現
。
足
の
疹
痛
著
明
。
足
の
感
覚
は
足
関
節
の
四
セ
ン
チ
上
方
か
ら
あ
る
。

二
月
九
日
手
術
施
行
。
初
め
下
腿
の
切
断
を
予
定
し
て
い
た
が
、
腐
敗
の
程
度
が
大
き
く
、
大
腿
の
下
三
分
の
一
で
切
断
し
た
。
手
術
後

の
痛
み
が
ひ
ど
く
、
モ
ル
ヒ
ネ
を
筋
注
し
て
、
漸
く
治
っ
た
。

二
月
十
一
日
肺
炎
を
合
併
し
、
咳
が
ひ
ど
い
。
淡
の
中
に
サ
ビ
色
の
も
の
が
あ
る
。

二
月
二
十
一
日
右
小
指
先
端
切
除
す
る
。

三
月
一
日
体
温
上
昇
し
、
顔
面
に
浮
腫
が
見
ら
れ
る
。

三
月
八
日
右
足
の
断
端
創
が
一
ケ
所
開
き
、
骨
露
出
。
右
足
の
方
は
皮
層
の
縫
合
が
全
く
開
き
、
骨
が
二
セ
ン
チ
露
出
す
る
。
化
膿
は
し

て
い
な
い
。
骨
を
切
除
し
な
け
れ
ば
、
創
は
治
癒
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

三
月
十
二
日
体
温
三
十
七
度
に
下
降
。
脈
拍
微
弱
。
咳
の
た
め
安
眠
で
き
ず
。
顔
面
の
浮
腫
は
依
然
と
し
て
見
ら
れ
る
。

っ
た
。二

月
十
一
日
肺
炎
を
合
併
し
、
法

二
月
十
五
日
背
中
に
褥
創
出
る
。
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生
来
健
康
。
雪
中
行
軍
に
参
加
し
、
一
月
二
十
六
日
よ
り
三
十
日
ま
で
炭
焼
小
屋
に
避
難
。
同
三
十
一
日
、
救
助
隊
に
発
見
さ
れ
る
。

発
見
当
時
、
体
温
、
脈
拍
は
正
常
で
、
胸
部
腹
部
は
異
常
が
な
か
っ
た
。

両
肢
肘
関
節
以
下
、
暗
紫
色
を
呈
し
て
浮
腫
が
あ
り
、
手
背
も
著
し
く
腫
脹
し
て
い
た
。
指
尖
は
蒼
白
で
あ
っ
た
。
両
下
腿
は
下
腿
中
央
以

下
、
暗
紫
色
で
、
こ
れ
も
浮
腫
が
強
く
、
趾
は
硬
結
し
、
白
色
で
あ
っ
た
。
患
者
は
と
く
に
四
肢
の
痛
桑
と
口
渇
を
訴
え
た
。

一
月
三
十
一
日
午
後
六
時
三
十
分
入
院
。
主
治
医
は
小
出
威
夫
一
等
軍
医
。
入
院
す
る
や
直
ぐ
、
塩
酸
リ
モ
ナ
ー
デ
や
ワ
イ
ン
が
与
え
ら

れ
、
局
所
に
は
イ
ヒ
チ
オ
ー
ル
ワ
ゼ
リ
ン
が
塗
布
さ
れ
た
。

二
月
十
日
手
術
施
行
。
左
の
栂
指
の
他
は
、
い
ず
れ
も
手
指
切
断
し
、
両
下
腱
中
央
で
切
断
し
た
。

二
月
十
一
日
手
術
後
の
痛
拳
は
あ
ま
り
な
い
。

三
月
十
四
日
午
後
二
時
、
突
然
呼
吸
困
難
を
来
た
し
、
喘
鳴
を
伴
う
。
顔
面
は
う
っ
血
し
て
、
著
し
く
苦
悩
の
状
を
呈
す
る
。
カ
ン
フ
ル

四
ア
ン
。
フ
ル
を
筋
注
し
、
幾
分
軽
快
し
た
が
、
呼
吸
困
難
は
依
然
改
善
さ
れ
ず
。
発
汗
著
明
。
意
識
は
清
明
で
あ
っ
た
。

午
後
五
時
よ
り
首
を
左
右
に
振
り
、
苦
し
い
と
い
う
。
カ
ン
フ
ル
を
注
射
す
れ
ば
、
し
ば
ら
く
落
ち
付
く
が
、
間
も
な
く
苦
悶
状
態
と
な

る
。
遂
に
チ
ェ
イ
ン
ス
ト
ー
ク
ス
呼
吸
と
な
り
、
午
後
七
時
五
十
分
死
亡
し
た
。

二
月
十
九
日
仙
骨
部
に
直
径
二
セ
ン
チ
の
褥
創
出
現
。

二
月
二
十
一
日
右
栂
指
球
化
膿
し
、
切
開
排
膿
す
る
。

三
月
十
二
日
創
は
上
肢
下
肢
共
順
調
に
経
過
し
、
小
さ
い
潰
瘍
が
あ
る
も
治
癒
も
近
い
。
褥
創
も
一
銭
銅
貨
大
に
縮
小
す
る
。

四
月
二
十
三
日
浅
虫
の
転
地
療
養
所
に
往
き
入
浴
。

二
月
十
八
日
左
下
腿
創
化
膿
す
る
。

四
、
阿
部
卯
吉
一
等
兵

』
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雪
中
行
軍
に
参
加
し
、
一
月
一

を
凌
ぎ
、
救
助
を
待
っ
て
い
た
。

幸
い
、
三
十
一
日
夕
方
救
助
隊
に
発
見
さ
れ
、
午
後
三
時
、
衛
戌
病
院
に
収
容
さ
れ
た
。

発
見
さ
れ
た
当
時
、
体
温
三
十
七
・
九
度
。
脈
拍
九
十
八
。
口
渇
と
凍
傷
患
部
の
瘻
痛
を
訴
え
て
い
た
。

両
手
は
発
赤
腫
脹
し
、
栂
指
の
他
、
い
ず
れ
も
臓
冷
紫
色
を
呈
し
、
知
覚
は
鈍
麻
し
て
い
た
。
両
足
も
凍
傷
の
程
度
は
同
一
で
、
下
腿
中
央

部
ま
で
発
赤
腫
脹
し
、
足
関
節
部
に
は
大
小
の
水
庖
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

入
院
後
直
ち
に
他
の
患
者
と
同
じ
く
、
塩
酸
リ
モ
ナ
ー
デ
、
ブ
ド
ウ
酒
が
与
え
ら
れ
、
凍
傷
部
に
は
イ
ヒ
チ
オ
ー
ル
ワ
ゼ
リ
ン
軟
膏
が
塗
布

二
月
六
日
両
手
の
治
癒
の
状
態
は
良
好
で
あ
っ
た
。

二
月
九
日
分
界
線
が
明
瞭
と
な
り
、
手
術
施
行
。
右
下
腿
は
中
央
部
で
切
断
し
、
左
下
腿
は
下
三
分
の
一
を
切
断
し
た
。
麻
酔
は
不
明
で

あ
る
が
、
術
後
の
疹
痛
の
た
め
に
モ
ル
ヒ
ネ
を
筋
注
し
た
。

術
後
は
極
め
て
経
過
が
順
調
で
あ
っ
た
が
、
二
月
二
十
一
日
、
右
下
腿
断
端
に
波
動
を
見
た
た
め
、
コ
カ
イ
ン
麻
酔
の
下
に
切
開
し
排
膿
し

さ
れ
た
。

五
月
九
日
浅
虫
よ
り
帰
院
。
心
身
極
め
て
爽
快
。

六
月
十
五
日
全
身
栄
養
状
態
良
好
。
少
し
肥
満
気
味
。
夜
間
も
よ
く
眠
れ
る
。

八
月
二
十
七
日
義
足
は
よ
く
適
合
し
て
、
歩
行
に
際
し
て
、
杖
が
な
く
て
も
歩
行
可
能
。

九
月
十
日
兵
役
免
除
と
し
て
退
院
。

五
、
後
藤
惣
助
二
等
兵

生
来
健
康
に
し
て
、
幼
時
麻
疹
と
痘
瘡
以
外
著
患
を
知
ら
な
、
い
。

雪
甲
行
軍
に
参
加
し
、
一
月
二
士
一
一
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
一
睡
も
し
な
か
っ
た
。
雪
中
を
坊
裡
し
、
三
十
一
日
溪
谷
の
雪
を
食
し
て
飢
え
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二
十
三
日
の
職
、
雪
中
行
軍
に
出
発
し
、
同
夜
は
雪
中
に
露
営
し
た
。

も
し
な
か
っ
た
。
諸
所
を
俳
個
し
、
遂
に
溪
谷
の
岩
窟
に
入
り
、
三
十

三
十
一
日
夕
方
、
救
助
隊
に
発
見
さ
れ
、
応
急
の
処
置
が
と
ら
れ
、
椎

発
見
当
時
の
状
態
は
、
体
温
三
十
七
・
一
度
。
脈
拍
二
○
。
胸
腹
姉

色
を
呈
し
、
手
背
は
著
し
く
腫
脹
し
て
、
前
腕
の
三
分
の
一
の
と
こ
ろ
主

っ
た
。
両
足
は
足
関
節
以
下
蒼
白
で
、
手
と
全
く
同
じ
く
冷
え
て
硬
く
、

い
た
。 二

十
三
日
の
朝
、
雪
中
行
軍
に
出
発
し
、
同
夜
は
雪
中
に
露
営
し
た
。
翌
二
十
四
日
午
後
四
時
、
露
営
地
を
出
発
し
、
二
十
六
日
ま
で
一
睡

も
し
な
か
っ
た
。
諸
所
を
俳
個
し
、
遂
に
溪
谷
の
岩
窟
に
入
り
、
三
十
一
日
ま
で
雪
上
に
跨
居
し
て
、
救
助
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
た
。

三
十
一
日
夕
方
、
救
助
隊
に
発
見
さ
れ
、
応
急
の
処
置
が
と
ら
れ
、
後
方
に
搬
送
さ
れ
た
。

発
見
当
時
の
状
態
は
、
体
温
三
十
七
・
一
度
。
脈
拍
二
○
。
胸
腹
部
異
常
な
し
。
空
腹
を
訴
え
る
。
両
手
の
指
は
い
ず
れ
も
高
度
に
蒼
白

色
を
呈
し
、
手
背
は
著
し
く
腫
脹
し
て
、
前
腕
の
三
分
の
一
の
と
こ
ろ
ま
で
暗
赤
色
を
呈
し
て
い
た
。
手
指
は
蕨
冷
し
て
硬
く
、
知
覚
は
な
か

っ
た
。
両
足
は
足
関
節
以
下
蒼
白
で
、
手
と
全
く
同
じ
く
冷
え
て
硬
く
、
感
覚
は
な
か
っ
た
。
下
腿
の
下
半
分
は
腫
脹
し
て
暗
紫
色
を
呈
し
て

戸
－
０

チ
ハ

二
月
一
日
午
後
三
時
収
容
。
塩
酸
リ
モ
ナ
ー
デ
、
ワ
イ
ン
が
与
え
ら
れ
た
。

二
月
二
日
両
下
肢
は
足
関
節
よ
り
腫
脹
し
、
趾
は
暗
紫
色
を
呈
す
。
上
肢
は
栂
指
を
除
き
、
四
指
共
、
水
庖
が
出
来
、
暗
紫
色
で
運
動
不

九
月
十
日
退
院
。

三
月
十
四
日
右
下
腿
の
脛
骨
の
断
端
が
露
出
し
て
、
容
易
に
治
癒
し
な
い
た
め
、
局
所
麻
酔
下
に
皮
層
を
剥
離
し
て
、
骨
を
包
ん
だ
。

四
月
二
十
三
日
か
ら
五
月
九
日
ま
で
、
浅
虫
療
養
所
で
温
泉
治
療
を
す
る
。

六
月
十
五
日
両
下
肢
の
切
断
部
が
腫
脹
し
、
切
開
し
た
と
こ
ろ
、
縫
合
糸
各
一
ケ
を
摘
出
す
る
。

九
月
五
日
体
重
五
六
キ
ロ
・
栄
養
状
態
良
好
。

二
月
二
十
三
日
再
び
手
術
。
左
右
（

三
月
十
一
日
両
手
は
完
全
に
治
癒
。

六
、
小
原
忠
三
郎
伍
長

左
右
の
下
肢
共
、
不
良
の
肉
芽
組
織
を
切
除
し
た
。
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能
。
痛
み
を
強
く
訴
え
る
。

二
月
三
日
心
悸
冗
進
。
両
手
の
疹
痛
強
し
。

二
月
九
日
手
術
。
両
手
の
栂
指
は
手
術
し
な
か
っ
た
。
他
の
四
指
は
指
の
つ
け
根
の
所
で
切
断
し
た
。
キ
ニ
ー
ネ
を
投
与
。

二
月
十
四
日
午
後
足
の
手
術
。
右
は
第
一
’
四
趾
ま
で
切
断
。
左
は
栂
趾
、
小
趾
を
離
断
。

二
月
十
五
日
手
術
後
は
き
け
あ
り
、
嘔
吐
三
回
。
右
手
の
手
術
創
化
膿
。

二
月
二
十
二
日
両
方
の
足
関
節
が
化
膿
し
た
た
め
、
両
下
腿
下
三
分
の
一
の
と
こ
ろ
で
切
断
す
る
。
手
術
後
は
き
け
。

三
月
十
三
日
四
肢
の
手
術
創
の
状
態
は
、
一
般
的
に
良
好
。
食
欲
冗
進
。

四
月
三
日
左
下
腿
の
小
潰
瘍
全
く
治
癒
。
最
後
の
潰
瘍
で
あ
っ
た
。
本
日
か
ら
纐
帯
を
し
な
い
。

四
月
十
五
日
入
浴
。
全
身
状
態
良
好
。
心
臓
、
肺
臓
異
常
な
し
。

四
月
二
十
三
日
浅
虫
転
地
療
養
所
で
静
養
。

四
月
二
十
三
日
浅
虫
転
地
窪

五
月
九
日
浅
虫
よ
り
帰
院
。

五
月
二
十
七
日
夜
頭
痛
、
唾

六
月
十
八
日
右
手
の
栂
指
，

八
月
二
十
七
日
義
足
を
装
茎

九
月
十
日
退
院
。

七
、
小
野
寺
佐
平
二
等
兵

主
治
医
は
中
原
貞
衛
一
等
軍
医
。
雪
中
行
軍
で
長
谷
川
特
務
曹
長
と
炭
焼
小
屋
の
中
に
入
っ
た
三
人
の
中
の
一
人
。

二
月
二
日
午
後
十
一
時
に
発
見
さ
れ
、
応
急
の
処
置
の
上
、
二
月
三
日
午
後
四
時
に
衛
戌
病
院
へ
入
院
す
る
。
発
見
当
時
、
顔
貌
、
言
語
は

夜
頭
痛
、
め
ま
い
を
訴
え
る
。
体
温
三
十
七
度
。
脈
拍
八
○
・
発
汗
著
明
。

右
手
の
栂
指
と
示
指
の
間
に
筆
を
持
ち
、
文
字
、
人
物
画
を
抽
く
。

義
足
を
装
着
し
歩
行
。
痛
み
な
し
。
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八
、
佐
々
木
正
二
教
二
等
兵

前
述
の
小
野
寺
佐
平
二
等
兵
と
同
じ
く
、
炭
焼
小
屋
に
入
っ
た
二
一
人
の
他
の
一
人
。
二
月
二
日
午
前
十
一
時
頃
に
発
見
さ
れ
、
哨
舎
で
応
急

処
置
を
施
し
、
青
森
衛
戌
病
院
へ
後
送
さ
れ
た
。
入
院
し
た
の
は
一
二
日
午
後
四
時
で
あ
っ
た
。

顔
貌
、
言
語
は
普
通
と
変
り
な
し
。
左
右
の
足
は
腫
脹
が
著
し
く
、
全
く
黒
変
し
て
感
覚
は
な
か
っ
た
。

上
肢
は
手
関
節
以
下
腫
脹
し
、
全
指
黒
変
し
硬
固
で
あ
っ
た
。
右
指
二
本
、
左
指
の
一
本
は
瓜
が
剥
離
し
て
い
た
。

塩
酸
リ
モ
ナ
ー
デ
、
赤
酒
が
投
与
さ
れ
、
局
所
に
は
イ
ヒ
チ
オ
ー
ル
ワ
ゼ
リ
ン
を
塗
布
し
た
。

二
月
六
日
尿
に
蛋
白
陽
性
、
物
が
二
つ
に
見
え
る
と
訴
え
る
。
右
の
壊
死
部
分
明
ら
か
と
な
る
。
食
欲
不
能
。
夜
に
な
る
と
狂
躁
状
態
と

与
。
頭
部
冷
却
。

二
月
七
日
午
前
四
時
よ
り
狂
躁
は
落
ち
着
く
。
午
前
十
一
時
よ
り
手
術
。
手
の
栂
指
は
基
節
中
央
よ
り
切
断
。
他
は
掌
面
を
併
せ
て
切
断

し
、
足
は
両
下
腿
中
央
で
切
断
。
し
か
し
午
後
九
時
四
十
八
分
、
心
臓
麻
痒
で
死
亡
。

常
人
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
手
は
左
右
共
、
肘
関
節
よ
り
以
下
充
血
著
明
で
、
指
は
全
部
黒
変
し
て
い
た
。

足
は
凍
結
し
た
靴
を
裁
去
す
る
と
、
足
関
節
の
上
十
セ
ン
チ
の
所
か
ら
充
血
し
、
足
関
節
の
部
は
暗
紫
色
を
呈
し
、

て
、
石
の
様
で
あ
っ
た
。

足
の
趾
は
い
ず
れ
も
黒
く
な
っ
て
お
り
、
と
く
に
右
の
栂
指
は
肉
が
そ
げ
て
、
骨
が
露
出
し
て
い
た
。

午
後
四
時
に
入
院
し
た
時
に
は
、
激
痛
を
訴
え
、
ス
ル
ホ
ナ
ー
ル
○
・
五
を
与
え
た
。

し
か
し
、
痛
朶
は
止
ま
ら
ず
、
午
後
九
時
に
モ
ル
ヒ
ネ
を
筋
注
し
た
。

ま
た
塩
酸
リ
モ
ナ
ー
デ
、
ワ
イ
ン
が
与
え
ら
れ
、
凍
傷
部
位
に
は
イ
モ
チ
オ
ー
ル
ワ
ゼ
イ
ン
が
塗
布
さ
れ
た
。

二
月
六
日
食
欲
不
振
、
夜
間
狂
躁
状
態
と
な
る
。
両
足
は
下
腿
下
三
分
の
一
で
黒
褐
色
と
な
る
。
ス
ル
ホ
ナ
ー
ル
、
ア
ン
チ
ピ
リ
ン
を
投

足
は
灰
白
色
で
冷
却
し
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な
り
、
言
語
不
明
瞭
。

二
月
七
日
朝
は
精
神
的
に
も
平
穏
。
午
後
手
術
。
上
肢
は
左
右
共
、
手
掌
部
で
切
断
。
栂
指
は
基
節
骨
を
残
し
た
。
下
肢
は
下
腿
の
上
三

分
の
一
の
と
こ
ろ
か
ら
切
断
し
、
断
端
は
開
放
し
た
。

夜
に
な
る
や
脈
拍
は
微
弱
と
な
り
強
心
剤
カ
ン
フ
ル
数
回
注
射
す
る
。

二
月
八
日
昼
０
時
半
よ
り
呼
吸
促
迫
と
な
り
、
さ
ら
に
チ
ア
ノ
ー
ゼ
を
呈
す
る
。
精
神
的
に
興
奮
。
脈
拍
触
知
不
良
の
た
め
○
・
六
％
食

塩
水
二
一
○
○
“
皮
下
投
与
。
脈
拍
少
し
回
復
す
る
が
、
呼
吸
困
難
、
狂
躁
状
態
改
善
せ
ず
。
モ
ル
ヒ
ネ
○
・
○
一
を
皮
下
注
射
す
る
と
少
し
鎮

静
す
る
が
、
少
時
に
し
て
再
び
同
様
の
症
状
発
現
。
午
後
五
時
三
十
五
分
、
遂
に
心
停
止
。

体
温
三
十
八
度
。
脈
拍
九
○
。
塩
酸
リ
モ
ナ
ー
デ
、
赤
酒
が
投
与
さ
れ
、
痛
み
に
対
し
て
は
頓
服
と
し
て
ス
ル
ホ
ナ
ー
ル
が
与
え
ら
れ
た
。

二
月
七
日
今
朝
熱
下
降
。
気
分
爽
快
。
午
後
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
、
エ
ー
テ
ル
混
合
麻
酔
下
に
手
術
。
右
腕
は
腕
関
節
部
で
切
断
。
左
腕
は
前

腕
下
三
分
の
一
の
所
で
切
断
。
両
足
は
下
腿
中
央
で
切
断
。

二
月
八
日
狂
躁
状
態
と
な
り
、
食
物
摂
取
せ
ず
。
本
人
が
言
う
に
は
「
雪
中
で
数
日
食
事
を
摂
ら
な
い
の
に
比
す
れ
ば
、
一
日
食
わ
な
く

と
も
何
で
も
な
い
」
と
。
モ
ル
ヒ
ネ
注
射
、
発
汗
多
い
。

二
月
九
日
午
前
三
時
に
就
眠
。
時
々
譜
語
。
覚
醒
し
て
大
声
で
歌
を
唱
う
。
昨
日
よ
り
静
穏
。
腹
痛
。
便
痛
な
し
。

しは
0一

九
、
阿
部
寿
松
一
等
兵

主
治
医
中
原
貞
衛
一
等
軍
医
。
長
谷
川
特
務
曹
長
と
炭
焼
小
屋
に
入
っ
た
三
人
の
中
の
一
人
。

二
月
二
日
午
前
十
一
時
頃
発
見
さ
れ
、
哨
舎
に
お
い
て
応
急
処
置
を
受
け
、
翌
二
月
三
日
午
後
四
時
入
院
す
る
。
四
肢
激
痛
を
訴
え
る
他

一
見
正
常
。
両
上
肢
は
手
関
節
以
下
腫
脹
強
く
、
暗
赤
色
、
硬
結
し
て
知
覚
は
な
い
。
両
下
腿
中
央
以
下
腫
脹
し
暗
赤
色
。
硬
結
で
知
覚
な
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十
、
村
松
文
哉
一
等
兵

主
治
医
は
中
原
貞
衛
一
等
軍
医
。
雪
中
行
軍
中
隊
伍
を
離
れ
、
雪
原
を
坊
但
し
、
遂
に
同
二
十
六
日
午
後
二
時
頃
田
代
温
泉
に
到
着
し
、
空

屋
に
避
難
し
、
二
月
一
日
午
後
三
時
救
助
隊
に
発
見
さ
れ
る
。
同
四
日
零
時
半
入
院
す
る
。

両
手
は
極
度
に
腫
脹
し
激
痛
あ
り
。
腕
関
節
の
上
方
四
セ
ン
チ
の
所
か
ら
暗
黒
色
を
呈
し
て
い
た
。
指
は
屈
曲
し
、
水
泡
が
出
来
て
い
た
。

下
肢
は
両
下
腿
中
央
以
下
は
暗
赤
色
、
足
背
の
中
央
以
下
は
白
色
で
あ
っ
た
。

七
月
十
九
日
四
肢
の
手
術
部
位
の
潰
瘍
殆
ん
ど
治
癒
す
る
。

八
月
二
十
七
日
義
足
装
着
す
る
も
独
行
不
可
能
。

八
月
二
十
九
日
全
身
栄
養
。
体
重
五
七
・
○
キ
ロ
。
肺
活
量
三
千
九
百
。

九
月
八
日
左
下
腿
の
潰
瘍
全
く
治
る
。

九
月
十
日
退
院
。

五
月
九
日
浅
虫
よ
り
帰
院
。

二
月
十
日
疹
痛
甚
し
く
、
モ
ル
ヒ
ネ
を
注
射
す
る
。
未
だ
狂
躁
の
状
態
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

二
月
十
二
日
左
啓
部
に
腫
脹
。
コ
カ
イ
ン
麻
酔
下
に
切
開
。
夜
呼
吸
困
難
と
な
り
カ
ン
フ
ル
注
射
一
面
。

二
月
十
五
日
創
部
未
だ
に
激
痛
を
訴
え
る
。

二
月
二
十
二
日
創
部
の
状
況
良
し
。
夜
間
放
歌
し
て
眠
ら
ず
。
日
中
も
大
声
を
放
ち
て
他
人
を
妨
害
す
る
。
元
来
博
徒
で
あ
る
と
い
う
。

二
月
二
十
六
日
体
温
旧
に
復
す
。
創
傷
状
態
も
良
好
。
但
し
、
手
術
創
に
潰
瘍
形
成
多
数
。

三
月
十
四
日
左
手
断
端
よ
り
結
紮
糸
出
る
。

四
月
二
十
三
日
浅
虫
療
養
所
へ
汽
車
で
出
発
。
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二
月
四
日
症
状
は
前
述
の
如
く
で
あ
っ
た
。

二
月
十
日
分
界
線
明
瞭
に
な
る
。
疹
痛
幾
分
軽
快
。

二
月
十
一
日
手
術
施
行
。
右
前
腕
上
三
分
の
一
で
切
断
。
左
前
腕
中
央
部
切
断
。
右
下
肢
は
下
腿
中
央
で
切
断
、
左
は
下
腿
上
三
分
の

で
切
断
。
脈
拍
の
緊
張
弱
い
た
め
、
カ
ン
フ
ル
散
を
服
用
し
、
疹
痛
に
対
し
て
ス
ル
ホ
ナ
ー
ル
を
投
与
す
。
午
前
一
時
よ
り
安
眠
。

二
月
十
八
日
下
肢
創
左
右
と
も
化
膿
。
夜
に
入
っ
て
体
温
四
十
度
二
分
に
昇
る
。

二
日
二
十
五
日
左
膝
部
切
開
排
膿
。
左
下
腿
骨
一
部
切
除
。

二
月
二
十
八
日
発
熱
し
、
解
熱
剤
ア
ン
チ
ピ
リ
ン
で
一
時
解
熱
。

四
月
十
四
日
右
下
肢
断
端
創
面
、
殆
ん
ど
治
癒
。
左
下
肢
潰
瘍
、
次
第
に
狭
小
と
な
る
。

四
月
二
十
三
日
浅
虫
へ
転
地
療
養
に
出
発
。

五
月
九
日
浅
虫
よ
り
帰
院
。
全
身
状
態
良
好
。

二
月
十
八
日
下
肢
創
左
手

二
日
二
十
五
日
左
膝
部
団

二
月
二
十
八
日
発
熱
し
、

三
月
十
五
日
貧
血
あ
り
。

五
月
九
日

五
月
十
二
日

六
月
五
日

九
月
十
日

両
下
腿
は
膝
関
節
部
で
屈
曲
し
た
状
態
。

退
院
。

創
面
全
治
。

（
未
完
）
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MedicalAspectonl902'sWinterMarchofthe

8thDevisionofJapanImperialArmy

唖
ぬ
ぐ

AkitomoMATSUKI

OnJanuary23rd,1902,thefiflhinfantryregimentofthe8thdivisionoftheJapaneselmperialArmyperfbrmedabig
wintermarchoperationfbrthepurposeoftramningatthefbotoftheHakkodaMountains.

Atotalof210soldiersjoinedthisoperation,however,mostofthemgotchilblainsontheirextremities.Anditwasa

serioustragedythat203(92%)soldiersdiedmainlyfromii･ostbite,severecoldnessandhungerinthefbllowingseveraldays
andonlyl7mensurvived.

Amongthel7men,5soldiersincludingMajorYamaguchidiedsoonafteradmissiontotheAomoriarmyhospitaland

1soliderexpiredlmonthaftertheadmissionduetoheartfailureandsepticaemiawhichwassecondarilycausedbysurgical
operations.

TherumorisstillcirculatingthatMajorYamaguchikilledhimselfwithhisgunonFeb.2nd.1902.Medicalrecordson

MajorYamaguchihavebeenlost,therefbre,wemustreibrtoothersoliders'medicalrecordstospeculateonthescverityof
theffostbiteandgeneralconditionofMajorYamaguchi.

ThemedicalrecordsdescribedbyarmysurgeonSadaeNakaharaandothersshowtheyhadsuffbredfifomseverefrostbite

oftheirextremities.ThesedataleadustothespeculationthatMajorYamaguchicouldnothavemanagedtokillhimself

withhisgun.Infhct,theauthorityoftheJapaneselmperialArmyreportedhisdeathwascausedbysuddencardiacarrest

inthemedicalJournaloftheJapaneselmperialArmyissuedinl903.

（
。
、
）



HisfamilywasreportedtohavebeentoldbytheauthoritythatMajorYamaguchikilledhimselftotakeresponsibilily

fbrthiscase，however,thereisnoprooI､toproveit.

Someothercauseofhisdeathmayalsobeconsidered,butsofarthisisonlyavagueconjecture.

（
鄙
①
）

ｍ
⑭
寺



し
て
い
る
の
で
主
の
る
。

（
２
）

前
稿
に
お
い
て
著
者
は
、
伊
古
田
純
道
の
事
蹟
に
関
連
し
て
、
著
者
以
前
に
実
際
に
実
地
に
赴
い
て
調
査
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
八
、
九
年

の
小
川
鼎
三
博
士
と
昭
和
四
十
八
年
の
石
原
力
博
士
の
二
人
で
あ
る
と
記
し
た
。

し
か
し
事
実
は
小
川
鼎
三
博
士
の
調
査
を
棚
る
こ
と
約
二
十
年
前
に
、
伊
古
田
純
道
の
事
蹟
を
最
初
に
発
堀
し
た
佐
藤
恒
二
が
現
地
に
調
査

（
寸
工
。
○
島
）
（
○
Ｊ
）

著
者
は
日
本
に
お
け
る
帝
王
切
開
術
の
歴
史
に
関
連
し
て
、
そ
の
研
究
の
結
果
を
本
誌
に
発
表
し
て
来
た
。
さ
ら
に
青
森
県
に
お
け
る
最
初

の
帝
王
切
開
術
に
つ
い
て
も
正
確
な
手
術
期
日
、
術
者
、
患
者
氏
名
な
ど
に
つ
い
て
も
明
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

そ
の
後
も
本
題
に
つ
い
て
鋭
意
調
査
を
続
け
て
来
た
が
、
二
、
三
補
遺
と
し
て
発
表
す
べ
き
知
見
を
得
た
の
で
報
告
す
る
。

（
４
）

佐
藤
も
大
正
四
年
に
純
道
の
事
蹟
に
つ
い
て
発
表
し
て
以
来
、
実
地
に
調
査
し
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
漸
く
実
現
し
た
の
は
昭
和
九
年
十

一
月
二
十
七
日
と
十
年
一
月
二
十
七
日
の
二
度
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
は
昭
和
十
年
二
月
四
日
の
日
本
医
史
学
会
で
発
表
さ
れ
、
翌
三
月
二
十

二
、
伊
古
田
純
道
の
事
蹟
に
関
し
て

一
、
は
じ
め
に

日
本
の
帝
王
切
開
術
の
歴
史
‐
補
遺
Ｉ 鰕

轤
鐵
鱈
毒
鑪
需
曙
和
五
十
四
年
六
月
十
九
日
受
付

松
木
明
知
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（
５
）

八
日
発
行
の
中
外
医
事
新
報
に
掲
載
さ
れ
た
。

佐
藤
の
調
査
は
、
一
伊
古
田
純
道
の
家
、
二
純
道
の
経
歴
と
事
蹟
、
三
純
道
の
後
嗣
、
四
純
道
の
医
業
継
承
者
に
及
ん
で
い
る

が
、
中
で
も
注
目
す
べ
き
は
純
道
自
筆
の
「
圭
設
児
列
幾
斯
浬
佳
之
治
験
」
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
純
道
が
若
年
、
長
崎
留

学
し
た
こ
と
を
高
橋
吾
助
と
い
う
老
人
か
ら
直
接
聞
い
た
と
い
う
こ
と
を
採
録
し
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
は
今
直
ち
に
真
偽
は
判
定
出
来

な
い
ま
で
も
。
将
来
考
究
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

さ
ら
に
岡
部
均
平
の
孫
、
岡
部
君
作
よ
り
の
書
翰
に
よ
っ
て
、
嘉
永
五
年
中
第
二
例
の
帝
切
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
左
の
如
く
明
か
に
し
て
い

こ
れ
に
よ
っ
て
佐
藤
恒
二
は
純
道
と
均
平
が
行
っ
た
本
橋
常
七
の
妻
が
第
一
の
症
例
で
あ
り
「
其
治
験
の
好
評
世
間
に
宣
伝
せ
ら
れ
た
る
よ

り
、
坂
石
の
池
田
某
妻
が
第
二
例
と
し
て
均
平
氏
の
施
術
を
受
け
た
る
に
は
あ
ら
ず
や
。
但
し
第
二
例
に
於
て
も
胎
児
の
生
死
は
明
か
な
ら

ず
、
何
れ
に
し
て
も
同
年
中
に
於
て
二
回
帝
王
裁
開
術
を
行
い
て
共
に
良
果
を
収
め
得
た
る
こ
と
は
確
実
な
り
と
信
ず
」
と
し
て
い
る
。

（
２
）

著
者
は
、
前
稿
で
「
し
か
し
小
川
博
士
に
よ
っ
て
本
邦
第
二
例
目
の
帝
王
切
開
の
伝
聞
が
採
掘
さ
れ
た
こ
と
は
、
例
え
確
証
が
な
い
に
し
て

も
、
わ
が
国
の
帝
王
切
開
の
歴
史
の
研
究
上
、
大
き
な
進
歩
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
記
し
た
。

小
川
博
士
、
石
原
博
士
共
に
佐
藤
恒
二
の
こ
の
論
文
に
言
及
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
、
著
者
も
小
川
博
士
に
よ
っ
て
本
邦
第
二
例
目
の
帝

王
切
開
術
の
症
例
の
伝
聞
を
発
掘
さ
れ
た
如
き
記
載
を
し
た
。
し
か
し
事
実
は
既
に
昭
和
十
年
に
佐
藤
恒
二
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

る
の
で
あ
る
。

開
腹
術
。
嘉
永
五
年
中
、
吾
野
村
大
字
坂
元
小
字
正
丸
、
本
橋
氏
妻
及
ビ
同
村
大
字
坂
石
、
池
田
氏
妻
、
何
れ
も
四
、
五
人
の
子
を
産

承
た
る
に
よ
り
、
今
に
出
来
る
と
医
師
を
頼
ま
ず
、
五
、
六
日
経
過
し
衰
弱
甚
し
く
、
殊
に
血
降
り
た
る
後
な
れ
ば
、
開
腹
を
為
す
外
な

し
と
、
手
術
し
た
る
に
、
丈
夫
に
て
両
人
と
も
八
十
五
、
六
歳
の
老
人
と
な
り
て
死
亡
。
手
術
後
は
懐
妊
は
致
さ
ず
候
。
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（
６
）

明
治
二
十
一
年
五
月
神
奈
川
十
全
病
院
で
四
十
一
歳
の
産
婦
に
対
し
て
ホ
ウ
ィ
ラ
ル
と
福
田
啓
造
が
行
っ
た
帝
切
に
対
し
て
長
野
の
彦
坂
小

（
７
）

七
郎
は
「
読
ホ
ウ
ィ
ラ
ル
氏
国
帝
王
載
開
術
実
験
説
」
と
題
し
て
批
判
し
た
。
す
な
わ
ち
数
回
の
分
娩
を
容
易
に
出
来
た
産
婦
に
対
し
て
偶
々

横
位
で
あ
り
、
し
か
も
子
宮
内
胎
児
死
亡
し
た
後
に
も
子
宮
収
縮
が
強
度
で
あ
る
と
い
う
理
由
の
拳
で
切
胎
術
も
行
わ
ず
、
直
ち
に
帝
切
を
行

う
の
は
当
を
得
な
い
と
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。

明
治
二
十
五
年
三
月
、
静
岡
県
掛
川
病
院
で
柴
田
耕
一
、
山
崎
増
造
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
症
例
に
つ
い
て
は
、
別
に
医
事
新
聞
に
「
天
竜

（
９
）

生
」
が
「
奇
妊
症
二
就
テ
」
を
報
告
し
て
い
る
。

「
天
竜
生
」
が
だ
れ
で
あ
る
か
今
で
は
知
る
由
も
な
い
が
、
遂
に
手
術
に
至
る
ま
で
の
手
術
肯
定
論
の
術
者
達
と
否
定
論
の
佐
野
医
会
の
討

論
を
述
べ
て
い
る
。
な
お
末
尾
に
本
症
例
が
本
邦
帝
切
の
哨
矢
と
し
て
い
る
が
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。

（
帥
）

こ
の
女
性
は
二
年
後
再
び
妊
娠
し
、
明
治
二
十
七
年
十
二
月
二
十
六
日
、
何
ら
合
併
症
な
く
経
睦
分
娩
を
し
た
こ
と
が
佐
藤
英
白
に
よ
っ
て

報
告
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
が
応
診
し
た
時
、
該
産
婦
は
気
息
啼
々
殆
ん
ど
虚
脱
の
状
態
に
あ
っ
た
が
、
佐
藤
は
麦
角
エ
キ
ス
と
ブ
ラ
ン
デ
ー
を

投
与
し
、
無
事
出
産
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
二
、
三
追
加
す
べ
き
論
文

日
ホ
ウ
ィ
ラ
ル
に
よ
る
帝
切

（
１
）

著
者
は
前
稿
に
お
い
て
、
主
と
し
て
明
治
三
十
年
ま
で
に
日
本
で
行
わ
れ
た
帝
王
切
開
術
の
症
例
を
集
め
報
告
し
た
が
、
そ
の
後
の
調
査
に

っ
て
こ
、
三
追
加
す
べ
き
論
文
を
披
見
し
た
の
で
補
遺
と
し
た
い
。

（
１
）

本
症
例
は
前
報
に
漏
れ
た
も
の
で
あ
る
。
三
十
八
歳
の
経
産
婦
で
明
治
二
十
六
年
二
月
十
日
激
烈
な
腹
痛
と
高
熱
を
訴
え
た
が
分
娩
に
至
ら

（
８
）

。
柴
田
、
山
崎
に
よ
る
帝
切

（
、
）

白
足
立
、
井
上
に
よ
る
帝
切

三
、
明
治
期
の
帝
王
切
開
術
に
つ
い
て
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（
皿
）

明
治
三
十
二
年
に
は
二
例
の
帝
切
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
新
井
古
芳
は
三
十
一
歳
の
亀
背
の
初
妊
婦
に
行
っ
た
ポ
ロ
ー
の
手
術
例
を
報
告
し
た

が
、
麻
酔
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
し
な
か
っ
た
。

（
焔
）

北
川
乙
治
郎
は
、
妊
娠
八
ヶ
月
の
産
婦
に
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
麻
酔
下
に
開
腹
術
を
行
っ
た
。
児
は
死
亡
し
た
が
、
母
は
術
後
も
順
調
に
経
過
し

学声
ノム一

○

（
蝿
）

東
京
の
楠
田
と
渡
辺
は
明
治
三
十
一
年
十
一
月
二
日
、
子
宮
頸
部
睦
狭
窄
を
有
す
る
二
十
七
歳
の
女
性
に
ポ
ル
ロ
ー
氏
手
術
を
行
っ
た
。
睦

断
端
は
密
に
縫
合
し
て
腹
腔
内
に
還
納
し
た
。
母
児
共
に
健
全
で
あ
っ
た
。
全
身
麻
酔
下
に
こ
の
手
術
は
行
わ
れ
た
が
、
麻
酔
薬
に
つ
い
て
言

福
岡
病
院
の
原
蔵
太
は
明
治
三
十
年
十
二
月
五
日
、
子
宮
口
が
開
大
し
な
い
二
十
七
歳
の
初
産
婦
に
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
麻
酔
下
に
ポ
ロ
ー
の
手

術
を
行
っ
た
が
、
胎
児
は
既
に
死
亡
し
て
い
た
。
子
宮
頸
管
に
は
患
者
が
流
産
の
目
的
で
入
れ
た
「
ツ
ワ
ブ
キ
」
の
茎
が
残
存
し
、
そ
の
た
め

子
宮
内
感
染
を
起
し
た
も
の
で
、
汎
発
性
腹
膜
炎
を
合
併
し
再
手
術
を
行
っ
た
が
死
亡
し
た
。

ず
、
そ
の
後
陣
痛
は
来
な
か
っ
た
。
四
月
十
三
日
足
立
が
請
わ
れ
て
応
診
し
た
が
確
定
診
断
は
甚
だ
困
難
で
あ
り
胎
児
は
既
に
死
亡
し
て
い

た
。
試
験
開
腹
術
の
意
味
も
含
め
て
四
月
二
十
一
日
帝
切
を
行
っ
た
が
取
り
出
し
た
胎
児
は
腐
敗
が
著
る
し
く
、
診
断
は
前
置
胎
盤
で
、
二
月

十
日
の
激
し
い
腹
痛
時
に
死
亡
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。
産
婦
は
術
後
経
過
が
良
好
で
六
月
十
日
に
全
治
退
院
し
た
。

た
。
本
例
は
卵
管
妊
娠
で
あ
っ
た
。

及
さ
れ
て
い
な
い
。

下
に
施
行
し
た
。

（
妬
）

緒
方
病
院
の
緒
方
正
清
は
明
治
三
十
三
年
二
月
十
四
日
、
搬
痕
性
膣
狭
窄
症
の
三
十
一
歳
の
産
婦
に
ポ
ロ
ー
の
手
術
を
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
麻
酔

術
後
は
母
児
共
に
健
全
で
あ
っ
た
が
、
本
症
例
は
フ
リ
ッ
チ
の
術
式
、
す
な
わ
ち
子
宮
底
部
横
切
開
を
施
行
し
た
本
邦
の
第
一
例
で
あ
っ

（
岨
）

四
原
に
よ
る
帝
切

⑤
明
治
三
十
一
、
二
年
の
帝
切
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本
邦
で
第
二
例
目
の
帝
切
の
伝
聞
の
発
掘
が
佐
藤
恒
二
で
あ
り
、
こ
れ
は
佐
藤
が
伊
古
田
純
道
の
事
蹟
を
発
表
し
て
か
ら
二
十
年
も
後
の
昭

和
十
年
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

さ
ら
に
明
治
三
十
年
の
前
半
の
帝
切
の
症
例
を
追
加
し
た
。

（
Ⅳ
）

な
お
こ
の
症
例
は
緒
方
の
助
手
を
勤
め
た
二
川
、
荻
谷
に
よ
っ
て
他
誌
に
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
、
ｄ
）

（
４
４
） 文

献

（
１
）
松
木
明
知
本
邦
に
」

昭
和
五
十
三
年
十
月
。

（
２
）
松
木
明
知
日
本
？

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
、
）

（
ｕ
） 四

、
お
わ
り
に

松
木
明
知
青
森
県
に
お
け
る
最
初
の
帝
王
切
開
術
に
つ
い
て
ｌ
田
沢
多
吉
の
こ
と
な
ど
。
日
本
医
史
学
雑
誌
投
稿
中
。

佐
藤
恒
二
我
邦
一
一
於
ケ
ル
最
初
ノ
帝
歓
開
術
日
本
婦
人
科
学
会
雑
誌
十
巻
二
十
八
頁
大
正
四
年
。

佐
藤
は
こ
の
他
、
千
葉
医
学
専
門
学
校
雑
誌
と
助
産
之
栞
に
も
発
表
し
て
い
る
。

佐
藤
恒
二
我
邦
に
於
け
る
帝
王
切
開
術
の
祖
伊
古
田
純
道
翁
の
遺
跡
を
訪
ふ
中
外
医
事
新
報
二
二
七
号
昭
和
十
年
三
月
二
十
七
日
。

ホ
ウ
ィ
ラ
ル
、
福
田
啓
造
国
帝
裁
開
術
実
験
中
外
医
事
新
報
二
一
六
号
明
治
二
十
二
年
三
月
二
十
五
日
。

彦
坂
小
七
郎
読
ホ
ウ
ィ
ラ
ル
氏
国
帝
減
開
術
実
験
説
中
外
医
事
新
報
二
十
七
号
明
治
二
十
二
年
四
月
十
四
日
。

山
崎
増
造
国
帝
切
開
術
治
験
東
京
医
事
新
誌
七
四
三
号
明
治
二
十
五
年
六
月
二
十
五
日
。

天
竜
生
奇
妊
症
一
一
就
テ
医
事
新
聞
三
七
五
号
明
治
二
十
五
年
四
月
二
十
二
日
。

佐
藤
英
日
帝
王
切
開
后
再
妊
に
当
り
産
道
よ
り
娩
出
セ
シ
実
験
中
外
医
事
新
報
三
六
一
号
明
治
二
十
八
年
四
月
五
日
．

足
立
健
三
郎
、
井
上
半
次
中
心
性
前
置
胎
盤
症
｝
一
伴
う
膿
毒
症
患
者
二
国
帝
戯
開
術
ヲ
施
シ
タ
ル
治
験
京
都
医
学
会
雑
誌
六
十
九
号
明
治
二

月
。

本
邦
に
お
け
る
明
治
前
半
の
帝
王
切
開
術
ｌ
と
く
に
全
身
麻
酔
下
の
帝
王
切
開
術
に
つ
い
て
１
日
本
医
史
学
雑
誌
二
十
四
巻
四
号

日
本
の
帝
王
切
開
術
の
歴
史
ｌ
伊
古
田
純
道
の
事
蹟
に
関
す
る
最
近
の
知
見

日
本
医
史
学
雑
誌
二
十
五
巻
一
号
昭
和
五
十
四
年
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己
吋
．
弓
唖
目
且
芦
切
目
○
芝
麗
昏
①
陣
・
鷺
８
屋
ゆ
く
①
門
ｇ
ｏ
風
⑦
旦
昏
の
守
巽
８
ｍ
目
の
画
口
吻
①
。
ご
○
旨
旨
Ｐ
百
℃
画
昌
固
日
●
ず
国
昌
①
旦
旨
届
紹
．

○
ロ
ー
《
毒
①
Ｉ
い
も
○
［
亜
目
門
く
①
冒
○
局
胃
汽
○
口
画
〕
酌
四
○
』
目
①
ぐ
①
員
旨
の
目
冨
騨
芹
用
閂
回
国
‐
昌
○
｝
再
貢
ぐ
牌
（
ｗ
①
》
掛
目
』
④
四
心
四
目
Ｑ
』
国
群
①
四
ｍ
》
四
目
且
｝
〕
⑦
も
Ｈ
の
四
①
口
詳
の
Ｑ
骨
｝
〕
①

切
目
門
く
①
く
ぃ
庁
拝
蓉
の
画
ロ
ロ
巨
凹
』
Ｒ
目
⑦
①
房
淳
邑
頤
○
局
］
画
℃
脚
邑
ｍ
Ｏ
ｇ
①
庁
く
○
局
夛
自
①
Ｑ
旨
四
畳
閉
園
黒
○
旨
く
』
昌
澤
④
“
卸

Ｐ
ｏ
８
ａ
旨
、
８
冨
亜
○
口
‐
号
の
‐
名
○
局
、
目
月
夢
四
晩
⑦
８
Ｈ
己
ら
陽
の
９
３
ｍ
胃
３
旨
、
①
。
言
○
月
旨
］
釣
℃
回
国
ｎ
回
目
の
８
］
侭
胃
吻
○
○
口
四
津
ｑ
ｌ

ｍ
①
く
③
『
画
一
四
旦
包
芦
屋
○
目
色
再
○
画
碗
①
い
○
崗
雲
○
①
、
四
吋
①
四
目
、
①
。
ご
○
目
笥
昌
夛
自
の
雪
』
①
再
脚
｝
冒
卸
ぐ
①
卸
』
ｍ
○
ヶ
の
の
国
司
の
己
○
員
①
巳
。

へへへへへへ

171615141312
レーー画レン

十
六
年
九
月
。

原
蔵
太
「
ポ
ル
ロ
ー
」
氏
手
術
ノ
ー
実
験
附
妊
娠
子
宮
ノ
全
摘
出
一
一
就
テ
ノ
意
見
杏
林
之
栞
十
号
明
治
三
十
一
年
十
月
三
十
一
日
。

楠
田
謙
蔵
、
渡
辺
光
次
ポ
ル
ロ
ー
氏
手
術
ノ
実
験
東
京
医
事
新
誌
一
○
七
六
号
明
治
三
十
一
年
十
一
月
十
九
日
。

新
井
古
芳
ポ
ル
ロ
ー
氏
手
術
ノ
経
過
産
科
婦
人
科
研
究
会
会
報
四
十
八
号
明
治
三
十
二
年
。

北
川
乙
治
郎
子
宮
外
妊
娠
ノ
前
腹
壁
切
開
ｌ
胎
児
摘
出
ｌ
治
癒
中
央
医
学
会
雑
誌
三
十
二
号
明
治
三
十
二
年
十
一
月
。

緒
方
正
清
帝
王
赦
開
術
ノ
ー
新
法
フ
リ
ッ
チ
氏
子
宮
底
横
減
開
ノ
治
験
中
外
医
事
新
報
四
八
二
号
明
治
三
十
三
年
四
月
五
日
。

二
川
鋭
男
、
荻
谷
清
江
帝
王
徴
開
術
を
膣
管
の
搬
痕
狭
窄
を
有
せ
る
婦
人
に
施
し
た
る
一
治
験
助
産
之
栞
四
十
六
号
明
治
三
十
三
年
。

シ
国
厨
さ
時
『
ｇ
○
＄
目
①
四
国
の
①
ｇ
ざ
ご
旨
〕
四
℃
四
国

’
四
２
９
行
目
①
具
Ｉ

少
蓉
８
日
○
巨
諺
目
の
ご
病
月

す
ぐ心

凸

国
⑦
昌
釣
Ｑ
⑦
秒
昌

局
①
吻
巨
］
菌
○
『
二
】
①
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山
崎
に
よ
れ
ば
江
戸
時
代
犯
人
捜
索
に
人
相
書
が
示
達
さ
れ
た
の
は
公
儀
へ
の
謀
計
、
主
殺
、
親
殺
、
関
所
破
に
対
し
、
す
な
わ
ち
重
犯
事

（
１
）

件
に
限
ら
れ
て
い
た
。
明
治
に
入
る
と
そ
う
い
う
罪
種
制
限
を
除
い
た
た
め
と
維
新
時
の
混
乱
の
た
め
件
数
が
激
増
し
た
。
そ
れ
と
、
人
相
害

に
限
ら
な
い
が
近
代
法
大
系
化
を
急
ぐ
あ
ま
り
次
々
と
布
達
が
な
さ
れ
た
。
以
上
が
明
治
期
人
相
書
の
変
遷
と
い
え
ば
い
え
よ
う
か
。
以
下
、

年
次
順
に
羅
列
す
る
。

（
１
．
２
）

人
相
害
に
つ
い
て
は
山
崎
に
よ
り
ほ
ぼ
調
べ
つ
く
さ
れ
て
い
る
感
が
あ
る
。
し
か
し
氏
も
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
人
相
害
が
明
治
初
期
以

降
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
ま
た
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
た
か
に
つ
い
て
は
調
べ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
著
者
は
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）

（
３
）

よ
り
二
十
五
年
頃
ま
で
の
人
相
書
に
つ
い
て
概
観
し
若
干
の
知
見
を
得
た
の
で
報
告
す
る
。

④③ ②①

（
刈
哉
）

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
十
月
十
五
日
司
法
省
決
議
第
十
二
「
逃
亡
ノ
者
人
相
書
布
告
方
改
正
」

同
六
年
五
月
四
日
司
法
省
第
七
十
号
「
人
相
書
ヲ
以
テ
捕
縛
方
届
出
ノ
節
〈
犯
状
ノ
区
別
ヲ
立
テ
シ
ム
」

同
六
年
五
月
十
九
日
司
法
省
第
七
十
八
号
「
人
相
害
ヲ
以
テ
捕
縛
方
ヲ
開
申
ス
ル
節
死
以
上
ノ
所
業
二
係
ル
者
ノ
具
状
方
ヲ
示
ス
」

同
六
年
六
月
七
日
司
法
省
第
八
十
六
号
「
第
七
十
八
号
罪
犯
捕
縛
方
之
儀
以
来
裁
判
所
一
一
テ
取
扱
ハ
シ
ム
」

明
治
前
半
期
に
お
け
る
人
相
書
に
つ
い
て

辮
牽
罐
灘
轌
一
毬
暗
窯
昭
和
五
十
四
年
六
月
二
十
二
日
受
付

小

関
恒
雄
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以
上
、
人
相
書
に
関
す
る
布
達
等
を
挙
げ
た
が
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
○
）
治
罪
法
布
告
⑰
（
施
行
は
同
十
五
年
一
月
一
日
）
に
よ
っ
て
こ
れ

ら
布
達
は
殆
ど
消
滅
廃
止
さ
れ
た
。
ど
の
条
文
に
吸
収
さ
れ
た
の
か
詳
か
で
は
な
い
が
、
た
し
か
に
明
治
十
五
年
頃
を
期
し
て
司
法
省
達
人
相

書
は
公
報
か
ら
消
え
て
い
る
。
（
も
っ
と
も
新
潟
県
の
場
合
明
治
二
十
一
年
以
降
は
「
警
察
彙
報
」
に
散
見
す
る
。
）

で
は
こ
れ
ら
示
達
は
実
際
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
「
布
令
布
告
之
類
都
テ
村
町
掲
示
場
へ
掲
示
シ
且
朔
望
コ

ト
ニ
用
掛
り
之
者
ヨ
リ
戸
前
未
を
呼
集
メ
自
身
或
ハ
代
人
ニ
テ
親
切
一
一
読
ミ
聞
カ
ス
ベ
シ
」
（
明
治
六
年
新
潟
県
布
告
）
と
各
区
戸
長
に
厳
重
達

せ
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
布
達
に
は
人
相
書
も
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
中
央
よ
り
県
庁
へ
、
県
庁
よ
り
各
大
小
区
長
、
戸
長
ま

で
示
達
さ
れ
、
戸
長
、
用
掛
に
よ
り
読
聞
か
せ
か
つ
要
所
の
掲
示
場
へ
張
出
し
た
。
し
か
し
こ
の
い
か
に
も
お
お
ら
か
な
方
法
で
は
手
間
も
か

⑪⑩⑨⑧⑦⑥⑤⑰⑯⑮⑭⑬⑫

同
六
年
六
月
十
七
日
海
軍
省
甲
第
百
二
十
九
号
「
脱
営
脱
艦
ノ
者
届
出
ノ
節
人
相
書
書
式
」

同
六
年
七
月
十
九
日
司
法
省
甲
第
十
号
「
現
行
犯
又
〈
反
獄
脱
監
等
ノ
節
探
索
捕
亡
方
」

同
六
年
七
月
三
十
日
太
政
官
布
告
第
二
百
七
十
五
号
「
犯
罪
逃
亡
ノ
者
人
相
害
書
式
ヲ
定
ム
」

同
六
年
九
月
三
十
日
司
法
省
第
百
五
十
五
号
「
逃
走
罪
囚
懲
役
終
身
二
係
ル
者
捕
縛
方
人
相
害
ヲ
以
テ
具
状
シ
布
告
ヲ
請
ハ
シ
ム
」

同
六
年
十
月
十
二
日
教
部
省
第
三
十
号
「
犯
罪
逃
亡
之
者
人
相
書
文
例
中
宗
門
記
載
方
」

同
六
年
十
月
二
十
二
日
太
政
官
達
「
司
法
省
人
相
書
布
達
ノ
儀
モ
諸
布
告
達
書
等
ト
同
様
二
領
布
セ
シ
ム
」

同
六
年
十
月
二
十
三
日
司
法
省
第
百
六
十
九
号
「
逃
亡
ノ
罪
囚
人
相
害
ヲ
以
テ
布
達
ス
ル
者
遠
隔
ノ
地
於
テ
ハ
直
二
各
地
二
通
達
シ
更
二
当
省
二
開
申

同
七
年
十
二
月
二
十
日
司
法
省
達
第
三
十
一
号
「
罪
囚
逃
亡
届
方
再
達
」

同
八
年
十
月
二
十
二
日
陸
軍
省
達
第
八
十
二
号
「
下
士
以
下
生
徒
夫
卒
等
逃
亡
ノ
節
自
今
原
籍
府
県
及
裁
判
所
へ
直
一
一
通
報
セ
シ
ム
」

同
八
年
十
一
月
十
二
日
海
軍
省
達
記
三
套
第
百
四
十
八
号
「
脱
営
脱
艦
ノ
者
人
相
書
認
方
改
正
」

同
八
年
十
二
月
十
七
日
司
法
省
達
第
四
十
三
号
「
罪
囚
逃
亡
届
出
書
｝
一
脱
監
越
獄
等
ノ
文
字
ヲ
明
瞭
二
区
別
記
載
セ
シ
ム
」

同
十
年
四
月
七
日
司
法
省
達
丙
第
八
号
「
司
法
省
乙
号
達
逃
亡
罪
囚
人
相
書
管
下
へ
掲
示
ヲ
止
ム
」

同
十
三
年
七
月
十
七
日
太
政
官
布
告
第
三
十
七
号
「
治
罪
法
創
定
」

セ
シ
ム
」
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人
相
吾
害
式
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
太
政
官
布
告
⑦
の
も
の
が
基
本
と
な
っ
て
お
り
、
同
十
五
年
司
法
省
達
⑱
、
同
十
六
年
陸
軍
省
達

（
Ｔ
ｌ
●
ウ
全
）

、
な
ど
に
み
ら
れ
る
も
の
も
殆
ど
変
り
は
な
い
。
⑦
は
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
⑱
を
挙
げ
て
お
こ
う
（
図
１
）
。

以
上
通
覧
す
る
と
、
人
相
書
は
い
わ
ゆ
る
犯
人
脱
囚
捜
索
に
当
然
用
い
ら
れ
た
が
、
陸
軍
海
軍
に
あ
っ
て
も
軍
人
や
既
決
囚
の
逃
亡
捜
索
に

使
わ
れ
明
治
十
年
二
十
年
代
少
な
か
ら
ぬ
件
数
の
布
達
を
見
出
せ
る
。
ま
た
海
軍
で
は
明
治
十
一
年
下
士
以
下
旅
行
証
票
規
則
を
定
め
「
海
軍

下
士
以
下
公
用
並
私
用
ト
錐
モ
允
許
ヲ
得
旅
行
ス
ル
者
〈
総
テ
書
式
之
旅
行
証
票
ヲ
授
与
シ
」
旅
行
先
に
到
着
の
際
「
直
一
一
該
地
ノ
郡
区
戸
長

二
証
票
ヲ
示
シ
宿
泊
証
書
二
着
発
ノ
月
日
ヲ
記
載
調
印
ヲ
受
ケ
ヘ
シ
」
と
し
、
旅
行
証
票
に
は
本
籍
、
職
名
何
某
年
令
、
丈
ケ
、
顔
、
色
、

眼
、
鼻
、
口
、
痘
痕
、
別
徴
を
記
入
し
て
お
い
た
。
あ
る
い
は
目
的
の
一
つ
に
犯
罪
逃
亡
防
止
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

か
り
経
費
も
膨
大
か
つ
功
験
も
疑
し
い
と
伺
が
出
さ
れ
た
⑪
。
明
治
十
年
達
⑯
で
は
「
探
偵
上
ノ
障
碍
不
少
」
「
人
民
一
一
示
ス
可
カ
ラ
サ
ル

勿
論
」
管
下
へ
掲
示
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
警
察
組
織
、
犯
罪
捜
査
網
が
次
第
に
充
実
し
て
き
た
た
め
も
あ
ろ
う
。

し
か
し
人
相
害
に
関
係
す
る
布
達
は
以
降
も
続
い
て
い
る
。

⑳
同
十
六
年
十
月
八
日
陸
軍
省
達
乙
第
百
二
号
「
罪
犯
取
扱
手
続
並
害
式
」
（
う
ち
書
式
第
三
十
一
号
人
相
書
）

⑳
同
十
六
年
八
月
四
日
太
政
官
布
告
第
二
十
四
号
「
陸
軍
治
罪
法
」
、
同
十
七
年
三
月
二
十
一
日
同
布
告
第
八
号
「
海
軍
治
罪
法
」
、
同
二
十
一
年
十
一
月

二
日
陸
軍
省
達
第
二
百
四
号
「
陸
軍
治
罪
法
執
行
規
則
ヲ
定
メ
罪
犯
取
扱
手
続
並
書
式
廃
止
」
、
同
二
十
二
年
三
月
一
日
海
軍
省
達
第
三
十
六
号
「
海

⑳ ⑲ ⑱

軍
治
罪
法
執
行
規
則
」

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
二
月
十
四
日
司
法
省
達
丙
第
六
号
「
始
審
裁
判
所
検
事
ヨ
リ
既
決
囚
ノ
逃
走
者
二
対
シ
逮
捕
状
発
付
手
続
」

同
十
五
年
二
月
十
七
日
海
軍
省
達
丙
第
一
○
号
「
海
軍
軍
人
軍
属
並
囚
徒
逃
亡
ノ
節
捜
索
並
申
出
方
」

同
十
五
年
二
月
二
十
三
日
司
法
省
達
丁
第
十
四
号
「
予
審
判
事
ヨ
リ
各
控
訴
裁
判
所
検
事
長
一
一
送
致
ノ
被
告
人
人
相
書
及
検
事
長
ヨ
リ
捜
査
逮
捕
ヲ
命

ス
ル
人
相
書
並
逮
捕
状
調
成
方
」

′、
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実
例
を
二
三
挙
げ
る
。

Ｂ
明
治
五
年
五
月
二
十
日
太
政
官
布
告
第
百
六
十
号
（
図
２
）

西
潟
は
本
件
「
大
河
津
分
水
騒
動
」
首
謀
の
一
人
で
あ
る
。
明
治
七
年
大
坂
府
下
で
捕
縛
さ
れ
た
（
同
年
十
月
司
法
省
達
乙
第
百
十
号
）
。

口
同
八
年
十
月
七
日
新
潟
県
治
報
知
乙
号
附
録
第
廿
一
号

各
区
小
区
長

左
ノ
通
司
法
省
ヨ
リ
達
相
成
候
条
可
及
告
示
者
也

明
治
八
年
十
月
二
冊
新
潟
県
参
事
南
部
信
近

獄
衣
筒
袖
色
柿
染
番
号
入
但
三
百
五
十
二
号
卜
記
ス

ー
所
長
無
之
一
職
業
農

一
妻
子
無
之
一
浄
土
宗

右
於
名
東
県
懲
役
終
身
処
刑
中
本
月
九
日
監
内
坐
板
ヲ
外
シ
逃
亡

乙
第
七
十
五
号

一一一一一一一

音
声
中
音

其
節
衣
類

丈
四
尺
九
寸
八
分

顔
丸
キ
方

頭
断
髪

鼻
高
キ
方
但
先
赤
シ

ロ
小
サ
キ
方

一
歯
並
揃

一
痘
痕
並
疵
所
無
之

肉
太
キ
方

色
白
キ
方

眼
眉
常
体

讃
岐
国
三
木
郡
上
高
岡
村

農
才
助
長
男

安
西
利
左
衛
門

二
十
二
年
四
ヶ
月
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こ
の
よ
う
に
人
相
書
は
末
端
の
戸
長
ま
で
布
達
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
特
定
の
業
者
に
も
布
達
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
明
治
十
年
二
月
十
日

警
視
庁
布
達
第
十
「
寄
セ
席
取
締
規
則
」
で
は
「
第
八
条
犯
罪
人
人
相
書
ヲ
以
テ
布
達
ア
ル
モ
ノ
及
ビ
其
他
不
審
ト
見
認
ル
モ
ノ
ハ
速
二
最

寄
警
視
分
署
或
〈
巡
行
ノ
巡
査
へ
密
告
ス
尋
へ
シ
」
と
定
め
、
ま
た
同
十
二
年
四
月
新
潟
県
布
達
「
旅
籠
屋
営
業
取
締
規
則
」
で
は
「
第
四
条

取
締
世
話
役
〈
犯
罪
人
人
相
言
及
上
該
営
業
取
締
二
関
ス
ル
諸
達
書
等
ヲ
組
中
へ
廻
達
シ
受
印
ヲ
取
り
置
ク
ヘ
シ
」
「
第
七
条
取
締
世
話
役

ヨ
リ
犯
罪
人
人
相
書
ヲ
回
致
セ
、
〈
詳
悉
簿
記
シ
其
止
宿
人
ノ
内
若
シ
体
相
符
合
セ
シ
者
ア
ル
ヵ
又
〈
挙
動
怪
シ
キ
者
或
〈
不
正
ノ
品
等
ヲ
所
持

ス
ル
者
ア
ラ
ハ
直
チ
ニ
持
部
警
察
署
又
ハ
分
署
又
〈
巡
回
巡
査
へ
密
報
ス
ヘ
シ
」
と
あ
る
。
同
じ
く
明
治
十
三
年
三
月
「
貸
座
敷
及
娼
妓
取
締

右
之
通
二
候
条
各
地
方
二
於
テ
厳
密
遂
捜
索
捕
縛
之
上
ハ
成
規
之
通
取
計
其
段
可
届
出
此
旨
相
達
候
事

明
治
八
年
九
月
廿
四
日
司
法
卿
大
木
喬
任

各
区
小
区
長

左
ノ
通
司
法
省
ヨ
リ
達
相
成
候
条
可
及
告
示
者
也

明
治
八
年
十
一
月
八
日
新
潟
県
参
事
南
部
信
近

乙
第
八
十
三
号
府
県

讃
岐
国
三
木
郡
上
高
岡
村

農
才
助
長
男

安
西
利
左
衛
門

右
本
年
乙
第
七
十
五
号
ヲ
以
布
達
当
九
月
十
四
日
名
東
県
於
テ
捕
縛

や
が
て
捕
縛
さ
れ
る
と
、

右
之
通
二
候
条
此
旨
相
達
候
事

明
治
八
年
十
一
月
四
日

司
法
卿
大
木
喬
任
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規
則
」
に
も
「
第
十
一
条
犯
罪
者
ノ
人
相
書
ヲ
以
テ
相
示
ス
モ
ノ
ハ
勿
論
其
他
遊
客
ノ
ー
泊
以
上
一
一
及
フ
モ
ノ
又
〈
金
銭
遣
方
不
審
ニ
シ
テ

風
体
怪
敷
キ
モ
ノ
等
ア
ラ
ハ
速
二
所
轄
警
察
署
或
〈
分
署
又
〈
巡
行
ノ
巡
査
一
一
密
告
ス
ヘ
シ
但
人
相
書
或
〈
貸
座
敷
娼
妓
ニ
渉
ル
諸
布
達
〈

総
テ
所
轄
警
察
署
ヨ
リ
元
締
へ
下
付
シ
之
ヲ
順
達
セ
シ
ム
尤
モ
人
相
書
ハ
特
一
一
急
達
ス
ル
ヲ
要
ス
ヘ
シ
」
と
あ
る
。
違
反
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ

人
相
書
（
体
相
書
）
と
は
結
局
、
法
医
学
上
「
個
人
識
別
」
の
こ
と
で
あ
る
。
個
人
識
別
（
で
の
愚
。
ご
凹
冒
：
目
胃
目
。
ロ
）
が
い
ろ
い
ろ
の
分
野

で
応
用
さ
れ
る
と
同
様
、
人
相
書
も
犯
人
捜
索
（
司
法
）
ば
か
り
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
行
政
警
察
の
面
で
も
応
用
さ
れ
た
。

「
違
警
罪
」
が
科
さ
れ
た
。

一
、
身
元
不
明
人

日
明
治
八
年
新

明
治
八
年
新
潟
県
治
報
知
甲
第
百
八
十
五
号

県
庁
布
達
第
四
百
三
十
一
号
各
区
小
区
長

左
ノ
人
頭
宮
城
県
下
陸
前
国
柴
田
郡
今
宿
村
ノ
内
野
上
七
十
番
地
大
和
周
吉
方
被
雇
中
去
ル
十
一
月
一
日
病
死
候
間
親
類
ノ
者
へ
所
持
品
可
相
渡
旨
同

県
ヨ
リ
照
会
｝
一
付
各
区
村
々
二
於
テ
心
当
リ
ノ
者
有
之
候
〈
、
明
九
年
一
月
三
十
一
日
限
り
始
末
書
相
添
受
取
方
可
申
出
此
旨
可
及
告
示
者
也

但
本
文
日
限
迄
二
申
出
無
之
候
〈
、
心
当
リ
ノ
者
無
之
儀
卜
見
倣
シ
可
取
計
侯
条
此
旨
モ
可
相
心
得
事

明
治
八
年
十
二
月
廿
二
日
新
潟
県
令
永
山
盛
輝

一一一一一一

身
丈
五
尺
三
寸

色
黒
キ
方

鼻
常
体

口
常
体

髭
薄
キ
方

頭
従
前
髪
濃
キ
方
白
髪
少
を
生

人
相

越
後
出
生
徳
四
郎

当
四
十
五
六
年
程

顔
丸
キ
方

眼
大
キ
方

眉
常
体

歯
並
常
体

耳
常
体
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(二）白
明
治
十
年
同
甲
第
百
七
十
八
号

一
溺
死
男
一
人
但
年
令
十
六
七
才
位
惣
身
白
ク
爪
色
青
白
ク
裸
体
惣
身
無
疵
所
持
品
ナ
シ

一
同
上
壱
人
但
年
令
二
十
四
五
才
位
惣
身
腐
燗
紫
色
二
変
シ
乱
髪
着
衣
及
所
持
品
更
二
無
之

一
湯
殿
山
守
札
六
枚
一
鉄
鎚

一
磁
石
壱
筒
一
寒
暖
計

一
日
本
絵
図
壱
枚
一
古
山
刀

一
マ
サ
切
壱
挺
一
鉄
ヂ
ョ
リ
ン

一
新
刀
鎗
無
銘
一
一
か
ら
ひ
無
鉄
炮

一
あ
さ
袋
内
女
櫛
蝶
模
様
付
一
枚
四
枚

右
之
外
足
袋
甲
掛
火
箸
ノ
類
四
十
八
品
金
銭
少
々

明
治
九
年
同
甲
第
百
四
十
七
号

第
四
課
報
告
八
月
十
四
日

右
〈
本
月
六
日
第
二
大
区
小
三
区
五
十
嵐
浜
村
地
内
松
林
中
一
一
縊
死
有
之
旨
届
出
タ
リ
心
当
リ
ノ
者
〈
該
村
二
就
テ
取
糺
シ
其
旨
最
寄
警
察
署
へ
届
出

一一

一
唐
鍬
壱
挺

一
小
羽
鍬
二
挺

一
紫
袖
藤
模
様
小
切
壱
枚

一
湯
殿
山
守
札
六
枚

一
磁
石
壱
箇

一
日
本
絵
図
壱
枚

一
マ
サ
切
壱
挺

ヘ
シ 一

縊
死
男
一
人

但
年
令
三
十
八
九
才
位
肉
太
キ
方
顔
丸
キ
方
紺
浅
黄
木
綿
小
格
子
単
物
着
用
紺
木
綿
三
尺
帯
ヲ
〆
白
地
形
付
古
手
拭
ヲ
冠
リ
髪
結
髪

全
体
無
庇

其
節
衣
服

マ
マ

マ
マ

紺
服
巻
壱
筋
一
紺
服
引

木
綿
小
弁
慶
袷

所
持
品

一
矢
違
唐
鍬

一
竪
縞
帷
子

壱
足

壱
挺

一
箇

二
挺

二
挺

一三

枚挺
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（
５
）

身
元
不
明
屍
の
場
合
、
着
衣
所
持
品
の
記
載
が
重
要
で
あ
る
が
こ
の
点
よ
く
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
溺
死
人
海
難
者
の
場
合
腐
敗
損
壊
の
た
め

書
ぎ
ょ
う
が
な
く
「
惣
身
腐
燗
シ
テ
全
体
不
詳
」
と
簡
単
で
あ
る
。

一
着
物
鼠
色

一
沓
黒

一
長
キ
枕
壱
シ

○
明
治
十
一
年
同
沿

二
、
遭
難
者
行
方
不
明
者

伶
明
治
十
一
年
同
甲
第

県
庁
布
達
第
百
七
号

神
戸
港
在
留
清
国
万
隆
洋
行
雇
人
広
東
省
香
山
県
人
張
茂
詔
ト
申
者
去
ル
八
月
十
日
夜
（
則
清
暦
七
月
十
一
日
）
十
一
時
頃
外
出
ノ
儘
帰
宅
不
致
諸
方

捜
索
ヲ
遂
ヶ
其
所
在
相
尋
候
ト
雄
モ
死
生
明
瞭
不
致
自
然
内
地
へ
入
込
候
哉
モ
難
測
趣
ヲ
以
捜
索
方
之
儀
同
国
領
事
ヨ
リ
申
出
候
条
別
紙
人
相
害
｝
一
照

シ
若
似
寄
之
者
見
当
候
ハ
、
差
留
置
速
一
一
兵
庫
県
へ
照
会
可
致
此
旨
布
達
候
事

明
治
十
一
年
十
二
月
十
一
日
内
務
卿
伊
藤
博
文

甲
第
廿
九
号

左
ノ
通
内
務
省
甲
第
廿
九
号
布
達
｝
一
付
テ
ハ
右
清
国
人
見
当
候
〈
、
差
留
置
最
寄
警
察
署
及
分
署
或
〈
巡
回
巡
査
へ
速
一
一
可
届
出
此
旨
及
布
達
候
事

明
治
十
一
年
十
二
月
十
九
日
新
潟
県
令
永
山
盛
輝

明
治
十
一
年
同
甲
第
二
百
四
十
四
号

一
年
令
四

一
身
体
疲

所
持
品

年
同
沿
海
番
外
第
十
四
号

四
十
六
才

疲
ダ
ル
方

人
相
書

清
国
広
東
香
山
県
人

神
戸
英
壱
番
商
会
茶
製
場
住

張
茂
詔

一
色
黒
キ
方

一
股
引
黒

一
白
ノ
ケ
ッ
ト
壱
枚
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第
十
六
号

左
之
通
達
相
成
候
二
付
該
船
及
死
体
漂
着
ハ
勿
論
所
在
及
見
聞
候
〈
、
支
庁
警
察
署
分
署
或
〈
巡
回
巡
査
へ
速
二
可
届
出
此
旨
及
布
達
候
事

明
治
十
一
年
四
月
十
七
日
新
潟
県
令
永
山
盛
輝
代
理

新
潟
県
大
書
記
官
河
内
直
方

当
使
管
下
渡
島
国
上
磯
郡
札
苅
村
橋
本
太
右
衛
門
義
〈
本
年
一
月
十
日
同
国
茅
部
郡
掛
間
村
岩
谷
久
米
三
郎
外
弐
名
〈
同
月
廿
日
漁
船
二
乗
組
何
レ
モ

漁
業
ノ
為
出
船
ノ
儘
行
方
不
知
旨
届
出
候
処
右
両
船
ノ
内
壱
艘
〈
茅
部
郡
海
辺
へ
壱
艘
ハ
青
森
県
下
陸
奥
国
北
郡
海
岸
へ
漂
着
候
得
共
乗
組
人
四
名
ハ

子
今
行
方
不
相
知
候
二
付
自
然
別
紙
人
相
書
二
類
似
ノ
死
体
漂
着
候
鰍
又
〈
所
在
及
見
聞
候
〈
、
速
二
当
使
へ
可
届
出
此
旨
相
達
侯
事

明
治
十
一
年
四
月
八
日
開
拓
長
官
黒
田
清
隆

丙
第
弐
号

一 一一一一一 一一一一

髪口眼顔
黒常常長
キ体体キ
方方

白
紺
木
綿
縫
合
筒
袖

藍
縦
縞
綿
入
筒
袖

茶
縦
縞
袖
ナ
シ

前
垂

千
草
股
引

深
靴

●

着
服

人
相
書

開
拓
使
管
下
渡
島
国
上
磯
郡
札
苅
村

橋
本
太
右
衛
門

五
十
年
三
ヶ
月

一
色
白
キ
方

一
鼻
高
キ
方

一
歯
常
体

一一一一一

カ
ン
ナ
裂
織
筒
袖

マ
マ

中
形
糯
伴

小
倉
帯

紺
足
袋

浅
黄
手
拭

（
以
下
略
）

沿
海
府
県
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ま
と
め

人
相
書
に
始
ま
っ
た
個
人
識
別
と
い
う
分
野
は
な
に
も
犯
人
捜
索
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
知
識
経
験
を
も
と
に
「
個
人
識
別

学
」
「
指
紋
学
」
が
確
立
さ
れ
、
法
医
学
は
も
と
よ
り
人
類
学
、
遺
伝
学
な
ど
の
分
野
に
も
広
が
り
直
接
間
接
医
学
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。

わ
が
国
で
は
明
治
四
十
一
年
（
一
九
○
八
）
司
法
省
が
犯
罪
人
異
同
識
別
委
員
会
を
設
置
し
平
沼
騏
一
郎
、
大
場
茂
馬
ら
の
意
見
に
従
い
、

（
穴
０
・
〈
又
〕
）

は
じ
め
か
ら
指
紋
法
を
採
用
し
、
翌
四
十
二
年
ま
ず
全
国
監
獄
の
新
受
刑
者
よ
り
採
取
保
管
を
開
始
し
た
。
警
察
で
の
採
用
は
警
視
庁
の
明
治

四
十
四
年
（
一
笂
二
）
を
皮
切
り
に
大
正
の
始
め
に
か
け
全
国
の
警
察
で
採
用
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
個
人
識
別
に
は
指
紋
を
主
体
と
す
る
が

（
５
）

犀
凰
筐
。
ご
侭
①
が
加
味
さ
れ
か
つ
人
相
書
の
伝
統
が
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
爾
来
今
日
も
変
り
は
な
い
。

警
察
組
織
が
充
実
し
て
く
る
一
方
、
都
市
化
交
通
手
段
が
発
達
し
犯
罪
者
も
長
け
て
く
る
。
こ
う
い
う
悠
長
な
人
相
害
で
は
効
果
も
薄
れ
て

く
る
だ
ろ
う
。
記
載
が
い
つ
ま
で
も
「
丈
高
ク
中
肉
」
「
顔
丸
キ
方
」
「
鼻
常
体
」
と
い
っ
た
も
の
で
は
実
効
が
な
か
ろ
う
。
明
治
十
三
年

（
一
八
八
○
）
、
当
時
東
京
築
地
病
院
に
あ
っ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ル
ズ
の
指
紋
の
個
人
識
別
へ
の
応
用
示
唆
、
ま
た
同
十
二
年
（
一
八
七
九
）

（
６
．
７
．
８
）

ア
ル
フ
ォ
ン
ズ
．
、
ヘ
ル
チ
ョ
ン
の
人
身
測
定
法
（
国
の
鼻
屋
。
目
頭
の
）
の
提
唱
に
よ
り
科
学
的
客
観
的
個
人
識
別
が
芽
ば
え
て
く
る
。
こ
れ
ら
経
緯
を

経
て
警
視
庁
は
明
治
十
八
年
索
引
係
を
置
き
、
林
誠
一
考
案
の
「
名
籍
索
引
票
」
を
採
用
し
た
。
今
日
の
「
指
紋
原
紙
」
な
ど
カ
ー
ド
式
の
始

ま
り
で
あ
る
。
写
真
（
術
）
の
発
達
普
及
も
見
逃
せ
な
い
。
古
く
明
治
五
年
六
月
四
日
司
法
省
は
「
罪
人
ノ
写
真
ヲ
坂
ル
細
目
」
を
定
め
て
い

る
ほ
ど
で
あ
る
。

文
献
お
よ
び
註

（
１
）
山
崎
佐
人
相
書
の
研
究
、
犯
罪
学
雑
誌
、
二
○
巻
、
七
八
’
九
一
頁
、
一
九
五
四

（
２
）
山
崎
佐
『
明
治
前
裁
判
医
学
史
』
日
本
学
士
院
、
一
九
五
七
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胃
昌
戸
冒
Ｑ
ｑ
日
置
ロ
、
四
日
四
目
宮
望
昌
・
号
の
己
○
］
旨
①
具
］
四
℃
目
〕
｝
同
色
且
印
も
の
巨
具
の
ｇ
ｏ
昌
昏
の
己
の
厨
○
口
巳
Ｑ
①
頓
。
昌
官
５
口
（
ｚ
旨
３
曲
四
面
）
津
○
冒
号
⑦
冒
巨
③

○
局
号
①
目
○
宍
巨
、
脚
争
闘
、
彦
○
銅
匡
口
昌
①
己
一
吾
の
印
画
忌
々
シ
角
の
替
角
画
．
戸
ざ
『
閉
冒
昌
、
『
興
号
①
吻
賞
昼
く
の
酌
胃
○
雨
辱
畠
の
嘗
昏
胃
昏
①
、
湧
蔚
目
○
『
骨
ぽ
い
包
例
ｇ
ｏ
も
‐

ご
○
目
葛
酌
め
］
⑦
、
巴
］
国
①
の
国
匡
一
晩
罫
⑦
巳
弓
｝
５
営
邑
く
①
巽
侭
色
ご
○
旨
一
局
脚
Ｑ
ｐ
巨
画
『
房
凰
○
『
骨
犀
①
］
画
も
画
目
⑦
い
①
Ｈ
且
］
陣
四
吋
習
い
ｇ
ｏ
も
司
律
計
琴
①
口
い
の
旦
石
の
嵐
○
昌
巴
Ｑ
の
胃
『
も
ご
○
ご

●ず
Ｈ
Ｑ
①
、
①
具
⑦
厨
．
弓
冨
の
日
①
昏
○
・
冬
麗
巴
吻
○
易
且
旨
８
酌
①
呉
ロ
ロ
丘
①
昌
惑
の
９
８
名
い
①
唖
四
口
旦
吾
⑦
ｇ
關
冒
四
四
℃
画
風
津
○
９
９
日
〕
①
ゅ
．

国
①
算
壁
さ
目
い
ぬ
。
（
］
、
『
③
）
秒
昌
且
９
脚
ｇ
甦
○
旨
○
ご
く
（
』
ｍ
ｍ
Ｃ
）
琴
『
⑦
鄙
①
計
毎
の
す
の
唱
画
ｐ
旨
い
。
崗
庁
犀
①
こ
い
の
ｇ
い
○
苛
目
風
印
○
笥
口
の
昌
号
鄙
ｏ
脚
舜
さ
白
日
目
⑦
言
彦
○
匹
の
．
胃
目
昌
④
Ｃ
や

庁
ゴ
①
罰
口
頭
①
局
勺
目
旨
計
い
く
い
蔚
尉
目
ぶ
ぐ
い
い
員
言
門
○
回
二
ａ
の
Ｑ
砕
昌
］
囚
で
画
冒
斡
ロ
ロ
○
国
】
己
】
ご
匙
』
ロ
ぐ
①
の
言
輌
秒
冒
○
昌
巨
閏
己
四
○
口
］
田
号
嵌
⑦
Ｑ
の
晩
の
国
壱
ロ
○
ロ
ブ
『
①
ご
骨
○
巨
庁
○
局
ユ
画
蔚
．

？

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

人
相
害
の
事
例
は
主
と
し
て
「
新
潟
県
治
報
知
」
所
載
の
も
の
お
よ
び
順
天
堂
大
学
図
書
館
所
蔵
の
も
の
を
参
照
し
た
。

「
」
内
は
い
ず
れ
も
「
法
令
全
書
」
の
目
録
見
出
し
で
あ
る
。

小
関
恒
雄
身
元
不
明
死
体
に
関
す
る
二
三
の
考
察
、
犯
罪
学
雑
誌
、
四
二
巻
、
一
二
’
一
九
頁
、
一
九
七
六

大
場
茂
馬
『
個
人
識
別
法
』
中
央
大
学
、
一
九
○
八

八
十
島
信
之
助
指
紋
の
創
始
者
居
留
地
の
医
師
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
オ
ー
ル
ズ
、
日
本
医
事
新
報
、
一
八
○
九
号
、
六
○
’
六
一
頁
、
一
九
五
八

警
察
庁
刑
事
局
鑑
識
課
『
警
察
指
紋
制
度
の
あ
ゆ
ぷ
』
一
九
六
一

（
新
潟
大
学
医
学
部
法
医
学
教
室
）

、
国
房
詞
○
庁
ａ
ｓ
①
砲
①
勗
○
ご
巴
口
硯
日
言
は
日
〕

（
ｚ
宮
呂
施
四
画
）
言
吾
①
旨
①
昼
国
国

ご
く

目
、
属
目
①
○
展
○
の
固
嗣
胃
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江
戸
北
部
を
中
心
と
す
る
医
家
三
九
六
名
が
登
載
さ
れ
て
い
る
。
駒
込
、

本
郷
、
神
田
、
小
石
川
、
水
道
橋
、
飯
田
町
、
湯
島
、
下
谷
、
浅
草
、
千

住
、
染
井
、
目
白
台
等
で
あ
る
。
そ
の
他
、
北
総
船
橋
、
上
州
牛
久
、
土

浦
、
野
州
烏
山
、
奥
州
仙
台
、
奥
州
登
米
郡
、
羽
州
秋
田
、
下
総
国
市
川
、

行
徳
な
ど
が
散
見
す
る
。

本
稿
は
順
天
堂
大
学
山
崎
文
庫
本
（
富
士
川
家
旧
蔵
）
に
よ
っ
た
。

今
世
医
家
人
名
録

龍
峯
白
土
葬
輯
定

北
部

イ

本
駒
込
丸
山
新
町
飯
嶋
芳
庵

本
本
郷
五
町
目
上
邸
加
州
金
沢
今
井
昌
軒

稗
神
田
三
河
町
四
丁
目
越
前
大
野
伊
丹
祐
伯

本
下
谷
煉
塀
小
路
羽
州
庄
内
今
井
宗
保

吠
臥
浅
草
福
井
町
一
丁
目
池
田
玄
沖

４
Ｊ本

本
郷
一
町
目
横
丁
上
州
高
崎
生
駒
元
噸

卜露
骨
下
谷
広
小
路
信
州
上
田
伊
藤
常
貞

Ｉ
資
料
－１今世

医
家
人
名
録

北
部
文
政
三
年
版

大
滝
紀
雄

針本本本本本針本本本本本本針本本本本外産本本本木本本
瘡痘

下
谷
池
端
茅
町

染
井
下
邸

小
石
川
陸
尺
町

一
橋
外
上
邸

神
田
花
房
町
代
地

下
谷
広
小
路

谷
中
茶
屋
町

駒
込
丸
山
新
町

奥
州
登
来
郡
米
谷

筋
違
内
上
邸

神
田
豊
嶋
町
二
丁
目
横
丁

本
郷
六
町
目

本
郷
春
木
町

浅
草
鳥
越
上
邸

神
田
皆
川
町
二
丁
目

神
田
橋
外
上
邸

佐
久
間
町
一
丁
目

浅
草
鳥
越
中
邸

小
石
川
片
町

牛
込
御
門
内
上
邸

下
谷
御
徒
士
町
二
丁
目

千
住
掃
部
宿

浅
草
花
川
戸

向
柳
原
中
邸

羽
州
秋
田

上
総
大
田
喜

武
州
金
沢

参
州
吉
田

奥
州
弘
前

勢
州
神
戸

備
中
岡
田

羽
州
秋
田
新
田

奥
州
仙
台
嘩

野
州
宇
津
宮

丹
波
亀
山

丹
後
田
辺

下
総
高
岡

勢
州
津

井池石岩池市伊板石岩石石今石石飯飯伊稲石伊石伊升

上上田田嶋原東垣原田川川井田原塚嶋藤川井東田東上

宗元金昌伯貞賢玄道祐玄養正又玄保道 蘭貞良宣道玄玄

三敬助庵川養鱗良啓甫○拙伯蔵眠安仙哲二碩斉覚昇朝
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〈

本
雄
子
橋
通
小
川
町
上
邸

本
浅
草
萱
町
中
邸

本
浅
草
藪
之
内

体
神
田
佐
久
間
町
一
丁
目

タ本
根
津
門
前
町

本
向
柳
原
上
邸

本
浅
草
東
中
町
広
小
路

本
小
川
町
上
邸

本
小
川
町
上
邸

獅
下
谷
上
野
広
小
路
横
町

鋸
向
柳
原
中
邸

針
下
谷
新
屋
舗

本
下
谷
金
杉
下
町

癖
千
住
宿
三
町
目

本
小
石
川
伝
通
院
前
白
壁
町

眼
浅
草
新
鳥
越
四
町
目

本
華
寒
本
郷
追
分
願
行
寺
前

針
小
石
川

ホ

本
下
谷
金
杉
二
町
目
下
邸

本
筋
違
内
上
邸

本
浅
草
諏
訪
町
河
岸

野
州
足
利

野
州
足
利

三
州
岡
崎

越
後
石
瀬

勢
州
津

予
州
今
治

信
州
上
田

常
州
下
舘

野
州
宇
津
宮

越
後
椎
谷

林
玄
紘

林
有
玄

原
東
民

羽
山
円
良

浜
田
周
宅

馬
場
道
朔

原
田
玄
仲

服
部
原
泰

萩
原
好
庵

長
谷
川
玄
道

長
谷
川
宗
筬

林
玄
隆

服
部
隆
済

原
田
道
叔

北本堀 蓮 原早

川

玄舟

泰平

西
村
元
鱗

条多越

若有亮 宗
琢斎隣泉

外本本本針外本産本針本 児本 本本本本本本本本本 本

下
谷
御
徒
士
町
上
邸
筑
後
柳
河

下
谷
金
杉
二
町
目
下
邸
常
州
下
舘

千
住
掃
部
宿

下
谷
御
徒
士
町
上
邸
筑
後
柳
川

ト
浅
草
向
柳
原
下
邸
羽
州
庄
内

金
龍
山
下
会
所
横
町

チ

浅
草
西
仲
町

ヲ

東
叡
大
王
龍
下
谷
坂
本
二
町
目

神
田
蝋
燭
町

本
郷
五
町
目
上
邸
加
州
金
沢

奥
州
盤
井
郡
仙
台
東
山
松
川
邑

下
谷
上
野
車
坂
下

巣
鴨
辻
町

染
井
下
邸
勢
州
津

浅
草
鳥
越
上
邸
肥
前
平
戸

神
田
金
沢
町
信
州
上
田

神
田
須
田
町
横
町

小
石
川
牛
天
神
安
藤
坂
下

駒
込
中
邸
和
州
郡
山

神
田
新
白
銀
町

浅
草
鳥
越
上
邸
肥
前
平
戸

冨烏 宝
珠
山

堀
越

星
野

堀
江

大
関
法
橋
泰
順

大
橋
玄
琉

大
高
元
哲

小
野
寺
三
達

大
森
元
貞

大
八
木
真
庵

奥
栄
斉

岡
山
梅
庵

岡
田
昌
宜

岡
本
友
啓

小
原
通
斉

小
柏
周
禎

大
木
昌
庵

大
木
道
哲

千
葉
龍
虎
子

海
由

岡
寿 宗正亮玄

有伯貞石仙安

503 （111）



外本本本児本本 本本本本本本本 外本本本本本外本本本針本本

浅
草
福
井
町
二
丁
目
板
新
道

浅
草
新
堀
端

筋
違
内
上
邸
野
州
宇
都
宮

羽
州
秋
田

本
郷
丸
山
中
邸
備
後
福
山

下
谷
御
徒
士
町
上
邸
筑
後
柳
川

常
州
土
浦
醒

下
谷
長
者
町
羽
州
矢
嶋

小
石
川
伝
通
院
前
通
同
心
町

本
郷
丸
山
中
邸
備
後
福
山

ワ
小
日
向
服
部
坂
下
横
丁
奥
州
磐
城
平

谷
中
三
崎
下
邸
作
州
勝
山

神
田
和
泉
橋
通
佐
久
間
町

浅
草
新
烏
越

谷
中
三
崎
下
邸
作
州
勝
山

本
郷
一
町
目
横
丁

神
田
三
河
町
四
丁
目
横
丁

力
谷
中
千
駄
木
坂
下
備
中
庭
瀬

小
日
向
金
剛
寺
坂
下

浅
草
馬
道

浅
草
花
川
戸

小
日
向
武
嶋
町

加川片上梶 若和若渡渡若渡 小大大岡岡小小岡岡荻

藤嶋山林山 林田林辺部林辺 野森村田田野瀧田本嶋

元昌 泰了順

叔伯 元斉安

敬栄元玄養俊道

順 節通仲仲長卓

玄 道慶恭玄順宗玄春良

閑見順斉慶民順貞沢イ111

本本 本外本 腫水外本本本産外本本本外外本本本本本本本木

本
郷
春
木
町
一
丁
目

小
石
川
御
箪
笥
町

吉
原
水
道
尻

浅
草
福
井
町
二
丁
目

一
橋
外
上
邸

小
川
町
上
邸

水
道
橋
外
上
邸

常
州
土
浦

下
谷
大
名
小
路
上
邸

下
谷
三
味
線
堀
上
邸

下
谷
広
小
路
中
邸

向
柳
原
上
邸

小
川
町
広
小
路

常
州
土
浦
本
町

小
日
向
水
道
町

神
田
永
冨
町

下
谷
長
者
町
一
丁
目

神
田
小
伝
馬
上
町
代
地

ヨ

本
郷
御
弓
町

小
川
町
上
邸

駒
込
槇
町

神
田
横
大
工
町

神
田
旅
篭
町
一
丁
目

熱
州
津

越
後
長
岡

播
州
姫
路

勢
州
亀
山

羽
州
秋
田

豊
前
小
倉

勢
州
津

丹
波
亀
山

丹
波
亀
山

常
州
土
浦

信
州
小
諸

吉吉 横吉吉 加
藤

金
井

金
村

河
野

片
岡

学
之

金
井

海
東

片
岡

門
脇

加
賀
見

河
北

香
月

上
方

加
瀬

片
倉

加
古

梶
原川川渠見村

宗栄罧雲道 泰
順

見
得

順
益

立
庵

玄
忠

玄
機

道
圭

古
庵

甫
成

告
示
一
二

玄
寿

靱
庵

隆
碩

宗
伯

通
丹

羊
之
助

良
玄

平
兵
衛甫現 碩沢仙
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蓉
外
神
田
新
橋
通

本
蔬
認
小
日
向
桜
木
町

本
駒
込
千
駄
木
下
邸

本
本
郷
大
根
畑

針
下
谷
広
小
路
新
黒
門
町

本
鶏
井
窪
下
邸

外
浅
草
南
馬
道

タ

淋
向
柳
原
中
邸

児
津
草
下
平
右
エ
門
町

体
小
塚
原
天
王
前

夕本
浅
草
西
仲
町

本
浅
草
新
寺
町

本
神
田
明
神
下
同
朋
町
東
新
道

癖
神
田
新
白
銀
町

本
小
川
町
御
台
所
町

本
三
河
町
四
丁
目

本
下
谷
御
徒
士
町

本
三
河
町
四
丁
目

蓉
下
谷
堀
田
原
下
邸

本
本
郷
竹
町

本
浅
草
猿
屋
町
代
地

針
小
川
町
猿
楽
町
上
邸

針
駒
込
片
町

播
州
姫
路

加
州
大
聖
寺

奥
州
弘
前

備
中
岡
田

上
総
大
田
喜

予
州
大
州

信
州
上
田

上
総
大
田
喜

吉吉吉吉横吉吉高
橋

竹
内

武
内

竹
内

武
田

滝
沢

竹
内

田
中

田
中

田
辺

田
中

谷
村

多
々
羅

滝
沢

高
橋

竹
内 雄沢田田井井田

章玄成立玄玄周栄 良養元龍良松 良 宗 道 宗 隆 龍 元 元 玄

珊順 伯渓順徳見俊 卓 元琳眠純溪禎 栄 順 伯 碩 徳 純 正 丈

本
湯
島
天
神
男
坂
下

体
浅
草
元
鳥
越
町

タ針
湯
島
六
町
目

本
東
御
門
主
酷
下
谷
御
徒
士
町

ツ

本
湯
島
切
通
上

本
浅
草
鳥
越
上
邸

跡
塞
下
谷
中
御
徒
士
町

針
本
郷
四
町
目
日
蔭
町

本
浅
草
猿
屋
町
横
町

外
常
州
土
浦
田
町

癖
浅
草
福
井
町

本
雄
子
橋
通
小
川
町

ナ

癖
下
谷
練
塀
小
路
片
町

本
駒
込
片
町

本
下
谷
御
徒
士
町
上
邸

獅
癖
読
駒
込
冨
士
前
町

本
本
郷
附
木
店

癖
筋
連
橋
内
上
邸

本
神
田
花
房
町
代
地

本
本
郷
二
丁
目

本
小
石
川
御
門
内
上
邸

本
浅
草
砂
利
場
泰
蔵
院
寮

熱
州
津

備
前
新
田

播
州
姫
路

越
前
大
野

備
前
新
田

予
州
大
洲

奥
州
弘
前

羽
州
亀
田

田高高田月土辻辻土津辻土

輪屋屋呂田

安玄益隆文右隆寛

長 中中中長中中中永中

辺柳須口井 村沢沢井根居川井丸

梅雄昌順隆玄潤大宗洞休玄栄昌

雪山斉貞斎慎順杏寄膳 意山泉貞輔原陸伯伯長安貞
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本
浅
草
蕃
椴
横
町

針
小
川
町
上
邸

本
本
郷
附
木
店

本
浅
草
新
寺
町
上
邸

本
下
谷
御
徒
士
町
上
邸

本
浅
草
今
戸

本
下
谷
金
杉
大
塚
村

針
雑
大
塚
下
邸

本
駒
込
片
町

本
神
田
明
神
下
上
邸

本
小
石
川
諏
訪
町

外
下
谷
金
杉
一
町
目
下
邸

ム

本
小
石
川
金
杉
表
町

卜錨
下
谷
上
野
車
坂
代
地

本
神
田
河
合
新
石
町

針
染
井
下
邸

ウ

誌
浅
草
並
木
紅
屋
横
町

嚥
下
谷
中
御
徒
士
町

本
目
白
台
上
邸

本
下
谷
金
杉
大
塚
村

外
向
柳
原
上
邸

ノ

勢
州
津

常
州
完
戸

奥
州
弘
前

奥
州
磐
城
平

勢
州
津

対
州
府
中

信
州
岩
村
田

奥
州
磐
城
平

越
後
長
岡

播
州
姫
路

丹
波
須
原

筑
後
柳
川

牛上宇上上 村村村村 長中中永中中中中永中中中

丸永野原原 上上田越 崎III:lil鳥井山村井山井根川嶋

宗周宗忠元 長良元祐 元
理

岱
碩

雲
洞

元
進

玄
栄

玄
庵

養
卓

遊
仙

安
斉

昌
庵

修
養

升
斉与庵純伯周 潤益順賢

本 本本針本本本本 本
外寒傷

児本本本本外本本本 本 外 本 本 本本

下
谷
窪
町
中
邸

浅
草
鳥
越
上
邸

ク

飯
田
町
モ
チ
ノ
木
坂
上

下
谷
大
名
小
路
上
邸

駒
込
中
邸

浅
草
並
木
横
町

筋
違
外
花
房
町
代
地

本
郷
四
町
目
日
蔭
丁

目
白
台
下
邸

下
谷
上
野
町
一
丁
目

下
谷
池
端
上
邸

浅
草
寺
町
上
邸

駒
込
中
邸

神
田
三
河
町
二
丁
目
新
道

ヤ

本
郷
春
木
町
二
丁
目

下
谷
坂
本
四
町
目

下
谷
池
端
茅
町

神
田
鍛
治
町
二
丁
目
新
道

向
柳
原
上
邸

筋
違
内
上
邸

下
谷
新
橋
通
中
邸

下
谷
御
徒
士
町

勢
州
久
居

豊
後
府
内

羽
州
庄
内

上
総
久
留
里

加
州
大
聖
寺

加
州
大
聖
寺

野
州
烏
山

１
１
～
Ｉ

荊
艸
剃
吐

濃
州
高
冨

勢
州
亀
山

和
州
郡
山

勢
州
津

備
前
新
田

山山山八山山山山 久久黒草熊百久黒工熊栗黒 野
村
玄
察

野
間
幸
甫

田本内尾本本名田 保保須鹿谷済野 川藤沢原川

昇宗玄玄 良玄順女 西草玄玄良民東 玄元昌俊東

仙汲璃益順丈丈庵 碩玄洞竜伯説栄純情庵琢海
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児本本本本産痔本針本本婦本針外本外本針人本
寒傷外 人草婦

外本本本本外婦眼本

小
日
向
金
剛
寺
前

浅
草
三
軒
町

本
郷
森
川
宿
中
邸

浅
草
馬
道
北
新
道

小
川
町
上
邸

下
谷
御
徒
士
町

鶏
井
窪
下
邸

向
柳
原
上
邸

鶏
井
窪
下
邸

浅
草
並
木

野
州
烏
山

神
田
鍛
治
町
二
丁
目
新
道

染
井
下
邸

染
井
下
邸

小
石
川
百
間
長
屋
脇

マ

下
谷
広
徳
寺
前

浅
草
聖
天
町

下
谷
通
新
町

下
谷
御
徒
土
町
上
邸

水
道
橋
外
邸

下
谷
三
味
線
堀
上
邸

駒
込
片
町

常
州
土
浦

下
総
古
河

勢
州
久
居

下
総
古
河

勢
州
津

播
州
林
田

三
州
岡
崎

常
州
土
浦

予
州
大
洲

三
州
大
嶋

羽
州
秋
田

山
田
純
篤

山
田
遊
斉

山
田
一
的

柳
山
松
貞

山
本
東
泉

山
本
玄
同

谷山山山山山山八山松
野
退
庵

真
部
円
斉

正
木
玄
泰

松
田
貞
庵

前
嶋
良
格

前
田
良
順

長
嶋
玄
有

津 村口本口崎崎 尾崎

半長

庵庵

寿隆茂長隆玄

仙斉

昌
郁 丹輔 仙宣

本本眼本癩本外外本外本本本本外本外本外本眼眼本本眼本本

下
谷
坂
本
一
丁
目

湯
嶋
天
神
男
坂
下

ケ
下
谷
長
者
町

フ

昌
平
橋
内

浅
草
田
原
町

小
川
町
上
邸

本
郷
五
町
目

浅
草
山
谷

外
神
田
仲
町

浅
草
田
原
町

鶏
井
窪
下
邸

常
州
土
浦
龍

根
津
宮
永
町

下
谷
坂
本
三
町
目
札
辻

駒
込
千
駄
木
下
邸

神
田
和
泉
橋
平
川
町

小
石
川
御
門
内
上
邸

浅
草
材
木
町

コ

向
柳
原
上
邸

元
飯
田
野
モ
チ
ノ
キ
坂
下

筑
後
柳
川
外
記
宗
言

筑
後
柳
川

奥
州
弘
前

越
後
長
岡

奥
州
弘
前

播
州
姫
路

勢
州
久
居

讃
州
高
松

讃
州
高
松

遠
州
懸
川

益増

城戸

良秀

輔甫

福古藤舟古藤藤布藤福冨淵深藤藤五
味
元
隣

近
藤
菊
庵

尾田 井光田井橋 川 田 田 川 田 山 土

貞元左瑞宗鶴宗懐多玄瑞友大冒

悦元談賢良門隆益郭様益竜庵的 沖
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淋
癩
巣
鴨
中
邸

癖
浅
草
花
川
戸
町

癖
一
橋
通
小
川
町

本
下
谷
三
味
線
堀
上
邸

外
浅
草
聖
天
町
横
丁

群
浅
草
南
馬
道

赫
一
橋
御
門
外

海
神
田
松
永
町

本
大
塚
下
邸

本
一
橋
通
小
川
町

本
浅
草
左
エ
門
河
岸
横
町

本
下
谷
御
徒
士
町
上
邸

本
下
谷
池
端
茅
町
上
邸

本
神
田
橋
外
上
邸

外
浅
草
馬
道

本
常
州
土
浦
大
町

本
本
郷
附
木
店

外
元
飯
田
町
二
合
半
坂

獅
本
郷
御
弓
町
伊
豆
蔵
横
丁

エ

針
下
谷
池
端
上
邸

本
浅
草
平
右
エ
門
町

本
浅
草
寺
町
上
邸

越
中
富
山

奥
州
磐
城
平

野
州
烏
山

播
州
姫
路

筑
後
柳
川

越
中
富
山

江
州
三
上

奥
州
磐
城
平

羽
州
秋
田

羽
州
庄
内

江江江
近
藤
良
碩

小
泉
玄
祥

近
藤
英
秀

小
林
哲
斉

小
池
昌
泉

小
林
祐
仙

小
坂
元
知

小
林
玄
寿

後
藤
直
衛

近
藤
宗
秀

小
池
保
良

近
藤
季
渓

小
泉
自
三

幸
住
青
適

小
泉
昌
叔

後
藤
玄
台

小
林
玄
沢

小
林
周
庵

小
林
瑞
庵

尻幡尻

降玄友

貞益伯

本本外針本本脚本
気

本 外 本 本 外 本 外 本 本本 本針外本本外本

ア

小
石
川
牛
天
神
下

小
石
川
伝
通
院
前
通
同
心
町

下
谷
和
泉
橋
通
御
徒
士
町
羽
州
矢
嶋

小
川
町
上
邸
常
州
土
浦

神
田
金
沢
町
一
丁
目

目
白
御
徒
士
町
下
邸
駿
州
小
嶋

本
郷
一
丁
目
横
町
遠
州
久
津
部

浅
草
平
右
衛
門
町
片
町
代
地

雄
子
橋
外
上
邸
丹
波
園
部

浅
草
鳥
越
上
邸
肥
前
平
戸

板
橋谷

中
三
崎
町
羽
州
山
形

下
谷
広
小
路
上
邸
越
後
村
上

谷
中
片
町

小
石
川
牛
天
神
下

サ

本
郷
金
助
町

浅
草
富
坂
町
代
地

鶏
井
窪
下
邸
播
州
姫
路

下
谷
坂
本
一
丁
目
政
右
ヱ
門
横
丁

千
住
掃
部
宿

下
谷
新
寺
町
上
邸
奥
州
簗
川

下
谷
新
寺
町
上
邸
奥
州
簗
川

桜桜佐坂坂崎鮭
々

井 井木井延

浅葦赤朝荒嵐県天新 足 荒 青 阿 粟 浅

野
昌
哲

津
道
慶

部
春
庵

島
道
伯

井
柳
仙

立
泰
庵

井
良
輔

方
玄
徳

元
礼

山
甫
庵

井
渓
徳

枝
静
安

沢
宗
圭

野
儀
雲

野
昌
専

厚小東那長賢秀

斉膳水司軒理庵
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外本本本骨外本外本本本本本針外本本本本本本本児本本

浅
草
駒
形
町

下
谷
三
味
線
堀
中
邸
勢
州
桑
名

本
郷
元
町
槇
河
岸

本
郷
四
町
目
日
蔭
丁

浅
草
鳥
越
上
邸
肥
前
平
戸

浅
草
観
音
後
上
邸
羽
州
本
庄

下
谷
坂
木
一
丁
目
政
右
ヱ
門
横
丁

水
道
橋
外
上
邸
信
州
小
諸

下
谷
新
町
下
邸
勢
州
亀
山

浅
草
鳥
越
上
邸
肥
前
平
戸

キ

神
田
松
枝
町

水
道
橋
外
上
邸
信
州
小
諸

浅
草
北
馬
道

谷
中
三
崎
下
邸
作
州
勝
山

小
川
町
上
邸
山
城
淀

下
谷
長
者
町
二
丁
目

向
柳
原
上
邸
勢
州
津

下
谷
池
端
茅
町
上
邸
越
中
富
山

浅
草
三
軒
町
海
老
屋
横
丁

昌
平
橋
内

本
郷
丸
山
中
邸

湯
嶋
天
神
女
坂
下

武
州
岩
槻

備
後
福
山

斉
藤

榊
原

佐
谷
戸

佐
藤

貞
方

佐
之

斉
藤

佐
野

佐
田

貞
方

木木菊木木北岸木北宮皆三

村l11e内村山村邨沢崎川浦

立玄静 長 西 立 元 桃 玄 永
十

養同郎順順頴沢腰山順

省東兼 春 玄 牛 一 栄 玄玄周泰

庵仙佳斉悦逸山得要安庵 庵

血鴻本本児本本針本針外外本針外本本眼外本本針本 本本

一
橋
御
門
外
上
邸
上
州
安
中

本
郷
金
助
町
勢
州
津

本
郷
ア
サ
リ
店
上
州
高
崎

昌
平
橋
内
上
邸
野
州
宇
都
宮

下
谷
三
味
線
堀
上
邸
羽
州
秋
田

神
田
明
神
下
上
邸
信
州
岩
村
田

小
石
川
富
坂
下
上
邸
駿
州
小
嶋

浅
草
北
馬
道

シ

東
叡
大
王
酷
下
谷
和
泉
橋
通
三
枚
橋

小
川
町
上
邸
越
後
長
岡

神
田
金
沢
町
上
総
久
留
里

浅
草
三
軒
町

谷
中
中
邸
三
州
吉
田

浅
草
茅
町
一
丁
目

常
州
土
浦
龍

下
谷
三
味
線
堀
中
邸
勢
州
桑
名

神
田
○
○
○
町
一
丁
目

神
田
殿
治
町
二
丁
目

下
谷
広
徳
寺
前

元
飯
田
町
モ
チ
ノ
キ
坂
播
州
姫
路

湯
嶋
天
神
下
同
朋
町
加
州
金
澤

下
谷
広
徳
寺
前

上

南光
谷

水
野

三
田
村

湊溝
口

三
宅

三
輪

白塩渋白白城志清篠嶋柴進嶋柴

村水田田田藤峯田石川谷石岩

東孝宗元松泰玄秀道
純

伝
庵

源
泉

一
徳

秀
本

化
斉

玄
碓

意
仲

運
英

竜
祐

恒
治
郎

長
庵

鯉
一
郎

忠
遊 貞 伯隣 貞見 運卿 伯
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本本本外本本 本本本本本本 産本本外本外本針本本外本外本本

本
郷
大
根
畑

浅
草
旅
篭
町
一
丁
目

神
田
山
本
町
代
地

小
川
町
上
邸

本
郷
元
町

浅
草
寺
町
上
邸

浅
草
旅
篭
町
一
丁
目

小
石
川
富
坂
上
上
邸

常
州
土
浦
田
宿

向
柳
原
下
邸

神
田
柳
川
町

モ

湯
嶋
天
神
下

小
川
町
御
台
所
町

千
住
中
村
町

大
塚
下
邸

湯
嶋
天
神
下
同
朋
町

湯
嶋
天
神
下

セ

下
谷
三
枚
橋

本
郷
三
町
目
東
横
丁
大
通

浅
草
聖
天
町
横
丁

神
田
明
神
下
上
邸

下
谷
新
寺
町
上
邸

信
州
岩
村
田

奥
州
梁
川

加
州
金
沢

奥
州
磐
城
平

備
中
庭
瀬

羽
州
庄
内

奥
州
弘
前

下
総
名
古

野
州
烏
山

丹
波
亀
山

関関関関石 森諸本森森森 樋人日平平平平拾広平広

田井岡山口口

要玄将良汝

人意 順哲上

田 口見向山山 野井石川 山瀬

長官昌宗元長 道東清玄道運道玄養庭立

安隆寿順良元 碩沈順 的隣禎寿仙玄隣甫

外本本本眼本眼本眼本 本本本本本本針本外本木本本本 本本本

浅
草
聖
天
町
横
丁

鶏
井
窪
下
邸
播
州
姫
路

湯
島
天
神
門
前

ス
下
谷
大
名
小
路
上
邸
勢
州
亀
山

下
谷
煉
塀
小
路
角
、

向
柳
原
上
邸
勢
州
津

浅
草
橋
場
播
州
姫
路

浅
草
新
堀
端

神
田
佐
久
間
町
三
丁
目
上
州
安
中

神
田
和
泉
橋
平
川
町
代
地

小
川
町
広
小
路
羽
州
亀
田

目
白
台
御
徒
士
町

浅
草
阿
部
川
町
越
後
三
日
市

湯
嶋
天
神
裏
門
前
町
備
中
庭
瀬

浅
草
花
川
戸

本
銀
町
三
丁
目

追
加

神
田
鍋
町
西
横
丁
・
信
陽
人

神
田
鍋
町
西
横
丁

京
橋
弓
町

渋
谷
羽
根
沢
邸
越
後
三
根
山

下
総
国
市
川
村

下
総
国
行
徳
欠
真
間
村

中玉黒三中中 白杉杉須杉鈴杉鈴鈴須須杉菅 瀬芹関

根野田木村村 土浦田長浦木山木木田山本沼 田 田 口

昌宗栄雲文寿 双玄養宗周三周玄玄宗三左良 玄 舜 元

賢逸庵庵碩松 儀朔軒節済清蔵沖庵沢益近順 民達順
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本
新
大
坂
町

椎
木
挽
町

本
神
田
豊
嶋
町
二
丁
目

眼
北
総
船
橋

本
北
総
荒
井
村

轆
北
総
布
施

轆
北
総
高
村

轆
常
州
牛
久

本
下
谷
七
軒
町
上
邸

本
神
田
下
佐
柄
木
町

産
常
州
土
浦
龍

本
常
州
土
浦
中
城

針
谷
中
下
邸

轆
南
総
森
宮

医
家
人
名
録
全
部
四
巻
大
尾

羽
州
松
山

今
井
正
伯
門
人

参
州
吉
田

宇石石稲滝市柳遠川昆逸中久小

見'鳴恒嶋野川川葉口川田 山北

健
潤

元
璋

元
良

素
絢

泰
仲

左
門

道
輔

謙
弘

声
示
一
二

玄
沖

宗
軒

玄
周

宗
活

君
道

ｌ
資
料
二１

戸
塚
家
に
は
、
文
海
の
第
四
子
で
生
母
の
久
保
家
を
胴
い
だ
久
保
春
海

が
、
巻
物
に
仕
立
て
た
四
十
八
通
の
書
簡
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら

医
学
史
に
関
係
の
深
い
分
を
選
ん
で
こ
こ
に
発
表
す
る
。

一
青
地
林
宗
書
簡

四
月
念
四

（
註
解
）
①
亮
斎
は
静
海
が
宇
田
川
榛
斎
の
塾
に
在
学
の
文
政
三
年
頃

か
ら
、
長
崎
に
い
た
文
政
八
年
の
頃
ま
で
の
名
で
あ
る
。
②
青
地
林
宗
の

此
間
打
絶
不
レ
得
二
貴
顔
弐
御
疎
信
奉
し
存
候
。
愈
御
安
全
被
し
成
二
御
座
一
奉
二

恭
喜
一
候
・
然
〈
昨
日
罷
出
候
所
、
折
悪
し
く
不
し
得
二
鳳
眉
「
遺
憾
不
し
少

候
。
似
而
毎
度
樟
入
奉
レ
存
候
へ
と
も
、
エ
・
ヘ
イ
御
写
本
二
、
三
を
拝
借

（
３
）

仕
度
奉
二
願
上
一
候
。
昨
日
信
道
君
ま
て
壱
卜
八
を
返
上
仕
置
候
。
御
落
手

可
二
被
下
一
候
。
御
閑
隙
も
被
し
為
し
入
候
〈
、
、
ち
と
御
任
駕
被
レ
下
度
奉
二

待
上
一
候
。
右
可
レ
得
二
貴
意
｛
如
レ
此
御
坐
候
。

戸
塚
家
の
文
書
か
ら

（
１
）

戸
塚
亮
斎
様

坐
下

｜’
|｜

戸
塚
武
比
古

（
２
）

青
地
林
望

メ
ヒ

Ｈ
Ｉ
Ｊ
一
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依
乙
百
薬
性
論
は
文
政
六
年
八
月
刊
行
で
、
原
典
は
同
原
書
第
二
版
（
一
八

一
八
）
の
も
の
で
あ
る
。
③
坪
井
信
道
は
文
政
四
、
五
年
は
宇
田
川
塾
の

内
塾
生
で
あ
っ
て
、
六
年
か
ら
兄
浄
界
に
会
う
た
め
に
旅
に
出
た
。

（
年
次
の
推
定
）
以
上
を
併
せ
考
え
る
と
、
本
書
は
文
政
四
、
五
年
の
頃

執
筆
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
尚
、
こ
の
頃
、
亮
斎
は
深
川
上
木
場
の
長
屋

に
住
ん
で
い
た
。
（
嫌
堂
日
暦
、
文
政
六
年
八
月
二
十
日
の
条
参
照
）

二
宇
田
川
熔
庵
書
簡

寒
気
相
加
候
処
、
両
君
愈
御
万
福
奉
レ
賀
候
。
先
日
は
御
来
駕
之
処
、
草

略
之
仕
合
奉
レ
存
候
。
扱
毎
々
御
面
倒
奉
レ
願
候
得
共
、
御
帳
蔵
ワ
ー
ゲ
ナ

（
制
４
）

－
ル
弐
巻
完
壁
仕
候
間
、
次
之
十
六
、
十
七
之
両
巻
拝
借
仕
度
奉
レ
存
候
。

両
君
共
其
内
御
同
道
に
て
、
ち
と
御
来
駕
奉
レ
願
候
。
書
余
拝
眉
可
二
申

上
一
候
。
以
上

十
一
月
十
四
日

熔
庵

（
２
）

謙
斎
様

静
甫
様

（
註
解
）
⑩
国
立
国
会
図
書
館
に
葛
§
侭
２
画
胃
》
舌
目
叩
く
且
旦
画
目
‐

」
ぬ
ａ
ゲ
ゲ
ー
算
○
円
』
⑦
》
く
日
・
ぐ
固
試
⑦
昌
旦
①
Ｑ
⑦
、
①
吻
○
犀
芦
①
Ｑ
①
ロ
』
腸
の
昌
旦
⑦
吋
目
屋
ぐ
⑦
門
の
①
芦
冒
』
ぬ
Ｑ
⑦

ｚ
①
号
埼
毎
国
号
巨
》
旨
Ｎ
Ｃ
目
号
号
①
箆
島
①
ぐ
画
昌
国
巳
両
目
具
ぐ
画
冒
号
言
○
品
駕
①

庁
く
Ｑ
①
自
画
毎
い
↑
旦
罠
目
・
》
ず
ご
く
○
の
ぬ
い
①
》
い
⑦
自
画
ロ
ロ
Ｈ
旨
①
再
詩
』
旨
餌
⑦
国
》
①
ロ
国
。
『
中
Ｑ
］
目
・
》

シ
昌
駕
ｑ
８
日
〉
弓
器
ｌ
弓
場
》
ｇ
×
ｇ
ｏ
目
が
あ
る
。
和
蘭
の
史
書
で
、
全

七
七
冊
。
各
冊
約
四
五
○
。
ヘ
ー
ジ
、
横
に
並
べ
る
と
二
メ
ー
ト
ル
に
垂
ん
と

す
る
大
冊
で
あ
る
。
そ
の
構
成
は
正
篇
二
四
冊
、
こ
れ
は
年
代
記
風
の
書
き

振
り
で
、
例
え
ば
Ｉ
（
一
’
一
○
○
○
）
、
Ｘ
（
一
六
○
九
’
一
六
二
四
）
、

”
（
一
七
六
六
’
二
七
七
四
）
の
よ
う
に
編
成
さ
れ
て
い
る
。
続
篇

（
ご
国
・
ぐ
○
荷
）
四
八
冊
、
補
遺
冊
（
ロ
巴
＆
品
①
ロ
§
：
×
〆
胃
ぐ
骨
農
）
二

冊
、
追
加
篇
（
ご
く
○
①
照
の
ｇ
三
冊
よ
り
な
る
。
国
害
総
目
録
に
よ
れ
ば
、

宇
田
川
椿
庵
に
「
和
蘭
史
略
全
十
六
冊
、
天
保
末
ｌ
弘
化
初
成
立
」
と
あ
る
。

和
蘭
史
略
の
所
蔵
者
、
大
坂
の
杏
雨
書
屋
に
勤
務
さ
れ
る
宮
下
三
郎
氏
の
御

教
示
に
よ
れ
ば
、
該
書
の
巻
首
に
は
宏
業
奈
氷
和
蘭
史
萬
一
紗
と
あ
る
由
、

又
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
に
係
る
熔
庵
自
筆
の
和
蘭
志
略
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
こ
れ
は
椿
庵
が
蘭
言
読
み
の
傍
作
成
し
た
覚
書
風
の
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
中
に
十
六
世
紀
に
オ
ラ
ン
ダ
の
反
ス
・
へ
イ
ン
運
動
の
立
役
者
で
あ
っ
た

オ
ラ
イ
エ
ン
公
ゥ
イ
レ
ム
一
世
を
中
心
と
す
る
系
図
を
略
述
す
る
一
項
が
あ

っ
て
、
そ
の
中
に
和
蘭
年
代
記
を
参
照
せ
よ
と
の
記
述
が
あ
る
。
も
と
よ
り

ワ
ー
ゲ
ナ
ー
ル
の
こ
の
書
が
和
蘭
史
略
の
祖
本
と
確
定
す
る
た
め
に
は
、
前

者
と
後
者
の
詳
細
な
比
較
を
必
要
と
し
、
筆
者
の
調
べ
は
こ
の
段
階
に
及
ん

で
い
な
い
の
で
、
確
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
応
こ
の
和
蘭
害
が
椿

庵
の
書
の
祖
本
で
あ
る
と
の
公
算
は
大
き
い
と
思
う
。
②
謙
斎
は
後
三
折

と
改
名
し
た
人
で
、
静
海
の
長
兄
掛
川
の
隆
珀
の
長
子
で
あ
る
。

（
年
次
の
推
定
）
天
保
末
年
頃

三
松
木
弘
安
書
簡
二
通

一
等
啓
上
仕
候
。
暑
気
未
強
候
得
共
、
益
御
清
適
可
し
被
し
遊
二
御
起
居
一
珍

重
奉
レ
存
候
。
次
二
私
事
無
し
悪
御
供
、
去
ル
廿
四
日
着
仕
候
間
、
乍
レ

恐
御
放
念
可
し
被
し
下
候
。
然
は
在
府
中
之
節
は
種
々
蒙
二
御
懇
命
一
、
其
上

出
立
之
時
は
御
厚
醗
御
恵
投
被
二
成
下
一
、
難
し
有
奉
二
感
凧
一
候
。
着
後
乍
二

勿
さ
右
御
礼
為
可
二
申
上
一
如
し
斯
御
座
候
恐
慢
謹
言

（
１
）

巳
五
月
廿
九
日

松
木
弘
安

戸
塚
老
先
生
閣
下
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一
筆
啓
上
仕
候
。
残
暑
未
し
退
候
得
共
、
益
御
安
適
御
勤
務
可
し
被
修
成
二
御

座
一
珍
重
奉
レ
存
候
。
然
〈
太
守
様
閏
五
月
中
旬
よ
り
磯
御
茶
屋
え

被
し
為
し
入
候
処
、
其
後
よ
り
御
惣
身
｝
一
御
発
疹
被
豚
為
し
在
候
得
共
、
追
々

サ
ル
サ
根
剤
御
服
薬
｝
一
相
成
候
処
、
但
今
〈
大
抵
御
快
癒
｝
一
而
、
両
三
日

前
よ
り
御
本
丸
え
御
帰
被
レ
遊
候
。
愚
按
仕
候
二
、
先
年
よ
り
右
疹
内
攻

仕
リ
、
心
悸
等
之
肋
症
被
し
為
し
在
候
半
哉
二
被
し
存
候
。
以
来
は
決
而
御

軽
快
可
し
有
し
之
候
半
と
奉
レ
存
候
・
郷
当
年
は
江
戸
表
不
レ
絶
不
時
候
｝
一
有
し

之
候
由
｝
一
承
候
。
御
老
体
折
角
御
自
玉
、
御
永
勤
之
段
奉
二
偏
願
一
候
先
は

右
御
左
右
為
可
二
申
上
一
如
〆
斯
御
座
候
。
候
耆
余
追
々
可
レ
奉
レ
期
二
重
信
一

候
恐
々
謹
言巳

七
月
廿
八
日
松
木
弘
安

戸
塚
静
海
様

参
入
こ
御
中

（
別
筆
）

八
月
廿
三
日
到
着

（
年
次
の
推
定
）
こ
の
二
通
の
書
翰
は
江
戸
詰
薩
藩
々
医
の
静
海
宛
に
、

同
じ
藩
医
の
松
木
弘
安
が
差
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
信
は
巳
七
月
で
あ

る
。
静
海
は
天
保
十
三
年
に
薩
藩
の
藩
医
と
な
っ
た
が
、
そ
の
年
か
ら
、
同

藩
の
勤
仕
を
辞
し
て
幕
府
奥
医
師
と
な
っ
た
安
政
五
年
に
到
る
迄
の
間
、
巳

年
で
の
同
藩
藩
主
の
参
観
に
よ
る
国
下
り
を
調
べ
る
と
、
弘
化
二
年
（
乙
巳
）

に
斉
興
が
一
月
二
十
五
日
に
江
戸
を
発
程
し
て
、
三
月
九
日
に
鹿
児
島
入
り

を
し
た
の
と
、
斉
彬
が
安
政
四
年
（
丁
巳
）
四
月
三
日
に
江
戸
を
発
程
し
て
、

五
月
廿
五
日
に
鹿
児
島
入
り
を
し
た
二
回
が
あ
る
。
よ
っ
て
第
一
の
書
簡
の

月
日
か
ら
み
て
、
こ
れ
は
安
政
四
年
の
斉
彬
の
国
入
り
の
際
の
も
の
と
す
べ

き
で
あ
る
。
こ
の
と
き
は
行
路
京
都
に
立
寄
っ
て
皇
居
を
拝
し
、
斉
彬
と
関

係
の
深
か
っ
た
近
衛
、
三
条
、
中
山
の
諸
公
卿
と
面
会
し
郷
国
に
帰
っ
た
。

翌
五
年
三
月
、
山
川
港
に
お
い
て
威
臨
丸
を
見
、
五
月
に
再
び
威
臨
丸
が
来

航
し
た
と
き
は
、
木
村
図
書
、
勝
義
邦
、
和
蘭
公
使
を
磯
邸
に
招
ね
い
て
、

自
慢
の
洋
式
工
場
と
、
兵
の
操
練
を
見
せ
る
等
、
燭
の
燃
え
つ
き
る
前
の
最

後
の
輝
き
と
も
思
え
る
活
動
を
し
た
。
七
月
九
日
、
操
練
を
天
保
山
に
観

て
、
帰
っ
て
病
に
罹
り
同
月
十
六
日
に
急
逝
し
た
。
こ
の
二
書
簡
は
安
政
四

年
の
斉
彬
の
最
後
の
国
入
り
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

四
前
田
夏
蔭
書
簡

通
題
に
候
問
御
故
人
へ
〈
御
題
耆
無
し
之
方
よ
ろ
し
く
候
。

一
昨
日
〈
御
尊
来
候
所
、
折
悪
近
所
へ
出
候
而
、
御
帰
り
跡
直
二
帰
宅
、

扱
を
残
念
奉
レ
存
候
。
先
以
御
機
嫌
克
奉
二
恐
悦
一
候
。

然
者
其
刻
被
二
仰
下
一
候
薩
州
先
君
御
七
回
忌
一
一
付
、
秋
懐
旧
之
御
歌
御
代

詠
可
レ
仕
旨
奉
レ
畏
候
。
別
一
一
思
ひ
付
も
無
し
之
、
定
而
御
花
二
而
も
御
被
レ

備
候
事
と
存
候
一
一
付
、
七
年
｝
一
七
く
さ
を
申
か
け
よ
ミ
申
候
。
尤
必
七
草

を
御
備
に
も
及
ひ
不
し
申
候
。
猶
思
召
も
御
坐
候
〈
、
可
レ
被
二
仰
下
一
候
。

よ
ミ
直
し
可
レ
申
候
。
御
名
書
之
事
、
法
印
一
一
成
ら
せ
ら
れ
候
御
院
号
御

付
被
レ
成
候
へ
共
、
御
名
に
は
無
之
、
法
印
大
和
尚
位
｝
一
被
陛
為
し
成
候
へ

者
、
一
ヶ
寺
之
御
あ
る
し
な
る
故
二

静
春
院
法
印
静
海
某
御
名
の
り
也

如
レ
此
可
レ
有
し
之
事
｝
一
付
、
静
海
と
か
、
又
者
御
名
乗
を
か
御
し
た
上
め

可
し
被
し
遊
候
。
既
一
一
西
行
法
師
も
円
位
と
申
実
名
有
し
之
、
懐
紙
な
ど
円

位
と
申
候
か
多
く
見
え
申
候
。
下
拙
も
入
道
仕
候
｝
一
付
、
楽
斎
豊
城
と
名

乗
候
積
り
に
候
。
知
人
な
と
へ
は
楽
斎
と
も
、
豊
城
と
も
書
候
て
よ
る
し
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参
拝
。

一

記
載
が
あ
る
。

（
註
解
）
①
本
書
は
署
名
を
欠
く
が
、
こ
こ
に
は
省
略
し
た
別
紙
前
田

夏
蔭
の
「
蛭
飼
考
誌
」
と
全
く
同
一
の
手
跡
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
同
一
人

の
筆
で
あ
ろ
う
。
②
本
書
翰
は
薩
州
先
侯
の
七
回
忌
に
当
っ
て
、
忌
祭
に

お
け
る
献
歌
の
代
詠
を
求
め
た
静
海
の
書
簡
に
関
す
る
返
簡
と
察
せ
ら
れ

る
。
薩
州
先
君
と
は
、
斉
興
か
斉
彬
か
何
れ
を
指
す
か
を
考
え
る
と
、
斉
彬

は
安
政
五
年
七
月
十
五
日
逝
去
、
斉
興
は
安
政
六
年
九
月
十
二
日
の
逝
去
で

あ
っ
て
、
そ
の
七
回
忌
を
数
え
る
と
、
斎
彬
は
元
治
元
年
、
斉
興
は
そ
の
翌

年
の
慶
応
元
年
と
な
る
。
然
る
に
前
田
夏
蔭
の
死
去
は
元
治
年
八
月
二
十
六

日
で
あ
る
か
ら
、
本
書
簡
の
七
回
忌
は
斉
彬
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
書

簡
の
執
筆
は
八
月
十
七
日
で
あ
る
か
ら
、
夏
蔭
は
こ
の
返
簡
を
認
め
て
か

ら
、
十
日
の
後
に
瞑
目
し
て
い
る
。
絶
筆
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

尚
戸
塚
静
春
院
法
印
静
海
日
記
抄
（
雑
誌
「
江
戸
」
第
三
四
号
）
に
次
の

元
治
元
年
八
月

十
八
日
御
定
式
拝
診
、
午
後
渋
谷
薩
州
屋
敷
え
廻
り
、
御
仏
前
順
聖
公

く
候
へ
共
、
こ
れ
ま
て
人
も
存
候
故
、
豊
城
を
其
ま
上
音
に
て
よ
ま
せ
候

積
二
而
御
座
候
．
為
し
念
右
之
段
申
上
置
候
。
明
日
御
人
候
之
よ
し
候
へ

共
、
外
出
仕
候
二
付
幸
便
故
申
上
候
。
明
日
御
用
に
て
御
使
被
レ
下
候
〈
、
、

下
谷
松
本
へ
御
向
け
御
出
し
可
し
被
〃
下
候
へ
者
、
其
近
辺
二
居
候
間
相
達

申
し
候
。
是
又
為
し
念
申
上
置
候
。
此
段
申
上
度
早
々
如
レ
此
御
坐
候
。以

上

来
ル
廿
日
大
円
寺
順
聖
公
御
法
事
有
し
之
候
得
共
、
当
番
二
而
罷
出

（
２
）

八
月
十
七
日

兼
今
日
参
拝
之
旨
、
小
野
島
二
巾
置
。
且
又
白
銀
一
枚
為
二
香
鍵
一
進
呈

廿
一
日
渋
谷
薩
州
屋
敷
順
聖
公
七
回
忌
法
事
為
二
供
養
一
菓
子
一
折
、
金

五
百
疋
来
。
右
昨
廿
日
之
事
也
。

（
年
次
の
推
定
）
元
治
元
年
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七
月
例
会
七
月
二
十
八
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
新
館
階
段
教
室

一
、
小
石
川
養
生
所
と
小
川
笙
船
に
つ
い
て
津
田
進
三

二
、
戸
塚
家
文
書
か
ら
白
戸
塚
武
比
古

（
ポ
ー
ド
ウ
イ
ン
、
沢
太
郎
左
ヱ
門
、
赤
松
則
良
）

九
月
例
会
九
月
二
十
二
日
（
土
）順

天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
医
者
と
し
て
の
Ｍ
・
Ｇ
・
マ
ン
ロ
桑
原
千
代
子

二
、
川
崎
の
蘭
方
医
太
田
東
海
深
瀬
泰
且

十
月
例
会
十
月
二
十
日
（
土
）
蘭
学
資
料
研
究
会
と
合
同

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
和
洋
製
紙
法
の
交
流
１
ヶ
ン
・
ヘ
ル
と
大
槻
玄
沢
ら
ｌ久

米
康
生

二
、
呼
号
の
シ
８
段
目
①
号
冒
ａ
の
。
旨
①
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
を
見
て

１
国
月
巨
の
尿
号
冒
＆
。
。
旨
の
詞
今
貝
己
。
”
３
尉
言
“
に
お
け
る
酔
弓
日
の
具

（
宣
誓
式
）
に
陪
席
し
て
Ｉ
緒
方
富
雄

三
、
モ
ー
ニ
ッ
ヶ
に
つ
い
て
大
鳥
蘭
三
郎

六
月
例
会
六
月
三
十
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
ピ
ド
ロ
一
家
の
伝
記
大
鳥
蘭
三
郎

二
、
戸
塚
家
文
書
か
ら
口
戸
塚
武
比
古

釦
ノ
１
，
１
１
ｒ
、
〃
Ｉ
く
，
豚
、
／
く
，
ｆ
，
、
Ｊ
１
、
Ｊ
ｆ
１
Ｊ
ｆ
、
ノ
ー
、
ｆ
、
Ｊ
１
‐
ｒ
、
，
ｆ
、
〆
、
ｊ
Ｉ
１
ｆ
、
ノ
ー
‐
Ｊ
１
、
‐
，
‐

一
日
本
医
史
学
会
例
会
記
事

計
報

ノ
ー和

田
正
系
名
誉
会
員
逝
去

ま
さ
つ
ぐ

本
学
会
名
誉
会
員
和
田
正
系
博
士
は
去
る
七
月
十
五
日
逝
去
さ
れ

た
。
先
生
は
明
治
三
十
三
年
一
月
十
二
日
、
長
野
県
更
科
郡
稲
里
村
に

御
出
生
、
父
君
は
『
医
界
之
鉄
椎
』
著
者
和
田
啓
十
郎
で
あ
る
。
東
京

府
立
一
中
を
経
て
千
葉
医
専
を
卒
業
、
生
理
学
、
内
科
学
を
学
ぶ
傍

ら
、
奥
田
謙
蔵
に
師
事
し
て
漢
方
医
学
を
学
ば
れ
た
。
一
方
、
早
く
か

ら
医
史
学
の
研
究
に
手
を
そ
め
ら
れ
千
葉
大
学
医
学
部
の
医
史
学
の
講

義
を
担
当
さ
れ
た
。
本
学
会
に
お
い
て
も
多
年
理
事
と
し
て
学
会
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
。
著
書
に
『
漢
方
臨
床
提
要
』
『
身
心
一
如
』
『
法
然

上
人
の
人
と
宗
教
』
『
草
堂
茶
話
』
『
和
田
啓
十
郎
遺
稿
集
』
『
医
界
之

鉄
椎
を
巡
っ
て
（
近
刊
）
』
な
ど
が
あ
る
。
亨
年
七
十
九
才
。

■
酒
温
温
湿
掴
温
温
湿
細
測
温
湿
調
駕
駈
謬
計
灘
為
謬
錨
諦
灘
駕
弥
一

v閲瑚も』.'砲VZ－1・淫睡…’

貝I
,瓢'4．-野 '厩廃 唖銘獅粥

癖詮

蕊
副

､蹄

蕊
孔ﾛ
応

L姪

が，
畔f

蕊 鼠

蝋
露
鱒
嗣
睡

Ｆ

’
睡唾謎1．‐案:r獅篭と,，オ母捧紬恥．唾T制酢
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雑
報日

本
医
史
学
会
編

『
図
録
日
本
医
事
文
化
史
料
集
成
』

に
毎
日
出
版
文
化
賞
特
別
賞
受
賞

「
第
三
十
三
回
毎
日
出
版
文
化
賞
特
別
賞
」
を
受
け
た
『
図
録
日
本
医
事
文

化
史
料
集
成
』
（
全
五
巻
・
三
一
書
房
）
は
、
日
本
医
史
学
会
創
立
五
十
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
本
学
会
が
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
医
事

集
成
は
、
一
巻
ｌ
考
古
・
絵
巻
・
絵
画
二
巻
ｌ
解
剖
・
外
科
三
巻
ｌ
医

用
器
機
・
薬
四
巻
ｌ
民
俗
医
療
・
救
療
・
公
衆
衛
生
五
巻
ｌ
人
物
・
医

育
・
史
蹟
ほ
か
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
大
著
で
あ
る
。
毎
日
出
版
文
化
賞

選
定
委
員
の
松
田
道
雄
氏
は
「
医
史
学
会
会
員
の
熱
情
に
敬
意
を
表
し
た

い
」
と
賞
讃
し
「
全
五
巻
を
通
じ
て
感
じ
る
の
は
、
私
た
ち
の
祖
先
が
ど
れ

ほ
ど
疾
病
の
た
め
に
苦
し
象
、
加
持
祈
祷
に
す
が
っ
て
た
た
か
う
な
か
に
、

科
学
と
し
て
の
医
学
に
救
い
の
道
を
ひ
ら
い
て
い
っ
た
か
と
い
う
受
難
と
、

そ
れ
か
ら
の
解
放
の
歴
史
の
重
糸
で
あ
る
。
こ
の
重
量
感
が
今
日
の
日
本
の

医
学
を
背
負
う
人
た
ち
に
、
そ
の
ま
ま
使
命
感
と
な
っ
て
つ
た
わ
る
こ
と
を

期
待
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
（
十
月
二
十
六
日
付
毎
日
新
聞
朝
刊
）

毎
日
出
版
文
化
賞
は
、
十
一
部
門
に
分
け
ら
れ
て
選
考
さ
れ
、
今
年
は
六

百
五
十
三
件
（
九
百
二
十
八
冊
）
の
応
募
図
書
が
あ
り
、
医
事
集
成
は
第
五

部
門
「
自
然
・
科
学
」
の
分
野
で
選
ば
れ
た
。
な
お
、
第
三
部
門
「
社
会
・

地
誌
・
歴
史
」
で
は
、
中
野
操
氏
の
『
大
阪
蘭
学
史
話
』
（
思
文
閣
出
版
）
が

文
化
賞
候
補
に
挙
げ
ら
れ
た
。

授
賞
式
は
十
一
月
八
日
毎
日
新
聞
社
東
京
本
社
で
行
わ
れ
、
小
川
鼎
三
理

事
長
が
出
席
さ
れ
た
。

川
喜
田
愛
郎
氏

著
書
『
近
代
医
学
の
史
的
基
盤
』

で
学
士
院
賞
受
賞

第
六
十
九
回
日
本
学
士
院
賞
の
授
賞
式
が
、
六
月
十
一
日
東
京
・
上
野
の

日
本
学
士
院
で
行
わ
れ
、
日
本
医
史
学
会
会
員
川
喜
田
愛
郎
氏
に
学
士
院
賞

が
贈
ら
れ
た
。
受
賞
の
対
象
に
な
っ
た
の
は
、
同
氏
の
著
作
『
近
代
医
学
の

史
的
基
盤
』
（
全
二
巻
・
岩
波
書
店
）
で
、
現
代
の
学
問
的
状
況
を
ふ
ま
え

て
書
か
れ
た
西
洋
医
学
の
通
史
で
あ
る
。

本
書
は
「
ハ
ー
ベ
ー
以
後
の
近
代
医
学
に
重
点
を
置
き
、
人
と
業
績
と
思

想
に
わ
た
り
、
お
び
た
だ
し
い
文
献
と
博
識
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
書
か
れ
た

わ
が
国
最
初
の
本
格
的
学
術
医
学
史
」
（
朝
日
新
聞
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

豊
富
な
文
献
を
駆
使
し
た
労
作
で
あ
る
。
記
述
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、
一

つ
一
つ
文
献
を
挙
げ
て
註
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
の
で
、
医
史
学
研
究
者
に

は
、
座
右
の
書
と
し
て
繁
用
さ
れ
得
る
本
で
あ
る
。
ま
た
本
書
は
、
従
来
の

通
史
に
ゑ
ら
れ
る
歴
史
的
事
項
や
業
績
の
羅
列
に
留
ま
ら
ず
、
「
病
気
と
い
う

万
人
の
悩
承
に
対
面
し
た
人
々
が
、
歴
史
の
中
で
そ
れ
を
ど
う
う
け
と
り
、

考
え
、
そ
し
て
多
く
の
労
苦
を
経
て
何
を
成
就
し
、
ま
た
何
を
し
と
げ
ず
に

残
し
て
い
る
か
、
を
順
を
追
う
て
た
ど
っ
た
ひ
と
つ
な
が
り
の
長
い
物
語
り

で
あ
る
」
（
著
者
「
ま
え
が
き
」
）
と
い
う
思
想
史
的
な
面
も
多
含
に
含
桑
、
歴
史

上
の
有
機
的
な
つ
な
が
り
や
流
れ
を
見
出
そ
う
と
試
朶
た
医
学
史
で
あ
る
。

日
本
医
学
史
、
東
洋
医
学
史
の
分
野
で
も
、
こ
の
よ
う
な
力
作
が
出
る
こ

と
を
切
望
す
る
。

な
お
、
医
学
史
関
係
で
学
士
院
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、
明
治
四
十
五
年
富

士
川
勝
が
『
日
本
医
学
史
』
で
受
賞
し
て
以
来
二
人
目
で
あ
る
。
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日
本
医
史
学
会
会
則
抄

第
一
条
こ
の
会
は
、
日
本
医
史
学
会
Ｑ
名
画
冒
昏
§
ご
具
冨
の
ｇ
ｏ
巳

国
営
○
暑
）
と
い
う
。

第
二
条
こ
の
会
は
、
事
務
所
を
〒
肥
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
’
一
ｌ
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内
に
お
く
。

第
三
条
こ
の
会
は
、
医
史
を
究
研
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
を
目
的
と
す

》
（
》
Ｏ

第
四
条
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

㈹
学
術
集
会
、
そ
の
他
講
演
会
、
学
術
展
観
の
開
催
等

②
機
関
紙
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
「
日
本
医
史
学
会
会
報
」
お
よ
び
関

係
図
書
等
の
刊
行
。

③
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
、
内
外
の
関
連
学
術
団
体
等
と
の
連

携
④
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
五
条
こ
の
会
の
会
員
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

の
正
会
貝

こ
の
会
の
目
的
に
賛
同
し
会
費
年
額
五
、
○
○
○
円
を
納
め
る
者

た
だ
し
、
外
国
居
住
者
は
年
額
鋤
ド
ル
と
す
る
。

②
名
誉
会
貝

こ
の
会
に
対
し
功
績
顕
著
で
あ
っ
た
者
で
評
議
員
会
の
議
決
な
ら
び
に

総
会
の
承
認
を
得
た
者
。

③
賛
助
会
員

こ
の
会
の
目
的
事
業
に
賛
助
し
会
費
年
額
一
○
、
○
○
○
円
以
上
を
納

め
る
者
、
ま
た
は
団
体
。

第
六
条
正
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
も
の
は
評
議
員
の
紹
介
に
よ
り
、
理
事

長
の
承
認
を
得
て
入
会
金
二
、
○
○
○
円
お
よ
び
そ
の
年
度
の
会
費
を
添

え
て
所
定
の
入
会
申
込
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
名
誉
会
員
は
次
の
各
号
の
何
れ
か
に
該
当
し
理
事
会
、
評
議
員
会

が
功
績
顕
著
と
認
め
た
者
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。

仙
三
十
年
以
上
の
在
籍
正
会
員
で
あ
っ
て
七
十
歳
に
達
し
た
者
。

②
前
理
事
長
。

③
正
会
員
ま
た
は
外
国
人
で
功
績
顕
著
な
者
。

名
誉
会
員
は
終
身
と
し
て
会
費
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
賛
助
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
も
第
六
条
に
準
ず
る
。

第
九
条
第
六
条
及
び
第
八
条
の
会
員
の
資
格
取
得
は
会
費
納
入
日
よ
り
始

ま
る
。

第
十
条
会
員
に
は
次
の
権
利
が
あ
る
。

⑩
こ
の
会
の
発
行
す
る
機
関
誌
の
無
償
配
布
を
う
け
る
こ
と
。

③
機
関
誌
に
投
稿
す
る
こ
と
。

⑧
総
会
、
学
術
大
会
、
学
術
集
会
そ
の
他
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
。

第
十
一
条
会
員
は
、
会
費
を
前
納
し
総
会
の
議
決
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
十
二
条
会
員
は
次
の
事
由
に
よ
っ
て
そ
の
資
格
を
失
う
。

㈹
退
会

②
会
費
の
滞
納
が
一
年
以
上
を
経
過
し
た
と
き
。

③
禁
治
産
、
準
禁
治
産
ま
た
は
破
産
の
宣
告
。

⑳
死
亡
、
失
院
宣
告
ま
た
は
会
員
で
あ
る
団
体
の
解
散
。
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文
部
省
科
学
研
究
費
学
術
定
期
刊
行
物
補
助
金
を
受
け
る

本
誌
は
昨
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
文
部
省
の
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
刊
行
し
て
い
る
。

⑥
第
十
四
条
に
よ
る
除
名
処
分
。

第
十
三
条
こ
の
会
に
は
、
年
一
回
学
術
大
会
を
主
宰
す
る
た
め
に
会
長
を

一
名
お
く
。

１
こ
の
会
は
学
術
大
会
を
毎
年
一
回
開
催
し
、
学
術
集
会
は
随
時
開
催

す
る
。

２
会
長
は
、
理
事
会
の
推
薦
に
よ
り
、
通
常
総
会
毎
に
理
事
長
が
委
胴

す
る
。

３
会
長
の
主
宰
す
る
学
術
大
会
は
、
こ
の
会
の
通
常
総
会
と
同
時
点
で

開
催
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
や
む
を
得
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は

評
議
員
会
ま
た
は
総
会
の
承
認
を
得
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
会
長
の
任
期
は
、
学
術
大
会
を
議
決
し
た
通
常
総
会
の
翌
日
か
ら
次

の
学
術
大
会
を
終
了
す
る
と
き
ま
で
と
す
る
。

５
会
長
は
必
要
に
応
じ
理
事
会
に
出
席
し
こ
れ
と
密
接
な
連
絡
の
も
の

と
に
計
上
予
算
を
勘
案
し
て
企
画
運
営
す
る
。

６
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
、
ま
た
は
欠
け
た
と
き
は
新
に
会
長
を
委
嘱

す
る
ま
で
理
事
長
が
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

７
会
長
は
、
学
術
大
会
関
係
事
務
を
委
嘱
す
る
た
め
に
、
会
員
の
う
ち

か
ら
学
会
委
員
若
干
名
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
学
術
集
会
は
、
随
事
理
事
長
主
宰
の
も
と
に
開
く
こ
と
添
で
き
る
。

発
行
期
日
年
四
回
（
一
月
、
四
月
、
七
月
、
十
月
）
末
日
と
す
る
。

投
稿
資
格
原
則
と
し
て
本
会
会
員
に
限
る
。

原
稿
形
式
原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表
題
、
著

者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、
ロ
ー
マ
字
著
者
名
を
記
し
、
本
文
の
終
り
に

欧
文
抄
録
を
添
え
る
こ
と
。

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き
の
こ
と
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
の
決
定
は
編
集
委
員
が
行
な
う
。
ま
た
編

集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
こ
と
も
あ
る
。

著
者
負
担
表
題
、
著
者
名
、
本
文
（
表
、
図
等
を
除
く
）
で
五
印
刷
・
ヘ
ー

ジ
（
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
十
二
枚
ま
で
）
は
無
料
と
し
、
そ
れ
を
超
え

た
分
は
実
費
を
著
者
の
負
担
と
す
る
。
但
し
欧
文
原
著
に
お
い
て
は
三
印

刷
。
ヘ
ー
ジ
ま
で
を
無
料
と
す
る
。
図
表
の
製
版
代
は
実
費
を
徴
収
す
る
。

校
正
原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後
は
編
集

委
員
会
に
て
行
な
う
。

別
刷
別
刷
希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
実
費
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
り
先
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
の
一
、
順
天
堂
大
学
医
学
部

医
史
学
研
究
室
内
日
本
医
史
学
会

編
集
委
員
大
鳥
蘭
三
郎
、
大
塚
恭
男
、
蔵
方
宏
昌
、
酒
井
シ
ヅ
、
樋
口
誠

太
郎
、
三
輪
卓
爾
、
室
賀
昭
三
、
矢
数
圭
堂
、
矢
部
一
郎

編
集
顧
問
小
川
鼎
三
、
Ａ
・
Ｗ
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン

事
務
担
当
鈴
木
滋
子

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定
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日
本
医
史
学
会
役
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

理
事
長
小
川
鼎
三

会
長
鈴
木
勝

常
任
理
事
大
鳥
蘭
三
郎
大
塚
恭
男

宗
田
一

会
計
監
事
大
滝
紀
雄
古
川
明

理
事石

原
明
石
原
力
大
塚
恭
男

大
鳥
蘭
三
郎
大
矢
全
節
緒
方
富
雄

小
川
鼎
三
蒲
原
宏
酒
井
シ
ヅ

酒
井
恒
佐
藤
美
実
鈴
木
勝

宗
田
一
中
野
操
長
門
谷
洋
治

藤
野
恒
三
郎
三
木
栄
矢
数
道
明

谷
津
三
雄
矢
部
一
郎
山
形
敞
一

幹
事蔵

方
宏
昌
酒
井
シ
ヅ
杉
田
暉
道

谷
津
三
雄
矢
部
一
郎

評
議
員青

木
一
郎
赤
堀
昭
安
芸
基
雄

阿
知
波
五
郎
石
原
力
今
市
正
義

岩
治
勇
一
内
田
醇
江
川
義
雄

大
滝
紀
雄
岡
田
博
片
桐
一
男

川
島
恂
二
久
志
本
常
孝
榊
原
悠
紀
田
郎

末
中
哲
夫
杉
田
暉
道
鈴
木
正
夫

鈴
木
宜
民
関
根
正
雄
瀬
戸
俊
一

高
木
圭
二
郎
高
瀬
武
平
高
山
坦
三

竹
内
真
一
田
代
逸
郎
田
中
助
一

津
田
進
三
筒
井
正
弘
土
屋
重
朗

編
集
後
記

医
史
学
会
総
会
の
折
、
め
ず
ら
し
く
一
日
早
く

近
く
の
都
市
に
着
き
、
突
然
同
門
先
輩
の
Ｚ
教
授

に
会
い
た
く
な
っ
た
。
前
ぶ
れ
も
な
く
教
室
を
訪

れ
た
私
を
、
氏
は
喜
ん
で
迎
え
て
く
れ
た
が
、
同

市
訪
問
の
目
的
を
聞
く
な
り
「
い
い
ご
身
分
で
す

ね
え
」
と
言
っ
た
も
の
だ
。
そ
う
い
う
反
応
に
不

慣
れ
で
も
な
か
っ
た
私
は
、
さ
さ
や
か
な
演
題
で

も
最
終
の
ま
と
め
段
階
で
は
平
均
し
て
睡
眠
四
、

五
時
間
の
日
を
ひ
と
月
く
ら
い
作
ら
ざ
る
を
え
な

い
こ
と
な
ど
話
し
、
象
ず
か
ら
歴
史
に
け
っ
し
て

関
心
の
浅
く
な
い
氏
は
、
夕
方
か
ら
の
時
間
を
割

中
川
米
造

中
山
沃

福
島
義
一

堀
江
健
也

松
木
明
知

室
賀
昭
三

山
下
喜
明

矢
部
一
郎

渡
辺
左
武
郎

名
誉
会
員

赤
松
金
芳

王
丸
勇

吉
岡
博
人

中
沢
修
中
西
啓

服
部
敏
良
樋
口
誠
太
郎

富
士
川
英
郎
古
川
明

本
間
邦
則
丸
山
博

三
浦
豊
彦
三
輪
卓
爾

守
屋
正
矢
数
圭
堂

山
田
光
胤
安
井
広

山
中
太
木
米
田
正
治

（
理
事
の
名
は
省
略
）

石
川
光
昭

杉
靖
三
郎

和
田
正
系

大
塚
敬
節

三
廼
俊
一

い
て
同
市
近
郊
の
史
蹟
を
回
っ
た
の
ち
自
宅
に
招

い
て
く
れ
た
。
真
新
し
い
ボ
ト
ル
を
二
人
で
空
に

し
な
が
ら
医
学
史
の
こ
と
、
医
学
と
権
力
の
問
題

な
ど
、
久
し
ぶ
り
に
深
更
ま
で
話
し
て
、
私
は
こ

の
日
の
成
行
き
に
満
足
だ
っ
た
。
話
の
途
中
ふ
と

思
い
出
し
て
口
に
し
た
、
「
歴
史
的
感
覚
と
は
、

過
去
の
過
去
性
だ
け
で
な
く
、
そ
の
現
在
性
に
対

す
る
知
覚
に
も
か
か
わ
る
も
の
だ
」
と
い
う
Ｔ
・

Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
の
こ
と
ば
は
、
最
近
で
も
時
折

私
の
心
に
蘇
っ
て
く
る
。
（
三
輪
卓
雨
）

昭
和
五
十
四
年
十
月
二
十
五
日
印
刷

昭
和
五
十
四
年
十
月
三
十
日
発
行

日
本
医
史
学
雑
誌

第
二
十
五
巻
第
四
号

編
集
者
代
表
大
鳥
蘭
三
郎

発
行
者
日
悴
華
史
惇
今
峠
鼎
三

〒
一
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
一
工
，
一

順
天
堂
大
学
医
学
部

医
史
学
研
究
室
内

振
替
東
京
不
一
至
言
番

製
作
協
力
者
金
原
出
版
株
式
会
社

日
本
医
学
文
化
保
存
会

〒
一
三
東
京
都
文
京
区

湯
島
〒
三
‐
西

印
刷
所
三
報
社
印
刷
株
式
会
社

〒
三
《
東
京
都
江
東
区
亀
戸

’
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wasfarmoreextensive,prominentandimportantthroughoutthe

nineteenthcenturythanwasthecaseinBritain.Notonlymedical

licensing,butmedicaleducationandmuChmedicalpractice(in

hosPitals)wasmoreorlessdirectlyundergovernmentcontrol.What
weknowlessaboutisthemedicalmarket,theconditionsofeveryday

practiceawayfifomParis,thestatusofthedoctorinsmalltownsay,

andhisproblemsinestablishinghisauthority.

Whentheproponentsoffi､ee-tradeinmedicinewereextolling

America,manyEnglishmedicalrefbrmerswerelookingtoFrench

andGermanexamplesofpropermedicaleducation,andproper

nationalormunicipalsupportfbrmedicalservices.Theywere

resisted,inpart,becausemanyEnglishmencontrastedEnglishfteedom
withthestateorcommunaldespotismtheysaworimaginedonthe

continent・Itwouldbenicetoknowhowmuchtheproblemsofthe

mid-centurygeneralpractitionervariedbetweenstates.

Totakeanotherexample:thesocialclassofentrantstothe

medicalprofbssionroseinlatenineteenthcenturyGermanyasit

seemstohavedoneinEnglandtoo.Werethesemovementsreally

similarandifsowhy？Certainlythecommentswhichtheuniver‐

sityhistorianPaulsenthenmadeaboutdoctorstakingoverthemoral
authorityofclergymenseemtoresonatewiththeEnglishexperience
attheendofthecenturV.

．

Webadlyneedcomparativestudies,especiallybeCausehistorians

inthesediffbrentnationshaveworkedwithsuchdiffbrentpresupposi-

tions.Butweneedmorethanstatebystatecomparisons・Weneed

tocomparetheexperienceofdiffbrentcommunitiesindiffbrent
states.Towhatextentwasmedicineseenasamarketablecommo-

dityinManchester，Cincinatti，LyonandDortmund？Howdidthe

doctorcomparewiththeclergymeninthesmalltownsofOxfbrdshire,

Virginia，BurgundyorBavaria？Onlywhenthesekindsofstudyare

developedwillwebeabletountanglethecomplexeconomic,social,

political,andscienti6cdeterminantswhichcausedthe"profbssionali-
sationofmedicine''.
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doctorsandpoordoctors,buttheywerenowthoughtofinthesame

wayasclergymen-apoordoctor,likeapoorpriest,wasamanof

socialstandingwhohadthemisfbrtune(orperhapsacalling)to
workinapoorarea.

HowthencanwecomparetheEnglishexperiencetothatof
othercountries？

X

Theobviouswaytobegin,andthereisspacefbrlittlemore,is

toputtheEnglishexperiencebetweentheAmericanontheonehand

andtheFrenchandGermanontheother.IntheUnitedStates,

especiallyinthenewerstates,traditionalauthorityandgovernmental

authoritywasveryweak,evenbyEnglishstandards・Notonlywas

medicalpracticeinmid-nineteenthcenturydominatedbymarket
values,sowasmedicaleducation・TheLancashireliberalswhohad

agreatfbndnessfbrthe"landofthefi､ee",likedtothinkoftheir

districtasAmericadiluted;andanyonewhoreHectsonmedical

historymustagreewiththem.ThatiswhyAmericanmedcialhisto-

riographyissouse血ltothoseofuswhoareinterestedintheEnglish

provinces.Butthedi伍cultywithsomeatleastofthishistoriography
isitsfailuretoseparateoutthevariouscausesoftherefbrmof

medicine.BecausemedicineinAmericawasnotgenerally<Cestabli-

shed"untiltheendofthecentury,andbecausethiswasalsoa

timeofrapidtechnicalprogressinmedicine,especiallysurgery,

therehasbeenatendencytosee$;scientificmedicine''asthenecessary
andsufficientconditionofthisestablishment.Thatseemstomea

mistake,especiallyifitisclaimedthatobvioustherapeuticeffbc-

tivenesswastheimportantattributeofthisscientificmedicine.We

needtoconsider,muchmorecarefi'llythansomehavedone，how

muchthegrowthofgovernmentandchangesinsocialideologywere

responsiblefbrthetransfbrmation.

TheproblemwithmostmedicalhistoriographyaboutFranceand

Germanyisalmostdiametricallyopposite.Wearetoldaboutthe

relationshipofgovernmentandmedicine,becausethatrelationship
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aslandowners,financiersandclergymen.Aftertherefbrms,increasing

numbersofthemwentintoadministrationofthenationandofthe

Empire-thiswastheclassicperiodofthegenerallyeducated,omni-

competentandimpartialcivilservant.AstheChurchgrewless
attractiveasacareer,thetraditionalprofbssionsoflawandmedicine

increasedinpopularity,andthecombinationofOxbridgeandthe

LondonTeachingHospitalsbegantoproduceabreedofdoctorwho

hadbothtechnicalexpertiseandhighsocialstatus.Thesemenwere

profbssionalsinapeculiarlyEnglishsense;animagecarefilllykept

apartfi､omallsuggestionofbusiness.Thisnewbreedwasableto

transfbrmtheRoyalCollegesandbolstertheirsocialclaimswiththe

authorityofthemedicalscientist.Inthisway,theirdominanceover

Englishmedicinewaspreserved-aremarkableexampleofthesurvival

poweroftheEnglishrulingclass.

Thepatternlhavedescribedmightbeschematisedasadecline

inthetraditionalauthorityofthedoctor,mostacuteinthenew

industrialareasremotefi､omthecentreoftraditionalpower.The

reassertionofmedicalauthority,inafbrmwhichincludedgeneral

practitionersaswellasconsultants,tookplacepartlyinthecontext

oflocalsocio-politicalchanges,partlyasaresultofnewfbrmsof

centralpowerandnewcareersfbrmembersofthetraditional

rulinggroup.Itaccompaniedagreatincreaseinthesocialroleof

medicine,asafimctionofthestateandasapartoftheshared

valuesofsociety.

ThecomparisonbetweenmedicineandtheChurchisausefill

one・Inl870therewerepoorclergymenandrichclergymen,butall

werepartofaprofbssionofrecognisedauthority.Likewiseinl750

thereweresomerichphysiciansandmanypoorsurgeonsandapothe-

caries.Thesewerenot,however,partofoneprofbssion,theywere

merelythemedicalcounterpartstothesocialgroupstheyserved;as

C:shopkeepers''couldrangefi･omahigh-classmerchantwhosupplied

luxurygoodsfbraristocl､ats,toaworkingmanwhosewifbranatiny

storeinoneroomofthecottage.Byl900,therewerestillrich
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(3)Thegrowingappealofscienceanditsutilisationbythe

medicalprofbssion.Popularesteemfbrscienceandespeciallyengine-

eringhadbeenatwo-edgedsword,becausedoctorsshowedupbadly

againstthebuildersofrailwaysetc.intermsofobviouspractical

success.Butaftermid-century,astherulingclassesbecamemore

consciousofthepowerofscienceandasmedicineachieVeditsown

popularsuccesseswithanaestheticsandespeciallygermtheory,soit
waseasierfbrdoctorstowearthemantleofthescientist.Theinte-

grationofmedicaleducationwiththeincreasinglyscientificuniversi-

tiesalsohelpedinthisprocess.Further,anincreasinglyscientific

educationwasalsoanincreasinglyexpensiveone.Oneeffbctof

improvedmedicaleducationwastomakeentryintotheprofbssion

moredifIicult.Thishelpeddiminishcompetition,andclari6edthe

diHbrencebetweenthequalifiedandtheunquali6ed.

(4)TheJneralriseinthestandardoflivingmeantthatmore

moneywasavailabletobespentonmedicalcare.

(5)Therenewedpopularityofmedicalcharitiesespeciallyvolun-

taryhospitalsgavedoctorsacentralplaceinthepubliclifbofthe

toM7n・InthecottondistrictsnearManchester,whichhadgrownto

largetownswithoutanyhospitalprovision,Infirmarieswerecreated

fifomaboutl860onwards.Characteristically,theyallinvolvedappeals

totheworkingclassibrsupport.Thisiswhatmadethemsoappro-

priatetothismorea田uentperiod;theydidnotpauperisebecause

workerscontributedsomething;theydidhelptietheworkerstotheir

mills,ortheirchurches>ortheirunions;throughthesebodiesworkerg

moneypassedtothehospitalandadmissionticketspassedbackto

theworkers.Oneshouldn'tunderestimatethesocialroleofthese

hospitals･Inl750theParishChurchwastheobviouscentrefbr

civicceremonyandcollectivebenevolence,inl890thatplacewas

occupiedbythelocalhospital.Doctorsconnectedwiththehospital

gainedconsiderableprestiJthereby.

(6)Theentryofthetraditionalrulinggroupsintothemedical

profbssion.Untiltheuniversityrefbrmsofmid-century,thesonsof

landowners,financiersandclergymenwenttoOxbridgeandemerged
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gainedsomuchinpublicesteemduringthelatterhalfofthecentury.
Howtheimageofthedependable,knowledgeable,substantialgeneral

practitionerwascreatedandlivedout,wheninthel840sand50s
doctorshadfbundtheirstatussoproblematica1.

Idon'tthinktheanswerliesinthetechnicaladvanceofmedicine,

becausetheprocesswaswellunderwaybefbretherealtherapeutic

powerofdoctorshadchangedmuch.Insteadwemustlookata
rangeofmoreorlesssocialfactors,allboundupwiththestabilisa-
tionofindustrialsocietyinlatenineteenthcenturyBritain.Ihave

nospacetoinvestigatethemall,Ishallmerelylistsome,withbrief
notes．

(1)Thedeclineaftermid-centuryoftheradicalrefbrmismof

theindustrialleadership.InManchesterthisphenomenonisvery

clear.Havingachievedsomeoftheirpoliticalprogrammeinthe
repealoftheCornLaws,thebigManchesterliberalswere
increasinglyreadytocompromisewithtraditionalpowers.NolonJr
甲

’

seeingthemselvesassetagainstanolderestablishment,manufacturers
●

ofenormouswealthweremorereadytosupportcompromiseestablish-

mentprogrammesfbrcivilisingtheworkingclassesandchannelling
theirgrowingpoliticalpowertosafbends.Causeslikeelementary
educationandpublichealthwerenon-controversial.Doctorswho
previouslyhadtakenlittleinterestintheproblemsofthepoor,joined
inthiscommonexpressionofconcern.Theytendedtotakeover
theleadershipofsuchcausesfi､omtheclergymen,thusachievinga
rathersimilarstatus.InManchesteratleast,wheretheearlysanita-

rianshadbeendissentingradicals,thosewholedthemovementin
the50sand60swereorthodoxinpoliticsandreligion;veryrespec-

tablefigures.

(2)Thegrowingpowerofcentralgovernment,partlyasaresult
ofpublichealthlegislation.Thoughgovernmentwasnotprepared
torequireallcitizenstoavoidunqualifiedpractitioners,itwasready
toexcludethemfi･omo伍cialemployment.Indeedtheneedfbra

clearlyrecognisablequalificationfbrentrantstopublicpostswasone‘

ofthereasonsfbrtheMedicalLicensingActofl858,
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wasthestake.

InprovincialEnglandinmid-century,tradeunionismwasnot

verypopularwiththemiddle-classes.Itwasdi伍cultfbrdoctorsto

defbndtheireconomicinterestbyunadornedcollusion,theywere

accusedofunionism.Anyclaimtoauthorityhadtorestontheir

expertiseandspecialknowledge,andbecausehomoeopathythreatened

thatclaim,itscondemnationwasworthunftlvourableexposure.The

rootproblemwithhomoeopathywasthatitoffbredthelaypublica

choiceofmedicalsystems;asinmattersofreligion,theywerefi･ee

tochooseaccordingtotheirownfbelings.Suchchoicehadunder-

minedtheauthorityofthenationalchurch,itthreatenedtheauthor-

ityofthemedicalprofbssionwhoclaimedtoknowbestwhatwas

goodfbrallpatients,notjustfbrthosepatientswhoattachedthem-
selvestotheorthodoxkindofmedicine.

Thesameissueunderlaythefightagainst<Cquackery''.Most

sectionsofthemedicalprofbssionwantedthepowertoprosecutethe
unqualified,butthatrancountertothefi､ee-tradeethicofVictorian

Britain;themajorityoflegislatorssawnoreasonwhyapatient
shouldn'tchooseanymedicalattendantheliked,solongashewas
notmisledbyftllseclaims.WhentheGeneralMedicalActwas

passedinl858itdidnotbanunqualifiedpractice;itmerelypro-
videdfbrthecompilationofaregisterofproperlyqualifiedpracti-

今

tloners．

IX

Thislegislationwasahelptoqualifieddoctorsinthatitmarked

themofI､clearlyfi,omtheequallylargenumberofunqualified.But
legislationalonecannotsecuretheprestigeofaprofbssion;insuch

asocietyasmid-nineteenthcenturyEnglandanysuccessfUlattempt
atlegislationrequiredthecontinuingsupportofpublic,i.e.middle-

classopinion,aswellastheapprovalofthegoverningclass.Thatis

why,whenweseekafi,llunderstandingofprofbssionalisationwemust

notconfineourselvestoo伍cialacts,wehavetolookatsocialchange.

ForEnglandwehavetoexplainhowthebodyofgeneralpractitioners
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beirritatedbycontaCtwith，oratleastsightofthemedicaland

surgical61ites.

Provincialgroupsseemtohavepaidlessattentiontothemetro-

politan61iteandmoretotheirownlocalprestigeandeconomic

status.ThetwoprongsofthisconcernwerewellrepresentedinMan-

chester;ontheonehandwefindaMedicalSocietybeguninl834,

stressingsocialintercoursebetweeenprofbssionalsandtheadvancement

ofmedicalscience.Thistendedtolinl<doctorstovarioustown

institutionsprqjectingscienceasafbrmofpoliteculture.Onthe

otherhandwefindaso-calledMedico-EthicalSocietybeguninl847,

concerneddirectlywithsuchmattersasfbes,prosecutionofunqualified

practitionersundertheApothecariesAct，andtheexclusionofun-

orthodox,thoughqualified,medicalpractitioners.TheProvincial

MedicalandSurgicalAssociation,whiChbeganinl832andlatex･

becametheBritishMedicalAssociation,seemstohavecombined

thesevariousfimctions,aswellasprovidinganationalvoicefbr

generalpractitioners.

Theseactivitiesmakesensewhenwesetthemagainstthe

backgroundldescribedearlier.Doctorsdesperatelyneededtoestab-

lishthattheywerenotjusttradesmenorcrafismen,anddiscussions

ofmedicalscienceoranyotherkindofsciencehelpedthecase.

Thissurelyisoneofthereasonsfbrtheprominenceofdoctorsin

scientificsocieties,etc.,SimilarlV,theworkoftheMedico-Ethical
グヶ

societyjatradeunionindisguise,wasverynecessary・Byestablishing

ascaleoffbesamongthemselves,gradedaccordingtothewealthof

thepatient,doctorscouldpreventundercutting．Theyincreasedtheir

powerzﾉjs(zzjij･fi､iendlysocietiesandlocalauthorities.

Inthiscontexttheviolentresponsetohomoeopathicpractitioners

beginstomakesense.Thefightagainsthomoeopathywasamajor

concernofmedicalsocietiesinmid-century;theynotonlyexcluded

homoeopaths，theyexcludedanyorthodoxdoctorwhoallowedhimself

tobedrawnintoconsultationwithahomoeopath・Sincethehomoeo-

pathswereproperlyqualifiedandincludedmanyablemen,this

reactionmayseemharsh.Tounderstanditwehavetoseewhat
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YetinprovidingfbranationalqualificationtheApothecariesAct

gaveanexceedinglyusefUlweapontotherankandfileofmedicine.

Theapprenticeshipsystemwasweakening,notonlyinmedicine;the

growthofnewindustrialareasandconsequentmobilityofdoctors

meantthateasilyrecognisedpaperqualificationswereveryhelpfi'las

securingstatusinastrangeplace;iflocalmedicalmenwishedto

excludetheuntrainedfi､omhospitalappointments,etc.,thenthey

couldrelyonthiscertification.

Allthismeantthatthenewqualificationprovedverypopular

andthisgaveaconsiderableboosttothedevelopmentofmedical

educationintheprovinces.Medicalschoolssprangupinseveral

citiesduringthel820sandl830s,proprietaryestablishments,usually

directlyorindirectlyconnectedtothelocalhospital.Atfirsttheir

righttopreparecandidatesfbrtheLondonexaminationswasdispu-

tedbythemetropolitanmedicalandsurgical61ites,butsuchgross

monopolywasdifRculttomaintainandsoonprovincialsurgeonsand

apothecarieshadtogotoLondononlytotaketheexamination.

Note,however,thatthepowerofgrantingqualificationsrestedwith

theLondon61ite,withOxfbrdandCambridge,andwiththenew

UniversitvofLondonwheremedicalstudentswereaconsiderable
〃

partofthestudentbodyfifomthebeginning.Nomedicalschoolin

theEnglishprovincescouldgrantqualificationsuntilalmosttheend

ofthecenturV.

FewmedicalrefbrmersweresatisfiedwiththeApothecariesAct

andfi､omthel820sthroughtotheGeneralMedicalActofl858there

wasaconstantchorusofrefbrmdemands.Tounderstandthechorus

however，wemustpickoutthevariousstrategiesofprofbssional

improvementprefbrredbydiffbrentgroups.

FormanygeneralpractitionersorScottishtrainedphysicians,the

refbrmofmedicinewaspartoftherefbrmofEngland.TheRoyal

Collegeswereobiectionableadiunctsofaristocraticruleandhadto

bereplacedbysomestructurerepresentativeofthemiddle-class

practitioners.Themostvirulentoftheserefbrmersseemtohave

workedinLondon,asonemightexpectsincetheywouldregularly
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ThefirstmajorlegislationtoaffbctthemediCalprofbssionsinthe

nineteenthcenturywastheApothecariesActofl815.Theinterpre-

tationofthisActisadifficultanddisputedmatter.Mostmedical

historians,chroniclingtheprogressofthemedicalprofbssioninthe

nineteenthcenturyhaveseenitasthefirstgreatstepfbrwardtowards

properlyqualifiedandlicensedprofbssion.Itundoubtedlyhada

considerableeffbctfbrgoodinthatthequalificationsitenfbrcedon

allwhowoulddispensemedicineswerewellchosenandtheexamina-

tionswerewellmanaged・Thusitcontrastedwiththeobsoleteprac-

ticesoftheRoyalCollegeofPhysiciansandtheRoyalCollegeof

Surgeons.ItstimulatedthislatterbodytosetupacomParable

schemefbrsurgeons，andthejointqualificationsoonbecamethe

hallmarkofthewellqualifiedgeneralpractitioner.Buttheconse-

quencesofanActcannotbeuncriticallytakenasevidenceofthe
intentionsofthosewhoinspiredtheAct,norofthereasonswhyit

passedthroughParliament.

AsHollowayshowed,initsconceptiontheActwasadefbnsive

measurebytheSocietyofApothecaries,seekingtoprotecttheir

placeintheoldhierarchyofmedicineagainstincreasingdemands

fbrare-organizationofmedicinethatwouldrecognisetherealplace

ofthegeneralpractitiones,orsurgeon-apothecaries;fbrbytheturn

ofthecentury,thevastmajorityofpractionersobservednoclear

distinctionbetweenthecraftofsurgeryandthesellingofdrugs.

TheCollegeofPhysicians,whohadconsiderableauthoritywith

Parliament,supportedtheActbecauseitsoughttostrengthenrather

thanunderminethetraditionalgradingwhichtheyheaded.

TheActwasverymuchresentedbythosepractitionerswho

werebestqualified,i.e.whoheldScottishmedicaldegrees,fbrit

fbrbadethemtodispensemedicines,unlesstheywerelicensedbythe

ApothecarieWSociety.(TheScottishtrainedpractitionersinMan-

chesterpetitionedagainsttheAct.)Theywereamongthemenwhose

statuswasmostproblematicaslongasthefbrmsoftheoldorder

remained;theywerethemenwholedtheoppositiontotheclaims

oftheRoyalCollegeofPhysicianstoregulatealllayersofpractice.
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incompatiblewiththeirgeneralsocialoutlook,fbrtheysawthemselves

notasthenewrulersofthepoorbutasrepresentativesofthe

"industriousclasses",atermwhichincludedbothcapitalistsand

workers・The"industriousclasses'',menwhobuiltindustryand

createdtrade,weresetagainstthetraditionalauthorityoftheland-

owningaristocracyand(often)theChurChofEngland.Theirswas

afightagainstoutwornauthorityinthenameofhardwork,enter-

Prise,andselfhelp・Inthisstruggletheypresentedtheworkersas

beingbehindthemratherthanbelowthem・Theyweresuspiciousof

paternalism;manyhonestlythoughtthatthegoodsocietycouldonly
bebroughtaboutbyindividualeffbrtandselfreliance.Thiswas

theirprescriptionfbrthesocialproblemsofthegrowingcity.

Ofcourseinsomeplaces,especiallywhereindustrialisation

occurredinwell-establishedtowns,withstrongpre-industrialtraditions
andawelldefinedlocal61ite,theseattitudesweremodulated.It

wassometimesexpedientfbrtheverylargemanufacturersinatown

tosharepowerwiththelocallandowners.Insuchaplace,medical
charitieswerequitepopularandphysicianscouldmoreeasilymaintain

socialstatusbyassociationwitholdandnewrulinggroups.But
evenintownslikethis,thegeneralthrustofeconomicindividuali,wn

wasib1t;workersandshopkeepersandsmallmanufacturerswere

increasinglyresentfi'lofthepowerofthebigmill-owners.

V111

IhaveconcentratedonthediHicultiesofdoctorsinthenew

industrialtownsbecausethisisadimensionnecessaryto,butusually
absentfi､omdiscussionsoftheprofbssionalisationofmedicine.If

doctorssoughtnewfbrmsoforganizationandprotectionitwasnot

merelytomaintaintheirstatusinasocietywheretraditionalpatron-

agewasbecominglessimportant,itwasbecausetheyexperienced

veryrealprofbssionalandeconomicdi伍culties.Ifgovernmental

protectionwasslowincomingthatwasnotjustaconsequenceof

politicalinertia,itwasbecausetheclimateofopinioninlargesections
ofEnglandwasunfavourabletotheclaimsofmedicalmen.
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verystrong.Givenwhatwehavesaidaboutthestatusofdoctors,it

isnosurprisethatsomeoftheleadersofworkingclassmovements

weresmalltownsurgeons.Thisisanaspectofmedicinewhichhas

hardlybeenexaminedatall,butlhavelookedrecentlyatoneor

twoofthesemenanditisclearthattheirradicaligmwasnotuncon-

nectedwiththeiroccupation.Onesuch,aMatthewFletcher,argued

thatthegrowthofindustry,dividingsocietyintoasmallgroupof

capitalistsandalarge,depressedworkingclasshaddeprivedthelocal

surgeonsoftheirlivelihood.Theindependentsmallproducers,men

whohadcombinedsomesubsistenceagriculturewithcottageindustry,

werebeingfbrcedoutofexistence,andtherewasnoclienteleleft

fbrthesmallindependentsurgeon.Fewemployees,heargued,were

preparedtoemployfactorysurgeons・Evenwheretheywere,doctors

werebeingmadeapartoftheindustrialsystemandwerelosing
theiriifeedom.

VII

Someofyou,withexperienceofverydiffbrentfbrmsofindus-

trialisation,especiallythehighlypaternalisticcompaniesofJapan,

maynowbewonderingwhetherthiskindoffactoryweliaresystem

wasabsentfiFomthefirstlndustrialRevolution.Theanswer,as

always,isnotsimple・Therewerefactorycolonies,especiallyaround

isolatedmillsinthecountrVside，whereawork-fbrcehadtobe
d

importedandhousedneartheworks.Someofthesecolonieswere

developedbyindustrialphilanthropistswhoprovidedchurches,chapels,

andschoolsfbrtheiremployees.Manyemployedafactorysurgeon,

thoughnever(Ithink)filll-time,toattendtoindustrialinjuriesand

checkthehealthofchildrenemployedintheftlctories.Butthiswas

notthepredominantmodeoforganisation,especiallyinthegrowing

towns.Inpartthisfactwasthenecessaryresultoftherapidgrowth

ofsmallfirms;someemployershadrisenfi､omtheworkingclassand

anysuchpaternalistnotionswerebeyondboththeirpocketsandtheir

imagination.Yetthisisnotasu缶cientexplanation.Evenlarge

employerswererarelyinterestedinthiskindofpaternalism-itwas
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Thoughsicknessandoldagewereinfactthemajorreasonswhy

peopleneededrelief;medicalcarewashardlymentionedinthesenew

proposals.Thisischaracteristic.Illhealthtendedtobesubsumed

undertheheadingofdissolutionanddemoralisation・Theremedies

werebasicallyeconomic・ItisnotsurprisingthatKayleftManches-

tertoworkasoneofthenewlyappointedPoorLawCommissioners,

surveyingtheoperationofthenewarrangementsoveroneregionof

thecountrV.
●

Themedicalcaregiventooccupantsofworkhouses,ortothe

sickandagedintheirownhomes,wasancillarytothebasicmain-

tenance.Youcouldonlybetreatedattheexpenseofthecommunity

ifyouhadfirstbeencertifiedasapauper.Thusifthroughthe

illnessofthefather,afamilvbecamedestitute,onlvwhenthevhad
” ‘ ’

spenttheirsavingsandsoldanyluxuriescouldtheyclaimmedical

reliefManydoctorswhoworkedunderthisarrangementresentedit.

Theysawthatdiseaseandiniuriesgrewworseasthefamilyslipped

downtoutterdestitution.Itwasimpossibletoprovidetimelytreat-
Inent･

NorisitsurprisingthatthemenwhoadministeredthePoorLaw

locallysawdoctorsasemployeesandengagedwhoeverwouldcharge

leastfbrthework.Itwascommonfbrauthoritiestoadvertiseposts,

andappointwhoeverwouldcontraCtfbrthecareofthesickpoorat

thelowestprice，Again,medicinewastreatedasacommercialtran-

saction,anddoctorswereinaweakpositiontobargain.Itwasnot

di伍culttosecureminimalqualifications,andifthelocaldoctorstried

toapplypressuretoraisethepayments,theauthoritycouldanddid

threatentobringinanewlyqualifiedpractitionerfromelsewhere
whowouldundercutthelocalmedicalmen.

Thefirsthalfofthenineteenthcenturywasaturbulentperiod

inEnglishpoliticalandsociallifb.Thefi､equenttradedepressions,

withtheresultingmassunemploymentofindustrialworkers,triggered

riotsandradicalpoliticalmovements.Theworkingclassescampai-

gnedfbrpoliticalrightsandindistrictsroundManchester,where

townscouldbealmostentirelyworkingclass，thesemovementswere
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themarket，asclergymenwereandeducatorsmightbejmedical

serviceswereacommoditvwhichworkmenhadtobuv,evenin
‘ ‘＝

sickness.

Thepolicywasnotquitesounrealisticasitsounds.Kaydid

advocatewhatwerecalledProvidentialDispensaries,whereworkmen

contributedsmallsumseachweekandsoinsuredagainstmedical

costs.ButProvidentialDispensarieshadverylittlesuccessuntillate

inthecentury.Thereasonsareinpartdirectlyeconomic;notuntil

thel870sdidlargesectionsoftheEnglishworkingclasshaveany

moneytosparefbr@Cluxuries"likemedicalcare.Therewerealso

profbssionalfactorsinvolved.ProvidentialDispensaries,likeFriendly

Societies(generalbenefitsocietiesfbrmedbyworkingmen),were

usuallycontrolledbytheirmembers.Doctorswereeffbctivelyunder

contracttotheworkers，andtheratesofremunerationwerefbrced
該

down.Toberegardedasaquasi-employeebytheleadersofa

charitywasbadenough;tobetheemployeeofworkingclassgroups

wasintolerable.Oneofthereasonsibrtheemergenceoflocalmedical

societieswasthisresentmentofFriendlySocieties.Onlybycombining

themselvesintowhatwereeffbctivelvtradeunionscoulddoctors
l

breakthepoweroftheseworkers'groups.

TheargumentsofmenlikeDr.Kayfbundtheirmajornational

expressionintherefbrmoftheEnglishPoorLawwhichwaspassed

byParliamentinl834.Worriedbytheincreasingcostoftherelief

ofthepoor,therulersofEnglandadoptedtheargumentsofthe

utilitarianssuchasEdwinChadwickwhichsoughttodrawafirm

linebetweenthedeservingandthenon-deservingpoor.Underthe

NewPoorLawreliefwasnottobegiventoable-bodiedmenunless

theywerepreparedtoenterthework-house.Eachdistrictwasto

havealarge,well-controlledwork-houseinwhichlifewastobeso

fi､ugalandregulatedthatnonebuttheutterlydestituteorhopelessly

dissolutewouldchoosetolivethere.Thethreatofthework-house

wouldprovideaconsiderableincentivetoselfhelp.Inthiswaya

clearlinewouldbedrawnbetweenpauperismandeconomicinde-

pendence.
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physiciantotheArdwickandAncoatsDispensary-anout-patient

charityinadenselypopulatedmanufacturingarea・Itwaslargely

maintainedbymill-ownersandmerchants;ittookahighproportion

ofindustrialaccidents;somesawitandsimilardispensariesasa

cheapwayfbrindustrialiststoobtainmedicalattendancefbrtheir

employees.Kaybecameconvincedthatthiskindofmedicalchairty

actuallydidmoreharmthangood.Workerswerecomingtoassume

thattherewasnoneedtosaveagainsttheriskofsickness;moreover

theywererarelygratefi'ltothesubscriberonwhoserecommendation

theysawthedoctor,ortothedoctortheysaw，Toomanyrecom-

mendationswerebeingpassedonthroughdrinkinghouses.

ThedoublethrustofKay'sargumentbecomesclearerifwerem-

embertheintendedsocialfUnctionofthesemedicalcharities-tobind

thevariousgradesofsociety;thegenerosityoftherichsecuringthe

obedienceofthepoor.Kay'sreplywasthatthesecharitiesnolonger
perfbrmedthissocialworkinindustrialManchester・Benevolence

therewasnotfMLce-to-faceandhadnofbrce.Doctorswerenotrega-

rdedasthechannelofbenevolence;theywere,inthelanguageof

thetime,"hands"inanemployersagencyfromwhichmayworkers
werealienated.Tohavetosearchfbrarecommendationinorder

toalleviatetheconsequencesofone'sappallingconditionsoflifband

work,wasdepressinganddegradingibrmanyworkingmen.

ThepositivethrustofKay'sargument,infavourofselfhelp,was

exemplifiedinactionbyorganisationsofwhichhewasaleader.At

aboutthesametimeashiscommentsontheDispensary,Kayhelped

setupaDistrictProvidentSocietywhichsentvisitors(somepaid,

butmostlymiddle-classvolunteers)intoworkingclassareas,to

perusadeworkerstoputanyfi･eemoneyintosavingsbanks.This

SocietyattractedtheleadingliberalbusinessmenofManchester,those

whoweresupportingthenewcollegesfbrmechanicsandcampaigning

fbrcontrolovertherunningofthetown.Herewasthecivilising

missionofeconomicindividualism-butnotehowsmallaroleitgave

todoctors・Itundercutmedicalcharitiesinwhichdoctorsservedas

symbolsofcivicvirtue;ittaughtthatdoctorswerenotsetapartfi､om
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liabletobetreatedastheemployeesoftheleadingbusinessmenwho

ranthehospital.Medicine,likealmostallaspectsoflifb,waslikely

toberegardedasabusinesstransaction.

Insuchasituation,quarrelsbetweendoctorsonlyweakenedtheir

positionstillfilrther・ItisfarfTomaccidentalthatfi､omthissetting

wasproducedthemajornineteenthcenturytextonMedicalEthics.

ThomasPercivalpublishedthebookinl803jitwaswrittenatthe

requestofhiscolleaguesasaresultoftheManchesterlnfirmary

disputeofl790.Likemostso-calledmedicalethics,itislargelyabout

theregulationofconductbetweenprofbssionals;howonedoctor

shouldbehavetowardshisibllows.Suchexplicitruleswererequired

whenthepopulationofdoctorsandpatientschangedsoquickly,

whentheusualstatusofphysiciansespeciallywasthreatened,when

intra-profbssionaldisputeswerealreadyconspicuous.

VI

Wemayturnnowtotheearlyl830s,totheworkofJames

PhilipsKayandthefirstcholeraepidemic.Againmedicalrefbrm

hadapoliticalcontext-nolongerpartoflateeighteenthcentury

enlightenedhu,nanism,itwaspartofthatwelldefinedeconomic

liberalismwhichbecamethepoliticalcreedofmanyManchester

businessmen,somuchsothatinGermanyitwasknownasMtz"-

ch8J"r#""z.Therecipesfbrendingurbansqualoranddiseasewere

fi･eetradeandelementaryeducation.Thisisverycharacteristic;the

moremedicalaspectsofurbanproblemsweresubsumedunderbroad

economicdoctrines,thediseaseoftheworkingclasswasfilndamentally

theresultofmoraldegenerationandthiscouldonlyberemediedby

increasingthedeterminationofeveryworkingmantomaintain

himselfandhisfamily,whethersickorwell,ineconomicindepen-

dence.Thiseconomicindividualismhaditsnecessaryeffbctsonthe

treatmentofthepoor,and,insofarasdoctorswereverymuch

concernedwiththattreatment,itconsiderablyaffbctedtheirsocial

role.

DuringmostofhisyearsinManchester,Kayservedashonorary
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throughunderstandingoftheroleofmedicalmeninearlynineteenth
centurvBritain.

‘

Oneofthereasonswhydoctorswereunhappywiththelnfirmary

derivedfiaomtheverysuccessofthepublichealthrefbrmmovement

inthel790s．Oneoftheachievementsofthatmovementwasthe

extensionoftheInfirmary'sworktocovermoreoutpatientsand

morevisitingoffbverpatientsintheirhomes.Thisexpansioninvol-

vedanincreaseinstaff､;itwasresistedbythesurgeonfamilieswe

refbrredtoearlier,partlybecausetheywerenotinterestedinfbvers

andpublichealth,partlybecausetheysawlittlemeritintherefbrm

movementofwhichthesuggestionsfbrIn6rmaryexpansionwerea

part・ThesurgeonswereconservativemembersoftheChurchof

England,loyaltotheKingandopposedtoallreligiousorpolitical

departuresfi､omorthodoxy・Theywerehoweverdefbatedbythe

mobilisationofsupportfbrexpansionamongthelaygovernorsofthe

Infirmary,astepwhichnecessarilyinvolvedthepoliticisationofthe

Infirmaryandtheassertionoflaycontroloveritsactivities・Itwas

nolongerpossiblefbrdoctorstoexercise虎允c〃rauthority;the

laymen,someofwhomsawtheInfirmaryasamunicipalinstitution

rathermoredemocraticthanmost,wereeaJrtotakeanactivepart
initsadministration.

Further,thekeylaymenwere,ofcourse,thelargemerchants

andmanufacturers.Tosuchmendoctorsoftenappearedcomparable

tofactorymanagersorengineers-menwithskillsbutemployeesor

tradesmenratherthancapitalists.TheInfirmarydoctorswereexplicit

inthiscomplaintagainstthelnfirmarychairman.Hetreatedthem

ashewouldhis血ctorymanagers・Whynot？－hereplied-though

thedoctorswerenotpaid,thescramblefbrhonoraryofficeshowed

clearlyenoughhowmuchtheygainedindirectlyfifomtheirappoint-
Inents，

WehavehereacameoofavitalchanJ・Inacountry-town

Infirmary,thedoctorswerefbllowmembersofthebenevolentclass;

theygavetimewheretheirfbllow-citizensgavemoney・IntheMan-

chesterlnfirmarythatsituationhaddisappeared,anddoctorswere
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established.
■ D

1mmlgrants

profbssional

Inanewtown,wheresomanyofthepatientsare

andsomanyofthedoctorsarenewtothetown,intra-

relationshipstendtobecomemoreproblematical.

V

Iwantnowtoillustratetherelevanceofthesegeneralconsidera-

tionsfbrmedicalpractitioners,andtodosobyfbcussingoncertain

particularhappeningsinandaroundManchester.

Ofthemedicalrefbrmerswhosereputationisinternational,at

leastamonghistoriansofmedicine,threewerecloselyconnectedwith

Manchester-ThomasPercivalandJohnFerriarwhoweremostactive

inthel790s,andJamesPhilipsKay(-Shuttleworth)whowasa
Manchesterdoctorfi､oml827tol834.PercivalandFerriarareknown

aspioneersofpublichealthrefbrminEngland,asinstrumentalin

thefbundationofthefbverhospitalinl796,asrecommendinglicen-

cingofcommonlodginghouses,regularinspections,whitewashing,

etC･Percivalwasoneoftherefbrmersresponsiblefbrtheadmittedly

ineffbctualFactoryActofl802.Theirimportancefbrahistoryof

themedicalprofbssionisthattheydefinedtheirmedicaltaskvery

broadlyinresponsetotheproblemsofagrowingcity;theywere

amongtheleadersofthehumanitarian,non-traditionalsectionof
theManchester61iteinthel790s,andthesuccessesoftheirpublic

healthcampaignsmaybecountedamongthesuccessesofthate1ite
factioninopeningupthegovernmentofManchester.TheLiterary

andPhilosophicalSociety-themostimportantprovincialscientific

societyinEngland-wasalsobegunbythisgroup;itcontinued,but

inthemorepublicandpoliticalarenaofpublichealththeimPetus

wassoonlost.Bytheearlyl800s,partlyasaresultoftheincreasing

politicalrepressionfbllowingtheFrenchRevolution,themomentum
ofrefbrmwaslostandtheleadersoftherefbrmswereregardedwith

suspicion・Thefirstdecadeofthenewcenturywasadi伍cultone

fbrdoctors;thoseattachedtothelnfirmarywerefifequentlyindispute

witheachotherandwiththelaytrustees.Theparticularand

generalreasonsfbrthisdevelopmentare,Ithink,crucialtoany
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becamedangerousinatownoflOO,000.The$Gin-filling''ofhousing

intheolderpartsoftowncreatedvileslums.Overcrowdingledto

typhusepidemics.Poorsanitationwasresponsiblefbrhighinfant

mortalityrates・Poorlydrained,low-lyingareaswerepackedwith

recentimmigrants,manyofthemlivingindampcellars.Muchof

thenewhousingwasjerry-built;withunpavedstreetsandfbw

toiletfacilities,theseareasrapidlybecameobnoxious.Themain

businessstreetswerewidenedandexpensivewarehousesandpublic

institutionswereconstructed,butmuchofthegrowingtownJvas

no-goterritoryfbrthemiddleclass,exceptafbwdoctorsandcler-

gymen・Bythetimeofthefirstcholeraepidemicinl831-32,social

segregationwasveryobviousandthepoorareaswereseenasthreat-

ening.Thismenace,ofdisease,crime,andpoliticalunrestwasan

importantfbatureoftheearlyindustrialcity,oneveryrelevantto

themedicalprofbssion.

Thesecondmajorconsequenceofrapidurbangrowthwassocial

instability;insomewaysanewfifeedomofopportunity,inotherways

anabsenceofoldauthorityandoldsupport.Itwasnotjustthe

physicalfacilitieswhichwereoverloaded,theinfbrmalmechanismsof

controlweresimilarlyoutrun・Theparishchurchesandtheirclergy

couldnolongermaintainanypretenceofpersonalauthorityoverthe

lowerclassesingeneral;perhapsamaiorityofthepopulationwere

effbctivelybeyondthereachofpersonalexampleorpersonalpatronage
fiomtherespectablemiddleclass.Thiswastrueinsicknessaswell

asinhealth;therewaslittleinfbrmalorfbrmalcontroloverthe

kindofmedicalattentionwhichthepoorgotordidnotget.This

fact,plustheaggregationoflargenumbersinoneplaceincreased

themarketfbrunqualifiedpractitioners.Justassomeworkers

setupassmall-scaleretailers,servingtheirneighbourstillbaddebts

gotthebetter.oftheirminimalcapital,somedicinebecamean

attractiveandplausiblefilll-timeoccupationatlowsociallevels.

Evenamongregularlyeducatedpractitioners,rapidurbangrowth

raisedmanyproblems.Inasettledcommunitygrouployaltiesand

customscanefIbctivelybeusedtoproteCttheinterestsofthelong-
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theupperhand,dominatingthephysiciansandthelaygovernors.

TheManchesterlnfirmaryseemstohavebeeneffbctivelyrunbytwo

familiesofsurgeons,theHallsandtheWhites,who,duringthel780s,

wereabletoinsinuatetheirsonsintohonorarypositionsandso

perpetuatethefamilyinHuence.

IV

Wecomenowtotheeffbctsofindustry.Firstsomepopulation

figures;theparishofManchester,whichinc""1750hadapopula-

tionofonlyl7,000,byl801hadreachedlOO,000,andbyl821waS

almost200,000.Thiswasarateofgrowthwithoutprecedent.It

occurrednotonlyinManchesterbutinthevillagesaround,which

rapidlygrewintoindustrialtowns.Thefirstfactoriesindeedwere

builtinthecountrysidewherefastHowingstreamswereavailableto
drivewaterwheels.Butafteraboutl790theincreasingapplication

ofsteampowerallowedrapidgrowthoffactoriesinManchester
itselfOneofthereasonsfbrwhiChmanufacturerschosetobuildin

Manchesterwasthepoolofreadylabour.Herewastheworld's

firstindustrialproletariat.ThesewerethepeopleEnJIsdescribedin
thel840s;bvthenhewasabletodrawonaseriesofprevious

夕･

accountsbyresidentsandvisitorsawe-struckbyanewkindofcity

developingsorapidlyaroundthem.

ItisoftheessenceoftheEnglishindustrialrevolutionthatit

occurredinthe<4farcornersoftheland",wherethelandwaspoor

andthetraditionalpowerofaristocracyandchurchwasrelativelyweak.

Itmaywellbethatonlyinsuchaperipheralregioncouldindustry

havedevelopedsorapidly;certainlythemassivegrowthofpopulation

andwealthinwhathadbeenrelativelysparselypopulatedandpoor

districtsisthekeytomanyofthesocialchallengesevidentinthe

period.

TheefIbctsonhealthofrapidurbangrowthdonotneedtobe

underlined,assomanycitiesinthemiddleeastandthethirdworld

arenowlivingouttheirownversionsoftheclassicproblemsofsani-

tation.Habitsandfacilitieswhichwereadequatefbrtownofl7,000
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Hunter,anatomistandman-midwifb.OnhisreturnCharlesbecame

thelocalleaderinsurgeryandman-midwifbry・Thoughnotauni-

versitygraduate,hislocalprestigeequalledthatofthelocalphysicians.

Athirddevelopment,closelyrelatedtotheprogressofsurgery

wastherapidspreadofvoluntaryhospitalsthroughoutthecounty

townsofEngland・Manchesterbuiltanlnfirmaryinl752,three

yearsafterLiverpool.Atthistime,itwasamatterofacutecivic

pridenottobeleftbehindinthislatestandmostfashionablewave

ofcharity.Justwhythebuildingofvoluntarylnfirmariesbecameso

popularatthisparticularperiodwedonotknow.Thewavewas

tooearlytobedirectlylinkedtothegrowthofindustryandprobably

tooearlytobelinked,ascauseoreffbct,tothegeneralgrowthof

populationinEngland.Perhapsthemovementhastobeseenas

partofthesocialdynamicsofthecountrytown,ameansofsocial

integrationbetweenlandownersandtownsmen,ameansofdemonstrat-

ingbenevolencetothelowerclasses.Certainlvthatwasthesocial
・

workofavoluntarylnfirmary・Theyprovidedafbcusfbrthechar-

itablemiddleclass,anobiectfbrcivicprideandanexemplarof

thosemutualobligationsofrichandpoorwhichmanywishedto
encourage.

Suchhospitalswereofconsiderableimportanceindefiningand

changingtheplaceofmedicalmeninlocalsociety，Suchphysicians

andsurgeonsasgainedhonoraryappointmentstothehospitalthereby
gainedprestigeinthetown・Theyweremarkedoff､fi,omtheirfbllows,

andibrsurgeonsespecially,thiswasimportant･Thesurgeonswho

gavetheirservicestothehospitalwererecognisedasleadingopera-

tors,asconsultantsequivalentinstatustothephysicians,aclass

apartfi･omtherestofsurgeonswhomightproperlyhavebeen

describedasgeneralpractitioners.Hospitalswereaplacewhere

surgeonscouldlearntechniqueandshowoH､expertise.Accesstoa

hospitaladdedtothevalueofanapprenticeshipandthisagainwas

moreimportanttosurgeonsthanphysicians.Weneedtoknowmore

aboutwhoreallycontrolledtheseeighteenthcenturyhospitals，butif

wemayjudgebytheManchesterexample,thesurgeonssoongained
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Befbremovingontodiscusstheimpactofindustry,itisnecessary

tospendalittletimeondevelopmentsinthelatereighteenth~century

whichinmanydistrictsimmediatelyprecededindustrialisationbut

whichwerenotnecessarilydirectlyconnectedwithit.Ihavealready

mentionedonesuchdevelopmentindiscussingtheexpansionofthe

Edinburghmedicalschool-herewasasourceofanewkindofphysi-

cian,onewholackedthetraditionaltiesthroughchurchanduni-

versitywiththeEnglishestablishment,onewhowasexcluded＆om

themetropolitaninnercircle,onewhosesocialoutlookwasoftenthe

sternindividualismofthedissenter,onewhocouldclaimcultural

distinctionbyappealingtothenewervaluesofnaturalknowledge.

Thesepractitioners,increasinglyreadytoundertakesurgicalpractice

aswellasmedicalpractice,providedmuChoftheenergyfbrthe

variousmedicalrefbrmmovements,whetherthesedemandedanend

totheexclusivenessoftheRoyalColleJofPhysicians,orabegin-

ningofgovernmentalrestrictionsonunqualifiedpractice・Theactual
courseofrefbrmhoweverdidnotfbllowtheirwishes.

Asecond,paralleldevelopmentwastheincreasingplaceoffbrmal

educationintheinstructionofsurgeons,especiallythesuccessofthe

schoolsofanatomy,firstinLondonandbyl820intheEnglishpro-

vinces・Thismovement,inmanywaysanofEhootofthedevelop-

mentsinScotland,wasaccompaniedbyarevivalofanatomyasa

subjectfbrinvestigation.Expertiseinanatomybecamethe61ite

surgeon'scounterparttotheclassicallearningofthephysician.

Further,byenteringschoolsinLondon,youngsurgeonsgaineda

widerperspectivethanthatpossessedbytheirfathers,whoprobably

learnedtheircraftintheirhometownsandcontinuedtopractice

there.TotakeaManchesterexample,CharlesWhite(1728-1813),

asurgeonwhoachievedconsiderablefamefbrhisworkonpuerperal

fbver,wasthesonofaManchestersurgeon,himselfthesonofa

Manchesterlawyer.Whereasthefatherwasmerelyapprenticed,the

sonwassenttoLondontoattendthelecturesofthefamousWilliam
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WhentheRoyalCollegeofPhysicianshadbeenfbunded,in1517,

partoftheprecedentwasprovidedbytheCorporationsofPhysicians

andSurgeonsintheltalianCityStates;corporationswhichhadbeen

effbctivenotonlyinmaintainingprofbssionalstandards,butalsoin

developingmedicaleducationandproposingmeasurestoprotectthe

publichealthofthecity.InitiallytheRoyalCollegeofPhysicians

ofLondonwasabletofilnctionasapublicvoicefbrthebetter

educatedLondondoctors,butithadrapidlydeterioratedintoan

exclusive,selfmaintaining61itegroupinwhichsocialconnectionstook

prideofplacebefbremedicalknowledge,medicalstandardsorpublic

health・TherestrictionofentrytoOxfbrdandCambridgegradu-

ateswassymptomaticfbratthistimetheseuniversitiesprovidedvery

littletheoreticalandnopracticalinstruCtioninmedicine.Whatthey

didprovidewassocialconnections;clergymenanddoctorswere

educatedwiththesonsofthearistocracyandgentry.Theywereso

establishedaspartoftherulingclass,asitsintellectualandprofbssional

arm・Thiswasthesourceoftheirauthority;theirbadgewasa

knowledgeofLatinandGreek・BecausetheymovedamonginHuen-

tialmentheywereanappropriatesourceofadviceonsuchmatters

aslnilitarymedicineandcivilianpublichealthscares.Whatusewas

experiencewithoutconnectionsandsocialauthority？

Evenso>medicinewasnotaparticularlyprestigiousactivity,

comparedtothearmy,thechurchorlaw.Veryfbwmembersof

thearistocracyenteredmedicine;menfiFomgoodfamiliesweremuch

morelikelytogointothechurch.HarryEcksteinhaslinkedthis

lackofprestigetothesocialvalueswhichthevariousprofbssions

exemplified;thechurchwasthebasisofmoralauthority;thearmy

itsultimatesanction;lawwaspredominantlyconcernedwiththe

ownershipofland,theeconomicbasisofsociety.Medicinehad

littletooHbr;learning,inthesenseofscholarshiporinthesenseof

science,wasnotparticularlyhighlyvaluedamongtheEnglisharisto-

cracy,norwereidealsofactiveChristianbenevolenceparticularlyto

thefbre.Inthisperspective,medicine,thoughnecessary,wasnot

muchuse.

〆向、
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Thesituationofapothecaries,chemistsanddruggistswasrather

similar,butgradedmoreeasilyintonon-medicaltrades，Asinall

branchesofretailing,besidestheleadingshopsinthecentreofthe

town,hereweresmallerbusinessesservingparticularneighbourhoods.

Theseweregenerallylesspermanent,morelikelytobetheresultsof

theprecariousenterpriseofaworkingmanbranchingoutintotrade,

orperhapsacompoundbusinesswheresupplyingdrugswascombined

withsupplyingfbodstufEandhouseholdgoods.

Therewaslittleeffbctiveregulationofanypartofmedicalprac-

tice・Byl750thepowerofguildstoenfbrceregulationsabout

apprenticeshipswasmuchreduced.TheTudorstatutesrequiring

surgeons,liketeachersandmidwives,toobtainalicencefifomthe

Bishopwererarelyenfbrced，TheRoyalCollegeofPhysicians,the

CompanyofSurgeonsofLondonandtheWorshipfillSocietyof

Apothecarieskeptsomecontrolovertheirrespectivepractitionersin

London,butbeyondthecapitaltheyhadnolegalpowerstoenfbrce

theirregulations.Inanycase,allthreecorporationsweremainly

concernedwithmaintainingthestatusoftheleadingpractitionersin

LondonSociety;thosephysicians,surgeonsandapothecarieswho

mightbepatronisedbytheroyaltyandthearistocracy,andmight

helpmaintaincontrolovermilitarymedicalandsurgicalservices,or

adviseonthehandlingofpeacetimeepidemics.

ThissituationwasbutareHectionofthegeneralsocialgeography

ofEngland,then,asnow,veryheavilycentralisedonLondon.The

basisofEnglishsocietywasland;landownerscametogetherthrough

thefbrmalandinfbrmalsocialinstitutionsofthecapital・There

were,exceptinScotland,noregionalcentreswhichwereatallcom-

parabletoLondonascentresofpowerorauthority.Oxfbrdand

Cambridgeweretheseminariesandcollegesofthismetropolitan

SOcletV.
‘

LondonwasatoncetheCapitalofthelandedinterest,ofgovern-

ment,ofthechurchandofinternationaltrade.ThegovernanCe

ofanurbanpopulation,inmedicalasinotherrespects,wasnota

prominentfimction;itwassubordinatedtootherlayersofgovernance.

545（6）



attendedtheLondonhospitalsfbrayearortwoaspayingpuPils,
butfairlvsoonthevreturnedtotheNorth,wheretheirfamilies

〃 ′

lived>andsetupinpractice.Oneofthemmovedinlaterlifbfirom
ManchestertoYorkshirewhereheownedacountrVestate.

′

Thethirdphysicianwaseducatedatthenewmedicalschoolof

Edinburgh,andtookadegreeatLeyden.Hewasprobablynota

memberoftheChurchofEnglandandsowouldbeeffbctively

excludedfi･omOxfbrdandCambridge,andfi,omthemorefashionable

andprestigiouslevelsofLondonmedicalpractice.AstheEdinburgh

medicalschoolexpandedrapidlyinthelatenineteenthcentury,more

andmoreofitsproductssettledinthegrowingtownsofthenorth

ofEngland-somecamefi､omtheareasconcerned,somewereScotsmen

seekingwideropportunitiesinEngland.Manyoftherisingmerchants

andmanufacturersinthenorthofEnglandweredissentersandhad

strongculturallinkswiththeenlightenedrationalismibrwhich

Edinburghwasaworldcentreinthelatterpartofthecentrury.

WhetherfifomthetraditionalcentresofEnglishcultureorfi､om

therecentlytransfbrmeduniversitiesofScotland,physiciansinatown

likeManchestercouldclaimtobemembersofaworldwiderthan

thetownitselfThey,thebettereducatedclergy,andahandfillof

merchantsweretheletteredsectionoftheurban61ite.Theywere

calledtotheestatesofthelocalaristocrats,theywererepresentatives

ofpolitecultureandtheleadersofthemedicalmeninthetown.

Thepositionofsurgeonswasratherdiffbrent・Inasmuchas

theyweretrainedbyapprenticeshipandwereoftenaggregatedin

familvfirms,thevhadmuchmoreincommonwithsmallcommercial
″ ″

enterprisesinthetown.Likeotherbusinesses,thepracticesof

surgeonsweregradedbytheclassofclientele.Justasaparticular

grocermighthavethebestreputationintownandbepatronisedby

thetown'sleadingmen,sooneortwosurgicalbusinessesmightbe

outstanding・Insuchbusinessesapprenticeshipswereeagerlysought

andrelativelyexpensivetoobtain.Thepartnersinthebusiness,by

controlofapprenticesandbypassingonpatronagewereable,at

leastpartially,toregulateentryintothelocalpracticeofsurgery.
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一

TheinterplaybetweenthissocialauthorityconfbrredfiFomabove
andsuccessinthemarketofeverydayjudgementsissubtle.The

prestigeofthedoctorconditionsthejudgementsmadebypatients;
theacceptabilityofadoctortolowclass･patientsmayconditionhis
relationshiptotherulinggroupsinthesociety・Weshouldbewary
ofpostulatingeithertotallyopenmarketsortotallyclosedauthority
systems-alwaysthetruthliesinbetween,andthebalancevaries
markedlyovertimeandspace.

Itisusefillthen,insettingthestagefbrlarge-scalecomparative
historvtoattendto:

′

i)thediffbrentrangesofcommodities,skillsandknowledge
transmittedindoctor-patientinteractions,

ii)thedegreetowhichpatientjudgementisexercisedwithin
particularencountersandthecriteriaofjudgement,

iii)thedegreetowhichsuchinteractionsareembeddedin
theauthoritystructuresofthesocietyunderconsideration.

11

Inthesecondsectionofthispaper,Iwanttouseourknowledge
ofManchesteranditssurroundings,toexploresomeoftheconnections

betweenthepracticeofmedicineandthegrowthofindustry.
Firstlet'sconsiderManchesterinl750;anexpandingmarket

townwithathrivingtradeincottonandwoollenfabrics,butstill
smallerthanmostcountytowns,itspopulationaboutl7,000.1t
containedatleastthreephysicians,twoprominentfamilyfirmsof

sur;onsplusseveralothers,andarangeofapothecaries>chemists
anddruggists・ItisworthconsideringhowthesedifIbrentgroups
wereeducated.

TwoofthephysicianswereeducatedatOxfbrdorCambridge,
theancientEnglishuniversitieswhichprovidedhighereducationfbr

●
■

gentlemenandclergymen,includingthoseJntlemenwhowouldlater
takeuptheprofbssionsoflaworphysic・Asfaraswecansee,
neitherofthesetwoManchesterphysicianswereibllowsorlicentiates

oftheRoyalCollegeofPhysiciansinLondon;theymayhave
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oriii)explanationandadVice,

Thesefi'nctionswerethepreservesofapothecaries,surgeonsand
physicians,thoughthedegreeofoverlapincategoriesandfUnctions

wasconsiderableandrequiresmuchmorehistoricalanalysis.None

theless,fbrearlymodernEuropeitisusefi'ltounderlinethesepara-
tionoftrade,craftandscholarlyaspectsofmedicalwork.

TheseconddistinCtionisofadiffbrentkind,relatingnottothe

filnctionsperfbrmedbutthesourceofauthorityfbrtheperfbrmance.
Authoritymaybeimportanttoatradesmanoracraftsmanaswell

astoanadvisor;medicinesmayenjoyacertainprestige,craftpro-

ceduresmayhaveacertainmystique,buttheproblemofauthority
maybepeculiarlyseverefbrthephysicianwhotransmitsnothing
butadvice.Inallthreecases,theauthorityofaparticularperfbrmer
maydependlargelyonhispersOnalreputation,andespeciallyonthe

perceivedsuccessofpreviouscases.Allpractitionersaresojudged,
inallsocieties,butthesocialcontextsandtherangeSofthejudgement
andtheresultsofthejudgementvarywidely.Ashistorianswemust

alwaysbewaryofanachronisticjudgements-thesortofloftyscienticism

whichdeclaresalmostallmedicinepriortol900tobetherapeuticaUy
invalidandexpectsthatitsrecipientsmademuchthesamejudgement
aspresent-dayhistorians・ThisapproachisnOthelpfill;insteadwe

musttryanddiscoverthecontextinwhichparticularhistorical
judgementsweremade.

MuchmoremaybeinvoIvedthan$Csuccessrates''.Theoccasional

dramaticrecoverymaybefarmoreinHuentialthanahundredwell-

managedchroniccases.Fashionsareimportantinmedicineandwe

needbetterwaysofassessingtheirimpact・Aboveallwemust

rememberthatmedicalauthorityisafbrmofsocialauthority.The
prestigeofaphysicianinasmalltownderivedfi､omhisfamilv

l

baCkground,educationandsocialcontaCts;hewaspartofthelocal

authoritystructure.Hissituationmaynothaveendearedhimto

thosemembersofthelowerorderswhoseacceptanceofauthoritywas

fbrced,butitdidbindhimtothoseratherhigherinthescalewho,

inanycase,weretheonlyonesabletopayfbrhisservices.
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型

theParticularregioninwhichlgrewupandinwhichlnowliveand

work-thecountyofLancashireanditscommercialcapitalManchester.

Thiscitywas,Idon'tneedtotellyou,theparadigmindustrialcityof

theearlynineteenthcentury,the"shockcityoftheage'',theheart

oftheEnglishtextileindustry,whichwasinturnthekeytothe

industrialrevolutioninEngland.Thus,whencommentatorsinthe

earlynineteenthcenturysoughttounderstandthenatureoftheFirst
IndustrialRevolution，thevcametoManchester.If;we,ashistorians,

〃 ‘

wanttostudymedicine'splaceinindustrialisingsocieties,wecould
dofhrworsethantovisitnineteenthcenturyManchesterourselves,

throughtherecordsandreportsofitsinhabitantsanditsvisitors.

Ofcourse，assoonasonebeginstounderstandalittleofthe

variousandcomplexpositionsofmedicalmeninaparticularindu-
strialsocietV,onerealiseshowlittleoneknowsaboutcomparable

‘”

townsandcitieselsewhereandatotherperiods.Thatrealisationis

notonlyaresultofmyignorance,ortheregrettablyshorttimein

whichthispaperhadtobeprepared,itisaresultofthesparsityof
goodhistoriCalstudiesatanylevelaboveorbelowthatofthenational

state・OnlyfbrtheUnitedStatesisnon-metropolitanmedicineatall

well-known,thoughveryinterestingworkisrapidlyaccumulatingfbr
France,undertheinHuenceoftheAnnalesschool.Nonethelesswe

should,Ithink,trytoexploretheselevels,especiallywhenweare

offbredsuchencouragementandhelpasthisconfbrencerepresents.

Inordertohandlelarge-scalecomparisonsandprovideaframe-
workwithinwhichwecandiscusstheexperienceofindustrialising

communitiesweneedcertainbasicconceptualtools,certaindistinc-

tions.Firstwemighttryandseparatethreesortsofcommodity

whichmedicalpractitionersofvariouskindsprovide.Herewecan
fbllowthetraditionaldivisionofmedicalordersinearlymodern

Europewherethesefilnctionswerefairlyclearlydistributedbetween
theorders.

Practitionersmayprovide

i)materialagentssupposedtocure,

ii)craftskills,
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TheProfessionalisationofMedicinein

EnglandandEurope:thestate,the

marketandindustrialsociety*

J.V.Pickstone**

I

Mytitleisoneofdauntinggenerality・Thatisasitoughtto
beinaconfbrencewhereglobalcomparisonsaretobemade.We
areallinvolvedintheeHbrttotranscendtheusual,oftennational

limitationsofmedicalhistoriographyandreachlevelsonwhicAwe
canpro6tablycomparetheexperiencesofeastandwest.Butlwant

alsotobeparochial,andthisfbrtworeasons,onegeneralandone
peculiartothecityinwhichlliveandwork.

Thegeneralreasonfbrbeingparochial,fbrpayingattentionto
theworkingsofmedicineinsocietyattheleveloftheknowncom-

munity,isthattherewemayfindmaterialfbrcomparisonswhich

transcendnationalboundaries.Wemayfindfbrexamplethatmedi-
cineinasmallagriculturaltowninEnglandsharesfbatureswith
similartownsinEurope,America,ortheEast;andthattheinriu-

strialisationofsuchatoyvncreatesproblemswhicharerecognisably
similarinwhatevercontinenttheyoccur.Suchtopicsandtransi-

tionscanbestbestudied,notbyJneralisingaboutagricultural
society'or&industrialsociety',butbyexaminingthedetailedsocial
historiesofparticularcommunities-thatatleastisthesocialhistorian's

prCiudice'

Mysecondreasonfbrbeingparochialconcernstheattributesof

*Thispaperwaspresentedatthe3rdInternationalSymposiumontheHistory
ofMedicineinEastandWest,Susono-shi,Japan,October8-14,1978.

**DepartmentofHistoryofScienceandTechnology,TheUniversityofMan-
chesterlnstituteofScienceandTechnology,Manchester.

（ 1 ）550



原
著日

本
の
帝
王
切
開
術
の
歴
史
ｌ
伊
古
田
純
道
の

事
蹟
に
関
す
る
最
初
の
知
見
・
…
・
・
：
…
・
…
…
…
松
木
明
知

中
国
に
お
け
る
解
剖
と
カ
ー
’
一
バ
リ
ズ
ム

ー
中
国
医
学
ル
ー
ツ
の
一
つ
と
し
て
ｌ
…
吉
元
昭
治

悲
田
院
の
沿
革
と
終
焉
ｌ
そ
の
二
’
三
の
疑
問

…
．
：
…
・
・
・
・
…
…
…
：
…
：
：
．
：
・
・
・
：
…
…
…
．
：
久
米
幸
夫

蜀
淀
○
胃
［
日
嗣
シ
ロ
胃
弓
胃
○
ｚ
弓
○
屯
”
○
国
国
の
閏
○
ｚ

Ｉ
目
蔚
扁
ｏ
冒
巴
回
且
ｇ
ｏ
匡
犀
暑
巳
②
綴
胃
匡
且

号
の
弓
吋
○
詐
器
旨
冒
匙
旨
四
画
○
画
ｇ
ｏ
厨
協
旨
呉
》
爵
＆
９
コ
の

旨
胃
昌
旦
首
…
・
…
・
…
…
・
…
・
・
・
蜀
圖
ご
ｏ
房
Ｎ
目
角
富
国
閃
彦
畠
少
ｚ
ｚ

脳
と
心
ｌ
中
国
医
学
思
想
に
お
け
る
精
神
の
座
ｌ

…
・
・
・
…
…
…
…
…
：
…
：
…
：
：
…
…
…
・
…
…
加
納
喜
光

経
験
の
医
学
１
本
居
宣
長
の
医
史
学
的
考
察
１
１

（
そ
の
一
）
…
：
。
…
．
．
…
…
…
…
…
：
…
．
：
．
．
…
高
橋
正
夫

小
関
三
英
覚
書
…
：
．
．
：
．
：
…
：
…
…
…
：
：
…
．
．
：
：
山
形
敞
一
”

『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
』
と
『
素
問
』
ｌ
『
素
問
」
の

成
立
に
つ
い
て
の
一
考
察
…
・
・
：
：
：
…
…
…
…
・
赤
堀
昭

歩
兵
屯
所
医
師
取
締
・
手
塚
良
斉
と
手
塚
良
仙
・
・
深
瀬
泰
旦

桐
山
正
怡
と
「
学
本
草
随
筆
」
．
．
…
・
…
：
：
．
：
；
．
：
松
木
明
知

Ｃ
・
Ｇ
ｏ
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伝
補
遺
・
…
…
…
：
・
・
・
大
鳥
蘭
三
郎

司
胃
国
目
⑦
侭
⑦
己
８
ｍ
ご
Ｑ
ｐ
ｎ
ぐ
⑦
ざ
で
日
①
昌
具
昏
命

日
本
医
史
学
雑
誌
二
十
五
巻
総
目
次

三二元壱
五 一ビ ーセ

二
四
四

二
六
つ

一
二
一
九

一
一
〈 三 西

資
料今

世
医
家
人
名
録
西
部
文
政
三
年
版

静
海
上
府
懐
日
記
（
二
）
…
…
：
．
・
・
・
…
…

今
世
医
家
人
名
録
南
部
文
政
三
年
版

宇
田
川
玄
随
を
焼
る
書
簡
四
通
：
：
・
・
：
…

今
世
医
家
人
名
録
北
部
文
政
三
年
版

戸
塚
家
の
文
書
か
ら
…
．
：
…
…
．
：
・
・
…
．
：
。

国
脚
月
さ
ｇ
ｐ
Ｏ
ｇ
９
旨
○
屋
言
い
．
．
…
…
・
田
．
弓
．
Ｆ
扇
○
三
硯
〆
亨

富
士
川
瀞
伝
の
資
料
二
、
三
…
…
・
・
・
：
…
…
・
；
・
…
富
士
川
英
郎

薬
王
寺
及
び
西
悲
田
院
の
所
在
位
置
に
つ
い
て
．
：
久
米
幸
夫
．

経
験
の
医
学
１
本
居
宣
長
の
医
史
学
的
考
察
ｌ

（
そ
の
二
）
・
・
：
…
・
・
・
：
：
…
・
…
…
．
：
。
…
…
…
：
高
橋
正
夫
．

『
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
』
に
つ
い
て
付
「
傷
寒
」
史
考

…
：
：
・
・
：
：
・
・
…
…
・
…
。
：
．
…
：
：
。
…
・
・
・
…
…
：
三
木
栄
．

第
八
師
団
歩
兵
五
連
隊
の
雪
中
行
軍
遭
難
の

医
学
的
考
察
（
一
）
：
…
：
：
。
…
…
．
：
：
・
・
…
…
・
松
木
明
知
．

日
本
の
帝
王
切
開
術
の
歴
史
ｌ
補
遺
Ｉ
・
・
：
：
松
木
明
知

明
治
前
半
期
に
お
け
る
人
相
書
に
つ
い
て
。
…
…
・
・
小
関
恒
雄

弓
医
①
甸
８
浄
朗
５
口
匙
旨
呉
さ
ロ
昌
冨
①
島
。
旨
①
冒

国
固
唾
四
目
Ｑ
画
ロ
Ｑ
固
巨
吋
○
で
①
函
二
】
の
酌
冒
厨
》
舜
匿
①

日
凹
時
２
脚
画
竺
曽
口
易
凰
巴
８
９
①
ご
・
・
・
…
］
・
く
．
国
の
廓
８
口
①
．

大
滝
紀
雄
．

戸
塚
武
比
古
：

大
滝
紀
雄
：

戸
塚
武
比
古
：

大
滝
紀
雄
・
・

戸
塚
武
比
古
：

三
和
二

三
九
三

四
つ
七

四
四
《

四
二
二

四四四

六 』 ノ ー ､ - ビ
ー四一

五
五
つ

至ご二三大室
一一今一一一

－－やニニセノーL二二＝

(i)



会
長
講
演

医
史
学
と
私

特
別
講
演

脳
卒
中
の
病
理
学
説
の
史
的
変
遷
：
…

職
業
病
と
し
て
の
煙
毒
・
塵
肺
の
歴
史

第
帥
回
日
本
医
史
学
会
総
会

一
般
口
演

ア
ン
ブ
ロ
ァ
ズ
・
パ
レ
の
「
私
が
処
置
し
た
神
が

こ
れ
を
癒
し
給
う
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
…
大
村
敏
郎

来
日
宣
教
医
ア
ダ
ム
ス
（
シ
貝
冒
『
国
．
シ
§
目
切

岳
ミ
ー
易
遭
）
研
究
序
説
：
…
。
：
：
：
…
。
：
。
：
。
：
長
門
谷
洋
治

Ｅ
・
ベ
ル
ッ
の
伝
染
病
論
を
め
ぐ
っ
て
：
…
…
…
・
安
井
広
．

ウ
イ
リ
ァ
ム
・
ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
（
補
遺
）
．
：
：
．
田
代
逸
郎

ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
我
が
子
実
験
の
史
実
に
関
す
る

研
究
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．
：
。
：
・
加
藤
四
郎
・
石
井
道
子
．

ジ
ョ
ン
・
グ
ッ
ド
サ
（
一
八
一
四
’
一
八
六
七
）

に
つ
い
て
：
…
…
・
・
：
…
：
・
・
・
…
・
・
：
：
…
：
…
：
．
：
栗
本
宗
治
．

中
期
大
乗
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
象
る
疾
病
観

…
・
…
・
…
。
…
．
：
：
…
・
…
…
．
．
：
：
．
：
。
…
…
・
…
・
関
根
正
雄
．

古
京
出
土
遺
物
の
医
史
学
的
研
究
…
…
・
…
…
．
：
：
樋
口
誠
太
郎
．

●
堀
江
健
也

・
三
浦
豊
彦

大
鳥
蘭
三
郎
…
…
二

。
四
九

・
五
二 実 豊皇空四

〈
三
九 二三三

唐
代
に
お
け
る
医
者
の
社
会
的
地
位
に
つ
い
て
の

実
態
…
：
…
：
・
・
…
・
…
・
・
・
：
…
：
：
…
：
．
：
：
。
：
．
…
山
本
徳
子

桐
山
正
怡
の
「
学
本
草
随
筆
」
に
つ
い
て
：
…
・
：
・
松
木
明
知

加
賀
藩
御
医
者
溜
の
「
拝
診
日
記
」
に
つ
い
て
…
津
田
進
三
・

福
和
山
藩
医
有
馬
文
仲
と
そ
の
周
辺
…
…
：
…
・
・
：
福
島
正
和

蘭
方
医
・
木
下
熈
に
つ
い
て
．
：
：
．
：
…
：
：
…
…
…
杉
立
義
一
・

宮
崎
県
に
お
け
る
先
哲
者
追
薦
会
に
就
い
て
：
…
内
田
醇
．

富
士
川
勝
と
性
科
学
．
：
：
：
：
…
：
…
・
…
…
。
：
：
．
…
江
川
義
雄

歯
糸
が
き
の
う
》
ヘ
ル
考
…
．
：
：
・
・
：
：
…
・
鈴
木
勝
・
谷
津
三
雄

「
は
し
か
」
の
語
源
に
つ
い
て
．
…
…
…
・
…
：
：
。
：
三
井
駿
一
・

「
人
間
ド
ッ
ク
」
前
史
考
…
・
・
：
．
…
…
…
…
．
：
・
・
：
三
輪
卓
爾

作
品
を
と
お
し
て
ゑ
た
松
沢
病
院
一
○
○
年
史
…
岡
田
靖
雄

佐
賀
藩
の
「
医
学
免
札
姓
名
録
」
に
つ
い
て
：
…
酒
井
シ
ヅ
・

雲
州
大
塚
村
「
大
森
奇
正
軒
塾
」
。
：
…
…
：
…
…
・
末
中
哲
夫
．

歩
兵
屯
所
医
師
取
締
・
手
塚
良
斎
と
手
塚
良
仙
…
深
瀬
泰
旦
・

尾
鷲
に
あ
る
解
剖
図
に
つ
い
て
…
・
・
・
…
…
：
：
：
。
：
茅
原
弘
．

吉
井
震
太
郎
・
虎
之
助
父
子
・
・
・
：
…
：
：
：
…
・
・
：
．
：
玉
手
英
典
．

小
関
三
英
と
内
科
書
…
：
：
：
…
：
…
…
…
・
・
：
：
．
…
山
形
敞
一
・

松
本
寛
吾
（
海
上
随
鴎
門
人
）
に
つ
い
て
…
…
…
中
野
操
．

日
本
の
糖
尿
病
史
・
・
…
…
・
・
：
：
．
：
…
…
．
：
．
：
．
…
…
大
滝
紀
雄
．

同
愛
記
念
病
院
の
由
来
と
歴
史
に
つ
い
て
．
：
．
…
・
・
原
桃
介
．

わ
が
国
注
射
療
法
史
の
一
考
察
・
・
・
…
…
：
…
：
：
。
：
宗
剛
一
・

奥
田
萬
里
と
そ
の
木
骨
に
つ
い
て
．
：
．
：
・
・
…
：
…
・
蒲
原
宏

大
正
期
学
校
衛
生
史
の
研
究
（
３
）

大
西
永
次
郎
…
…
・
…
：
…
・
…
・
…
・
…
：
。
…
・
・
：
：
杉
浦
守
邦

■■叩■■ ● ● ■ ■ ● 叩 ■ ■ ■ ●●●｡■｡G■

●■◆■●凸 ｡｡ ①ひ ら● ■■ ｡●●■■｡●■

ナ山九ノ、ヘノーミノー､ノペノ式ノー、七一ゼービーご云う萱フ貴フ萱フ貢フ＜＝五三
三 三 一 ノ ペ フ ー 五四三三ニーービフペ四一ナしセゴ五四三三一一琶葬寺＝菱

(ii)



例
会
記
事
。
：
：
。
：
…
…
…

（
関
西
支
部
）
。
：
・
・
・
：

新
刊
紹
介
〃

中
野
操
著
『
大
坂
蘭
学
史
話
』
：
・
・
・
・
・
・
…
…
・
…
・
・
・
酒
井
シ
ヅ
．
：
三
四

書
評 明

治
十
年
前
後
医
事
衛
生
：
・
・
：
：
…
：
：
鈴
木
勝
・
谷
津
三
雄
：

徳
島
医
学
放
射
線
技
術
史
上
の
牧
野
利
三
郎
：
．
：
・
今
市
正
義
：

「
水
島
流
懐
婦
産
記
」
に
つ
い
て
・
・
・
：
：
：
。
：
…
…
蔵
方
宏
昌
：

野
口
英
世
博
士
の
肝
及
び
腎
の
病
理
組
織
学
的
所
見

…
…
…
：
：
：
故
森
下
薫
、
加
藤
四
郎
、
岡
野
錦
弥
、

国
．
。
．
○
胃
冒
曽
厚
少
当
．
ロ
ロ
函
、
四
口
。
．

（
紙
上
発
表
）
日
本
に
於
け
る
近
代
麻
酔
科
学
の

先
駆
者
永
江
大
助
に
つ
い
て
：
…
…
…
：
：
．
…
：
松
木
明
知
：

（
紙
上
発
表
）
麻
酔
科
学
史
的
に
見
た
悪
性
高
熱
症

：
…
…
…
…
：
…
：
・
・
…
…
．
：
。
．
：
…
…
・
…
．
．
…
松
木
明
知
：

（
紙
上
発
表
）
歩
兵
五
連
隊
雪
中
行
軍
山
口
少
佐
の

死
因
に
つ
い
て
：
…
…
…
・
・
・
…
・
…
：
…
…
…
：
：
松
木
明
知
：

ジ
ョ
セ
フ
．
Ｓ
・
フ
ル
ト
ン
著
、
水
上
茂
樹
訳

『
生
化
学
史
』
。
：
：
．
…
・
・
…
：
。
：
…
…
・
…
・
…
…
矢
部
一
郎
…
一
三
一

。
壱
一
、
三
二
九
、
五
一
三

・
・
・
・
・
・
・
”
。
“
一
二
一
九

。
九
ハ

ー
ロ
ロ

ー
ロ
ロ

一
口
三

一
一
四

一
つ
六

一
つ
五

雑
報広

島
大
学
医
学
部
医
学
資
料
館
の
開
館
に
つ
い
て

…
…
…
…
：
：
。
…
：
．
…
・
・
・
・
．
：
…
…
…
：
．
…
：
・
藤
田
尚
男
．

和
田
啓
十
郎
顕
彰
碑
建
立
：
…
．
：
…
：
・
・
…
。
：
。
：
…
蔵
方
宏
昌
．

北
陸
医
史
学
同
好
会
発
足
：
：
：
：
…
．
：
．
…
。
：
・
・
：
：
竹
内
真
一
・

静
岡
県
医
史
学
懇
話
会
結
成
…
：
・
・
・
…
…
：
…
…
・
・
土
屋
重
朗
．

日
本
医
史
学
会
編
「
図
録
日
本
医
事
文
化
史
料
集
成
」

に
毎
日
文
化
賞
特
別
賞
受
賞
・
・
・
：
．
…
…
・
・
…
・
…
…
…
…
・
・
・
…
：

川
喜
田
愛
郎
氏
「
近
代
医
学
の
史
的
基
盤
」
で
学
士
院
賞
受
賞
．

言卜

報和
田
正
系

６
昔
二

｜
・
菅
四

一
二
二
つ

一
一
一
一
一
一
一

五
一
六

三
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六

垂
一
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、

鰡
医
範
提
綱
全
一
襄

鰡
医
範
提
綱
内
象
銅
版
図
全
冊

順
天
堂
大
学
牧
授
小
川
鼎
三

宇
田
川
玄
真
二
七
六
九
～
一
八
三
四
）
の
著
「
和
蘭
内
景
医
範
提
綱
」
は
文

化
二
年
二
八
○
五
）
の
出
版
で
、
十
九
世
紀
の
前
半
、
西
洋
医
学
に
志
を
も
つ

日
本
人
が
、
お
そ
ら
く
誰
で
も
が
ま
ず
播
い
た
一
書
で
あ
っ
た
と
お
も
う
。
解
剖

学
を
主
と
す
る
が
、
生
理
学
、
病
理
学
を
も
合
せ
説
い
て
い
て
、
西
洋
医
学
の
精

髄
を
明
快
、
簡
略
に
紹
介
し
た
傑
作
で
あ
る
。
葉
年
後
の
文
化
五
年
に
そ
の
付
図

と
し
て
「
内
象
銅
版
図
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
亜
欧
堂
田
善
の
作
で
あ
る
。

日
本
で
最
初
の
銅
版
解
剖
図
と
し
て
名
高
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
付
図
は
当
時
で
も

高
価
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

玄
真
は
西
洋
の
解
剖
書
数
種
か
ら
訳
し
と
っ
て
遠
西
医
範
三
十
巻
を
つ
く
っ
た

が
、
彪
大
な
の
で
、
そ
の
綱
要
を
ま
と
め
て
医
範
提
綱
と
名
づ
け
、
こ
の
提
綱
を

テ
キ
ス
ト
に
し
て
門
人
に
西
洋
医
学
の
大
体
を
講
義
し
た
。
門
人
の
諏
訪
俊
士
徳

が
そ
れ
を
筆
記
し
整
理
し
て
、
医
範
提
綱
三
冊
本
が
で
き
上
っ
た
の
で
あ
る
。
玄

真
が
用
い
た
西
洋
解
剖
書
の
著
者
と
し
て
ブ
ラ
ン
カ
ル
ッ
、
パ
ル
ヘ
イ
ン
、
ヘ
ル

ヘ
ィ
ン
ィ
ン
ス
ロ
ウ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
医
範
提
綱
は
日
本
の
医
学
に
大

き
い
影
郷
を
あ
た
え
た
が
、
そ
の
一
つ
の
現
わ
れ
と
し
て
、
「
膵
」
や
「
腺
」
の

字
が
初
め
て
玄
真
の
創
始
し
た
国
字
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
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○
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頒
価
三
八
、
○
○
○
円
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とがある.(4)妊婦および授乳婦への投与妊娠中の投与による胎児､新生児に対す
る安全性および授乳中の投与による乳児に対する安全性は確立していないので､妊
婦または妊娠している可能性のある婦人および授乳鰐には治療上の有益性が危険性
を上まわる場合のみ投与すること．【包装】錠(25mg)：PTP包装10錠×10,

1 0 錠 × 1 ㈹､バラ包装1㈹0錠く健保通用〉

I適応症】●悪血圧症(本態性，腎性）●次の慢性浮腫における利尿心性浮腫，
腎性浮腫，肝性浮腫【用法･用■】ﾒﾌﾙｼドとして,通常成人1日25～50m(1
～2錠）を朝1回投与するか，または朝,昼の2回に分けて経口投与する.なお,

年齢･症状により適宜増減する.ただし,悪性惠血圧に用いる堀合には,通常,他

の降圧剤と併用すること.【使用上の注奪】(1)次の患者には投与しないこと肝性

昏睡急性腎不全,重症の低カリウム血症のある患者.(2)次の患者には懐重に投与
すること1)肝機能障害のある患者(肝機能随害を悪化させることがある.)2)本人
または両親，兄弟に痛風.糖尿病のある患者3)肝硬変の患者または強心配糖体の
治療を受けている患者（連用により低カリウム血症等の電解質失調があらわれるこ

とがあるので，このよ.うな埋合には十分なカリウム補給を行うなどの処還を行うこ

と.）(31副作用1)肝屋ときに肝機能陸害があらわれることがあるのでこのよう
な堤合には減■または投与を中止すること.2)代囲異常低ｶﾘｳﾑ血症,低ｸﾛ

ﾙ性ｱﾙｶﾛｰジｽ等の電解質失鋼があらわれることがある.また,高尿酸血症,

高血糖症があらわれることがあるので,観察を十分に行い,異常が認められた場合
には減亙または休薬等の適当な処便を行うこと.3)過敏症発疹等の過敏症状があ
らわれた喝合には投与を中止すること.4)消化器ときに悪心,咽吐,胃剖不快感，

食欲不振，便秘.下痢,口内炎,口渇等の症状があらわれることがある.5)呼吸器
類似化合物(ﾋﾛｸﾛﾛﾁｧジド)で問質性肺炎､肺水腫があらわれることが報告さ
れている.6)その他ときに脱力感、唾､起立性低血圧等の症状があらわれるこ
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